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1 船ヶ谷遺跡 4次調査出土陶質土器

2 大韓民國咸安道項里 3・ 8号墳出土 3 大韓民國咸安道項里 10号墳出土



4.小野周辺出土陶質土器 (長頸壷)・ 吉海町 (伝)東條古墳出土・ 朝倉村樹之本古墳出土

5大韓民國高霊池山洞 44号墳出土



6.福音小学校構内遺跡出土石製子持ち勾玉・勾玉

7.福音小学校構内遺跡出土石製紡錘車



8,福音小学校構内遺跡出土石製品 上:石杵 (磨面に朱付着)、 下:磨石 (朱付着)、 棒状石製品



例 言

1.本書は、松山市文化財調査報告書第88集 『船ヶ谷遺跡-4次調査―遺構・遺物編』に続 く『船

ヶ谷遺跡 4次調査 コー分析・観察表・写真図版―』と、松山市文化財調査報告書第91集 『福音

小学校構内遺跡 Ⅱ―遺構・遺物―』に続 く『福音小学校構内遺跡Ⅲ―写真図版―』を収録 して

,ゝ る。

2.写真撮影は調査担当者 と大西朋子が行った。遺物撮影と図版作成は、担当者と協議の上大西が

行った。

3。 本書報告の遺物の実測図は、須恵器を1/4と し、縮分値をスケール下に注記した。

4.遺物の実測・製図は高尾和長、田崎真理、中村紫、宮内真弓、金子育代、高尾久子が行った。

5.遺物観察表に掲載した1806～2484の石製品は写真掲載にとどめ、『船ヶ谷遺跡-4次調査―遺構・

遺物編』には、実測図は掲載 していない。

6.巻頭図版に掲載 した 2・ 3・ 5は、大韓民國國立金海博物館から提供を受けたものである。そ

の他は、財団法人愛媛県埋蔵文化財調査センター、吉海町立郷土文化センターの承諾を得て、

大西が撮影 したものである。

7,自然化学分析Ⅱでは、船ヶ谷遺跡 4次調査地出土須恵器の産地をより明確にすることを目的とし、

市場南組窯、出作遺跡、伊予市太郎丸遺跡、土壇原遺跡、北井門遺跡、高橋湯ノ窪遺跡 3次調査、

旗立C遺跡、東野お茶屋台遺跡、北久米浄蓮寺遺跡出上の市場系土器を大谷女子大学三辻利一先

生に蛍光離 分析を依頼 し玉稿をいただいた。記 して感謝申しあげます。また、分析に際しては

長井数秋氏、松前町教育委員会、伊予市孜育委員会、愛媛県教育委員会、財団法人愛媛県埋蔵

文化財調査センター、今治市教育委員会と関係者には快 く資料を提供 していただきました。心

より感謝申しあげます。

8.鉄製品の分析 と聯 写真撮影では、船ヶ谷遺跡 4次調査出土品は (財)元興寺文化財研究所に業

務委託し、福音小学校構内遺跡出土品は愛媛大学村上恭通先生、田中謙氏に指導・協力を賜った。

記して感謝申しあげます。

9。 本書の編集は高尾が行い、武正良浩の協力を得た。

10。 本書で報告 した遺物・記録類は松山市立埋蔵文化財センターで保管している。
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S B10(西 より)

S B18(北 より)

S B33(南 より)

S B39(北東より)

S B52(南東より)

S B62(西 より)

S B81(南 より)

S B82(南 より)

S B82 竃内遺物出土状況 (南 より)

S B93 電内遺物出土状況 (北より)

S B94(南東より)

S B97 竃内遺物出土状況 (東 より)

S B 102(西 より)

S B 103(北西より)

S B 107(西 より)

S B 108(西 より)

S B 137(南東より)

S B 131・ 132(北東より)

S B3(西 より)

S Bl(北 西より)

S B5 (南西より)

S B13(南東より)

S B14(南 より)

S B16(南東より)

S B17(北東より)

S B26(東 より)

S B46(西 より)

S B46 竃内遺物出土状況 (東 より)

S B49(南東より)

S B57(北東より)

S B70(東 より)

S B71(南 より)

福音小学校構内遺跡

図版56
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3.
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図版60 1.
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図版61 1.
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図版 63 1.

2.

3.

図版 64 1.
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3.

図版 65 1,
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3.

図版 66 1.

2.

3.

図版67 1.

2.

3.

図版 68 1.

2.
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S B 85(西 より)

SB 98(東より)

S B 98 篤 (南より)

S B l13 竃内遺物出土状況 (北より)

S B 127 竃内遺物出土状況 (南より)

S B 128(ゴヒより)

S B 128 竃内遺物出土状況 (南東―より)

S B19(】しより)

S B19 竃 (南より)

S B 138(】ヒより)

S B4(西より)

S Bll(東 より)

S B80(南東より)

S B 101(南西より)

S B 129(】ヒより)

S B 164・ 165(南東より)

掘立5(西より)

掘立10(南よリー)

掘立13(東より)

掘立20(北西より)

掘立43(南より)

掘立64(】L西より)

掘立72(西より)

掘立81(東より)

掘立82(東 より)

掘立83(南より)

S K71 遺物 (血936)出土状況 (北東より)

S K73 遺物 (陥588～591)出土状況 (北西より)

S K80 遺物 (No938)出土状況 (北東より,

S K 133 遺物 (配593・ 594)出土状況 (北より)

S K209 1遺物出土状況 (北より)

S K226 遺物出土状況 (東より)

S Dl(西より)

S D91(南西より)

SX[波板状凹凸遺構](西より)

SX[波板状凹凸遺構](北より)
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図版69 1.SX[波 板状凹凸遺構](東 より) 図版1031.SB内 出土遺物鉄器②

2.S X533(南 より)         図版1041.SK内 出土遺物鉄器

3.S X534(北 より)          図版1051.SD・ SP・ SX内出土遺物鉄器

図版70 1。 S El遺物出土状況 (北東より)   図版1061.出土遺物鉄器、筋違B遺跡出土遺物 077)

2.S P 4419 遺物 (比855)出土状況 (東より)

3.5区土器溜 り遺物 (配958)出土状況

図版71 1,S Bl、 S B3出土遺物

図版72 1.S B5、 S B10出土遺物

図版73 1.S B7、 S B8出土遺物

図版74 1.S B16、 S B17出 土遺物

図版75 1。 S B18、 S B24、 S B26出土遺物

図版76 1,S B19、 S B39出土遺物

図版77 1.S B46、 S B47、 S B49出土遺物

図版78 1,S B62出土遺物

図版79 1.S B65、 S B71、 S B73、 S B80出土遺物

図版80 1.S B81、 S B82、 S B83出土遺物

図版81 1,S B85、 S B93、 S B94出土遺物

図版82 1.S B95、 S B98出土遺物

図版83 1.S B97、 S B 102出 土遺物

図版84 1.S B 107、 S B 109出 土遺物

図版85 1。  S B l13、 S B 121、 S B 127、 S B 128出 土遺物

図版86 1,S B 125出 土遺物①

図版87 1.S B125②  S B131。 132、 S B 187、 S B 163出土遺物

図版88 1.S K182、 S K209、 S K22c出 土遺物

図版89 1.S K 133、 S D30。 31出土遺物

図版90 1,S D3出 土遺物

図版91 1.波板状凹凸遺構出土遺物

図版92 1.S X533出 土遺物①

図版93 1,S X533② 、S X535出土遺物

図版94 1.S X534出 土遺物

図版95 1,S E2出土遺物①

図版96 1.S E2出土遺物②

図版97 1.SP(1区 )、 SP(2区)①出土遺物

図版98 1.SP(2区 )②、SP(3・ 5区)出土遺物

図版99 1.グ リッド表採出土遺物①

図版1001.グ リッド表採出土遺物②

図版1011.出土遺物石器

図版1021.SB内 出土遺物鉄器①
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船ヶ谷遺跡 4次調査

1自然科学分析Ⅲ
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船ヶ谷遺跡4次調査出土初期須恵器の蛍光X線分析

大 谷 女 子 大 学  三
 辻  利  

一

1)は じめに

船 ヶ谷遺跡は考古学的形式観察から朝鮮半島産 と推定される硬質土器が多数出土 していることで

注 目されてきた。本報告では第 4次調査で出土 した須恵器 を主体に蛍光 X線分析を行った。また、

朝鮮半島からの搬入品かどうかを調べる場合には、必ず、地元窯の製品や陶邑産の須恵器の化学特

性と比較することが必要である。地元、市場南組窯出土須恵器の蛍光X線分析も行った。さらに、

地元、市場南組窯の製品の伝播を知るため、松山市周辺の遺跡出土初期須恵器の分析も併せて行っ

たので報告する。

2)分析法

分析資料はすべて松山市埋蔵文化財センターから提供された。試料片はまず、小型研磨機で表面

を研磨して灰釉などの付着物を除去した。素材粘上の化学特性 (化学的指紋)は土器胎上の本体部

分に表示されていることは全国各地の窯跡出土須恵器の蛍光 X線分析によって明らかにされた。窯

内で強い火力を直接受ける土器表面には灰釉などの不純物が付着 しているので除去することが必要

である。次に、胎土片はタングステンカーバイド製の乳鉢で100メ ッシュ以下に粉砕して均質化をは

かり (完全には均質化しないが)、 塩化ビニル製のリングを枠にして高圧をかけてプレスし、内イ輛 、

厚さ5mmの錠剤HIn料 を作成した。蛍光X線分析は相対分析であり、標準試料を含めてすべての試料

は一定形状をもつことが必要だからである。これらの錠剤試料 (標準試料を含めて50試料)は 自動

試料交換機に並べられ、蛍光X線分析を行った。分析装置は理学電機製、波長分散型3270機である。

X線管球の使用条件は50KV、 50mAで ある。この条件下でRbと Srの Kα 線は十分励起できる。近年、

蛍光 X線分析装置は多方面に活用されており、そのため、Rb、 Srの蛍光X線が十分励起できない装

置も市販されていることに注意を要する。

標準試料には岩石標準試料JG‐1を使用した。須恵器のマ トリックスはJG-1に 最も近いからである。

分析試料に最も近いマ トリックスをもつ試料が標準試料として選択されることは蛍光X線分析の常

識である。試料の測定された蛍光X線強度を標準試料の蛍光 X線強度で割った値を使ってデータ解

析を行った。この値をJG-1に よる標準化値という。標準化値は単位のない量である。この値に地質調

査所から報告されている標準試料の分析値を乗ずれば、%やppmの分析値が得られる。地域差 (各地

の上器の指紋)を求める研究ではこの標準化値で十分である。むしろ、万を越える大量の試料の分

析処理が必要なこの研究では標準化値を使用するほうがずっと便利である。

K、 Ca、 Fe、 Rb、 Sr、 Naの 6元素が測定された。分析データは通常、数値のままでは理解し難い

のでグラフ化される。【Ca、 Rb‐Srの両分布図と判別図に表示され、データ解析が行われた。

3)分析結果

分析データは表 1に まとめられている。全分析値イよJG-1に よる標準化値であり、D2(x)は母集

団 (X)の童心からのマハラノビスの汎距離の二乗値である。
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船ヶ谷遺跡 4次調査

まずはじめに、地元、市場南組窯の須恵器の両分布図を図 1に示す。すべての試料を包含するよ

うにして市場領域を描いた。また比較のために、対照領域として陶邑領域 も描いてある。Rb‐Sr図で

は市場領域は陶邑領域に完全に包合 されるものの、K‐Ca図ではずれがあることが分かる。そこで、

市場群と陶邑群の相互識別を試みた。図 2に は判別図を示す。D2(市場)、 D2(陶邑)はそれぞれ、

市場群、陶邑群の重心からのマハラノビスの汎距離の二乗値であり、 K、 Ca、 Rb、 Srの分析値を使

って計算 された。両群の全BII料 についてD2(市場 )、 D2(陶邑)を計算 し、その結果をプロットし

たものが図 2で ある。ここで、ホテリングの T2式にしたがって、 5%の危険率 をかけたT2検定に

合格する条件をF分布表より読みとると、D2(x)<10が 得 られる。この結果、D2(市場)=1
0、 D2(陶邑)=10の ところに線を引いてある。両群の試料の殆どがそれぞれ、D2(市場)<1
0、 D2(陶邑)<10の 領域に分布することが分かる。D2(x)<10が (X)群 に帰属するため

の必要条件である。しかし、この条件を満たす領域の一部にしか、各母集団の試料は分布 しない。

それぞれ、広々とした空白の空間が残っている。この図を使って産地を推定する場合に、この空白

空間は無用である。除去するほうがよい。そこで、互いに、相手群からの D2値 を使って空白空間を

除去することにした。その結果、得 られたのが図 2に示す市場領域、陶邑領域である。もし、松山

市周辺の遺跡出土の初期須恵器の中に地元産のものがあれば、市場領域に分布するはずであるし、

陶邑からの搬入品があれば、陶邑領域に分布するはずである。そして、それ以外の生産地の製品が

混 ざっておれば、不明領域に分布することになる。そこで、今回分析 した船 ヶ谷遺跡 4次調査出土

の初期須恵器の両分布図を図 3に示す。殆 どのものが市場領域と陶邑領域に分布 しており、地元産

の須恵器 と陶邑からの搬入品が混 ざっていることがわかる。しかし、これだけではどちらの産地の

製品か判然としないので、ここで判別分析 を行った。その判別図は図 4に示す。不明領域に 2点が

分布するものの、市場領域に 3点、陶邑領域に 7点分布することがわかる。どの試料が市場産で、

どの試料が陶邑産かは表 1の最右欄の D2値 を比較 しもらえばよくわかる。一応、D2(x)<10を

もって、 (X)母集団への帰属条件 とした。不明となった 2点の試料はD2(伽耶)<10も 満足 し

ないので、伽耶産でもない。目下のところ、不明としておかざるをえない。ついでに、前回分析 し

た船 ヶ谷遺跡 4次調査出土試料の産地を調べてみた。朝鮮半島産の可能性を探 るため、市場群 と伽

耶群間の判別図を図 5に示 しておく。両者は完全に分離 しており、相互識別は十分可能であること

がわかる。この図上でもし、伽耶領域に分布する試料が多数あれば、朝鮮半島からの搬入品である

とい うことになる。図 6に はその結果を示す。 7点の試料が市場領域に分布するのに対 して、15点

近い試料が伽耶領域に分布 しており、考古学的な形式観察から予想 されたように、朝鮮半島からの

多数の搬入品があることが確かめられることになる。個々の試料の産地推定の結果は表 1を 参照 さ

れたい。市場産と推定 されたものが 7点、陶邑産 と推定 されたものが20点 、朝鮮半島からの搬入品

と推定 されたものが13点、そして、No.6、 7、 ■、13、 14、 19、 27、 29、 31、 32、 35、 42、 53の 13点

の試料が産地不明となった。予想 されたように、船 ヶ谷遺跡からは多数の朝鮮半島からの搬入品が

検出された。

同様にして、出作遺跡出土初期須恵器の産地を検討した。市場群と陶邑群間の判別図を図 7に示す。

12点 の試料が市場領域に、 9点の試料が陶邑領域に分布 した。不明領域に分布 したのは 4点 に過ぎ

なかった。また、朝鮮半島からの搬入品の有無をみるため、市場群と伽耶群間の判別図を図 8に示す。

朝鮮半島からの搬入品がないことがわかる。個々の試料の産地は表 1に記載 してある。
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自然科学分析 Ⅱ

伊予市の太郎丸追跡の須恵器の産地推定の結果は図 9の判別図に示 してある。表 1よ り、陶邑産

が 4点、市場産が 2点、朝鮮半島からの搬入品と推定 されたものが 1点 あった。No.59は 不定として

おいた。

土壇原遺跡出土須恵器の判別図は図10に示す。地元産が多くなり、市場産と推定されたものが 8点、

陶邑からの搬入品と推定 されたものが 2点、不明品は 2点であった。朝鮮半島からの搬入品は検出

されなかった。

高橋湯ノ窪遺跡の須恵器の判別図は図■に示す。 4点 とも地元、市場産と推定された。

ゴヒ井門遺跡出土の須恵器の判別図は図12に示 されている。 4点が地元、市場産、 3点が陶邑から

の搬入品と推定 された。No.78は 産地不明となった。ここで も朝鮮半島からの搬入品は検出されなか

った。

他の遺跡 (東野お茶屋台遺跡、旗立C遺跡、北久米浄蓮寺遺跡)の須恵器の判別図は一括 して図13

に示してあるcいずれも、陶邑からの搬入品と推定された。地元、市場産の製品が検出されなかっ

たことが注目される。

以上にみてきたように、地元、市場窯の製品は松山市を中心にある程度、伝播 していることがわ

かったが、同時に、陶邑産の須恵器が殆どの遺跡から出土 していることも明らかになった。この結

果は陶邑産の須恵器は北は岩手県南部から南は鹿児島県に至 るまで、全国各地の遺跡から出上 して

いるという蛍光 X線分析のデータからみても、十分理解できる。これに対 して、朝鮮半島からの搬

入品は船 ヶ谷遺跡 4次調査地に集中しており、この点でも、この遺跡は特異的であることが実証 さ

れた訳である。
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船ヶ谷遺跡4次調査

表 1 分析結果一覧表
遺 跡 名 報告書番号 試料番号 器 種 K Ca Fe Rb Sr どヾa DB(陶 邑) Dど (市場 ) D2(伽 耳F) 産地推定

市 場 南 組 窯 跡 No 3 吾 0512 0361 2 12 0626 0451 0386 552 2 3

0478 0365 245 0_604 0409 0337 687 40 3 3

5 0436 0198 237 0584 0356 0266 43 1 1

7 0462 0318 238 0600 0414 0320 413 2■ 2

8 0544 0326 228 0573 0430 0376 429 188
9 廷 0559 0341 231 0601 0423 0314 531 206

0539 0 327 232 0576 0391 0331 530 237
0422 0238 305 0549 0329 0252 233 32 206

(鎖 部 〕 0472 0325 249 0596 0407 0315 460 223
0428 0246 282 0572 0365 0259 208 19 173
0483 0280 229 0617 0391 0303 285 48 138
0493 0204 248 0564 0361 0333 73

0408 0167 279 0522 0294 0222 160
0494 0275 274 0577 0356 0292 334 174

船 ヶ谷 遺 跡 4次調 査 487 No l ll 0294 O038 250 0464 0181 0066 68 250 330 均  屋

分 析 資 料 Ⅱ 2 身 0343 0046 179 0504 0222 0165 151 229
553 3 0320 0020 290 0461 0150 0050 334 300
595 0425 0107 405 0406 0338 0131 44 127

5 0386 0118 242 0611 0314 0134 279 184
653 6 0480 0204 189 0742 0403 0326 124

7 0426 0266 1 81 0644 0 402 0277 248 196 不   け

699 8 0446 0275 224 0582 0371 0305 303 193 市  惨

722 把 子 仕 甫 0478 0373 251 0598 0433 0326 671 306
608 0560 0146 2 11 0764 0593 0308 208 244 不   呼

664 11 ボ(電 形 ) 0422 0290 202 0623 0412 0272 322 225 市  場

1656 12 0394 0129 209 0624 0 0204 177 旬  屋

船 ヶ谷 遺 跡 4次調 査 No l 不 明 0411 0052 205 0479 0230 0184 176 151
分 析 資 料 I(前 回 分 ) 609 大 カ 0540 0230 231 0582 0633 0355 128 37 ftH 酎

520 3 不 身 0477 0111 198 0540 0320 0340 060 61 旬  昌

517 4 0517 0185 224 0613 0378 0360 210 27

報告ナシ 5 孟 0547 0 113 261 0645 0300 0331 113

602 邪 0825 0135 234 0870 0417 0418 462 693 299 不   げ

564 7 きlT(?) 0753 0131 260 0823 0400 0467 295 502 17 0

563 8 0504 0111 289 0598 0283 0286 27 572 58 旬  邑

1139 不 0589 0179 336 0705 0307 0118 180 35 カロ  耳「

0491 0164 328 0570 0323 0142 122 衛  邑

1 0766 0135 260 0814 0391 0434 336 503 187 不  明

612 2 ツボorカ メ 0499 0127 228 0609 0362 0295 021 324 衛  邑

611 0733 0136 268 0803 0403 0422 247 137 不  明

0723 0157 282 0819 0433 0506 201 108
726 5 ll 0445 0036 208 0541 0221 0 ■73 29 442 125 旬  邑

0480 0138 220 0577 0387 0343 042 275
623 0501 0065 228 0631 0232 0 165 42 82

684 0483 0124 183 0492 037ユ 0220 2 1 590
685 0467 0334 405 0408 0396 0_202 571 458 不  明

599 不 0456 0202 197 0543 0507 0251 73 169 47 旬  邑

0544 0188 319 0669 0437 0220 22 561 090
蓋 0453 0 172 310 0489 0502 0209 91 261 42 加  耶

515 0585 0151 300 0_689 0419 0246
600 杯 0473 0081 204 0573 0258 0248 衛  邑

655 ボorカ メ 0562 0239 263 0550 0612 0410 102 326 初日  耳る

邦 0467 0206 192 0541 0503 0257 63 158 37

0753 0144 235 0820 0411 0498 283 469 157 不  明

小 型 洛 台 0500 0118 174 0668 0308 0.157 18 陶  邑

0570 0371 150 0613 0930 0361 519 1240 250 不  明

0536 0 175 209 0642 0370 0227 469 18 伽   耳「

器 部 0784 0122 229 0825 0409 0483 367 530 242 不  明

610 0751 0156 260 0839 0439 0475 252 147
568 0541 0303 224 0602 0398 0357 38_8 153 市  場

567 0526 0308 229 0593 0373 0375 467 74 20_1

0518 0301 227 0610 0390 0363 433 179 不  明

603 0413 0044 226 0482 0248 0161 29 186 138 陶  邑

604 0546 0358 204 0618 433 0452 591 218 市  場

650 0517 0183 230 0623 0339 0303 75 387 伽   耳F

668 0529 0305 240 0610 0391 0375 407 160 市  場

666 0557 0218 235 0643 0370 0376 139 460 JJl ttF

658 0461 0137 206 0572 0335 0256 063 119 旬  屋

0659 0 275 199 0630 0 0523 390 484 162 不  け

- 6 -



遺 跡 名 霰告書番号 試料番号 器 種 Ca Rb Na D2(陶 邑 ) Dゼ (市 場 ) D2(伽 耶) 産地推定

船 ヶ谷 遺 跡 4次 調 査 0462 0078 183 0615 0322 0196 481 旬  邑

分 析 資 料 I(前 回 分 ) 660 0496 0180 238 0612 0357 0249 205 44

ツボorカ メ 0522 0350 255 0594 0385 0387 675 76 287 市  場

0449 0069 260 0445 0274 0159 35 407 135 旬  邑

648 把子‖カメ 0529 0290 195 0_646 0429 0373 262 136 伽  耳

649 カ 0559 0220 186 0655 0407 0340 412 17

観 0491 0290 200 0610 0403 0351 303 20 139 市  彦

607 ボ 0532 0332 231 0623 0397 0373 534 106 200
657 0541 0211 206 0635 0389 0361 87 297 初日  耳「

663 0729 0221 227 0844 0521 0557 170 340 93

1570 露 0377 0189 2 10 0406 0683 0217 598 1200 167 不  リ

出 作 遺 跡 2002 No 29 杯 身 0305 0069 266 0428 0232 0125 67 501 282 陶   屋

2006 書 0224 0026 267 0413 0133 0036 134 562 508 不   け

2008 0303 0031 281 0470 0157 0041 57 316 328 陶   晨

2009 0407 0092 190 0622 0362 0197 423 168
2011 0453 0236 220 0_603 0370 0298 163 123 市  疹

2013 0463 0358 256 0589 04■ 7 0302 623 306
0444 0146 245 0594 0344 0276 147 陶   晨

0470 0325 252 0_573 0387 0296 506 262 市  惨

2019 0446 0303 246 0596 0395 0346 385 20 221
2020 手 仕筑 0440 0322 205 0618 0445 0340 392 119 226
2021 0426 0332 238 0606 0423 0 310 489 287
2022 卜型売ほ豆 0439 0103 142 0.583 0366 0 124 300 旬  屋

2024 卜型 器 台 0393 0244 254 0_553 0332 0219 265 254 市  嫉

2030 0354 0_206 208 O_568 0374 0229 162 212 254 不  け

2031 0437 0269 294 0.541 0351 0256 314 226 市  場

2033 0456 0225 235 0_606 0355 0262 15 0 117
2034 0421 0305 256 0.589 0_381 0_285 434 277
2035 邪 蓄 0368 O056 308 0_509 0209 0176 204 200 匂  屋

2036 0301 0029 247 0_449 0156 0098 58 320 330
2037 手 0358 0298 284 0,370 0287 0 173 650 644 不  け

2038 0355 0075 1 81 0_565 0253 0115 40 232 225 陶   屋

2039 ポ 0440 0312 2 13 O_604 0405 0_329 413 35 238 市  場

2040 0402 0284 245 0.610 0390 0286 344 266
2042 カ 0534 0173 247 0,780 0474 0181 178 124 匂  屋

未 報 告 大 型 カ メ 0410 0223 290 0.572 O_326 0262 193 197 市  場

伊 予 市 太 郎 丸 遺 跡 No 0379 0154 2 11 0_600 0336 0190 148 195 勾  屋

0428 0282 201 0581 0409 0298 280 101 196 市  場

0547 0181 143 0772 0387 0080 65 52 旬  屋

0613 0096 209 0803 0_323 0247 116 462 伽   耳|

0489 0306 230 0614 0418 0311 345 154 市  場

0466 0217 222 0620 0366 0 114 136 91 不  策

0516 0106 202 0736 0384 0337 38 171 108 匂  屋

dl 0426 0138 221 0594 0326 0191 160 105
土 壇 原 遺 跡 12号墳 整 理 中 No 0474 0287 296 0559 0343 0278 415 54 237 市  疹

16号墳 0524 0421 2 15 0607 0568 0350 625 830 242 不  tHJ

■ 号 墳 0503 0309 190 0670 0446 0357 313 190 21

12号墳 0473 0282 2_62 0609 0363 348 市  場

12号墳 0460 0258 265 0603 0356 0262 260 58

17号墳 肝 llB側型) 0466 0283 260 0599 0376 0286 325
13号墳 把手 付境 0 414 0253 200 060■ 0389 0269 217
16手子五質 0466 0329 226 0583 0426 0362 440 225
17号墳 70 ポ 0499 0360 253 0617 0412 0_328 648 271
16号墳 0510 0358 255 0604 0416 0315 625 19 261
7号墳 カ 0549 0175 222 0605 0379 0243 267 24 旬  屋

12号墳 0_374 0_098 256 0441 0352 0■ 85 125 130
高 橋 湯 ノ窪 3次 調 査 111 No 0493 269 0_594 0414 0356 710 37 916 市  場

0454 0409 211 0609 0425 0368 951 117 448 市 場 (?)

卜型 吾 台 0_447 0337 241 0603 0402 0319 546 287 市  場

東 野 お 茶 屋 台 9号 墳 No 77 ボ 0469 0179 180 0657 0453 0367 545 旬  屋

北 井 門 遺 跡 整 理 中 No 78 イ 身 0207 0063 255 0323 0176 0081 178 174 534 不   呼

0359 0057 227 0531 0223 0174 208 211 匂  呈

0338 0064 208 0509 0225 0111 144 240
ボ 0458 0293 227 0631 0425 0322 291 163 市  場

0383 0090 251 0477 0316 0172 35 458 13 2 旬  星

0443 0364 2 13 0613 0447 0337 602 114 310 市場 (?

0379 0221 180 0603 0380 0232 17_1 122 231
U子 付 鍋 0415 0212 242 0548 0334 0 173 145 169 市  場

旗 立 C No 86 ボ 口 0373 0159 211 0603 0341 0218 81 155 21 1 衛  呈

北 久 米 浄 蓮 寺 No 87 ボ 432 0152 255 0576 0325 0273 28 84 99 旬  邑

高 橋 湯 ノ窪 3次 調 査 113 No 88 巴手 仕流 0482 0322 256 0585 0404 0354 450 13 218 市  場

分析結果一覧表

自然科学分析 Ⅱ

(2)

- 7 -



船ヶ谷遺跡4次調査

1.O

K

Q5

O

l.O

Rb

Q5

陶邑領域

O Q5     1.C
Sr

第1図 市場南組窯跡出土須恵器の両分布図
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Iげ

自然科学分析 Ⅱ

重複領域

D2

,

陶邑領域

● 市場南組群

.  陶邑群

iO'む D稔易
i02

第2図 陶邑群と市場群の相互識別 (K、 Ca、 Rb、 Sr因子使用 )
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船ヶ谷遺跡4次調査

Io O

K

Q5

O

l.0

Rb

Q5

市場領域

。□

Q5
Sr

第3図 船ヶ谷遺跡4次調査出土須恵器の両分布図

IoO
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I

D2
(陶 邑)

iO.

自然科学分析Ⅱ

第4図 船ヶ谷遺跡4次調査出土須恵器の産地推定

Di市動

―
■
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I

船ヶ谷遺跡 4次調査

第5図 伽耶群と市場群の判別図

D2
(伽耶)

iOl

・  伽耶群

●  市場群

Di市場

市場南領域       ・

・    ●

「

●

-12-



自然科学分析 Ⅱ

Iげ

D2
(伽耶 )

101

i02

第6図 船ヶ谷遺跡 4次調査出土硬質土器の産地推定
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船ヶ谷遺跡 4次調査

I

D2
(陶 邑)

i Oi

i Oi

第7図 出作遺跡出土須恵器の産地推定

-14-



Iげ

D2
(伽耶)

i Oi

自然科学分析 Ⅱ

第8図 出作遺跡出土硬質土器の産地推定

市場南領域
  .   .  l 

●・
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iO

船ヶ谷遺跡4次調査

第9図 伊予市太郎丸遺跡出土須恵器の産地推定

D2
(陶 邑)

iOl

Iご格



I

D2
(陶 邑)

iOl

自然科学分析 Ⅱ

第10図 土壇原遺跡出土須恵器の産地推定
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船ケ谷勘 4え講楚

I

D2
仰 ヨ)

iげ

D2繊
iO°

第11図 高橋蕩イ幾進跡3茨調査出土須恵器の産地推定
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|

自然科学分析コ

第12図 北井問遺跡出土須恵器の産地推定

[)2
(陶邑)

iOi

Iご祐 D2備効
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船ヶ谷遺跡4次調査

第13図 東野お茶屋台遺跡、旗立C遺跡 、北久米浄蓮寺遺跡出土須恵器の産地推定遺跡

卜
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自然科学分析 Ⅱ

亀   〒

太郎丸

７

急

／
∬
ｋ
卜
、、就

Ⅱ２２

産地推定
市場南組窯

0             10           20cm

(S=1:4)

蛍光X線分析Ⅱによる産地推定別出土遺物実測図 (1)

*挿図は高尾 和長 が作成 した

-21-
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産地推定
市場南組窯

船ヶ谷遺跡4次調査

第15図 蛍光X線分析 Ⅱによる産地推定別出土遺物実測図 (2)
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自然科学分析 Ⅱ

土壇原 Ⅱ71

7~▽ 15市場

争 等 鶴導 跨 選 率

産地推定

市場南組窯

第16図 蛍光X線分析 Ⅱによる産地推定別出土遺物実測図 (3)

太農Б丸
Ⅱ55

湯ノ窪3次
Ⅱ75

0          10         20cm

(S==1:4)

ノ窪3次
Ⅱ74

場

１８

市

Ⅱ

斯
６６
土

Ⅱ

井

８３

北

Ⅱ
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船ヶ谷遺跡 4次調査

湯ノ窪3次
Ⅱ88

導
く《墓

産地推定

市場南組窯
0             10            20cm

(S=1:4)
第 17図  蛍光 X線分析 Ⅱによる産 地推 定別 出土遺 物 実測 図 (4)

午^一
≧
一

Ⅱ85 】ヒ井門
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自然科学分析 Ⅲ

船412 出作 Ⅱ29

北井F日 Ⅱ79 等4

出作 Ⅱ47 否説
丸

旗立C
186

却
８。

北
Ⅱ

や
＼_/ノ〕＼`
煮♪

産地推定
陶邑窯

東野お茶屋台
177

出作 Ⅱ46

/な♀下く、幹牝
苦芦

寺

0          10         20cm

(S=1:4)
第18図 蛍光X線分析 Ⅱによる産地推定別出土遺物実測図 (5)
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船ヶ谷遺跡4次調査

太郎蒐しⅡ56

太郎丸
Ⅱ60

ヽ出作
Ⅱ52

太郎丸
Ⅱ61

0              10            20cm

(S=1:4)

第司9図 蛍光X線分析 Ⅱによる産地推定別出土遺物実測図 (6)

断
７２
土

Ⅱ

産地推定

陶邑窯

土壇原 Ⅱ73
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自然科学分析 Ⅱ

産地推定
切Π耳【

土壇原
Ⅱ64

井

７８

北
Ⅱ

出作
く` Ⅱ42

作

４８

出

Ⅱ

』
ン

産地推定
不明

産地推定

＼       不定
｀`    太郎抗し159

0             10            20cm

(S=1:4)

第20図 蛍光X線分析Ⅱによる産地推定別出土遺物実測図 (7)
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表 2 分析資料一覧
1.分析資料 I・ I器種別一覧表

船ヶ谷遺跡4次調査

潰  跡  名 番   号 点 数 甕 壷 高 邪 郭 蓋 郭 身 肥手甕 甑 巴手婉 lH 器 台 甦 不 明

市 場 南 組 窯 Ⅱ13～27 ユ 3

船  ヶ 谷 4次 11々 -53・ I11´ヤ12 6 3 1 1 6 1

出 作 Ⅱ29^-53 7 5 3 1 1 1

肘 予 市 太 郎 メ 世54～ 61 1 2 1

土   壇 l162-73 1

高 橋 湯 ノ窪 3, Ⅱ74～ 76・ 88 4 1 1

東 野 お 茶 屋 台 1 1

井 Ⅱ78´-85 1 2 1 1 1

旗   立   C 1 1

北 久 米 澤 達 寺 Ⅱ87
計 9 6 2 1 13 9 1

組窯と推定された器種別一覧表

伊 予 市 太 郎 丸

高 橋 湯 ノ 窪 3次
東 野 お 茶 屋 台

伊 予 市 太 郎 丸

4.伽耶の窯と推定された器種別一覧表
潰  跡  名 番   号 点 教 高 邦 郭 蓋 郭 身 lE手甕 甑 氾手娩 対 器 台 阻 不 明

雨 場 雨 組 窯 l113´-27 0

船  ヶ 谷 4次 11々 -53・ 111´ヤ12 4 2 ユ 1 1

出 作 l129´ -53 0

伊 予 市 太 郎 丸 I154～ 61 1

土 壇 原 Ⅱ62´ヤ73

高 橋 湯 ノ 窪 3次 Ⅱ74～ 76・ 88

東 野 お 茶 屋 台 Ⅱ77 0

井 Ⅱ78～ 85 0

旗 立 C Ⅱ86

北 久 米 浄 蓮 寺 Ⅱ87

計 2 2

角合 ヶ 谷  4 次

伊 予 市 太 郎 丸
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出土遺物観察表

凡例

遺物観察表

(1)以下の表は船ヶ谷遺跡 4次調査遺構遺物編に掲載 した遺物観察表である。

(2)各記載について

法 量 欄 ( ):復元推定

調 整 欄 土器の各部位名称を略記。

例)口→口縁部、口端→口縁部端部、擬口→擬口縁、拡→拡張部、頸→頸部、肩→肩部、胴→胴部、胴上→胴部上半部、

胴→胴部下半部、底→底部、不→邦部、脚→脚部、天→天丼部、つ→つまみ  胎土 焼成欄胎土欄では混和剤を略記。

例)石→石英、長→長石、密→精製度。角→角閃石 赤→赤色酸化粒 金→金ウンモ

( )中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)石・長 (1～ 3)→ 「 1～ 3 mm大 の石英、長石を含む」

焼成欄の略記について。

◎→良好、○→良、△→不良

表3 SRl③層出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

1 甕
ロイ垂(304)

力篤干慧  88
大型品。外反する日縁部の端部は
「ヨJの字状である。

響転5本 /c耐一
0ハ ケ(6木 /cm)一

Θハケ

⑩ヘラミガキ

乳茶色

乳褐色

石,長
(1～ 3)

◎
F9区 1

2 甕
ロイ垂(34_6)

残高 71
大型品。外反する口縁部の端部は
丸Htwをもつ。

翰 ヨヨナデ
⊃ ハケ

(8本/cm)
ミガキ

淡褐色

淡褐色

石 長 (1～ 3)

金
◎

F4区

3 甕
口径 (19,2)

努篤拝尋  82
外反する口縁部の端部は丸い。

の ナデ
⊃ ナデ→ハケ

(5本/cm)

Θハケ

⑩ナデ

黒褐色

淡褐色

石・長(1～ 3)

◎
F9区

4 奏
口径 (232)

力篤拝三 14_0

頸部 内面 に明確な稜をもち外反す
る口縁部。

ハケ

(6本/cm)
縁チ才膝力剤
面)板ナデ→ナデ

暗

淡褐色

褐色 石。長 (1～ 2)

金
ω

F4区

5 甕
ロイ垂(25.4)

力篤拝三  62
「くJの字状口縁の端部は丸い

Θ ヨコナデ
⑩ ハケ

(12本/cm)

Dハケ→ヨコナデ

Dノサ(10本 /cm)

淡褐色

淡褐色

石 '長 (1～ 3)

金
ω

F4区

6 甕
口径 (152)

ア鳥に三  4_0

「く」の字状口縁の端部は「コ」の字
状に丸い。

⑩ ヨヨナデ
◎ ハケ→ヨコナデ
⑩ハケ(10本/cm)

ケヽ(10本/cm)
乳褐色

淡茶色

石'長 (1～ 2)

◎
F■区

7 甕
日径 (134)

″鳥千三  95
「く」の字状口縁の端部は「コ」の字
耳犬。

⑩ ヨヨナデ

⊃ ハケ(4～ 5本 /cm)

Dハケ0本 /cm}

Dナ|〕サ鱗/m)

乳茶色

乳茶色

石。長(1～ 3)

◎
E12区

8 甕
口径 (120)

残高 42 「く」の字状口縁。 ③ ヨヨナデ
α)ヨコナデ

C)ハケ(6本 /cm)

淡黄茶褐色

淡黄茶褐色

石・長(1～ 2)

◎
11区

甕
口径 (142)

ケ完拝三  6_9
「くJの字状口縁の端部は先細り。

⑩ ヨコナデ

⊃ タタキ

〇 ′サ跡/卿 )

⑩ ハケ

茶褐色

黄褐色

石・長(1～ 2)

金
ω

F14区

甕
径

高

底

残

(16)

44 尖り気味に丸い底部。 マメツ
工具

ナデ

淡黄褐色

淡黄褐色

石・長 (1)

◎ 黒 斑

11 甕
底径 21
残高  40 丸味をもつ/Jヽさな底吉巨。

タタキ→ハケ
(6～7本/cm)
ナデ

ナデ→ハケ

(5本/cm)
暗茶褐色

暗茶色

石。長 (1～ 3)

金
0

区

着
Ｆ・６
附

壷
口径 (190)

冴篤拝三 10.4

外反する擬口縁。端面に斜格子文 c

拡張部は内傾し6条、7条、篠 の波状文。
頸部に斜格子文の凸帯を貼付る。

② コヨナデ
国)ハケ(8本/cm)
⑤ ハケ→ヨコすデ 鞘酵 |

乳茶色

乳褐色

石・長(1～ 3)

◎

Fll区
田14区
黒  斑

士霊
ロイ垂 124

残高 99 外反する擬口縁。拡張部は内傾する。
り
①
の

コケテ
ケヽ(5本/cm)
ケヽ→ナデ
ケヽ(5本/cm)

ｍ／

テ
　
球
デ

サガ桝
，

鯉
②
∽
ｍ

橙褐色

灰茶褐色

石。長(1～ 3)

◎
F10区 1

14 壺
口 径 (144)

残高 116
外反する擬 口縁 。拡張部はわずか
に内傾し端部は丸い。

⑦ ヨヨナデ
巨)ミガキ→ヨヨナデ
⑪ ミガキ

Φ ヨコナデ
⑩ ナデ

ヨコナデ

淡黄色

淡黄色

石・長(1～ 2)

◎

Fll区

黒 斑
l

董
口径 (212)

力鴬澪慧  37
短く内傾する拡張部。端部はナデに
より凹む。3条の波状文を施す。

ナデ

ハケ

ナデ

ヨコナデ

暗茶褐色

茶褐色

石・長(1～ 2)

◎
E15区

笠 残 高 82
外 反 す る擬 口縁 。拡張部 は内傾 し4
条 以 上 の波 状 文 を施 す 。頸 部 に凸
帯 券目占イ十る^

ヨコナデ

ハケ(5～ 6本/cm)

ヨコナデ
ハケ(6本 /cm)
ハケ→ナデ

淡黄色

淡黄色

石'長 (1～ 2)

◎
Fll区

壺
ロイ垂(134)

″鳥拝慧  30
外反する擬 口縁 。拡張部は短 く内
傾する。

ハヶ

(7本/cm)

ハケ→ナデ

ハケ

淡灰色

淡灰色

石・長(1～ 2)

◎
F9区

- 29 -



番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内 面

壺
口径 (140)

力埓帯慧  6.3

外反する日縁部。端部は「コ」の字
状。頸吉口こ斜格子文の凸帯を貼付る。

⑩)ヨコナデ
⊃ハケ(10本 /cm)→
ヨコナデ

ナデ
淡乳桃褐色

淡褐色

石。長(1～ 5)

◎
F9区

壷
口 径 (28.8)

残高 28
口縁部の小片。端部を上下に拡張
し波】犬文を施す。

ヨコナデ

ナデ

ナデ

ヨコナデ

淡黄褐色

淡茶褐色

石・長 (1)

◎
H13区

士霊

日径 (190)

残高  27
口縁部の小片。端部を下方 に拡張
し9条の波状文を施す。

ヨコナデ ガキ
淡黄褐色

淡黄褐色

石 長 (1～ 3)

金
∩

F14区

壷

口径 (90)
底 径  33
カ電拝憲 188

上げ底の底部より内湾して立ち上がる
長い胴部。口縁部は短く外反し端部
は丸い。

⑩ ハケ→ナデ

Dナデ
ハケ→ナデ

子L白褐色

乳白褐色

石・長(1～ 4)

◎

F9区
黒 斑

1

壷
口径 (112)

テ篤に毒  85
外反する口縁部の端部は丸い。 芳ケ↓ヨコナデ一『

ヨ
ハ
タ
０

①
の
Ｄ

Oハケ(7本/cm)

⑩ナデ

淡褐色

淡褐色

石・長(1～ 5)

◎
F9区

壷 残 高
長い口頸部。頸部外面に沈線状の

細い線1条。

ハケ→ヨコナデ

ハケ(5本/cm)

ナテ→ハケ(5本 /cm)

ナデ
ヨコナデ

乳茶褐色

淡黄褐色

長
金
ω

石

Fll区

霊

口 径 (114)

残 高   53
直線的に伸びる日縁部。

⑩ ヨコナデ

Dハケ∇本/cm)→
ミガキ

ナデ

ヨコナデ

淡茶褐色

淡茶褐色

石 。長 (1)
金
ω

F4区

士霊
口径 (144)

残高 9_3
直線的に外上方に伸びる長い口縁
吉卜の端吉巨は)毛

～
。ヽ

豆のハケ→ヨヨナデ

Dハケ(10本 /cm)

⑩ ハケ→ヨコナデ

Эハケ(10本 /cm)

淡茶褐色

淡茶褐色

砂

◎
F10区

壷
口径 (170)

残高 41
外反する口縁部の端部は丸い。

罰)ヨ コナデ

Эミガキ
ナデ

淡茶褐色

淡茶褐色

石・長(1～ 2)

◎
F12区

霊 残 高  46
胴部片。7条、5条 、3条 以上の波状
文を施す。 絶文 ナデ

淡黄褐色

淡黄褐色

石。長 (1～ 2)

金
◎

E13区

壺
底イ垂  36
残高  97

丸味のある平底より内湾 して立ち上
がる月同吉い。

Dハケ(10～ 12本 /cm)

∋ナデ
ハケ(10～ 12本 /cm)

淡褐色

淡灰褐色

石・長 (1～ 6)

金
◎

F12区

黒 斑

鉢
口径 (22.6)

力党F≡   88
外反する口縁部の端部は尖り気味
に丸 ヽヽ 。

の工具痕
ナデ

のナデ

働)ヨコナデ
Dナデ→′サ6本/cm)

めナデ

淡褐色

暗褐色

石・長(1～ 2)

◎
F9区 1

鉢 残高   59
頸部内面に明確な稜をもつ「くJの
字状口縁か?

D工具痕
ヨコナデ

Dミガキ
ミガキ

暗褐色

暗褐色

石・長(1～ 2)

◎

F4区
黒 斑

鉢
口径 (150)

残 高  40
頸言躊のくび″とが弱く短く直線的にれ中
びる日縁部。

輌)ヨコナデ

の ハケ→ナデ

③ミガキ→コヨナデ

Dナデアゲ

淡茶褐色

淡茶色

石'長 (1～ 2)

◎
F4区

鉢
底径  2.4

残高 4.1
小さな丸味をもつ平底。

ハケ

ナデ
ナデ

淡褐色

黒灰色

石.長
(1～ 3)

◎

F4区
黒 斑

鉢
底径  19
残高  49

4ヽさな丸味をもつ平底。
じナデ
ハケ(10本 /cm)

◎ナデ

Dハケt～ 3本 /cm)

Θナデ

茶褐色

黒褐色

石 長 (1)砂
金
◎

F10区

黒 III

鉢
口径 (73)
残高 41

直口口縁。端部は先細りする。
ハケ(6～ 7木 /cm)→

ナデ

ナデアゲ

ミガキ

淡黄白褐色

淡黄褐色

石・長 (1)

◎
F4区

高 杯
口径 (252)

残高  13
郭部の日縁部。日端面 は拡張され
半稜竹管文を

"可

「逆S字剪犬Jに酉ψ可。

ハケ→ヨコナテ
ナデ
ヨコナデ

ヘラミガキ
乳灰褐色

乳灰褐色

石・長 (1)
金
ω

F4・ 5区 1

高 杯 残 高
邪部の日縁部。日端面は拡張され
波状文 5～ 6条を施す。

ヨコナデ ミガキ
淡褐色

淡褐色

石,長
(1～ 2)

◎
F4区

高 杯 残 高 柱部。不部との接合は充項技法。
″ヽケ

ナデ

ナデ

板ナデ

淡乳黄色

淡乳黄色

石,長
(1～ 2)

◎

高 杯

'篤

拝子  77 柱部上位は中実。円孔を4方向に施す。
ナデ

ミガキ

Эナデ

O絞り痕

淡黄褐色

淡黄褐色

石。長 (1)

◎
Fll区

高 杯 残 高
組合せ技法。径1 9cm円孔を4方向
に施す。

ハケ→ミガキ
Эミガキ

0ナデ

淡茶褐色

淡茶褐色

石 `長 (1～ 5)

金
ω

F10区

40 高 杯 残 高
短く細い柱部から屈曲して裾部につ

づく。

ハケーヨコナデ

ハケ(10本 /cm)

超ジハゲ(lU～ lZ本 /α nサ

O薪軟蒜)

淡褐色

黒灰色

石・長(1～ 3)

◎
G ll区

高 杯 残 高

有 段 の裾 部 。段 上 部 に2夕り、卜濁
`に3列 の半 我竹管 文 と径 2 1cmの円孔

を施す 。
マメツ マメツ

淡乳黄色

淡乳黄色

石'長 (1～ 3)

◎

E3・ 4区

F4区

器 台 残 高   74 エンタシス状の柱部。 ミガキ ナデ
淡茶褐色

淡茶褐色

石.長
(1～ 2)・ 砂

◎
F4区

SRl③層出土遺物観察表 土製品
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番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 画)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

支 脚 残 高 中心部が貫通する径 1 0cm。 タタキ
茶褐色
茶褐色

石・長 (1～ 2)

◎
F14区

稜ご勝, 売鳥拝予  74 中空。 ガ跡
ナデ
ヨコナデ

色
色

褐
褐

茶
茶

黄
黄

淡
淡

石 。長 (1)
◎

F16区

鼓こ勝「
底径 (

残高
中空の底部。

タタキ
タタキ→ナデ
ナデ

ナデ 色
色
褐

褐
茶

茶
黄

淡
淡

石・長 (1)
◎

F14区

支 脚

口径
底径
器高

中実。器高が低く上下が凹む。
側Eヨ に面をもつ。 ナ デ 淡褐色

石・長(1～ 3)

◎

支 脚 残 高
受部は2本の角状突起をもち背面に
円孔をもつ。

ナ デ ナデ
淡褐色
灰褐色

一勲
金
◎

石
F16区
黒 斑

甑
底径 (

残高
尖底の底部に径0 5cmの 穿了し。 タタキ

絞り痕
ハケ(6本/cm)

乳灰色
乳白色

石。長(1～ 2)

◎
G14区
黒 斑

土製品 力完拝三  39 把手状の上製品。 ナデ
淡茶褐色
淡茶褐色

石。長(1～ 2)

◎
Fll区 1

ミニチュア 残高  45 丸 い底 部 。 ナデ ナデ
色
色

褐
褐

石 長 (1～ 4)

金
◎

区
斑

Ｆ５

里
ヽ

1

ミユチュア
口径
底 径
器 高

くびれの上げ底。日端部は「コ」の
字状。

ナデ
ハケ(10本 /cln)

ナデ
茶褐色
茶褐色

石・長(1～ 2)

◎
F8区 1

壷 残 高 胴部の小片。簾状文。 施 文 ナデ
色
色

茶
褐

乳
乳

石・長(1～ 2)

◎
H14区

高 邪 残高 46 短い柱部に屈 曲する裾部。裾部 に
径1.5cmの円子しを2ヶ所。

ミガキ ナデ
淡褐色
淡褐色

石・長(1～ 2)

◎
C9区

高 邪

口 径 (147)
底 径  10_3
号母

=尋

 10,0

邪端部はわずかに外反し丸い。
三角錐状の柱部、裾部は屈 曲し端
吉躊は丸い。 ii‡::::'::::|`こ

④ ヨコナデ
⑩ 工員によるヨヨナデ
爾追コすデ

色
色

褐
褐

橙
橙

石 長 (1～ 4)

金
◎

F9区

鉢
口て垂(144)
,完拝三  43 丸味のある日縁部。日端部は丸い ナデ ナデ

色
色

褐
褐

暗
暗

石・長(1～ 2)

◎
H17区

一宝
径
高

口
残

複合口縁。擬口縁は端部手前で外
反し、拡張部は外上方 に直線 的に
伸び端部は「コ |の字状である。 顕舞新→

こ)ヨ コナデ
⑩ ナデ

ナデ トげ

色褐
色

灰
茶

乳
乳

石。長(1～ 2)

◎
G15区
H15区

壷
径
高

日
残

長胴の壷。口縁部は外傾し頸部は
太頸で短い。

③ナデ

のチヤゲ染年禦
ケヽ　
ガ一ガ朴抑

◎
Э
め
耐

色
色

褐
褐

茶
灰

乳
淡

石・長(1～ 3)

◎
F8区 2

甕
口て垂(130)
玩完下三 106 肩言Fの張は司身く、日縁吉Fは丸い

硼 マメツ
◎マメツ(一部ハケ)

⑪ ハケ

①ナデ→ハケ
①ナデ
⑩ケズリ

白灰色
淡褐色

石。長(1～ 5)

○

区

斑
Ｆ‐
里
い

甕
ロイ垂(148)
力完に慧  60

「くJの字状口縁で端部は丸 く。肩
が張る。

ハ ケ マメツ
乳白色
暗灰色

石・長(1～ 3)

○

区
斑

Ｆ
里
〔

壷
ロイ墨(234)
残高 23

口縁部の小片。端部を上下に拡張
し3条の擬凹線文を施す。

ヨコナデ ヨコナデ
色
色

茶
茶

乳
乳

石・長(1～ 2)

◎

壷
口て垂(148)
テ篤下三  25

口縁部の小片。日端面に2条の擬
凹線文を施す。

⑩抄ヨコナデ
〇ミガキ

ヨコナデ
色
色

褐
褐

茶
茶

百・長(1～ 2)

◎
C5区

士笠
口径 (174)
残高 52

直立する頸部に水平に開く日縁部。
端部は「コ」の字状。

硼 ヨコナデ

の穣テ乱十サ
理pヨコナテ
〇 ミガキ
⑩ ナデ

黄橙色
黄橙色

百・長(1～ 2)

◎
F14区

壼
口径 (124)
残高 63

長頸壷。頸部に3条以上の沈線文を
施す。

Θ ココナデ
①ナデ ナデ

淡乳褐色
淡乳褐色

石・長(1～ 3)

◎
F9区

鉢
口て垂(394)
残高 101

大型品。「く」の字状口縁。端部は
「コJの字状。

① ヨコナデ

⑩
懸

に
⑩ヨコナデ
⑪板ナデ

ヨコナデ

乳橙褐色
淡褐色

石・長 (1～ 5)

金
ω

F9区 2

甕
ロイエ(220)
力篤下慧  28

折り曲げ口縁。口端部は「コ」の字
状に丸い。

Oヨコナデ
⑪マメツ

マメツ
色
色

褐
褐

淡
淡

石・長(1～ 2)

◎
7区

甕
ロイ垂(236)

'篤

存慧  37 折り曲げ口縁。日端部は丸い。
〇ヨコナデ
⑩ハケ

Oヨコナデ
⑩ミガキ

色
色

褐
褐

黄
黄

淡
淡

石 粒

◎

区
斑

Ｆ
里
ヽ

甕
口径 (344)
残高 31 貼付口縁。凸帯を1条貼付る。 ナ デ

ヨコナデ
ナデ

淡茶褐色
淡茶褐色

石,長
(1～ 2)

◎

区

斑

Ｆ

黒

SRl③層出土遺物観察表 土製品
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

甕 力完下三  3.2
口縁部小片。指頭押圧の凸帯を1

条貝占リイ寸1)る 。
ミガキ ナデ

淡帽色
淡褐色

石'長 (1～2)

◎
D6区

甕 弗篤浮三  47
頸部真下に指頭押圧された凸帯を
買占リイ寸ける。

ヨコナデ
ナデ

ヨコナデ
ナデ

色
色

褐
褐

黄
黄

淡
淡

石・長 (1～2)

◎
F12区

重
口径 (140)
栃兵下三  37

外反する日縁部。

リ ヨコナデ
③ ナデ

ミガキ

動漕ヨナデ
◎ナデ

淡乳褐色
淡乳褐色

石 `長 (1～ 2

金
ω

F4区

壼
口径 (

残高

外反する口縁部。端部は下方に垂
れ丸い。頸部に沈線 1条と凸帯を1

基日占めイマトιヤス
ヨコナデ

理)ヨ コナデ
Θ ミガキ

乳茶色
乳茶色

石 長 (1～ 2)

◎
E9区

壷
口径 (212)
残高 16

口縁部片。端部を下方に拡張し端
面に斜格子文を施す。

ヨコナデ ヨコナデ
灰褐色
灰褐色

百。長 (1～2)

◎
E4区

壷 力完にご  2.2
口縁部片。端部を下方に拡張し端
面に斜格子文を施す。

ヨコナデ マメツ
淡乳白色
淡乳白色 。長‘‐．彬◎

Ｅ

E13区

霊
ロイ垂(145)
残高 3.5

無頸壷。日縁部に沈線1条と径04
cmの 円孔を2ヶ施す。

ナデ ナデ
色
色

褐
褐

茶
茶

淡
淡

石.長
(1～ 2)

◎
G13区

壼
口径 (110)
残高  2,7

無頸壷。日縁部に径0 3cmの 円孔を
2ヶ施す。

ナデ
ミガキ

ナデ
灰褐色
灰褐色

百,長
(1～ 2)

◎
E5区

壷 力完下尋  49 汀同部片。凸1筈を2条貝古り

`rけ

る。 マメツ ナデ
色
色

褐
褐

淡
淡

石。長(1～ 3)

◎
B3区

ジョッキ型
底て垂(13.0)

努完高  37
平底の底部は外方に突出する。径
0 5cmの 穿了とを2ヶ所に施す。

ナデ ナデ
淡褐色
淡褐色

石・長(1～ 2)

◎
G16区

ツコッキ型
径

高

底

残 平底。径0.3cmの を宇了しを瀬ヨす。

ヘラミガキ
ヨコナデ
ナデ

工具による
ナデ

乳灰色
黒色

石・長(1～ 2)

◎

区
斑

Ｅ．
黒

高 雰 力篤に慧  39 組合せ技法。 ミガキ ナデ
淡褐色
淡褐色

一即
金
ω

石

G7区

甕
径

高

底

残 くびれの上げ底。
ミガキ
ナデ

マメツ
灰褐色
暗灰褐色

一即
金
◎

石
区
斑

Ｆ４
黒

型

品

銅

製

分

土

長
幅
厚

隅丸方形。顔面の表現はない ナデ
色
色

褐
褐

乳
乳

石,長
(1～ 3)

◎
F12区 2

重 力完下三  5.3
胴部片。21条 以上の沈線文と4条の

波状文を2段に施す。
マメツ マメツ

色
色

黄
黄

淡
淡

石・長(1～ 3)

◎
F8区 2

壷 残 高  44 胴部片。竹管文と11条以上の櫛描
き沈線文を施す。

ミガキ マメツ
灰茶色
暗灰色

石・長(1～ 2)

◎
Fll区 2

士霊 ア篤市三  32
胴部片。3列の竹管文と4条の弧状
の沈線を施す。

ハ ケ マメツ
乳灰茶褐色
乳灰褐色

石 長 (1～ 2)

金
命

E9区 2

甕 ″篤下尋  63 くびれの上げ底。 ミガキ
ナデ
ヨコナデ

色
色

自
白

黄
黄

淡
淡

石'長 (1～ 2)

◎

区
斑

Ｆ ４

里
〔

甕
口空垂(24.4)

努鳥に慧  5_2
折 り曲げ口縁 。沈線文 15条以上と
綻方向の櫛描き直線文6本を施す。

ヨコナデ ミガキ
暗灰褐色
茶褐色

百。長 (1～ 3

金
◎

区

斑
Ｆ８
里
〔

甕
口径 (217)
力篤拝

=  27

折り曲げ口縁 。口縁部にキザミ、外
面に12条以上の沈線文を施す。

ナデ
ハケ

◎ ヨコナデ
⑩ナデ

淡茶褐色
淡褐色

石・長(1～ 3)

◎
E13区

甕
回径 (240)
力篤干毒  45

折り曲げ口縁。外面に櫛描き沈線文
15条施す。

ヨコナデ
① ヨコナデ
⑩ マメツ

渉黄褐色
淡黄褐色

石・長(1～ 2)

◎

甕 残高 94 胴部片。20条以上の櫛描き沈線文
と刺突文を施す。

ミガキ ミガキ
茶褐色
茶褐色

石・長(1～ 2)

◎
F7区

甕
ロイ垂(22.4)

残高  4.2
貼付口縁。16条以上の沈線文を施
i,。

①ヨコナデ
⑩ハケ

Θ ヨヨナデ
⑩ナデ

ミガキ

淡褐色
淡褐色

石・長(1～ 2)

◎
F4区

甕
ロイ垂(25,8)

残高  3.4
貼付口縁。13条以上の沈線文を施
す。

ヨコナデ
◎ ヨコナデ
⑩ナデ

色
色

褐
褐

茶
茶

黄
淡

石・長 (1)

◎
F8区

甕
口4垂 (199)
残高 8.1

貼付口縁。櫛描き沈線文16条と束U

突文1条を施す。

朝)ヨ コナデ
◎ハケ→ヨヨナデ
⑩ハケ→ナデ

C)ヨコナデ→ミガキ
⑩ナデ→ミガキ

乳灰褐色
淡茶褐色

石・長 (1～ 2

金
∩

F8区

SRl③層出土遺物観察表 土製品
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

甕
ロイ垂(280)
″篤F慧  6.0

貼付口縁。頸部真下に凸帯を貼付、
キザミを施す 。櫛による沈線文を9条
以上施す。

ヨコナデ
③ヨコナデ
①ミガキ

淡茶褐色
淡褐色

石。長 (1～ 2)

◎
E6区

甕 努完拝き  42
胴部片。15条以上の櫛描き沈線文
と刺突文、縦方向の4条の直線文を
施す。

ハ ケ ミガキ
暗褐色
暗茶褐色

石・長(1～2)砂

◎
E6区 2

甕
底て垂(5.6)
を完下三  4.2

わずかに丸味をもつ平底。
ミガキ
ナデ ナデ

茶褐色
暗茶褐色

石 。長 (1)
◎

H15区

鉢 力鳥下三  2.7 口縁部の小片。
ヨコナデ
ナデ

マメツ
黒褐色
淡褐色

石 (1～ 2)

◎

区
斑

Ｅ
黒

壷
口空垂(132)
残高 25

外反する口縁部 。内面に凸帯を貼
付る。

⑩迫ヨナデ
Θナデ

ヨコナデ
淡赤褐色
淡赤褐色

石・長 (1～ 3)

金
∩

壷 残高 3.6 外反する口縁部の内面に凸帯を貼
付る。 ミガキ→ナデ ミガキ

嗜褐色
嗜褐色

石・長(1～ 3)

◎
E6区

壷 努鳥下三  2.8 頸吉躊|こ凸帯を貝占T寸る。 ヨコナデ マメツ
渋茶褐色
淡茶褐色

石・長(1～ 2)

◎
E15区

壷 残高 3.8 胴部片 。指頭圧痕された貼付凸帯
と6条 1組の波状文を2列に施す。

ハ ケ ミガキ
茶褐色
茶褐色

石・長(1～ 2)

◎
Ell区

壺 力篤浮三  3.3
胴部片。6条の沈線文と山形文と刺
突文を施す。 施 文 ナデ

乳灰褐色
乳灰褐色

石 ・
長  (1)

◎
E5区

102 壺 笏見存こ  5,4
胴部片。5条の波状文、5条の沈線文、
3列の刺突文を施す。

ハ ケ ナデ
淡茶褐色
淡褐色

石,長
(1～ 2)

◎
D6区

壺 力篤拝三  58 胴部片。4条以上と8条の沈線文、4
条2列の波状文と刺突文を施す。

砲文 ナデ
色褐

色
茶
褐

石 長 (1～ 3)

金
◎

F14区

壷 努完拝三  3_9
胴部片。6条の波状文と沈線文、1列
の刺突文を施す。 施 文 ナデ

色
色

褐
褐

灰
乳

百。長(1～ 2)

◎
13区

董 残高 71
月同部片。7条の沈線文を2ヶ口Fと 4条2
段の波状文を2ヶ所 、2条 以上の波
状文を施す。

施 文 ナデ
色
色

褐
褐

茶
茶

日,長
(1～ 2)

◎
313区

壷 易完拝慧  3.6
胴部片。3条の斜格子文と4条以上
の沈線文を施す。 施 文 ナデ

灰褐色
灰褐色

石
。

長  (1)

金
ω

H15区

董 努篤下三  53
胴部片。3条以上と8条の沈線文、5
条の山形文を施す。 施 文

ナデ
ミガキ

色
色

自
白

彰
す
▼
す

石・長(1～ 4)

◎
E8区
F7区

壼 冴烏澪慧  53 胴部片。竹管文と沈線文を施す。 マメツ ナデ
淡黄褐色
淡黄褐色

石.長
(1～ 2)砂粒

◎
D7区

甕
口径 (27.3)

力鳥下慧  6.5
折り曲げ口縁。口端部は先細りする。

◎ヨコナデ
⑩ナデ

ハケ→ミガキ

◎ヨコナデ
⑩ナデ

灰褐色
淡帽色

石 長 (1～ 3)

金
◎

区

着

６

付

Ｅ

煤

甕
口径 (162)
残高 7.0

口縁部を水平に折り曲げる。端部は
丸ヽヽ。

③ ヨコナデ

屠▲静/m
◎ヨコナデ
⑩ナデ→ミガキ

色
色

貢
黄

灰
灰

石・長 (1～ 3)

金
◎

区
斑

Ｅ
黒

甕
口て垂(29,0)

冴表高  42
口縁部を短く折り曲げ、端部にキザミと
下きElこ 8条以上の沈線文を施す。

ヨコナデ
◎ヨコナデ
⑪ナデ

茶褐色
淡茶褐色

石・長(1～ 3)

◎
E6区

甕 努鷺拝零  5.0
折り曲げ口縁。外面に4条と3条の沈
線文を施す。 ナデ ナデ

色
色

自
白

）
オ

ラ
す

石・長(1～ 2)

◎

区

斑
Ｆ
黒

甕
口径 (232)
力篤F慧  49 貼付口縁。端部は丸い

∪ ヨコナ デ

⑪ズデ砲本/cm)
→ミガキ

◎ヨコナデ
⑩ナデ→ミガキ

暗褐色
褐色

石・長(1～ 2)

◎

区
斑

３

雲

甕
口径 (176)
残高 37 貼付口縁。日端部にキザミを施す。

Θ ヨコナデ

⑩ス房編耐
◎ハケ→ミガキ
⑩ミガキ

淡褐色
淡橙褐色

石・長(1～ 3)

◎
F6区

甕
口径 (24.4)

力鳥拝三  6.3

貼付口縁。日端部にキザミ、下部に4
～5条の沈線文を施す。

ナデ
ハケ

①ヨコナデ
⑩マメツ

灰褐色
暗灰褐色

石・長(1～ 5)

◎

区
斑

Ｄ
黒

甕
日径 (194)
残高 46

貼付 口縁。口端部にキザミ、下部に
10条の沈線文を施す。

Θ ヨコナデ
⑩ハケ

ミガキ
暗灰褐色
淡帽色

石・長(1～ 4)

◎

区

斑

Ｆ

黒

甕
口径 (272)
死篤に三  77

口縁端部にキザミ、日縁下部に4条、
3条 、4条の沈線 文、沈線 間に刺突
文滲礎方向の沈線 (2条以上)を加す ^

翌9ヨ コケケ

⑩六えナデ
◎ヨコナデ
⑩ミガキ

色
色

褐
褐

淡
淡

百・長 (1)

◎
E7区 3

SRl③層出土遺物観察表 土製品
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番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外画)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

甕
口径 (312)
残高  59

口縁下部に断面 IM」 字状の凸帝を
貝占付、キザミを施す。凸帯下部に9条
の沈隷支と束J突文を施す 6

⊃ヨコナデ
◎ヨコナデ
⑪ミガキ

掲色
培茶褐色

石。長 (1～ 2)

◎
E7区 3

壼
ロイ蚤(232)
″篤下三  23

口縁端部にキザミと沈線文、日縁 内
面にキザミを施した凸帯を1条巡らす。

⑤邁ヨナデ
〇 ハケ(1陳 /cm)

ハち
「ヨコナテ

ナデ
ミガキ

淡褐色
淡褐色

石・長 (1～ 3)

◎
F6区

壼 残 高

外反する口頸部、内面にキザミを施
した凸帯を1条と外面に9条 以上の
沈線文を施す。

ヨコナデ
ハケーナデ

ヨコナデ
ナデーミガキ

淡白黄褐色
淡黄褐色

石 長 (1～ 2)

◎
F6・ 7区

121 壺
ロイ垂(213)
残高 2,7

外反する日縁部。端面に斜格子文
を施す。

ナデ
ナデ
ミガキ

淡褐色
淡褐色

石 長 (1～ 3)

金
ω

霊

口径 (169)
現完拝慧  33

外反する日縁部。端部上下にキザミ

を施す。

⑩ マメツ

Θ ミガキ→ヨヨナデ
ミガキ

褐色
淡褐色

石。長 (1～ 2)

金
ω

E5区

123 壷
口径 (15,8)

携完拝憲  42
外反する日縁部。端部にキザミを施
す。

n Fiヨ コナデ
①ナデ→ミガキ

録瀬コナデ
Oナデ→ミガキ

淡褐色
淡褐色

石 長 (1～ 2)

◎

壷 ア烏拝三  53
外反する口頸部。頸部外面 に幅広
の刺突押圧された凸帯と沈線文を2
条施す。

ナデ
ミガキ
ナデ

色
色

褐
褐

淡
淡

石 長 (1～ 2)

金
ω

F10区

壷 残高 2.6
胴部片。外面に押圧された凸帯を
巡らす。

ナデ ナデ
淡褐色
淡褐色

石・長(1～ 2)

◎
E8区

壷 力埓存慧  36
胴部片。外面に貝殻文を6条 (貝殻
の方向が違う)巡らす。

ナデ
ナデ
ヨコナデ

灰褐色
暗灰褐色

石。長 (1～ 5)

金
◎

F4区 3

127 鉢
口4垂 (40.0)

残高 6.3 大型品。日縁部を短く折り曲げる。
Oヨコナデ
⑪ハケυ本/clll

ミガキ
色
色

褐
褐

淡
淡

石,長 (1～ 3)

金
◎

E6区

128 鉢
ロイ垂(368)
ケ完拝三  48

大型品。折り曲げ日縁。
9濶コナデ
Θミガキ
⑩マメツ

ミガキ
淡灰褐色
淡褐色

石・長(1～ 2)

◎
E6区

鉢 努完拝慧  63 口縁部の小片。貼付日縁。
〇ヨコナデ
⑩ナデ

ミガキ
色
色

褐
褐

淡
淡

石。長 (1～ 4)

赤
ω

E6区

鉢
径
高

底
残

くびれの上げ底。
ナデ
ヨヨナデ ナデ

色褐
色

茶
褐

淡
暗

石・長(1～ 2)

◎
F9区

甕
径

高

底

残 くびれの上げ底。

ミカ千
ヨコナデ
ナデ

ミガキ
淡茶褐色
淡茶褐色

石'長 (1～ 2)

◎

区
斑

Ｆ７

里
〔

甕
底径 (

残高
上げ底。

ナデ
ヨコナデ

ナデ
色褐

色
淡
褐

長 (1～ 2)

◎
F5区 3

甕
径
高

底
残

厚みのある平底。
ハケ→ナデ
ナデ

ナデ
淡乳黄色
淡乳黄色

石・長(1～ 3)

◎
H15区
黒 斑

高 邪 努篤下尋  39 柱 吉Бに凸帯を買占イ寸る。 ヨコナデ 競ガガ持

①

⑩
淡褐色
淡褐色

石 長 (1～ 2)

金
◎

F7区

135 甕
口径 (281)
残高  30

貝占付口縁。キザミロを施す。 ヨコナデ ヨコナデ
淡灰褐色
淡灰褐色

巨・長(1～ 2)

◎
E6区 3

鉢
口径 (284)
残高 44 口端部に凸帯を貼付る。無文土器系。

①ヨコナデ
⑩ミガキ→ナデ

硼抄ヨコナデ
◎ ナデ
⑩ ミガキ→ナデ

色
色

褐
褐

石・長(1～ 3)

◎
F9区 3

壷
ロイ垂(29,9)

残高 21
外反する口縁部の端部はナデにより
わずかに凹む。頸部に段をもつ。

⑩ナデ
⑩ヨヨナデ

ミガキ
乳褐色
乳褐色

石・長 (1～ 2)

金
◎

E14区

壷
日てヱ(106)
力篤下慧  49

口縁部は短く外反し端部は丸い。
口頸部境に2条の沈線文を施す。 キ

デ
　
ジ

サ
ガ

ナデ↓

働
Θ
⑪

ナデ
色
色

褐
褐

灰
灰

石 長 (1～ 4)

金
◎

3

壼 力鳥拝三  38 頸部の小片。沈線文を施す。 ヨヨナデ ヨヨナデ
淡茶色
淡褐色

石 長 (1～ 3)

金
◎

F12区

140 壷 力篤幸三  70 胴部片。3条の沈線文と弧文を施す。 ミガキ ナデ
乳白色
乳褐色

石。長 (1～ 2)

金
◎

G14区 3

士霊 残 高 月同部片。2条の沈線文を施す。 ナデ ナデ
淡褐色
淡褐色

石・長(1～ 2)

◎
F8区

142 空 身完痒ご  35 胴部片。2条以上の弧文を施す。 ミガキ ミガキ
色
色

灰
灰

乳
乳

石 長 (1～ 2)

金
ω

E5区

SRl③層出土遺物観察表 土製品
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SRl③層出土遺物観察表 土製品

表4 SRl③層出土遺物観察表 石製品

出土遺物観察表

(7)

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内 面

壷
底径 (91)
力篤拝慧  5.3

厚みのある平底。
⑩ステ

上ゲ

Dユすデ ナデ
淡茶褐色

淡褐色

石。長 (1～ 2)

金・角 多
∩

大分かを

の膀品十
3

壷
底径  62
努完下三  35

平底。外面に3条の貝殻文を施す。 ヨコナデ マメツ
予L茶褐色

灰褐色

石'長 (1～ 6)

○
]16区

甕 努篤澪考  32
口縁部片。口端部の下部に凸帯を
貼付け、口端部と凸帯にキザミを施す。

ヨコナデ ミガキ
乎L白色

乳白色

石・長(1～ 4)

◎
F14区

甕 力篤梓三  23
口縁部片。日端部の下部に凸帯を
買占イ寸ける。

マメツ ナデ
嗜褐色

着褐色

石・長(1～ 2)

◎
E7区

甕 力完拝慧  49 屈曲する胴部にキザミロを施す。 マメツ マメツ
乳褐色

乳褐色

石・長 (1～ 2)

金
r‐

E13区

壷
口径 (308)

坊篤拝子  28
短く外上方に伸びる日縁部。
頸部に1条の沈線。 ナデ ナデ

淡乳黄褐色

淡乳黄褐色

砂り

金

ω

長

]lo区

壷 残高 114 内傾する太い口頸部。胴部との境
に沈線を施す。

の マメツ

の ヘラミガキ

∪ ゲア

の ナデ→工具に

よるナデ

淡紫褐色

乳茶褐色

石・長 (1～ 2)

金
ω

14区

深 鉢
口径 (36.8)

努篤市き  4.4
直日する日縁部の端部は丸い。 ナデ ヨコナデ

乳白色

乳自色

石・長(1～2)

◎
37区

浅 鉢 残篤に三  34 口縁部内面に2条の凹線が巡る。 ミガキ ヘラミガキ
乳褐色

淡灰色

石
・

長  (1

金
◎

]7区

浅 鉢 残高 4.1 月同音躊力潮長る/1ヽ ,十 。 マメツ マメツ
乳灰色

暗灰褐色

石'長 (1～ 2)

◎
)8区

番 号 器 種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 呵ヨ(cm) 最大厚 (cm) 重さ(g)

石 錐 形 1.576 E7区
154 スクレイパ ー 形 サ ヌ カ イ ト 11815 E6区

ス ク レ イパ ー 邦 形 サ ヌ カ イ ト H13区
スクレイパ ー 7El 形 サ ヌ カ イ ト 4.2 G14区

157 スクレイパ ー 邦 形 サ ヌ カ イ ト 3716: F14区
最J 片 弟 形 サ ヌ カ イ ト 5.6 22.22i E6区
土 掘 り 具 4//5 29.57〔 E9区

160 石 錐 形 D13区
石 錐 7E 形 軽 石 165 8.5 D9区
石 錐 7E 形 220.0( D10区
有 狭 石 錐 形 2600( G14区
敲 石 邦 形 114 11.9 1,1900( E3区
敲 石 売 形 10.5 9.2 5460( F14区 4

敲 石 1/2 安  山 岩 115 4050( F12区
167 敲 石 邦 形 安  山 岩 114 570,0( F12区
168 敲 石 1/2 2800( G14区

敲 ・ 磨 石 万 形 安  山 岩 6.1 H13区
磨 石 万 形 120 412.0( F14区
磨 石 安  山 岩 112 5450( E12区
磨 石 安  山 岩 120 5,7 5360( E13区 4

磨 石 万 形 安  山 岩 8,0 284.00 E15区
磨 石 7E 形 安  山 岩 D7区
磨 石 形 安  山 岩 660C F16区
磨 石 形 安 山 岩 F8区

177 磨 石 形 安 山 岩 89 2200C E12区
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SRl③層出土遺物観察表 石製品

表5 SRl②層G6・ 7区出土遺物観察表 上製品

船ヶ谷遺跡4次調査

(2)

番号 器 種 残  存 材 質
法   量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

砥 石 安  山 岩 9.5 6060( F9区

砥 石 安  山 岩 97 3470( F4区

砥 石 石英粗面岩 325,0( H13区

砥 石 1350( H15区
ム
ロ 石 11.0 1,1830( H14区

石 安  山 岩 471,0( F9区

石 安 山 岩 481.0( F10区

石 7E 形 安  山 岩 21.0 2,4500( H17区
石 安  山 岩 200 3,350.0( D15区

石  庖  丁 4.2 07 18,72( F7区

石  庖  丁 42.16( F9区

石  庖  丁 5728( E5区

石 庖 丁 E14区

石 庖 丁 26.342 D12区

石 鎌 11.0 77318 F9区

石 鎌 1,2 82963 H14区

柱状片刃石斧 緑 色 片 岩 92 G12区

石 斧 6.6 11900 H13区
石 斧 7.7 69541 F12区

攀状片刃石斧 7El 形 5.6 4.154 D6区

扁平片刃石斧 7E 形 16088 G16区

石 鎌 235 1,13500 Dll区
石 器 素 材 425,00 G14区

素 材 7L 形 22 220.00 G14区

石 器 素 材 万 形 2.5 21300 F12区

原 石 万 形 30,060 09区

原 石 九 形 116.00 G13区

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

205
小 型

器 台

偉
径

盲

口
底

聖

郭部は内湾し端部は内傾する面をもつ。jTN内 面
に凸帯を巡らし中央部に穿孔。脚部は2条の凹
線と1条の凸帯と三角形の透かしを施す。

回転ナデ
Dナ デ

絞 り痕
の 回 転 ナ デ

青灰色

青灰色

密

◎

釉付着

G7区 5

206
小 型

器 台
115

偉
径

菖

四
底

奥

不部端面は外傾し、不中央部に穿孔。柱
部に三角形の透かし、裾部2ヶ所に凸帯、
凸帯間に半円形の透かしを施す。

回転ナデ 回転ナデ
色

色

灰

灰

密

◎

着

区

付
山
７

釉

Ｇ
5

207 地
口4垂  66
号
=拝

3  9.8

外傾する口縁部の端部は尖り気味に丸い。日稼
部外面に削り出しの凸帯1条 。胴部は丸味をもち
底部は尖り気味。胴部に径o,9伽の穿孔。

⑩ 回転ナデ

〇 ナデ

⑭ 回転ナデ

め ナデ

青灰色

青灰色

(1～ 3)の小石

◎
6区 5

琢 蓋
ロイ垂(134)

残高  4.2

口縁部と天丼部を分ける稜は、断面
三角形で長い。口縁端部は内傾す
る面をもちわずかに凹む。

Э回転ヘラケズリ

9回転ナデ
回転ナデ

色

色

灰

灰

密

◎
6区

209 邪 蓋
ロイ垂 14.7

器高 4.4

丸味をもつ天丼部。天丼部と口縁部
を分ける稜はあまい。口縁端部は内傾
する面をもちわずかに凹む。完形品。

Э回転ヘラケズリ

Э回転ナデ

Э同心円タタキ

Э回転ナデ

灰色

灰色

密

◎
6区 5

邪 身
ロイ垂 13.3

器高  43
受部は水平気味に伸び、立ち上がり
は内傾じ端部丸い。

Э回転ナデ

D回転ヘラケズリ

◎回転ナデ

⑬ナデ

色

色

灰

灰

密

◎
6区 5

211 甕
口径 (13.8)

残 高  49
口縁部は外傾し、端部は丸い。肩の

張らない月同部。

ナデ

指おさえ

ナデ

指おさえ

色

色

橙

橙

告・長 (1～

金
ω

36区

212 甕
口 径 (164)

残 高  4.0

外傾する日縁部。端部は「コJの字
状である。

ヨコナデ
○ヨコナデ

◎ナデ

こぶい責橙色

こぶい黄橙色

●・長 (1～

金
ω

36区

甕
口径 (162)

残高  39
外傾する口縁部。端部は外方向に
わずかに肥厚され丸い。

ヨコナデ
Θハケは

'～

ツ本れ耐
→ヨコナデ

∩十ギ

黄灰色

黄灰色

石・長(1～ 2)

◎

区

斑

３

票
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出土遺物観察表

SR¬ ②層G6・ 7区出上遺物観察表 上製品 (2)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 画

甕
ロイ蚤(162)

残高 39
内湾気味に立ち上がる日縁部。端
部は「コ」の字状でわずかに凹む。

Θ ヨコナデ

⑩ナデ

①ヨコナデ

①ナデ

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

石。長(1～ 3)

◎
37区

壷
口径 (324)

残高  66
外傾する口縁部。端部は「コJの字
状に丸い。外面に段をもつ。大型品。

ヨコナデ
ヨコナデ→ミガキ

ハケ(7本/cm)

乳灰黄色

乳茶橙色

石・長(1～ 4)

◎
37区

董
口径 (149)

夕完F憲  76

口縁都中央で段をもち直立気味に立
ち上がる。端部は「コ」の字状でわず
か1こ内側に月巴厚される。肩が5長る。

◎ ヨコナデ

延)ハケ(5～ 6本/cm)

① ヨコナデ
⑩ ナデ
⑩ 工具によるナデ

暗灰黄色

暗灰黄色

石,長
(1～ 3)

◎
37区

一霊
口径 (165)

ケ彙拝三  48

口縁部は外反し中央部で屈曲し立
ち上がる。日端部は「コ」の字状に
丸い。

ヨコナデ ヨコナデ
にぶい橙色

にぶい黄褐色

百・長(1～ 2)

◎
37区

壷
ロイ蚤(163)

力篤拝三  37
外反する口縁部は、屈曲して、立ち
上がり端部は内傾する面をもつ。

◎ ヨコナデ

C)ハケ→コヨナデ

Θ ヨコナデ

Oナデ

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

石・長(1～ 3)

◎
7区

霊

口径 (136)

努完拝慧  50
外反する日縁部は屈曲して立ち上
がり端部は「コ」の字状1つは 。ヽ

ヨコナデ
Θ ヨコナデ

⑩ナデ

にぶい黄褐色

にぶい黄褐色

白̀長 (1～5)多

金
a

6区

壷
口径 (156)

残高 37 段をもつ口縁部。端部は丸ヽ
Θマメツ

〇ハケ→ヨヨナデ
マメツ

灰黄褐色

橙色

石'長 (1～ 3)

○
7区

士笠
口4垂 94
器高 11.5

段をもち外上方に伸びる日縁部。口
縁端部は丸い。扁球形の胴部

辺 潤 コナ デ
⑩ ハケ6林為 !→ココ,デ
⑩ ヨコナ デ
麺)ハケイト7枢m)→チデ

⑩ナデ
⊂)かケ(6～ 7本/cm)

ωナデ

にぶい橙色

にぶい橙色

石。長 (1～2)

赤
ω

G6区
黒 斑 6

222 壷
口 径 (108)

残高 109
外上方に直線的に伸びる日縁部の
端部は「コ」の字状に丸い。

辺 カ コナ デ
〇 ハケ(4～ 5本/cm)
類 瀬 コナ デ
め ナ デ

Φ ヨコナ デ
Oハ ケ(6～ 7本/er)
⑩ ナ デ
⑩ ケズ リ

灰黄色

にぶい黄橙色

II・ 5乙 (1～ Z,

金 ・
赤

◎

G6区
黒 斑

壷
98
112

雌
姉

丸底で球形の胴部。日縁部は外上
方に長く伸びる。

〇 ココナ デ
u■ lNハ ケ(4～ 5本/cm)
の ナデ ‐ハ クリ
〇 ナ デ

C)ハケ(4～ 5本/cm)

のナデ

にぶい橙色

にぶい橙色

伯。長 (1～3,

金 ・
赤

◎ =7区
6

224 壺
胴部径(137)

残高  86
頸部から胴部の残存。丸味のある胴
部 。

⑩ ハケーヨコナデ
豆》ハケ(■本/cm)

ナデ
豆D工具によるナデ

⑩以によるヨヨナデケ利
の ケズリ→工呉によるナデ
∝ ケズリ

にぶい責橙色

褐灰色

石'長 (1～ 2)

◎

区

斑

Ｇ

黒

225 壷
,同部径 9,3

残高  86
丸味のある胴部にわずかに尖り気
味の底部。 ナデ

一ア

］̈
腕

淡黄色

橙色

石・長 (1～3)

赤
∩

6区

高 不

口τ蚤(212)
涯ミぞ≧(13.3)

==に
こ 135

大きく開く郭 口縁部。端部 は尖る。
脚部は「ハJの字状に開き端部は丸
い ぃ

①ヨコナデ
めマメツ
のココナデ

デ
　
　
　
デ

｝↓ガ↓

〇
〇
⑩
ゅ

橙色

橙色

石・長(1～ 3)

○
7区 6

227 高 イ
口4垂 (192)

を完拝慧  55
段をもち開く雰部。端吉臣よ外反し尖る。

①ヨコナデ

③ ナデ

①ヨコナデ

のナデ

橙色

橙色

石 。長 (1)

◎
37区

高 郭
口径 (171)

残高 61 段をもち開くlTN部。端部は丸い
ヨコナデ

ハケ(7～8本/cm)

① ヨコナデ
⑦ ナデ
T旦痛

灰白黄色

こぶい灰白黄色

石。長 (1～ 2

金 ・
赤

◎
36区

高 郭
口径 (163)

力完F考 107
段をもち開くlTN部 。端部はわずかに
外反し丸い。

③ヨコナテ
のナデ
⑩マメツ

① ヨコナデ

④ ナデ
∩ 締 め滝

黄橙色

にぶい黄橙色

石'長 (1～ 4)

◎
36区

230 高郭
日径 (157)

残高 61
水平なrTN底部に段をもちわずかに外
反し外上方に伸びる日縁部。

Θヨコナデ

②ナデ

① ヨコナデ

⑭ マメツ

浅黄橙色

浅黄橙色

石 .長
(1～ 4)

赤

`^

36区

高不
口径 (148)

残高 41 外上方に伸びる口縁部。端吉日ま丸い。 マメツ マメツ
にぶい貢橙色

にぶい黄橙色

石・長(1～ 3)

○
36区

232 高 不 力篤浮3  84
水平な不底部に外上方に伸びる日

縁部。
こ巨≫ハケ(10～ 12本 /cm)
0ハ ケ(7～B本 /cm)

⑩ ナ デ

Φ ハケ,引本/cm'Ⅲ〕サデ
Φ ハ ケー ナデ
⑩ ナ デ

にぶい橙色

にぶい黄橙色

有・長 (1～ 3

赤
ω

36区

高 邦 力見雇子  3_5 段をもち開く邪部。
①ヨコナデ

④ナデ
ヨコナデ

橙色

赤橙色

石。長(1～ 3)

◎ =6区

高lTN
底径 (170)

残高 9,0
太く丸味をもつ柱部、裾部は屈 曲し

開き、端音隅は丸モヽ。

⑩ナデ

⑩ヨコナデ

⑩ナデ
絞り痕
⑩ヨコナデ

浅黄橙色

淡橙色

白・長 (1～ 4)

金
∩

36区

235 高 邪
圧ミぞ≧ 108

ケ完拝三  90
三角錐状の柱部。裾部は屈曲して

水平気味に伸び端部は丸い。

⑩ナデ
指頭痕
晒)ヨ コナデ

Φ ナデ
⑩ ナデ
ケ ラヾユ)

藝 >ヨ コナデ

浅黄橙色

淡橙色

石・長(1～ 4)

○

区

斑

Ｇ

黒

高 邪
圧ミ宅ζ 109

カ完に慧  79
水平気味の郭底部、柱部は三角錐
状で裾部で屈曲し端部は丸い。

① ナデ
廷)ハケ(?～ 8本/cm)

の マメツ

①ハケ(9～ 10本 /cm)

⑩工具によるケズリ
の マメツ

淡赤橙色

淡黄橙色

石・長 (1～ 2

赤
∩

G6区

高 邪
径

高

底

残

110

58
柱部は三角錐状で裾部で水平気味
に屈曲し端部は尖り気味である。

の ヨコナデ
⑩ ナデ
め ヨコナデ

の ナデ
⑩ケズリ
め ヨコナデ

橙色

橙色

石・長(1～ 2)

○
G7区

高邪
底径 (105)

力篤拝三  64
柱言卜上部は、しぼられる。裾部は)司

曲し瑞部は丸い。

⑩ ハケ

⑩ マメツ

①ケズリ
絞り痕
瞼マメツ

橙色

にぶい橙色

石・長(1～ 3)

○ '7区
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船ヶ谷遺跡4次調査

SRl②層G6・ 7区 出土遺物観察表 土製品 (3)

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

239 高 邦 残高 74 柱部の裾は屈曲する。
の ナデ

〇 ヨコナデ

⑭ ケズリ
〇 ナデ
⑩ ヨコナデ

にぶい橙色

にぶい橙色

め
金

く．．
粒多

、◎

石
石 36区

高 邪 力え下慧  90 厚みのある郭底部と柱部。

④ ハケ(6～ 7本/cm)

の ナデ
の ハクリ

ガ
鱗
つ

①
Ｏ
め

にぶい橙色

にぶい橙色

石。長 (1～ 3)

金
◎

36区

高lTN 力埓下慧  93 裾部は屈曲し、器壁が薄くなる。
④ ナデ

ハケ
① ナデ

① ナデ
〇 ナデ
め マメツ

浅黄橙色

浅黄橙色

石。長 (1～ 2)

赤
○

37区

高 lTN 残高 71
「ハ」の字状に開く柱部。裾部は屈
曲し、円孔を施す。

の ナデ
匝Dハケ(9本 /cm)

ハケーヨコナデ
rll eハ ヶ

毬錘
デ

旺Dナデ

にぶい黄橙色

にぶい橙色

石・長 (1)

◎
37区

高 不 究彙にこ  80 柱吉膵は器壁がナ享く裾音トイよ屈曲する。
⑩ ナデ

ハケ
lH Rヨ コナデ

他デ塚ε格子
るナデ

師赫 ョョナデ

明橙褐色

明橙褐色

密、石 長(1～ 3)

金
ω

6区

高lTN 力篤
=慧

  38 水平気味な邪底部は段をもつ。
① ヨコナデ

⑩ナデ

Эマメツ

Dナデ

にぶい黄褐色

にぶい責褐色

石(1～ 4)多

○
37区

高 不 死篤下慧  32 厚みのある不底部と基部。 ヨコナデ ナデ
灰黄褐色

明黄褐色

石・長 (1～ 3)

金
イ6

7区

246 高 邦 力完下慧  42 柱音躊。
⑭ヨコナデ

〇ナデ
ケズリ

明橙赤褐色

明橙赤褐色

石・長(1～ 2)

◎
36区

脇T

径

高

底

残

(84)

21
「ハ」の字状に開く脚部。端部は尖
り気味イつい 。ヽ

ロン ケヽ

Dナデ

⑩ナデ

⑩瀬コナデ

橙色

にぶい橙色

石 。長 (1)

◎

G7区
黒 斑

ニチュア
底径  48
残 高  54

平たい底部に肩の張る胴部。日縁
言Fは欠。

ヨコナデ
ハケ
ナデ

ナデ
浅黄橙色

にぶい褐色

石。長(1～ 2)

○

G7区
黒 斑

249 ミニチュア
口径 (56)

残高 41
外傾する短い口縁部の端部は尖り
気味に丸い。胴部は肩が張らない。

ナデ
ナデ

指おさえ

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

石・長 (1
金
∩

7区

ミニチュア 残 高  49
丸味をもつ胴底部。外面は凸凹であ
る。口縁部欠。

ナデ
ハケ
指おさえ

ナデ

指おさえ

灰黄色

黒色

石・長(1～ 2)

◎

Ｇ

里
〔

7区

斑

ミニチュア
径

一局

口

器

(31)

4.8

球形の月同言E。 口縁部は指おさえによ
り作り出す。完形品。

指おさえ

ナデ

指おさえ

ナデ

暗灰茶色

暗灰茶色

石・長(1～ 3)

◎

Ｇ

里
〔

6区

斑

252 _チュア
ロイ垂 35
号
=梓

慧  50
球形の月同部。日縁部は指おさえによ
り作り出す。完形品。

指おさえ

ナデ

指おさえ

ナデ

暗灰茶色

暗灰茶色

百・長(1～ 3)

◎

区

斑

Ｇ

黒

253 _チュア
ロイ垂 40
号
=拝

3  37
直立する短い口縁部は指おさえによ
りT4り出す。端吉躊は丸ヽヽ。

ナデ

指おさえ

ナデ

指おさえ

灰黄凋色

灰黄褐色

石・長 (1～ 3)

金
◎

区

斑

Ｇ

里
ヽ

ミニチュア
ロイ垂 (29)

力完拝3  36
口縁部は内傾し端部は尖る。 ナデ

ナデ

指おさえ

にぶい褐色

にぶい責橙色

百・長(1～ 2)

○
37区

255 ミニチュア
口径 41
号
=F慧

  39
球 形 の胴 底 部 。日縁 部 は尖 り気 味
|こ丸 い。

ナデ

孝旨おさえ

ナデ

指おさえ

淡黄色

黄灰色

百・長(1～ 2)

◎ =7区

ミニチュア

径

径

高

口

底

器
指おさえにより口縁音円を作り出す。

ナデ

指おさえ

ナデ

指おさえ

淡橙色

淡橙色

多

期金．赤◎

角

G7区

257 ミーチュア
口径 (56)

号ξ干憲  39
娩状の器形 。端部は丸 い。器壁 は

'享

い。
ナデ

ナデ

子旨おさえ

にぶい橙色

浅黄橙色

石・長(1～ 4)

○
G7区

258 ミニチュア
ロイ垂 45
号岳拝三  3.4

尖り気味の底部。日縁部はわずか
に外傾し端部は尖り気味に丸い。器
壁は薄い。

指おさえ

ナデ

指おさえ

ナデ

暗灰茶色

暗灰茶色

石・長(1～ 2)

◎
36区

259 ミーチュア 死完〔三  2_2 丸底の底部片。 マメツ マメツ
にぶい責橙色

灰黄褐色

石'長 (1～ 2)

○
37区

260 ミニチュア
座邑イ垂 26
死篤に慧  28

くびれの平底の底部片。
ナデ

指おさえ
ナデ

にぶい褐色

にぶい赤褐色

石・長(1～ 2)

◎
37区

261 ミニチュア 努篤拝三  28 丸味のある月同部片。 ナデ ナデ
にぶい褐色

にぶい橙色

百・長 (1～ 3)

赤
ω

37区

甑
日径 (180)

力完痒≡  75

短く外反する日縁部。端部は「コ」
の字状である。才巴手が付く月同部に沈
線を施す。軟質土器。

◎ 回転ナデ
⑩ 格子タタキ

→ナデ

③回転ナデ

⑩ナデ

乳黄桃色

乳黄桃色

密、石・長(1～ 2)

◎
36区 6

263 甑 努篤浮慧  5,9 軟質土器の】同部片。 格子タタキ→ナデ
ナデ

指おさえ

乳黄桃色

乳黄桃色

密、石.長
(1～ 2)

◎
,6区 6
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出土遺物観察表

SRl②層G6・ 7区出土遺物観察表 土製品 (4)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面

色調
(内 面

土

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内 面

不 明 力完下三  78 軟質土器の丹同部片。 格子タタキ ナデ
嗜黄茶色

培黄茶色

石。長(1～ 3)

◎
G6区

不 明 残高 2.7 軟質土器の月同部片。 階子タタキ ナデ
乳灰茶色

茶白色

石・長(1～ 2)

◎
G6区

不明 努完
=3  25

軟質土器の胴部片。 悟子タタキ ナデ
灰茶色

乳黄色

石・長 (1)

◎
G7区

G6・ 7区出土遺物観察表 装身具

出土遺物観察表 土製品

厚さ(cm)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

268 甕
ロイ垂(138)

努完拝慧 137
外傾する日縁部の端部は「コ」の字
状である。胴部は球形状である。

Θ ヨコナデ
⑮ 工具痕
⑩ ハケ

毬蕪
C→

厚自々ξll

にぶい黄色

灰黄褐色

石・長(1～ 2)

◎
8区 7

甕
口径 (268)

残高 61
外反する口縁部の端部は先細りし
丸 ヽヽ 。

マメツ

(一部ヨコナデ)

マメツ
色

色

橙

橙

石。長 (1～ 5)

〔〔ii::・ ,,'iくヽ
6

F5区

甕
口径 (292)

残高 51 外傾する口縁部の端部は丸い
③ ナ ア

Θハケ偲本/cm)

ナデ

指頭痕

淡黄灰色

淡橙灰色

石'長 (1～ 3)

◎
E5区

甕
ロイ垂(16.9)

力篤蕉き  76
外反する口縁部の端部は丸い

ヨコナデ

(ハケ痕)

◎ヨコナデ

⑩ナデ

淡黄褐色

淡黄褐色

石 。長 (1

`金
=・

瘍古く

◎
F6区

272 甕
口径 (28.6)

残高  97
外傾する口縁部の端部はわずかに
凹む。

③ ナデ
Θ ハケ→ヨヨナデ
⑪ ,サ 0～ 1本/m

認緩娑彎
/m

ナデ

淡黄灰褐色

淡黄灰褐色

石'長 (1～ 7)

◎
F5区

甕
口径 (20,1)

残高 4.6
外傾する日縁部の端部は丸い

Θヨコナデ

⑩ノサ (7本/cm) サガ鰯
◎
⑩

浅責色

にぶい責橙色

石,長
(1～ 2)

◎
F7区

甕
日径 (16.1)

残高 5.1
わずかに内湾する日縁部の端部は
「コ」の字状に丸い。 ヨコナデ

◎ヨコナデ

⑪ナデ

にぶい責橙色

にぶい橙色

石・長 (1～ 4)

金
◎

F6区

甕
径

高

口

残
外傾する日縁部の端部はわずかに
外反し丸い。

○ヨコナデ

⑩ハケ

◎ヨコナデ

⑩ナデ

暗灰黄褐色

黄褐色

石・長(1～ 2)

◎
G17区

276 甕
口T垂 (15.0)

力完拝慧  3.4
外傾する口縁部の端部はわずかに
外反し丸い。

◎ヨコナデ

◎ナデ

〇ヨコナデ

◎ナデ

黄褐色

黄褐色

石・長(1～ 2)

◎
G16区

277 甕
口径 (14.0)

残 高   6.6
外傾する日縁部の端部イ剖U享される。

◎ ヨコナテ
⑩ ナデ

ハケ

① ヨコナデ
⑪ ナデ→ハケ

r7～ R大 /rれ Ⅲ

淡黄褐色

淡褐色

石・長(1～ 2)

◎
G8区

甕
日雀:(10,9)

力完下慧  3.5
外傾する日縁部の端部は丸い ヨコナデ

① ヨコナデ
◎ ナデ

ハケ痛

淡黄褐色

淡黄褐色

百'長 (1～ 2)

金
ω

F6区

甕
口径 (16.2)

力鳥拝三  3.9

外 反 す る口縁 部 の端 部 は先 細 りし

丸 ヽゝ。
ヨコナデ

① ヨコナデ
ミガキ

⑪ ケズリ

淡褐色

淡褐色

石 。長 (1)

◎
F6区

280 甕
口径 (13.7)

残高 1.9
内湾する日縁部の端部は凹み内傾
する。 ヨコナデ ヨコナデ

色

色

褐

褐

百・長 (1～ 2)

金
ro‐

F6区

甕
口雀:(16.0)

力篤に三  5,4

内湾する日縁部の端部は丸い。頸
部下に「N」 状の線刻あり。

Θヨコナデ

⑩ハケ(8本/cm)

◎ ヨコナデ
⑩ ナデ

イヨ厚百垢慧

予L灰黄茶色

¥L灰黄茶色

石。長(1～ 3)

◎
F6区 7

282 甕
口径 (18.9)

残高  47 内湾する日縁部の端部は内傾する。 ヨコナデ
Θヨコナデ

◎ナデ

淡黄褐色

淡黄褐色

旬・長 (1～ 2)

と金

=・

赤

◎
F7区

283 甕
日径 (18.1)

残高  6.7
内湾する口縁部の端部は内傾する。

Θ ヨコナデ
◎ ナデ
⑭ ハケ(9本/cm)

◎ヨコナデ

⑩ナデ

灰黄褐色

灰黄褐色

石・長(1～ 2)

◎

甕
口て垂(20,0)

力完下三  65
内湾する日縁部の端部は丸い。

Θヨコナデ

⑩ハケ(D本/cm)

M夢加乳黄橙色

乳黄橙色

石'長 (1～ 3)

◎
F7区

甕
口径 (18.9)

力完てき 4.9

内湾する日縁部。日端部の内面に
わずかイこ段をもつ。

Θヨコナデ

⑩ノウ俯本/cm) ゆ麟′ヽケく６本ガ

υ
鬱
υ

黄褐色

黄褐色

石・長(1～ 2)

◎
F7区
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

286 甕

口径 (210)

残高 50
内湾する口縁部の端部は内傾する
面をもつ。

⊃ヨコナデ

のハケ(4～ 5本 /cm)

居藁萎百
ハ ケ

灰黄褐色

灰黄褐色

石・長(1～ 2)

◎
F4区

287 甕
口径 (227)

房亀拝3  59
内湾する口縁部の端部は内面に段
をもち内傾する面をもつ。

Dヨコナデ
9ハケ(5本/cm)

aハケ(8本 /cm)

8務⑪黄褐色

黄褐色

石.長
(1～ 2)

◎
F9区

甕
口 径 (20.0)

残高 53
内湾する日縁部の端部は内傾する
面をもつ。

◎ヨコナデ

⑩ナデ

じヨコナデ
9指頭痕
めナデ

黒褐色

灰黄褐色

石 長 (1)
金
◎

F4区

甕
ロイ垂(20,7)

残高  49 大きく外傾する日縁部の端部は丸い。
◎ヨコナデ

⑪ハケ位3～ 14本 /cm)

じマメツ
0指頭痕
ナデ

乳黄褐色

乳黄褐色

石・長(1～ 3)

◎
F5区

甕
口径 (19.8)

残 高   38
内湾する日縁部の端部はわずかに
凹み内傾する。

ヨコナデ ヨヨナデ
にぶい責橙色

にぶい黄橙色

石 長 (1～ 2)

金、茶色粒土
合

314区

291 甕
ロイ垂(162)

残高  45
内湾する日縁部の端部は内傾する
面をもつ。

0ヨコナデ

0'サ 0～ 10本 /師 )

Dヨコナデ

Dナデ

淡黄褐色

淡黄帽色

石 長 (1～ 4)

金
ω

「 6区

甕
口径 (164)

残高 54
内湾する口縁部の端部は内傾する
面をもつ。

ヨコナデ
Эヨコナデ

Dナデ

灰褐色

灰褐色

石,長
(1～ 2)

◎
)5区

甕
ロイ垂 152

残高 48
内湾する口縁部の端部は凹み内傾
する。

ヨコナデ
Эヨコナデ

Dマメツ

褐灰色

褐灰色

石'長 (1～ 2)

◎
F4区

甕
口径 (282)

残高 80
内湾する口縁部。外面に段をもち、
日端部は内傾する面をもつ。

Эヨコナデ

Dナデ

Dヨコナデ

Dハケ→ナデ

ぶい黄色

ぶい責橙色

石・長(1～ 4)

◎

甕
口径 (31.2)

残高  4.9

内湾する日縁部は外面に段をもち、
日端部は丸い。

Эマメツ

Dヨヨナデ
ヨコナデ

にぶい橙色

にぶい黄橙色

石・長(1～ 2)

◎
315区 7

甕
口径 (316)

残高  5,1
内湾する口縁部は外面に段をもち、
日端部は内傾する面をもつ。

⑩ マメツ

〇 ヨコナデ

Dマメツ

Эナデ

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

石・長(1～ 6)

◎
F7区

297 甕
口径 (298)

残高 61
外面に段をもち内湾する口縁部。日
端部は水平な面をもつ。

マメツ
⑩ ヨコナデ

⑩ マメツ

にぶい責橙色

にぶい黄橙色

石 長 (1～ 3)

金
◎

F7区

甕
口径 (290)

残高 125
内傾する口縁部の端部「コ」の字状
1こメ七帝ヽ。

⑭ヨコナデ

Dハケ

Dヨコナデ

Dナデ

にぶい黄橙色

にぶい責橙色

石'長 (1～ 2)

◎

甕
ロイ垂(29,2)

残高  74
外面に段をもち内湾する口縁部。口
端部は水平な面をもつ。

Эヨコナデ

Φハクリ

⊃マメツ

Dヨコナデ

黒褐色

にぶい責橙色

巨。長(1～ 4)

◎

甕
ロイ垂(272)

残高  48
内湾する日縁部の外面は大きく凹む。
日端部はわず力Wこ 内傾する面をもつ。

① ヨコナデ
◎ マメツ

⑪ハケ(6本 /cm)

◎ヨコナデ

⑩ハケ(6本 /cm)

にぶい黄褐色

にぶい黄掲色

百・長(1～ 2)

◎
F9区 7

301 甕
口径 (250)

残高 61
外面に段をもち内湾する口縁部。日

端部は内傾する面をもつ。

∪ ヨヨナテ

⑪台4すデ
υヨヨナテ

°え是痕
にぶい責橙色

にぶい黄橙色

S・ 長(1～ 5)

◎

302 甕
ロイ垂(230)

残高 51
内湾する日縁部は外面にわずかに
段をもつ。日端部は内面に段をもつ。

◎ヨコナデ

⑩ハケ

Эヨコナデ

Oナデ

にぶい黄橙色

にぶい責橙色

石 長 (1)
金
◎

甕 残 高 外面に段をもつ口縁部。 ヨコナデ マメツ
にぶい責橙色

にぶい黄色

石・長(1～ 4)

◎

甕
口 径 (144)

残 高  47
外面に段をもち内湾する日縁部。口
端部は凹む。

Θヨヨナデ

⑪ナデ

9ハケ→ヨコナデ
Dナデ

1旨市百サ鳶

にぶい黄橙色

にぶい黄色

石 長(1～ 5)

◎
E10区

甕
ロイ蚤(16.3)

残高  34
外面に段をもち内湾する口縁部。 ヨコナデ ヨコナデ

灰黄色

暗灰黄色

石,長
(1～ 2)

◎
F8区

甕
口 径 (118)

残 高  3.1
外面に段をもち内湾する口縁部。 ヨコナデ ヨコナデ

黄褐色

褐灰色

石 (1)
◎

F10区 7

甕 残 高   55
口縁部片。外面にわずかに段をもち
内湾する。

マメツ ヨコナデ
灰黄褐色

にぶい貢橙色

石。長(1～ 2)

◎
H16区

308 甕 残高 43 口縁部片。外面に段をもち内湾する。 ヨコナデ
ΦDマメツ

③ヨヨナデ

黒褐色

黒褐色

百・長(1～ 4)

◎
E7区

壷
日径 (262)

テ篤存慧 17.2

二重回縁豆の大型品。日稼部は外反
して、屈曲し端部につづく。端部「コ」
の字状に丸い。

⑩ ヨコナデ

Dハケ0～11本/cm)

⑫ ヨコナデ
∈正)ハケ(4本 /cm)

①員環註1隊/cm)

淡黄灰色

淡黄灰色

百 (1～ 5)
金
ω

F9区 7

壷
口径 (198)

ア篤拝き 109
二重口縁董の大型品。日縁部は外
反し屈曲して直立する。

Dヨコナデ

⑩ ナデ

②ヨコナデ

◎ ナデ

白灰黄褐色

淡灰茶褐色

石・長 (1～ 6)

赤
ω

37区

SRl②層出上遺物観察表 土製品

船ヶ谷遺跡4次調査
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 画)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

壷
ロイ垂(147)

力鳥存三  46

二重口縁壷。口縁部は外反し、屈曲
し口縁部につづく。端 部は「コ」の
字状に丸い。

ヨコナデ ヨコナデ
淡褐色

淡黄灰色

石・長(1～ 2)

◎

重
口て垂(214)

努完存三  60

外反する日縁部は段をもち内湾して
口端部につづく。日端部 はわずか
に凹む。

ぎ覇標/耐→
ω蛮身デ

③ ヨコナデ
Θ ハケ(7本 /cm)
締 十ギ

灰黄橙色

灰黄色

石・長 (1～ 6)

玉令を。,,'iくヽ
◎

H14区

壺
ロイ壬(172)

力篤拝慧  67

口縁部は直立し段 をもち開く。端部
は水平な面をもつ。

]コ ナデ
ヨコナデ

ハケ(7本 /cnal

淡黄橙色

淡黄灰色

FH・ 長 (1～ 4

金
ω

E5区

壷
口径 (171)

力篤下慧  46
口縁部外面に段をもち内湾する。 マメツ

Oヨコナデ

⑩マメツ

淡黄橙色

淡黄橙色

百。長 (1～ 4)

金
ω

F4区

壷
口て垂(186)

力篤拝三  58

内湾 す る口縁 部 の 端 部 は直 立 し丸
ヽヽ。

リ ハクリ
◎ ヨコナデ
⑩ ハケ(5～ 6本 /cml

ぎ彗學デ
⑩チ七Ⅲ

～6本/cn

にぶい責橙色

にぶい橙色

百・長 (1～ 3)

金
∩

F7区

壺 残 高

二 重 回縁 壷 。拡 張 部 欠 、口縁 部 は

外 反 し外 面 に竹 管 文 を施 す 。肩 部
に竹管文をlヶ 所加 す ハ

⑩ヨコナデ

⑩ミガキ→ナデ
留繋手デ
⑩夫▼歩ズリ

淡茶褐色

淡責灰色

石.長
(1～ 2)

金・砂粒
ω

区
区
郵

Ｈ‐

Ｈ‐

里
7

壷
口径 (139)

力篤下三  6.7

外傾する日縁部の端部は丸い。外
面にわずかに段をもつ。

Θハケ→]ヨナデ

⑩アウGO～ツ本/耐

①

⑩

ハケ(8～ 9本/cm)
→ナデ
ナデ
ケズリ

にぶい橙色

にぶい責橙色

石。長 (1～ 3

赤
◎

H15区

壷
日径 (15.8)

力篤下慧  3.4
外反する口縁部の端部は丸い。 ヨコナデ ヨコナデ

淡橙褐色

淡黄橙色

石。長 (1～ 3)

金
◎

912区

壷
口径 (11_4)

力篤下慧  43
外傾する日縁部の端部は丸い

動 ヨコナデ
③宮督ケ繁/m)→

(縮 ヨコナデ

Θヨヨナデ

⑪ナデ

淡黄橙色

淡黄橙色

石。長 (1～ 4)

赤
◎

F10区

320 士笙
口径 (95)

残 高  47
内傾する日縁拡張部。端部は丸い ヨコナデ

⑩渭コナデ

①ナデ

灰自色

灰黄色

長
金
◎

石

321 壷 努完存三  29
頸吉躊から月同吉卜片。頸吉躊1こ 凸帯を巡ら
す 。

ヨコナデ

ハケ(5本/cm)
ハケ(4本 /cm)

淡茶褐色

淡茶褐色

石・長(1～ 2)

◎

E3区

黒 斑

322 壺 力完存慧  47 肩部の小片。肩部に線刻を施す。
ヨコナデ

ハケ(5本たm)
ナデ

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

石 .長
(1～ 2

金
◎

14区 8

壺 力鳥に三  34 月同音Fの 打ヽナ十。線刻を所ヨす。
マメツ

(ハ ケ)

ナデ
橙色

にぶい黄橙色

石・長(1～ 2)

◎
]15区 8

壷
ロイ垂 (92)

努完拝慧 13_2

球形の胴底部に外傾する口縁部が
付く。端部は、尖り気味に丸い。

⊃ヨコナデ

⑭ナデ

◎ ヨコナテ
⑩ ナデ

キ旨▼百浙急

乳赤橙色

乳黄橙色

有・長 (1)
褐色粒

◎

F3区

黒 斑

壺
胴部径146

残高 117
球形の月同底部。月同中央部がやや張る。
日縁部は直立気味に立ち上がる。

◎ヨコナデ

Φ ナデ
触藝環Hiよる浅黄橙色

乳橙灰色

角'長 (1～ 2

金
◎

G14区

黒 斑

326 士宝
口 径 (121)

残高 111

球形の胴部に外傾 する日縁部。口
縁部は丸味をもつ。

∪ ヨコナデ
(強いハケ)

垣》 'サ ⊂0～ 12本ノcm)
一ヨコナデ

◎コヨナデ→ナデ

⑩ナデ

褐灰色

褐灰色

石・長(1～ 3)

◎
17区

327 壷
ロイ蚤(105)

力完存慧  6_7
外傾する日縁部の端部は丸い

⑩瀬コナデ

∋ マメツ

Oヨコナデ

⑩マメツ

にぶい褐色

にぶい橙色

百・長(1～5)多

金 ・
赤

∩

壷 残高 44 頸部の小片。 ヨコナデ ヨコナデ
灰褐色

明褐灰色

石,長
(1～ 2)

◎

〓電
胴部径115

残高 11.3
球形の胴底部。口縁部欠。 キ

加
／ｃｍ

”恥
ガ

冽

ガ

◎

⑩
淡黄橙色

灰白色

石・長(1～ 4)

◎

C8区
黒 斑

琵
ロイ垂 99
君ξ浮三  93

完形品。扁球形の胴底部に外傾す
る日縁部。日縁部は尖り気味である。 ヨコナガ例

Θ
⑩
Ｏ

Oヨコナデ

Φ ナデ

乳黄橙色

乳黄橙色

石,長
(1～ 3)

◎
317区

壷
ロイ垂 9,2

″篤拝予  85

扁球形の胴部に外傾する日縁部。
日縁部は尖り気味に丸い。

〇 ヨコナデ
⑩ ナデ
① ケズリ

◎ヨコナデ

め ナデ

乳黄橙色

乳黄橙色

石・長(1～ 2)

◎
17区 8

士貿
ロイ垂 (63)

号ξ拝慧 100

球形の胴底部に内湾する日縁部。
日端部は丸い。頸部は細い。

①坐η禦
→

藝)ハケ(5本/cm)

;字饗
5本/cm)

)ケズリ
け デ

橙色

橙色

石・長(1～4)

赤
/1~3

F7区

壼
月同吉いて垂89

残高 8_7
扇平な胴部。日端部は外傾する。 響

‐qI嗣

ケズリ

サ
鱗
ガ

Ｏ
①
の

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

石,長
(1～ 4)

金
ω

G5区
黒 斑

壼
ロイ垂 10.5

ヨ母市尋  7.6

丸底の底部に頸部 は広い。日縁部
はタト傾し、月同吉卜より開き端部は先糸田
りする。

◎ ヨコナデ
⑩ ナデ
aケズリ

Oヨコナデ
⑩D工具によるナデ

→ナデ

灰黄色

灰黄色

石。長 (1)

◎

314区

316区
8

壷
口径 (92)

残高 54
内湾する日縁部の端部は尖り気味
である。

Dヨコナデ

Dマメツ

Oヨコナデ

⑩ナデ

灰白色

灰白色

石・長(1～ 3)

○
15区

SRl②層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外画)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  画 内 面

壺
頸部径 (62)

残 高   6_7
丸い月同部に外傾する口縁部。

⑩ ナデ

⑮ ケズリ

①ナデ
⑩ヨコナデ
Qナデ

色
色

橙
橙

黄
黄

浅
浅

一熟
赤
◎

石

F16区

壼
口径 (88)
残高   38

広い頸部に内湾する日縁部◇ ナ デ
マメツ

(一部 ナデ )

ぶい赤褐色
ぶい責橙色

石 長 (1)

`金
=・

壕商く

◎
14区

士霊
顕部径(70)

残高  36
内湾する口縁部。 ナデ

Oナデ
(一菩躊ハケ)

⑩ ナデ

にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

長
赤
ω

石
38区

壷
胴部径(96)

残高 44 肩の張る胴部。 ヨコナデ
①ヨヨナデ

⑪ナデ
淡黄褐色
淡黄褐色

石・長(1～ 3)

◎
]7区

壷 力埓F悪  25 丸味のある胴部。
Эヨコナデ

⑩ナデ

①ナデ

⑩ヨコナデ

にぶい橙褐色
橙色

石 長 (1～ 3)

金
ω

14区

壷
口径 (78)
残高  45

口縁部はナデにより作り出し、端部
は尖り気味である。

ナデ ナデ
色
色

橙
橙

石・長(1～ 3)

○
113区

342 〓笠
口径 (74)
″篤干憲  3_5

短 く外 反 す る日縁 部 の端 部 は細 く

丸 ヽヽ。

1硼アア
○ ヨコナデ
∩ ナデ

ナデ
色
色

橙
橙

一熟
金
∩

石

13区

343 壺
口径 (68)
残高 39

口縁音『はナデにより作り出し、端音躊
は尖る。

Oヨコナデ→ナデ

⑩ナデ
ナデ

にぶい黄橙色
にぶい黄橙褐色

石̀長 (1～ 10)

○
E13区

壷
口径 (70)
残 高  29

直立する日縁部の端部は尖り気味
にメ屯ヽ 。ヽ

ナデ 工具によるナデ
灰白色
灰白色

石。長 (1)

○
E14区

霊 残 高  50 丸 味 のある胴 部片 。 粗いナデ
①ナデ

⑩ヨヨナデ→ナデ
灰黄橙色
灰黄橙色

石 長 (1～ 3)

金
◎

E9区

壺 残 高   65 扁平な胴部。器壁は厚ヽ
Dナデ

Dケズリ→ナデ

ナデ
指頭痕

灰黄色
灰黄色

石 長 (1～ 2)

金
◎

区

区

郷

３

３

色

Ｅ

Ｆ

赤

壷 残 高 長ヽヽ月同喜卜。器壁 は厚 モ ガ触
ナデ
指頭痕

黄褐色
明黄褐色

石 長 (1～ 3)

金
◎

E4区

士霊 残 高 下ぶくれの月同吉躊。底音躊イよ平士旦である。
Dナデ

Dマメツ

⑩ヨコナデ
指頭痕

⑮ナデ

色
色

黄
黄

灰
灰

石。長(1～ 4)

◎

壼 残 高 丸味のある丸底。 ナデ
ナデ
指頭痕

黒斑
乳褐橙色

石 (1)
◎

F5区

笙

月同音躊イ垂98
残 高   70

扇球形の胴部。
Dハケ→ナデ

③ナデ

唖)ヨコナデ
の チデアゲ
Qハケ

黄茶褐色
黄茶褐色

石 長 (1～ 3)

金
◎

区
斑

Ｆ

里
〔

霊

月同言トイ垂76
残高  56

月同中央吉トカヨ長る。頸言Fは糸田かとヽ
のハケ→ミガキ

∋マメツ

唾サデ
⊂ツ ケヽ
⑬ナデ

色
色

灰
灰

黄
黄

淡
淡

石・長(1～ 2)

◎
E14区

352 壷

口径 (44)
底 イ玉 29
∃ま拝三 103

口縁部 は二重 口縁状である。胴部
は長く平底である。器壁は厚い。

Oヨコナデ

Φ ナデ
ナデ

色
色

灰
灰

石 長 (1～ 4)

金
∩

区
斑

Ｆ
黒

血 残 高 丸 彰ヽ月同音躊イこ径 1 5cmの 穿子とを施す 。
①ハケ(9～ 10本 /cm,

→ヨコナデ
⑩ハケ(8～ 9本 /cm)

Dヨコナデ

Dナデ

色
色

橙
橙

淡
淡

石 長 (1～ 3)

赤
∩

F4区

高 lTN

径
径
高

口
底
器

224
152
15,7

大きく外反する日縁部。体部に段を
もつ。脚柱部と裾部の境は明瞭。

ヨコナガガヨコナ

０
一の
①
の

ヨコナデ
)ナ デ
)ケズリ
マメツ`

色
色

褐
褐

橙
橙

乳
乳

石 長(1～ 2)

◎
F17区 9

355 高 郷
口径 (19.7)

残高  47
段をもち外反する口縁部の端部は

先細りする。

Oハケ(7本/cm)
→ヨコナデ

のハケ→ナデ
ヨコナデ

茶橙色
橙色

石,長
(1～ 3)

◎
E8区

356 高 邪
ロイ垂 173

残高  59
大きく外反する日縁部。体部に稜を
もつ。円板充壊技法。

ヨコナデ
ヨコナデ
ナデ

橙色
にぶい橙色

石 長(1～ 2)

◎
38区

357 高 邪
日径 17_1

残高 47 外反する口縁部。日端部は丸い

ハケ(6本 /cm)
→ナデ
ヨコナデ

ハケ(6～ 7本/cm)
→ヨコナデ

淡橙色
淡橙色

石 長 (1～ 3)

赤
ω

F9区

高 イ
口 4垂 172

残高  63
外反する口縁部。体部に段をもつ。日

端部は先細りし尖る。

① マメツ
ハケ(4本/伽 )

a)ハヶ

∪ハab小 /cm,

ヨコナデ
⑭ ナデ

浅黄橙色
浅黄橙色

石 長 (1)

○

区
斑

Ｇ
黒

高 郵
ロイエ(200)

残高 114
外反する口縁部の端部は丸い。脚
柱部は三角錐状である。

Oヨコナデ
ゐナデ
⑪ヨコナデ

界彰庄尋リ
テ

灰黄褐色
暗褐灰色

石 長(1～ 3)

◎
H14区

高 lTN

ロイ玉(165)

残高  53
外反する口縁部。体部に段をもつ。
日端部は丸い。

ヨコナデ
ヨヨナデ
ナデ

橙色
淡橙色

長く‐．
金．赤
ω

石

SR¬ ②層出土遺物観察表 上製品

船ヶ谷遺跡4次調査
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番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

高 邪
ロイ垂 172

残高 57
外反する日縁部。体部に段をもつ、
日端部は薄い。 鞘

①ハケ(5～6本 /cm)

藝ヨコナデ
色
色

褐
橙

橙
黄

石 長 (1～ 3)

赤
◎

F8区

高 邪
口径 (16_4)

残高 52
外反する口縁部。日瑞部は先細り
する。体部にあまい稜をもつ。

○ ヨコナデ
⑭ ナデ

① 工具による
ヨヨナデ

の ナデ

橙色
浅橙色

百 長 (1～ 4)

赤
◎

F17区

363 高 不
口径 (167)

ア篤澪三  54
外反する日縁部。口端部はナデイこよ
り凹む。体部に段をもつ。

Θ ヨコナデ
⑭ ナデ

Oナデ
ヨヨナデ→ナデ

ll lHナ デ

にぶい橙色
淡橙色

石・長(1～ 3)

◎
F13区

高 14N

ロイ垂(158)

残高 47
外反する口縁部の端部は先細りする。
体部にわずかに段をもつ。

ヨコナデ ヨコナデ
色褐

色
黄
白

灰
灰

石・長 (1)

◎
16区

高 不
口径 (156)

残高 41
外反する日縁部の端部は先細りで
尖る。体部に段をもつ。

マメツ マメツ
色
色

橙
橙

黄
黄

浅
浅

一熟
赤
◎

石

E14区

高 邦
ロイ蚤(143)

残高 5_1
外反する日縁部の端部は先細りで
丸い。体部に段をもつ。

0ヨコナデ
④ナデ

Э ヨコナデ

Dマメツ
橙色
淡黄橙色

石 長 (1～ 3)

I〔ti::・ ,;'iく(

0
F9区

高 不
ロイ垂(132)

残高 4.1
外反する日縁部の端部は丸 い。体
部に段をもつ。

Эヨコナデ
①ナデ

ヨコナデ
橙色
橙色

石。長(1～ 4)

○

高 lTN

口径 (140)

残高 53
外反する日縁部の端部は先細りで
丸帝ヽ。体部にあまい稜をもつ。

ヨコナデ
ナデ

ヨコナデ
乳橙色
乳橙色

百・長(1～ 2)

◎
F9区

369 高 14N

ロイ垂 160
残高  63

腕状の邪部 。日端部は尖り気味に
丸ヽヽ。体部にあま帝`稜をもつ。

Oヨコナデ
至Dコヨナデ→ナデ

oヨコナデ
①ハケ→ナデ

ナデ

橙色
浅責橙色

石,長
(1～ 2)

◎

区
斑

Ｇ
里
い

370 高 邪
口径 (166)

残高 113 外反する口縁部。体部に段をもつ。 ↓ガ肺
Ｏ
④
Φ
Φ 鶉̈̈

色
色

褐
褐

茶
茶

長
金
ω

石
F4区

371 高 不
口径 (184)

残高 41
外反する日縁部の端部は尖り気味
である。

Θ ヨコナデ
q)ハヶ→ョョナデ

⑩ ナデ
◎ ハケ→ヨコナデ

ハケ(6～7本 /cm)

淡茶色
淡黄茶色

石・長(1～ 2)

◎
F6区

372 高 イ
底 径 105
残 高   89

不部に段をもつ。三角錐の柱部にゆ
るやかに外反する裾部。 ナデ

廼1所交り痕
⑩ケズリ
⑩渾コナデ

色
色

橙
橙

乳
乳

石・長(1～ 2)

◎
G17区

高 不 坊篤拝き  98
郭部に段 をもつ。脚柱部は三角錐
である。

廼)ヨコナデ
⑭ ナデ
の マメツ

④ナデ
⑩ ナデ
⑩ ケズリ

乳褐色
乳灰褐色

石 長(1～ 4)

◎
F4区

高 邪 残 高   4.9 水平な不底部をもつ。
藝カコナデ
④ナデ ナデ

明褐橙色
明褐橙色

一勲
金
◎

石

G17区

375 高 邪 残高 51 郭部に段をもつ。円板充壊技法。
④ハケ(5本 /cm)

0瀬コナデ ヨコナデ
淡橙色
橙色

石 長 (1～ 3)

赤
◎

G17区

高 不 残高 41
fTN部 にあまい稜をもつ。円板充壊技
法 。

マメツ
⑩系ガキ
⑪ナデ

浅橙色
浅黄色

石 長 (1～ 3)

`金

ま・,;'iく(

◎
雌胸嚇

Ｆ

放

木

377 高 邪 残 高  35 14h音躊にあまヽヽ稜 をもつ 。 懇鞄 子ti
α力該亡

デ
デ

⑪γ要本/cm)
橙色
浅黄橙色

一勲
赤
◎

石 区

痕

７

口

Ｄ

木

高 邪 ″電信き  39 不ヨロこあまセヽ稜をもつ。
壺ゆヨコナデ

ナデ
⑩ヨコナデ

ナデ
橙色
浅橙色

石 長 (1～ 4)

赤
◎

唖鵬欄
379 高 不 夕篤に子  30 ITN底 部は丸味をもつ。 ハケ(7本/cm) マメツ

にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

石 長 (1～ 3)

金
◎

H15区
木口痕

380 高 邦
底 径  10.6

残 高  70
ゆるやかに外反する裾部。

∪ ナデ
⑩ ハケp本 /cm)

の ナデ

⑩ケズリ

の ナデ
淡褐色
淡黄橙色

石・長(1～ 5)

◎
F6区

高 邪
底径 (129)

残高  70
短 い柱 部に長く水平気味に伸びる
裾部。

⑩ナデ
廻燿コナデ

吐弱便り展
の ケズリ
⑩増コナデ

色
色

橙
橙

黄
黄

淡
淡

石 長(1～ 2)

◎
317区

高 14N
底径 112

残高  72
三角錐の柱部にゆるやかに外反す
る裾部。薄い作り。

⑪ナデ
唖)ヨコナデ

撥
5本/cn)

色
色

橙
橙

密

◎
315区

383 高 lTN
底 径  9,3

坊見〔3  5_7
外反する裾部の端部は丸い。

⑩ナデ
Ш》ヨコナデ

⑩ケズリ
咆沼コナデ

乳橙色
乳橙色

石 長(1～ 3)

◎
34区

高 不
底径  93
″篤拝き  70

三角錐の柱部。裾部は屈曲しわず
かに内湾する。

⑩ナデ
め ヨコナデ

⑩ケズリ
⑩渭コナデ

乳橙色
乳橙色

石 長(1～ 3)

◎
312区

高 郭
底径  99
カ篤干き  73

三角錐の柱部。外反する裾部。 マメツ
⑩ケズリ
⑩渭コナデ

色
色

橙
橙

石 長 (1)

◎
G17区

SRl②層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表
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番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調   整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

386 高邪
底径 (10.2)

残高 6_8
短い柱部にゆるや力Wこ外反する裾部。

⑩ ナデ

⑩ ヨコナデ ギ

ガガ例↓

静

鵬

色

色

橙

橙

石。長(1～ 3)

◎
F9区

高 郵
底径 (99)

努完拝三  63
短い柱部に水平気味 に短 く伸びる

裾部をもつ。

⑩ ナデ

め ヨコナデ

⑩ 絞り痕
ナデ

廻)ヨコナデ

色

色

橙

橙

石・長(1～ 4)

◎
F7区

388 高 不
底径  98
努完下三  65

三角錐の柱部。ゆるやかに外反す
る短い裾部。

⑩ ナデ

Φ ヨコナデ

の ナデ
⑪ ケズリ
⑩♪ヨコナデ

乳橙色

乳橙色

石・長(1～ 2)

◎
H14区

389 高 不
底径 152

努篤拝慧  8.6

三角錐の柱部にゆるやかに外反す
る短い裾部。

マメツ

旺Dナデ

路勢晃
色橙

色

乳

橙

石・長(1～ 4)

◎
F5区

高 邪
歴こで垂(12.4)

力完下慧  6.3

三角錐の柱部にゆるやかに外反す
る短い裾部をもつ。 ナデ

り すア
⑩ ケズリ
⑩ ナデ

灰褐色

灰褐色

石・長(1～ 4)

◎
D4区

高 邪
底径 (11.6)

坊完拝三  62
中実の柱部に外反する裾部。 ナデ ナデ

乳赤橙色

乳赤橙色

石・長(1～ 3)

◎
10区

392 高jTN
底径 (109)

残高 19 短く外反する裾部。 ヨコナデ
⑩ケズリ

のヨコナデ

乳橙色

乳橙色

石・長(1～ 2)

◎
F9区

393 高 邪
径

高

底

残

(8.8)

7.9
柱部から裾部。

⑩ナデ

Φ ヨコナデ

H」Dナデ

鰍警晃
にぶい橙色

にぶい橙色

石・長(1～ 3)

◎

F7区
黒 斑

高 邪 残 高 三角錐の柱部。 ハケ→ナデ
″
膀
ガ

リ
⑩
⑮

茶褐色

乳褐色

石'長 (1～ 2)

◎

F6区

黒 瑛

高 不 坊完下三  47
短い柱部。裾部に径0 8cmの 円孔を
施す。 ナ デ

ナデ

ハケ

淡灰褐色

白灰褐色

石・長(1～ 3)

◎
F6区

396 高 邦 残 高 邪底内面に線刻 c

り
盗蒼

/Cm

旺Dナデ ズ

ガ
ガ
引
ガ

⑪
Φ
⑩

明赤褐色

灰褐色

石・長(1～ 2)

◎
8区

高 邪 残高 87 中実の柱部。
⑩ナデ

⑩ヨコナデ

ケズリ→ナデ

ヨコナデ

乳赤橙色

乳赤橙色

石・長 (1)

◎
F5区

398 鉢
口径 (14.1)

日辞拝こ 10,7

深いタイプ。内湾する体部に短くわ
ずかに外反する日縁部。

Θ ヨコナデ
⊂)板状工具による

強いナデ→ナデ

Θヨコナデ

⑩ハクリ

にぶい橙色

にぶい橙色

石． 長 く．

金． 赤

の
E7区

鉢
口T垂 (12.0)

器高 6.0
内湾する体部に短く外反する口縁
部の端部は尖り気味である。 ”ガ鱒

◎
⑪

Θ ヨコナデ

⑩ マメツ

淡橙色

橙色

石'長 (1～ 4)

金
◎

F17区

400 鉢
日径 (8.8)

∃浄
～
筆  3.7

短く外反する口縁部の端部は丸い 綴
]二頼m)→

ハケ→ナデ

Θヨコナデ

⑩ナデ

にぶい橙色

にぶい橙色

石'長 (1～ 2)

金
◎

H8区

401 鉢
日径 (132)

残高 1.5
外反する日縁部。端部は尖 り気味
である。

ヨコナデ ヨコナデ
にぶい橙色

にぶい橙色

密・赤

◎
314区

402 鉢
口径 (13.2)

″篤拝慧  4_4

内湾する体部に短く外反する口縁
部の端部は丸い。

Θヨコナデ

⑩マメツ

Θヨコナデ

⑩マメツ

淡橙色

橙色

石。長(1～ 2)

金 ・
壕適R

〇

鉢
ロイ蚤(12.8)

残高 2.8
短く外反する日縁部の端部 は尖 り
気味である。

Θヨコナデ

⑩ミガキ
マメツ

灰黄色

にぶい責橙色

密・金

◎

区
麟

５

色

Ｆ

赤

404 鉢
口径 (11.2)

力鳥下三  4.2

扁平な体部。日縁部は強いナデに
より作り出す。

◎ ヨコナデ

吟 マメツ

① ヨコナデ

の マメツ

淡橙色

淡橙色

石'長 (1～ 2)

赤
◎

F7区

鉢
口径 (11,6)

力烏下毒  44
内湾する口縁部の端部は尖 り気味
である。

◎ヨコナデ

賊ナデ

Θヨコナデ

⑩ナデ

浅責橙色

橙色

伯'長 (1～ 2)

金
r~j

F4区

406 鉢
口径 (121)

力鳥下三  49
内湾する口縁部の端部は尖り気味
である。

①ヨコナデ

⑩マメツ

◎ヨコナデ

⑩マメツ

浅黄橙色

浅黄橙色

密

◎

E10区

黒 斑

407 鉢
口径 (152)

残高 47
内湾する口縁部の端部は尖り気味
である。

Θ ヨコナデ
⑩ ナデ

謝旨尋百耳ζ

Θヨコナデ

⑩工具痕

浅黄橙色

浅黄橙色

密

◎

E6区
黒 斑

408 鉢
日径 (122)

坊埓浮三  54
内湾する日縁部の端部は尖り気味
である。

③ヨコナデ

⑮ナデ

⊃ヨコナデ

oナデ

乳黄橙色

乳黄橙色

石。長(1～ 3)

◎
316区

409 鉢 力篤下三  45 底部に葉脈状の線刻を施す。 ナデ ナ デ
灰褐橙色

灰褐橙色

石・長(1～ 2)

◎
黒 斑 9

410 鉢
口径 (136)

残高  54
内湾する口縁部の端部は尖り気味
である。

デ

ウガつ

〇
〇
の

Θヨコナデ

⑩ナデ

にぶい橙色

乳赤橙色

伯'長 (1～2)

金
ω

17区

SRl②層出土遺物観察表 土製品
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番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

鉢
口径 (12_2)

残 高   25
口縁部はナデにより作り出す。

Эヨコナデ

Dハケ(8本 /cm)
ヨコナデ

色

色

橙

橙

石・長(1～ 2)

◎
H13区

鉢
口径 (64)
残 高   44

内湾する日縁部の端部は内傾する
面をもつ。

マメツ マメツ
灰白色

灰白色

石・長(1～4)

○
14区

鉢 残高 14 丸味をもつ底部。内面に放射状 の
暗文。 ナデ ミガキ

灰黄白色

灰黄白色

石 長 (1～ 2)

金
◎

F7区
黒 斑

鉢 残高 37 丸底 。 ナデ
ナデ

指おさえ

浅黄色

浅黄色

石'長 (1～ 3)

◎
C7区

鉢

口径 (136)
涯ミぞ≧ 85
器高  82

内湾する日縁部の端部は丸い。脚
部は短く「ハ」の字状に開く。 ナデ ナデ

橙褐色

橙褐色

石'長 (1～ 2)

◎
F8区

鉢
口て垂 140

残高 69
内湾する日縁部の端部は丸い。脚
が付く。

ヨコナデ ナデ
褐色

淡黄灰色

石・長(1～ 5)

◎
F8区

417 鉢
口径 (110)

残高 41
内湾する日縁部の端部は尖り気味
にメ毛セゝ。

マメツ
⑩ ヨコナデ

oマ メツ

淡橙灰褐色

橙褐色

石・長(1～ 3)

◎
F17区

鉢 残高 48 内湾する体部に脚が付く。
Dナデ

Dミガキ
ナデ

黄褐色

黄褐色

石・長(1～ 3)

◎
F8区

鉢
底径 ( 78)

残 高   32
「ハ」の字状の脚部の端部は「コJ

の字状に丸い。

〇 ナデ
⑩ハケ
mハケ→ナデ

〃陀”デ
叫陀耐

にぶい橙色

赤橙色

石'長 (1～ 4)

◎
F13区

鉢
底 径  89
残 高   25

「ハ」の字状に開く脚部。 ヨコナデ
延⊃工具によるナデ

⑩ヨコナデ

淡橙 色

淡橙褐色

石。長(1～ 3)

◎

F8区
黒 斑

甑
口径 (270)

残高   88
直線的に伸びる日縁部。端部は「コ」
の字状である。

ヨコナデ

ハケ(7本 /cm)

ハケ(7本 /cm)

ハケ(5～6本 /cm)

にぶい黄橙色

にぶい橙色

石 長 (1～ 2)

金
∩

313区

422 甑
口径 (21_4)

残高  59
直線的に仲びる日縁部。端部は「コ」
の字状に丸い。

ハケ(6～ 7本 /cm)
ヨコナデ

ナデ

にぶい責橙色

にぶい黄橙色

石・長(1～ 2)

◎

423 甑 残 高   60
把手。断面は楕円形で上面に2本の
線刻を施す。 ナデ ナデ

淡黄灰白色

淡黄灰白色

石・長(1～ 3)

◎
37区 9

424 甑 残 高   50
把手。断面は楕円形で上面に2本の
線亥Uを施す。

ナデ

ハクリ
ナデ こぶい浅黄灰色

石・長(1～ 3)

◎

E10区

黒 斑
9

甑 残 高
把手。端部は面をもつ。断面は円形
に近い。上面に深い溝を1条施す 。

ナデ 浅黄橙色
石・長(1～ 3)

◎

E13区

黒 斑
9

426 甑 残 高
犯手。端言口よ面をもつ。断面は円形。
上面に深い彫」字状の溝を1条施す。

ナデ

ハクリ
ナデ

灰黄白色

灰黄白色

石。長 (1～ 4)

金
ω

D7区 9

427 甑 残 高   4.6
把手。断面は円形 。端面 に径 3 mm、

深さ1 8cmの 円孔を施す。 ナデ ハケ(7～ 8本 /cm)
灰黄色

灰黄色

石・長(1～ 4)

◎
E13区

428 甑 秀賭下三  64
把手。端部は面をもつ。断面は円形。
下面に四角い孔を施す。

痕
痕

ガ撤凛

ナデ

指頭痕

浅黄橙色

灰色橙色

石。長 (1～ 5)

`金
=・

壕商
く

◎
H14区

甑 残 高   4.6
把手。断面は円形。端部に2ヶ所の
円孔を施す。

ナデ

ハクリ
ナデ 淡黄灰色

石・長(1～ 3)

◎
E8区

430 甑 残 高   82 犯手。断面は円形。
ナデ

ハクリ
ナデ

浅黄橙色

灰白色

石・長(1～ 3)

○
F14区

甑 残高   80 把手。断面は楕円形。
ハケ(6本/卸 )→

ナデ

ハケ(6本 /卿 )→

ナデ

灰黄褐色

灰黄褐色

石。長(1～ 3)

◎
G16区

432 甑 残高 81 把手。断面は円形。
ナデ

ハケ

ナデ

エ具によるナデ

浅黄橙色

浅黄橙色

石・長(1～ 3)

◎
F4区

433 甑 残 高   46 把手。断面は楕円形。 ナデ 灰黄褐色
石 。長 (1)

◎
G16区

434 甑 残高 71 把手。断面は楕円形。
ナデ

ハクリ
ナデ

灰 黄色

灰黄色

石・長 (1～ 2)

金
◎

D10区

甑 努亀に悪  32 把手。断面は円形。
ナデ

ハクリ
ナデ

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

百・長(1～ 2)

◎
10区

SRl②層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

甑 残 高  68 把手。断面は扁平な楕円形。
ナデ

ハケ(7～8本/cm)
ナデ

橙色

にぶい橙色

石 長 (1～ 4)

`金

き・ 万若く

〇
]5区

甑 残 高  46 把手。断面は楕円形。 ナデ ナデ
灰自色

灰黄白色

石・長(1～ 3)

◎
F7区

甑 テ篤拝三  72 把手。断面は楕円形。
ナデ
ハケ(8～9本/cm)
指市痛

マメツ
橙色

浅橙色

石・長 (1～ 4)

金 ・
赤

◎
F5区

甑 残 高   4,0 把手。断面は楕円形。 ナデ
にぶい責橙色

赤灰色

石 長 (1～ 2)

金 ・
赤

0
315区

甑 残高 49 犯手。断面は楕円形。 ナデ
浅黄橙色

浅黄橙色

石 `長 (1～ 3)

石粒 多・赤
の

E4区

甑 残高  11 底部片。円子しが2ヶ所。 ナデ
ナデ

ハクリ

ぶい責橙色

ぶい責橙色

石・長(1～ 3)

◎
317区

甑 残 高   26 底部片。円孔有り。 ナデ ナデ
褐灰色

責灰色

石・長 (1)

◎
H14区

製塩

土器

口径 (47)
残高  3.2

直立する日縁部。端部 は尖り気味
である。 平行タタキ ナデ

暗灰黄色

褐灰色

石。長(1～ 3)

◎
H13区

製塩

土器

口径 (45)
力鳥拝三  27

直立する日縁部 。瑞部 は尖り気味
である。 平行タタキ ナデ

| ぶい黄橙色

ぶい黄橙色イ

石 ,長 (1)

◎
F4区

製塩

上器

口径 (36)
残 高  27

直立する日縁部。端部は尖る。 平行タタキ ナデ
にぶい黄橙色

にぶい責橙色

石・長(1～ 2)

◎
F8区

製塩

土器

口径 (39)
力篤下慧  23

直立する日縁 部。端部 は尖り気味
である。

平行タタキ ナデ
橙色

にぶい黄褐色

石。長(1～ 2)

◎
G15区

447
製塩

土器

口径 (48)
残 高  40

直立する日縁都 。瑞部 は尖 り気味
である。

ナデ ナデ
にぶい橙色

橙色

石
・

長  (1)

赤
◎

F16区

448
製塩

土器

口径 (48)
残高   38

直立する口縁 部。端部 は尖り気味
|こ丸ヽヽ。

ナデ
ナデ

指おさえ

明褐色

にぶい褐色

石 。長 (1～ 3)

金・石 粒
rOh

G13区

製塩

上器

口径 (4.0)

残高 29
直立する日縁部。端部 はわずかに

内湾する。
マメツ 工具痕

褐灰色

褐灰色

石・長 (1)

◎
G16区

製塩

土器

口径 (46)
残高 27

内湾する日縁部。端部は丸い。 ナテ ナデ
にぶい橙色

橙色

く
赤
◎

長
G15区

製塩

土器
残高 57 胴部片。

ナデ

タタキ
ナデ

にぶい褐色

にぶい赤褐色

密

◎ 4区

452
製塩

土器
力鴬干憲  3.5 胴部片。 マメツ ナデ

にぶい橙色

灰黄色

オ・石。長(1)

赤
〇

F7区

製塩

土器
力鳥澪憲  24 月同音躊から底吉卜の/Jヽ片。 ナデ

ナデ

ヨコナデ

にぶい橙色

橙色

石・長 (1～ 2)

赤
◎

F5区

454 ミニチュア
口径 (57)
器高  59

手握ね土器。丸味のある胴底部。口

縁部伐期頂し器壁は薄く端音牌わ頓 。ヽ
ナデ

工具によるナデ
ナデ
指頭痕

責灰色

黒褐色

石・長(1～ 5)

◎

E5区
黒 lkl

ミニチュア
口径  56
器 高  54

手捏ね土器。丸味のある底部。口縁
部はクト反し端部は尖り気Htwである。

ナデ

手旨↓甲さえ

ナデ

指おさえ

浅黄色

黄灰色

石。長(1～ 3)

◎
E6区

ミニチュア
ロイ垂 5.0

暑ξ梓慧  50

手捏ね土器。尖り気味に丸い底部。
日縁部はわずかに外反し端部は尖
り気味である。

指おさえ

ナデ
ナデ

浅黄色

浅黄橙色

石。長 (1～ 4)

赤
ω

E6区

ミニチュア
口径 (49)
器高  43

手捏ね土器。凹凸のある底部。口縁
部はわずかに外反し端部は尖り気味
である。

指おさえ

ナデ

指おさえ

ナデ

灰茶色

灰茶色

石・長(1～ 4)

◎
F6区

ミニチュア
口径  33
器 高   50

手握ね土器。丸い底部。日縁部は内
傾し端部は尖る。

ナデ
指おさえ
ハケ(4本 /cm)→ナテ

ナデ
黄橙褐色

黄橙褐色

石。長 (1～ 4)

金
ω

F5区
黒 斑

ミニチュア
ロイ垂 47
器高 41

手捏ね土器。丸味のある小さな平底。
日縁部は直立し丸い。

ナデ ナデ
灰黄色

灰黄茶色

石 長(1～ 4))

赤
合

F7区

ミニチュア
ロイ垂 40
君滸に子  40

手捏ね土器 。丸 い底 部 。口縁部は

直立し端部は尖る。
ナデ ナデ

淡黄灰色

淡黄灰色

石・長(1～ 3)

◎

F7区
黒 斑

SRl②層出土遺物観察表 上製品

船ヶ谷遺跡4次調査
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番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内画)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

チュア
ロイ垂 29
器高 42

手子星ね土器。月同部は長く、底吉トイよ尖
り気味に丸い。日縁部は内傾し端部
イよつミる。

指おさえ

ナデ

ナデ

指おさえ

灰黄褐色

灰黄色

石 長 (1～ 5)

金
・

赤

◎

E6区
黒 斑

チュア
ロイ垂 4,7

器高 47
手捏ね上器。バケツ状、日縁部は歪
む 。

ナデ ナデ
淡灰黄色

淡灰黄色

奪石長(1～ 3)

金
◎

F7区
黒 斑

チュア

口径 (

底 径
器 言

手捏ね土器。口縁部から底部は「UJ
字状で口端音印よ尖る。MF部 は短く開く。

指おさえ

ナデ

指おさえ

ナデ

乳灰黄茶色

乳灰黄茶色

石・長(1～ 3)

◎

E8区
黒 斑

…チュア
口 4垂 (38)
残高 36

手捏ね土器。胴部はわずかに内傾
し口縁部は短く外傾する。端部は尖
り気味イこ丸い。

ナデ

指おさえ

ナデ

指おさえ

灰黄橙色

にぶい責橙色

石・長 (1～ 3)

と金き・ ガ右R

◎

区

斑

Ｆ

黒

ミニチュア
ロイ垂(60)
死党梓子  28

手捏ね土器。日縁部はわずかに外
反し端部は尖り気味t∋は 。ヽ

指おさえ

ナデ
ナデ

橙色

にぶい黄橙色

石・長(1～ 3)

◎
G5区

ミニチュア
口径 (58)
残高   29

手捏ね土器。口縁部は外反して内
湾する。日端部は尖る。器台形土器
かぅ

ナデ

子旨おさえ
ナデ

にぶい橙色

にぶい橙色

石・長(1～ 3)

◎
G14区

チュア
底径 16
残高  29

手担ね土器。小さなくびれの上げ底
に内湾する胴部。

ナデ ナデ
乳黄色

乳黄色

石,長
(1～ 4)

◎
F12区

チュア 残高   42
医罰i中央がわすかに突出する丸 い
底部。胴部は球形で外反する口縁
吉躊は器壁が薄ヽヽ。

ナ デ ナデ
浅黄橙色

黒褐灰色

一勲
金
ω

石

F16区

ニチュア
底径  2.4

カ篤拝尋  32
丸味のある平底。

ナデ

ハケ(8本 /cm)

ナデ

エ具痕 黄白色

密

○

F7区
煤付着

470 ミニチュア 残高 24 丸底で中央部がわずかに凹む。
指おさえ

ナデ
ナ デ

灰黄橙色

にぶい黄橙色

石'長 (1～ 5)

◎
5区

チ́ュア 残 高
手捏ね上器。わずかに外反する日
縁 部 。

ナデ ナデ
灰黄色

にぶい責橙色

石・長(1～ 4)

◎
H15区

ミニチュア 残高  18 不明土製品。片面に線刻あり。 ナデ ナデ
灰白色 石。長(1～ 2)

○
E7区 9

_チュア 力篤拝3  29 断面が円形状の把手か。 ナデ
橙 色 石・長 (1)

◎
315区

力篤梓憲  2,3 ヤ巴月Fか。 ナデ
褐灰色 石,長

(1～ 2)

◎
315区

冑

長
幅
高

前面部が尖る衝角付冑、裾部に粘
土を買占付1)る 。

ナデ

指おさえ

ナデ

指おさえ

乳灰黄色

乳灰黄色

石・長(1～ 2)

◎
38区 10・ 1

短 甲

ロ イ垂  50
底 て量  62
器 高   68

'享

  15

押付板は隅丸方形、裾部は開く。上
部側面と前面にえぐりを施す。

指おさえ

ナデ

指おさえ

ナデ

灰茶色

灰茶色

百・長(1～ 3)

◎

F 9区

黒 斑
10'1

短 甲

径
径
高

口
底
残
庫

52
59
56

裾部は開く。上言躊狽」面と前面にえぐ
りを施す。

子旨おさえ

ナデ

指おさえ

ナデ

乳灰茶色

乳灰茶色

百・長(1～ 4)

◎

F8区
黒 斑

10・ 1

短 甲
力篤拝≡  33
)享   11

上下部を欠失する。上部前面のえぐ
りが残る。

指おさえ

ナデ

指おさえ

ナデ

灰茶色

灰茶色

石・長(1～ 2)

◎
F8区 10・ 11

479 盾

長
幅
匡

89
71
00

隅丸の長方形で背面に粘土組で把
手をイ寸ける。

ナデ

子旨おさえ

ナデ

指おさえ

乳灰黄茶色

乳灰黄茶色

石・長(1～ 2)

◎
38区

紡錘車
上面 径31
下面 径4_1
器高   2_6

台形状。径0.8cmの穿孔。外面に1

条の沈線が巡る。 ナデ 赤橙色
石。長(1～ 2)

◎

G 12区

黒 斑

土 錘 径 38～ 55
断面円形状である。端部に斜方 向
の穿孔径0 6cm。 ナデ 灰黄色

石,長
(1～2)

○
H15区 9

482 土 錘
径

長

径

孔
筒状の土鐘◇孔径 1 5cm、 完形品。 ナデ 影L茶色

石,長
(1～ 2)

◎
F5区

483 土 錘

長
幅
厚

棒状。端部に径0 5cmの穿子L。 ナデ 黒灰色
石・長 (1)

◎
F15H

484 土 錘

長
幅
厚

棒状。男鴇吉卜にイ垂0 5cmの 穿子し。 ナデ 灰黄褐色
石・長 (1～ 2)

金
ω

G16区

ふいご

(羽 口)

長
幅
厚

小片。鉄滓付着。 灰 色
石。長(1～ 3)

◎

F4区
鉄滓付着

9

SRl②層出土遺物観察表 土製品
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (タト面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

筒
輪

円
埴

努完浮三  7.6 断面「M」 字状のタガをもつ。
ハケ(7～9本 /cm)

ヨコナデ
ナデ

こぶい黄橙色

灰黄色

密

◎
D14区

不蓋
口径 (12,7)

残高 3.9
扁平な天丼部と長い口縁部を分け
る稜は断面三角形状である。

〇回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転ナデ

乎L灰色

灰色

百'長 (1～ 2)

◎
F7区

邪蓋
ロイ垂(124)

号吾拝三  47
扁平な天丼部と長く直立する日縁
吉Fを分1)るT4/は断面三三角形状である。

〇回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ

①ナデ

Θ 回転ナデ 色

色

灰

灰

青

雪・石,長
(1)

◎
F8区

lTN蓋
ロイ垂(132)

==に
三  43

内湾気味に接地する口縁部はわず
かに凹む。

〇回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
コ転ナデ

青灰色

青灰色

雪・石・長(1)

◎
F4区

jTN蓋
ロイ垂(129)

号ξ拝三  38

扁 平 な天 丼 部 と口縁 部 を分 ける稜
は断 面 三 角 形 状 である。日端 部 は
内面 に凹線 が巡る。

〇回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
EH3転ナデ

灰褐色

灰色

密

◎
E7区

不蓋
ロイ玉(127)

=ξ

信三  47
丸味をもつ天丼部 。日縁部は内湾
気味に接地し端部は凹む。

〇 マメツ

Θ ヨコナデ
回転ナデ

青灰色

灰色

4・ 石・長(1)

◎

E4区
釉付着

イ蓋
口 径 (121)

==下
三  40

扁平な天丼部。口縁部はやや内傾
気味に接地し端部は凹む。

〇回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
コ転ナデ

色

色

灰

灰

畜・長 (1)

◎

不蓋
径

高

口

器

132

42
扁平な天丼部。□縁部はわずかに
開き気味で端部は内傾する面をもつ。

〇回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ

〇 ナデ

○ 回転ナデ

茶灰色

灰色

番,石 .長
(1～ 2)

◎
F7.8区

lTN蓋
ロイ垂(124)

==拝
三  47

丸味をもつ天丼部。日縁部は直立
気味で端部は凹む。

〇回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
可転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎ H13区

lTh蓋
ロイ垂(129)

==拝
三  44

丸味をもつ天丼部。日縁部はわず
かに開き気味で端部は内傾する面
をもつ。

〇回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転ナデ

色灰

色

圭自
灰

密

◎ E3区

邦蓋
口T垂 (128)

号岳拝三  49
丸味をもつ天丼部。口縁端部は丸
味をもち内面は凹む。

〇回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ

〇ナデ

Θ 回転ナデ

色

色

灰

灰

密・石・長(1)

◎
E7区

不蓋
径

高

口

器
丸味をもつ天丼部。日縁端言印よ凹む。

〇回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ

〇 ナデ

Θ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密・石・長(1)

◎
F4区

イ蓋
口准垂(126)

号吾拝三  48
扁平な天丼部。国縁部は直立気味
で端部は内傾する面をもち凹む。

〇回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ

〇 ナデ

O回転ナデ

色

色

灰

灰

乳

青

密・石,長
(1)

◎
F4区

郭蓋
ロイ垂(128)

=岳

下三  48
扁平な天丼部。口縁部はわずかに
開き気味で端部は凹む。

〇回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
コ転ナデ

灰色

乳灰色

密・石粒(5)

◎
E4区

不蓋
径

高

口

器

丸味をもつ天丼部。日縁部は直立し
端部は凹む。

○回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転ナデ

色

色

灰

灰

密

◎ F8区

不 蓋
口径 (12.0)

残高 4.8
天丼部は丸味をもち、日縁部は直立
し端部は尖り気味で内面に段をもつ。

〇回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ

〇 ナデ

Θ 回転ナデ

色

色

灰

灰

密.石 '長 (1～ 2)

◎
F8区

イ蓋
日径 114

残 高  44
天丼部は歪んでいる。日縁部は開き
気味に接地し端部は凹む。

〇回転ヘラケズリ

①回転ナデ

① ナデ

Θ 回転ナデ

色

色

灰

灰

密・長(1～ 3)

◎
E13区

不蓋
口径 (115)

残高 43
丸味のある天丼部。日縁部は内湾
気味に

~Fり
、端音巨はEE tF。

〇回転ヘラケズリ

◎回転ナデ
回転ナデ

青灰色

灰色

密.石 .長
(1～ 5)

◎
H13区

不蓋
口径 (13.6)

坊完モ章  48
天丼部は丸味をもち、口縁部は内湾
気味に下り、端部内面に段をもつ。

〇回転ヘラケズリ

◎回転ナデ
回転ナデ

色

色

灰

灰

青

密

◎
E4区

邪蓋
口て垂(139)

努完市慧  44
扁平な天丼部。口縁部は開き気味
イこ下り端吉躊は凹む。

〇回転ヘラケズリ

◎回転ナデ

〇ナデ

Θ 回転ナデ

色

色

灰

灰

密

◎ E15区

邪蓋
口て垂(142)

努完市三  37
口縁吉印よ開き気味に接地し端部は凹む。回転ナデ 回転ナデ

暗灰色

暗灰色

密・長 (1)

◎
313区

507 邦蓋
ロイ垂(140)

努篤拝筆  38
口縁部は直立気味に接地し端部は
内傾する面をもち凹む。

○回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転ナデ

灰色

灰色

密

◎
13区

邦蓋
口径 (148)

力完拝三  45

口縁部はわず力Wこ開き気味に接地し、
端部は尖り気味に丸く、内面に段を
もつっ

〇回転ヘラケズリ

◎回転ナデ
回転ナデ

乳灰色

乳灰色

密.長
(1),看 粒(〕 )

◎
E5区

不蓋
ロイ垂(123)

力篤拝三  30

口縁部は内湾気味に接地し、端部
内面に段をもち、外面にはキザミロを
施す。

回転ナデ 回転ナデ
灰色

灰色

密・石・長(1)

◎
14区

不蓋
口 径 (115)

残 高  4.4

天丼部 は丸 く、口縁部は直立気味
で端部は内傾する面をもち凹む。

①回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転ナデ

灰色

灰色

密・石,長
(1)

◎
]5区

SRl②層出土遺物観察表 土製品

船ヶ谷遺跡4次調査
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 画)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

j4X蓋
口 径 (142)

器 高  44
天丼部は丸味をもち、日縁部は内湾
して下がる。端部は丸い。

〇 回転ヘラケズリ
◎ 回転ナデ

○ ナデ
◎ 回転ナデ

灰色
灰色

密'石・長(1～ 5)

◎
F5区

邪 蓋
口径 (134)

器 高   38
内湾して下がる口縁部。端部はあい
まいな内傾面。

○回転ヘラケズリ
O回転ナデ 回転ナデ

色
色

灰
灰

密・長 (1)

◎
10区

513 邪 蓋
口径 (138)

器高  38
ゆるやかに内湾して下がる日縁部。
瑞部は先細りし丸い。

〇 回転ヘラケズリ
◎ 回転ナデ

Эナデ
Э回転ナデ

色
色

灰
灰

密。長(1～ 3)

◎
H10区

不 蓋 残 高   32
天丼部と口縁部を分ける稜は小さく「コ」
の字状でシャープである。 回転ナデ 回転ナデ

乳灰茶色
乳黄茶色

密

◎
E14区

邪 蓋 残 高   26
天丼 部と口縁部を分ける稜 は断面
三角形状である。

① 回転ヘラケズリ
ーナデ

◎ 回転ナデ

〇 回転ナデ
→ナデ

Θ 回転ナデ

青灰色
青灰色

密

◎ F14区

蓋 残高 22
天丼部と口縁部を分ける稜 は断面
が丸味をもつ三角形状である。
天丼吉口こ板状工具による細かいナデぅ

①板】犬工具による
ナデ

③回転ナデ
回転ナデ

青灰色
青灰色

密

◎

区
″

６
診

Ｆ
一局

517 郭 身
ロイ垂(99)
残高  5.0

短く水平に仲びる受部。立ち上がり
は内傾し、受部・立ち上がりともイこ端
部は丸い。重ね焼きの痕跡。

◎ 回転ナデ
⑮ 回転ヘラケズリ

◎ 回転ナデ
⑥ 回転ナデ

ーナデ

色
色

灰
灰

密

◎
G10区

518 邪 身
口径  10.0

器 高   47

短 く水平に伸びる受部。立ち上がり
は内傾 し端部は丸い。底部は浅く、
外面にヘラ記号有り。

◎ 回転ナデ
①回転ヘラケズリ

Θ 回転ナデ
① ナデ

色
色

灰
灰

密

◎ F7区

不 身
口 4垂 104

器高  5.2

短く外上方に伸びる丸い受部。立ち
上がりは内傾し長く端部は丸い。

◎ 回転ナデ
〇 回転ヘラケズリ

◎ 回転ナデ
① ナデ

色
色

灰
灰

長 (1～ 3)

◎
F16区

邦 身
口径 (118)

残 高   39
直立 気味の立ち上がりは長 く端 部
は丸ヽヽ。

① 回転ナデ
Θ )キロ0～麻/m)

回転ヘラケズリ
回転ナデ

色
色

灰
灰

圭目
三目

密

◎
16区

lTN身
口 4蚤 (10,4)

力完拝慧  4.0

短 く水 半 に伸 びる受 部 。外反 し内傾
す る立 ち上 がりの瑞 部 は尖 り気味 に
丸 ヽヽ。

Э回転ナデ
Θ回転ヘラケズリ回転ナデ

灰色
灰色

長 (1～ 2)

◎
9区

522 邪 身
日径 (100)

器 高  46
平たい底部。受部は水平気味に伸
び立ち上がりは内傾し端部は凹む。

Э回転ナデ
Э回転ヘラケズリ回転ナデ

青灰色
青灰色

密・石粒 (4)

◎
]6区

523 邪 身
口径 (120)

ヨ滸拝慧  57
短く水平に伸びる厚みのある受部。
立ち上がりは内傾し端部は凹む。

◎ 回転ナデ
① 回転ヘラケズリ

◎ 回転ナデ
⑥ ナデ

色
色

自
白

灰
灰

ぐ・．椒
◎

長
石 113区

不 身
口径 (116)

器高  59
水平気味に伸びる受部。立ち上がり
は内傾し端部は凹む。

◎ 回転ナデ
⑥ 回転ヘラケズリ

◎ 回転ナデ
① ナデ

色
色

灰
灰

か
多卜

粒
◎

長
石 H13区

郷 身
口径 (112)

残 高   47

水平気味に伸びる受部。立ち上がり
は内傾し端部は内傾する面をもち凹
之す。

◎ 回転ナデ
① 回転ヘラケズリ回転ナデ

灰色
乳灰色

密

◎
314区

不 身
口径 (116)

残高  3.9

水平気味に伸びる受部の端部は丸
い。立ち上がりは内傾し端部は内傾
する面をもち凹む。

Θ 回転ナデ
〇 回転ヘラケズリ回転ナデ

色
色

灰
灰

圭目
圭目

密

◎
D12区

527 郵 身
口 径 (100)

器 高   48

水平気味に長く伸びる受部。立ち上
がりは内傾し端部は凹む。底部内面
に同心円のあて具痕。

◎ 回転ナデ
① 回転ヘラケズリ

J回 転 ナ デ

Θ同心円のタタキ
あて具痕

色
色

灰
灰

石'長 (1～ 2)

◎
313区

郭 身
ロイ垂 100
器高 51

外上方に伸びる受部。立ち上がり1ま

内傾し端部は内傾する面をもち凹む。
底部にヘラHE号有り。

◎ 回転ナデ
⑬ 回転ヘラケズリ コ転ナデ

青灰色
青灰色

密

◎
F4区

邪 身
口径 (104)

器高  46

水平に伸びる厚い受部。立ち上がり
は内傾し端部は内傾する面をもち凹
む。底部に十字状のヘラ記号有り。

◎ 回転ナデ
① 回転ヘラケズリ 回転ナデ

色
色

灰
灰

密

◎
E4区

イ 身
口径 (100)

器高  44
扁平で浅い底部。受部は外上方 t

伸び立ち上がりは内傾し端吉印よ凹む
◎ 回転ナデ
〇 回転ヘラケズリ回転ナデ

青灰色
青灰色

密・石粒(1～ 5)

◎
F6区

邦 身
口 径 (102)

器 高   46

受部は外上方に伸び、立ち上がりは
内傾し端部は内傾する面をもち凹む。

◎ 回転ナデ
〇 回転ヘラケズリ 回転ナデ

色
色

灰
灰

密・石粒多

◎
H13区

532 邪 身
口径 (104)

器 高  49
受部は外J二方 |こ fHHび 、立ち上がりは
内傾し端部は内傾する面をもち凹む。

① 回転ナデ
〇 回転ヘラケズリ

ゲ^ナ転
デ

回
ナ

色
色

灰
灰

長 (1～ 3)

◎
E6区

533 邪 身
口径 (104)

器 高   5.0

扁平な底部。受部は水平気味に外
上方に伸び、立ち上がりは内傾し端
音トイよ凹む。

Θ 回転ナデ
⑬ 回転ヘラケズリ

◎ 回転ナデ
⑬ ナデ

色
色

灰
灰

長 (1～ 3)

◎
F6区

邪 身
口径 (105)

器高   53
短く水平に伸びる厚い受部。立ち上
がりは直立し端部は凹む。

○ 回転ナデ
値)回転ヘラケズリ 回転ナデ

青灰色
青灰色

密・石粒 (5)

◎
F4区

535 邦 身
口径 (11,0)

ア篤市慧  3_9

外上方に伸びる受部。立ち上がりは
内傾し端部は凹む。

Э回転ナデ
◎回転ヘラケズリ回転ナデ

色
色

灰
灰

密

◎
13区

SRl②層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表
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番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外画)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内 面

邦 身
口 径 (106)

残 高   34
外上方に仲びる受部。立ち上がりは

直立気味で端部は凹む。
回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎
E12区

537 lTN身
口径 (100)

器 高   44
タト■方 1こ伸びる受音卜。立ち上がりは
内傾し端部は凹む。

①回転ナデ

〇回転ヘラケズリ

O回転ナデ

①ナデ

灰色

青灰色

密

◎
]5区

不 身
口径 (106)

器 高   43

水平に短く伸びる受部。立ち上がり
は内傾し端部は凹む。重ね焼きの痕
跡右め̂

D回転ナデ

D回転ヘラケズリ

③回転ナデ

〇ナデ

青灰色

青灰色

長 (1～ 5)

◎
E4区

不 身
口 径 (100)

残 高   4,2

外上方に伸びる受部。立ち上がり1ま

内傾し端部は凹む。

~l回
転ナデ

D回転ヘラケズリ
回転ナデ

灰色

緑灰色

密

◎
13区

540 不 身

口径 (10_0)

残 高  43

短く水平気味に伸びる受部。立ち上
がりは直立気味で、端部は内傾する
面をもち凹む。

9回転ナデ

Θ回転ヘラケズリ
回転ナデ

灰色

灰色

密

◎
F5区

541 不 身
口径 (106)

残 高   44

外上方に短く伸びる受部。立ち上が

りは内傾し端部は内傾する面をもち
凹む。

O回転ナデ

①回転ヘラケズリ
回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎
D13区

邪 身
口 径 (126)

器 高   46

短く水平 1こ 伸びる受音躊。立ち上がり
は内傾し端部は凹む。

①回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ

①回転ナデ

①ナデ

色

色

灰

灰

石 長(1～ 3)

◎
E8区

邪 身
口径 (132)

残 高   52

短く水平に伸びる受部。立ち上がり
は内傾し端部は内傾する面をもち凹
tす 。

Θ回転ナデ

①回転ヘラケズリ

○回転ナデ

⑮ナデ

色

色

灰

灰

長 (1～ 2)

◎
G15区

邦 身
口径 (118)

残 高   37
水平に伸びる受部。立ち上がりは内
傾し端部内面が凹む。

◎回転ナデ

⑮回転ヘラケズリ
回転ナデ

色

色

灰

灰

密

◎
E3区

545 邦 身
口径 (120)

努篤梓三  37
短く水平に伸びる厚い受部。立ち上
がリイよ内傾し端部は先糸田り。

∪口柩アア
①回転ヘラケズリ

ナデ
回転ナデ

灰色

灰色

長 (1)
◎

F5区

546 邪 身
口径 (12.8)

器 高   34
短く水平に伸びる受部。立ち上がり
|ま短く内傾し端部は先率田り。

Э回転ナデ

④回転ヘラケズリ

①回転ナデ

⑥ナデ

色

色

灰

灰

百・長(1～ 5)

◎
Hlo区

ITN身 残 高   45
外上方に伸びる受部。立ち上がりは

内傾する。

0回転ナデ

①回転ヘラケズリ

Э回転ナデ

Dナデ 灰色

色灰 ・・２修
◎

く
石

長
39区

邪 身 残高  1.5 平坦な底吉口こ「×」状のヘラ記号有り。
不明

回転ヘラケズリ

回転ヨコナデ

ナデ

子L灰色

青灰色

石・長 (1)

◎
E14区

549 訪
蓋

つまみ径24
残高  32

丸味をもつ天丼部に中央部がわず
かに凹むつまみが付く。

○回転ナデ
〇回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転ナデ

乳灰色

青灰色

密・長 (1)

◎
F5区

謗
蓋

つまみ径28
残高 30

丸い天丼部に中央部が凹むつまみ
が付く。

○回転ナデ

〇回転ヘラケズリ

ナデ

回転ナデ

色

色

灰

灰

密'石・長(1)

◎
F5区

嗣
蓋

つまみ径28
残高  1.7

中央部が凹むつまみが付く。
○回転ナデ

〇回転ヘラケズリ
ナデ

灰色

青灰色

密

◎
Ell区

552 謗
蓋

つまみ径3_6

残高  18
中央部が凹むつまみが付く

∋回転ナデ

D回転ヘラケズリ
回転ナデ

青灰色

乳灰色

密

◎
F5区

553 高 必

口径 (108)
腟邑イ垂( 98)
器 高   9,4

短く水平に伸びる受部。立ち上がり
は内傾 し端部は凹む。脚部に長方
形透かしを3方向に施す。

回 転 ヨコナデ
⊃カキロG木/cm)
カキロ→回転ナデ
回 転 ナ デ

D回転ナデ
④ ナデ
D回転ナデ

青灰色

青灰色

長 (1～ 3)

◎
]15区

高 邦

径

径

高

口

底

器

短く水平 1こ イ申びる受音躊。立ち_Lが り
は内傾し端部は内傾する面をもち凹
む。脚吉Ⅲこ3方向の透かし。ヘラ記号。

D回転ナデ
廼の回転ヘラケズリ
D回転ナデ

Э回転ナデ
① ナデ
D回転ナデ

青灰色

青灰色

石'長 (1～ 3)

◎
F6区

555 高 邪

径

径

菖

口

底

哭

98)
86)
RR

短く水平に伸びる受部。立ち上がり
は内傾し端部は内傾する面をもち凹
む。脚部に3方向の透かし。

D回転ナデ
〇 回転ヘラケズ
0回転ナデ

υ回転 ナデ
⑦ ナデ
め ナデ
Irp同 車

=ナ
デ

灰色

灰色

石・長 (1)

◎
E15区

556 高 不
口 径 (112)

残 高  49

水平に伸びる受部。立ち上がりは内

傾し端部は内傾する面をもち凹む。

0回 転 ナ デ
亜⊃回転ヘラケズ

ナ デ
の カキロ(9本/cm

Э回転ナデ
Φ ナデ
命 十 ギ

灰色

灰色

密

◎
H14区

557 高 郭
口径 (166)

残高   7.2

平坦な不底部。日縁部は直立気味
イこ立ち上がり瑞音Бは尖り気ntkに 丸ヽヽ。
2条の凸帯と波状文を施す。把手欠。

①回転ナデ

④回転ヘラケズリ

④釉付着の為不明

⑪ナデ

灰色

釉(オリーブ色)

密・石'長 (1～ 4)

◎

区

着
Ｆ‐３
腑

高 邪
口径 (164)

残 高   54

外傾する日縁部の端部は先綱りし

丸い。外面に2条の凸帯と波状文を
施す。

①回転ナデ

短亜)回転ヘラケズリ
回転ナデ

青灰色

釉(濁った白い釉)

密

◎

F4・ 5区

釉付着

高 lTN 残 高   5,4
邦部外面に2条 の凸帯と波状文を
施す。把手欠。

回転ナデ

ナデ
回転ナデ

灰色

青灰色

長 (1～ 2)

◎
G17区

高 不
口 径 (162)

努篤浮3  55
必部、端部は外傾する。外面に1条
の凸帯を施す。

O回転ナデ

恒亜)回転ヘラケズリ

○回転ナデ

①釉付着の為不明

青灰色

灰白色

石・長(1～ 5)

◎

E13区

釉付着

SRl②層出土遺物観察表 土製品

船ヶ谷遺跡4次調査
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

高 邪
口径 (142)

残高   58

丸味をもつ 不底部。日縁部は直立
気味で端部は丸い。外面に1条の凸
帯を加すぃ

9回転ナデ

Φ 回転ヘラケズリ
回転ナデ

青灰色

灰色

石,長
(1～ 3)

◎
F6区

562 高 14N

口径 (95)
残高   45

短く水平に伸びる受吉い。立ち上がり
は内イ頂し端吉卜1よ先糸田りする。

9回転ナデ
Э回転ヘラケズリ
延)回転ナテ

O回転ナデ

Φ ナデ

青灰色

灰色

密・長 (1)

◎
H10区

563 高 イ
日径 (102)

残高  34
口縁部。外面に2条の凸帯と波状文
を施す。 回転ナデ 不 明

色

色

黒

黒

密

◎
16区

564 高 lTN

口 径 (100)

残高 25
口縁部片。端部は先細りする。外面
に1条の低い凸帯を施す。 回転ナデ 回転ナデ

暗紫色

暗紫色

密

◎

酸化ぎみ
に焼成
F15区

565 高 不
口径 (96)
残高 23

口縁吉Fの 4ヽ 片。端部は先細りする。
外面に1条の低い凸帯を施す。

コ転ナデ 回転ナデ
暗紫色

暗紫色

密・白色粒

◎

酸化ぎみ
に焼成
H14区

高 不
日径 (14.3)

残高 28
不部。端部は直立し尖る。断面三角
形状の凸帯を巡らす。 コ転ナデ 釉付着の為不リ

青灰色

青灰色

密

◎

Gll区

釉付着

567 高 邦
口径 (136)

残高   2,7

邪部。端部は直立し尖る。断面三角
形状の凸帯を巡らす。 可転ナデ 釉付着の為不げ

青灰色

青灰色

密・白色粒

◎

D13区

釉付着

高 郭
口径 (136)

残高 30
邪部。端部は直立し尖る。断面三角
形状の凸帯を巡らす。 コ転ナデ 釉付着の為不明

青灰色

青灰色

密・白色粒

◎

区
区
着

Ｆ ８

Ｈｌ４

腑

高 lTN
底径 (81)
残高 31

「ハ」の字状に短く開くB.IW部 。 コ転ナデ
①ナデ

⑩回転ナデ

色

色

灰

灰

密・長 (1)

◎
Dll区

高 不
底径  62
テ篤護き  30

「ハ」の字状に短く開く脚部。脚瑞
部は内恨Jが接地する。 回転ナデ

υ四私アア
回転ナデ→ナデ

ω回転ナデ

色

色

灰

灰

密,長
(1～ 3)

◎

H13区

釉付着

高 邪
径

一島

底

残 75

短く水平に伸びる受部。脚部の透か
しイよ3方向 |こ 施す。

亜 ⇒ カ キ EI

⑩ カキロ(7本 /cm)

①ナデ

⑩回転ナデ

色

色

灰

灰

長 (1～ 4)

◎
]7区

572 高 邦
底径 (

残高

短く水平に伸びる厚い受部。脚部の

透かしは3方向に施す。

①回転ナデ
更亜)回転ヘラケズリ
⑪回転ナデ

0回転ナデ
〇 ナデ
の回転ナデ

色

色

灰

灰

長 (1～ 2)
石粒 (8)

の
]3区

573 高 不
径

高

底

残

9.1

57
脚部片。長方形状の透かしを施す。 回転ナデ 回転ナデ

色灰

色

七

灰

密

◎
4区

574 高 郭
底 径  89
カ埓拝考  55

脚部片。3方向に透かしを施す。
①回転ヘラケズリ

⑩回転ナデ

Э回転ナデ
の ナデ
の回転ナデ

乳灰色

乳灰色

密

◎
F5区

575 高 lTN
サ嵐ぞ乙 80
カ完拝憲  49

脚部片。3方向に透かしを施す。 回転ナデ
Dナデ

D回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎
G16区

576 高 邦
底径  8.4

カ篤拝毒  5.5
脚 吉F片。3ラケ向 に透 かしを施す 。

り 回転ナデ
Dカキ目伊本/cm)
め 回転ナデ

コ転ナデ
灰色

灰色

密

◎
F10区

577 高 邪
底 径 ( 90)

残 高  56
脚部片。脚端部は上下に拡張する。
3方向の透かしを施す。

の 回転ナデ
⑩カキロ(6本 /cm
咆 回転ナデ

Dナデ
の ナデ
め回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎
H16区

578 高 イ ″篤千毒  37
脚部片。端部が内湾する。3方向の

透かしを施す。 回転ナデ
Dナデ

D回転ナデ

灰茶色

灰色

石'長 (1～ 2)

◎
313区

579 高 邪
底径 (79)
残高  3.1

脚部の小片 。端部は直立して接地
する。

0カキロ6本 /clll)

ω 回転ナデ
回転ナデ

灰色

灰色

密

◎
D13区

高 邪
底径 (70)
残高 48

脚部片。端部は丸味をもつ。中の広
ヽヽ透かしを3方向イこ施す。 コ転ナデ 回転ナデ

色

色

灰

灰

密

◎
13区

581 高 邪
底径  73
残埓拝慧  52

脚部片。端部は内湾し尖り気味であ
る。透かしを3方向に施す。 回転ナデ

＾
ア嘘嵯唖

色

色

灰

灰

密・石粒多

◎
F7区

582 高 lTN
底 径 ( 86)

残 高   4.3

脚部片。端部は内湾し丸味をもつ。
透かしを3方向に施す。

カキロ(13本 /clla)

回転ナデ

⑮ ナデ

⑩回転ナデ

色

色

灰

灰

石・長(1～2)

◎
F5区

高 不
底径 ( 74)

残高 48
脚部片 。瑞部 は内湾し尖り気味に
丸い。透かしを3方向に施す。

⑩カキロ(7～9本/cm)

⑩ 回転ナデ

①ナデ

⑩回転ナデ

灰色

灰色

密

◎
F8区

584 高 不
底径 (6.6)

残高  40
脚部片。端部は内湾し先細りする。
透かしを施す。

⑩カキロ0本 /clll)

⑩ 回転ナデ

0回転ナデ

め ナデ

青灰色

青灰色

密

◎
F13区

高 邪
底 4垂 ( 93)

残高  47
脚音躊片。端部は内ユ弯し尖り気味に
丸い。3方向の透かしを施す。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎
F3区

SRl②層出土遺物観察表  土製品
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番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 雨Ⅲ

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

高邪
底径 (12.6)

力完下尋  58
脚部片。3方向の透かしを施す 。透
かしイよ面取りを行なう。

轡 口称アブ
⑩ カキロ(6本 /cm)

⑩ 回転ナデ
回転ナデ

青灰色

青灰色

石・長(1～ 2)

◎
F4区

587 高郭
底径 (110)

を完梓慧  5.0

脚部片。内外面に面取りを行なった
透かしを施す。 回転ナデ 回転ナデ

灰色

青灰色

石・長(1～ 2)

◎
E3区

高邪
底径 (110)

坊完拝慧  6.9

脚部片。端部は上下 に拡張 する。
脚中位に1条の沈線 。4方 向の透か
しを施す。

回転ナデ
① ナデ
⑩ ナデ
ω 同 録 十 手 色

色

灰

灰

青

Ⅲ石'長 (1～2)

◎
C4区

589 高不
底径 (104)

力完下三  6.8

脚部片。端部は内湾する。透かしは
4方向に施す。 回転ナデ

①ナデ

①回転ナデ

色

色

灰

灰

主目
　
主目

密・長 (1)

◎
G16区

高邪
径

高

底

残

(98)

67
脚部片。端部は直立して接地する。
3方向に透かしを施す。 回転ナデ

①ナデ

①回転ナデ

色

色

灰

灰

石 。長 (1)

◎
C8区

高 邦
径

高

底

残
脚部片。端面が凹む。外面に沈線
が2条残る。透かしを3方向に施す。 回転ナデ 回転ナデ

色

色

灰

灰

密

◎

F12区

釉付着

592 高 邪 力篤梓三  95
長脚で2段に3方向の透かしと2条の
沈線を施す。 回転ナデ

唖液 り痕

⑩回転ナデ

乳灰色

乳灰色

密・石・長(1)

◎

高 イ
径

高

底

残

(88)

61
脚部片。脚端部が凹む。 回転ナデ

回転ナデ

絞り痕

色

色

灰

灰

4・ 石・長(1)

◎
315区

高lTN 力篤市三  44
脚音躊から基吉Fの /」 片ヽ 。基吉F■i面が
滑らか、二次的な使用痕か。 回転ナデ

①ナデ

⑩回転ナデ

色

色

灰

灰

雰・長(1～ 2)

◎
D12区

高lTN
径

高

底

残
脚部片。端部は凹む。外面に沈線 1

条と円孔を3方向に施す。 回転ナデ 回転ナデ
乳灰色

乳灰色

蕗.石粒(4)

◎
F7.9区

高 不

径

高

底

残

71

71
脚音巨片。糸日ヽ 1ヽ圭部とこ/1ヽ さく開く裾吉巨
は凹む。3方向に円孔を施す。 回転ナデ

④ナデ

⑩回転ナデ

色

色

灰

灰

密・長 (1)

◎
E5区

597 高不 残高 15 基部のJヽ片。 回転ナデ 回転ナデ
乳灰色

乳灰色

密 。長 (1)

◎
F9区

高 不
底径 (11_0)

残高 14
脚部の小片。端部は「コJの字状で
ある。

⑩不明

のカキロ
カキロ→ナデ

嗜紫色

嗜紫色

密・白色粒

◎

H14区
酸化ぎみ
に焼成

高 不
涯ミ宅≧ (8.2)

力完に慧  27
脚部の小片。凸線が2条巡る。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

区

着
Ｈ・４
腑

高 邪
径

高

底

残

88

20
脚音Fの /」 片ヽ。端部は丸彰ヽ。透かしを
施す。 釉付着の為不明 回転ナデ

色

色

灰

灰

密

◎

F13区

釉付着

高 邪 力篤拝子  44 凸帯が1条巡る柱部。 回転ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

密・白色粒

◎

区

着
Ｇ・２
腑

高 イ 力完雇三  3_5 柱音Fの 4ヽ片か。円子しが2ケ所に咲る。 不明 回転ナデ
嗜紫色

培紫色

密・白色粒

◎

H14区
酸化ぎみ
に焼成

高 不
径

高

底

残

(94)

61
脚部の裾部に段をもつ 。基 部径 は
太 帝 。ヽ

回転ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

密・自色粒

◎
F5区

高 邪
径

高

底

残

93

7.4

脚中位に段をもつ。端部は凹む。厚
みがある。 回転ナデ

U刺 IT石り埼4｀ 明

⑩ナデ
回転ナデ

色

色

灰

灰

密

◎

F12区

釉付着

605 甕
口径 228

号滸拝三 44.4

大型品。胴部は肩が張る。日縁部は外反
し端部は上下に拡張する。口端下部に凸
帯が巡る。底部内面に「十J字の線刻。

》ヨコナデ
ハケーヨヨナデ
タタキ→カキロ
タタキ

① ヨコナデ
⑩ 同心円タタキ→

ナデ

色

色

灰

灰

密

◎

E3.4区

釉付着

606 甕
口径 248

号事拝三 45.0

大型品。□縁吉口よ外反し端菩印よ凹む。
日端下音印こ凸帯1条と波状文を施す。
胴部に螺施状のカキロを施す。

回転ナデ

;肇≧と,,4邸
目O回転ナデ

蔭 ナデ
お豊耳百靡子

青灰色

青灰色

密

◎
卑鱗一慰牌

生
肩
下
珈

607 甕
口径

器高

完形品。胴部に1条の沈線と波状文
を施す。頸部にわずかに段をもち口
縁部は外反し凸帯をもつ。

①回転ナデ

⑩タタキ→ナデ
ヨヨナデ

灰色

灰色

密

◎
区

Ｄ４
Ｅ６．
降

608 寮
口径 161

旨滸存慧 282

ほぼ完形品。頸部にわずかに段をも
ち口縁部は外反し口端手前に凸帯
をもつ。

Θ 回転ナデ
Dタタキ→ナデ
の 平行タタキ

◎回転ナデ

⑩ナデ

色

色

灰

灰

野・石。長(1～2)

◎ :協
区

609 甕 玩完千三 198 丸い底部。胴部に浅い沈線を施す。 縄蒲タタキ
⑩回転ナデ→ナデ

①ナデ

暗灰黄色

暗灰黄色

密

◎
F9.13区

甕
口径

残高

底部は平坦気味である。頸部にわ
ずかとこ段をもち口縁部は外反し端部
手前に凸帯券亀つハ

◎ 回転ナデ
⑩ 平F夕舛跡/耐

(一部回転ナデ)

Э回転ナデ

⑩回転ナデ→ナデ

黒灰色

黒灰色

石・長(1～ 3)

◎

E15

釉付着

SRl②層出土遺物観察表 上製品

船ヶ谷遺跡4次調査
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番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

甕 力篤浮三  56 月同音躊片 。器壁が薄彰 平行夕舛0～休んllll ナデ
茶色

茶色

白 色 粒

◎

G15区

駿化ぎみ

こ焼成

甕 力篤拝慧  45 胴部片。器壁が薄い
カキロ(6本/cm)

平行タタキ(4本 /cm)
ナデ

青灰色

青灰色

密

◎ F7区

613 甕 残高 51 胴部片。器壁が薄セ
カキロ(6本/cm)

平行タタキ(4本/cm)
ナデ

青灰色

青灰色

密

◎ G16区

甕 羨高 41 胴部片。
斜格子タタキ→

ナデ
斜格子タタキ

回転ナデ

ナデ

青灰色

青灰色

密

◎ D6区

甕 力篤拝尋  6.5 胴部片。 格子タタキ
ナデ

指おさえ

青灰色

青灰色

密

◎ E5区

甕
口径 (406)

残高 115

外反する口縁部。日縁下に凸帯を1

条外面にナデによる凸線を5条、波
状文を3条施すハ

回転ヨコナデ 回転ヨコナデ
青灰色

青灰色

日・長(1～ 2)

◎

F57区

釉付着

甕
ロイ蚤(262)

残高 121

外反する日縁部。日端下部に2条の

凸帯を巡らす。
研早秘軍上回転

ナデ
平行 夕々■イA去 ′.れ

O回転ナデ
⑩ハケ(8本 /cm)

ナデ

色

色

灰

灰

石,長
(1～ 2)

◎
G16区

甕
口て垂(166)

残高 84

外反する国縁部は凹む。日縁部の上部と下
部に凸帯を巡らし、日縁部と上部凸帯間に8
～際 の波状文、凸帯間に4条の波状文を施す。

回転ナデ
O回転ナデ
⑩ タタキ→回転

ナデ

色

色

灰

灰

哲'石 '長 (1～ 2)

◎

E5区
F15.16区

甕
口て垂(173)

残高 51
外反する日縁部。日端下部に凸帯 1

条、中位に2条の凸帯、日縁上位 に
■～12条下吉口こ6条の波状文を施す。

回転ナデ 回転ナデ
色

色

灰

灰

き'石 .長
(1～ 2)

◎
F3区

620 甕
口径 (18.4)

テ篤F慧   4.8

外反する口縁部。日端下部と日縁
中位に凸帯を1条巡らし、日縁上位と
下位に波状文を施す。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色

灰白色

密・石・長(1)

◎

F13区

釉付着

甕
口径 (134)

残高 21
外反する日縁部。日端下部に凸帯
1条、凸帯下位に波状文を施す。 回転ナデ 不 明

灰色

釉(オリーブ色)

密

◎

区
区
着

Ｄ・３

Ｅ‐２

腑

622 甕 力篤市尋  34
外反する日縁部。端部は丸 い。外
面にあまい凸帯が2条巡る。 回転ナデ 回転ナデ

色

色

灰

灰

密

◎ F5区

623 甕
ロイ垂(160)

残高 17

外反する日縁部。端部はナデにより
凹む。外面に14条以上の細い波状
支を流すハ

回転ナデ 回転ナデ
灰色

乳灰色

密

◎

D13区

釉付着

甕
口径 (206)

力完存こ  7.6

外反する口縁部。端部はナデにより上下に
拡張する。日端下部と口縁中位にナデによ
る凸帯を作り出し、波状文を2段に施す。

③ 回転ナデ
Θカキロ0本/c耐

回転ナデ
可転ナデ

青灰色

青灰色

石・長(1～ 3)

◎
G14区

625 甕
口径 (16.6)

を発市慧 83
外反する口縁部。端部は上下に拡
張する。

Θ 回転ナデ
⑩ 平行タタキ→

カキ目(6本 /cm)
§骨そ脅兄キ_

ナデ

灰色

灰色

密石I長
(1～ 2)

◎

D13区

E13区

626 甕
口径 (181)

力篤下慧  44
外反する口縁部。端部は上下に拡
張する。 回転ナデ コ転ナデ

灰色

灰色

密

◎
E9区

627 甕
日径 (17.7)

坊篤に慧  5.2

外反する口縁部。日端下に凸帯を1

条巡らす。

⑩ 回転ナデ

Oカキロ6～ m木 /耐

⑭ ナ ガ

Θ マメツ

色

色

灰

灰 “

.石 長(1～ 2)

◎

E8区
釉付着

甕
口4垂 (16.0)

力篤に三  6_5
外反する口縁部。日端下に凸帯を1

条巡らす。

ひ 回転ナデ
()カキ日(7本 /cm)

に)カキ目→回転ナデ
回転ナデ

青灰色

灰色

石・長(1～ 2)

◎
区

」４
Ｆ４
Ｈｌ３

629 甕
口径 (162)

テ鳥拝三  38
外反する口縁部。日端下に凸帯を1

条巡らす。

動 回転ナデ
Θ 力十日は1本 /c耐

→回転ナデ
回転ナデ

色

色

灰

灰

密・石'長 (1)

◎
E12区

甕
口径 (17.4)

力篤拝三  5,9

外反する口縁部。口端部は上下に拡
張する。外面に8条の波状文を施す。 回転ナデ 回転ナデ

色

色

灰

灰

密

◎

B14
E14区
E15

甕
口径 (184)

残 高  46

外反する日縁部。口端部は上下 に
わずかに拡張し凹む。外面に8条の
波状文を施す。

む 回転ナデ
C)カキロ(8本/cm)

回転ナデ
回転ナデ

灰色

青灰色

密

◎
F12区

632 甕
口径 (166)

残高 42
外反する口縁部。端部は上下に拡張
する。外面に8条の波状文を施す。

回転ナデ 不 明
青灰色

灰白色

石'長 (1～ 2)

◎

C12区

髄付着

甕 残高 6.2 外反する口縁部。端部は上下に拡

張する。外面に13条の波状文を施す。
回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰白色

密

◎
]5区

甕
口径 (190)

力烏拝三  69

外反する口縁部。端部は上下に拡

張する。

Э回転ナデ

D平行タタキ

① 回転ナデ
⑩ 同心円タタキ→

回転ナデ

色

色

一人

一人

石'長 (1～ 3)

◎

G4区
釉付着

甕
口径 (200)

残高 44
外反する日縁部。端部は上下に拡

張する。
コ転ナデ 不 明

青灰色

灰色

密

◎

E13区

釉付着

SRI②層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表
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番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

636 甕
口径 (159)

残 高  48
外反する日縁部。端部はナデにより
凹み上下に拡張する。

Cの 回転ナデ

Oカキロ(10本 /cm)
回転ナデ

暗灰色

灰色

密

◎

F14区
G14区
H14区

甕
口径 (162)

テ鳥F憲  57
外反する日縁部。瑞部は上下に拡
張する。 不明 回転ナデ

釉 (オ リーブ

色)

石 長(1～ 4)

◎

G13区

釉付着

甕

ロイ垂(162)

残高  36
外反する口縁部。端部は上下に拡
張する。

Cの 回転ナデ

O生暫撃W堺 回転ナデ
灰色

灰色

密

◎
13区

甕

ロイ堅(190)

残高  38
外反する口縁部。日端部は上下に

拡張する。 回転ナデ 回転ナデ
灰色

乳灰色

密 石 (1)

◎
F4区

甕
口径 (189)

残高  56

外反する口縁部。日端部 は上下に
わずかに拡張する。外面にヘラ記号
を施す。

回転ナデ 回転ナデ
乳灰色

灰色

密

◎
E9区

甕
口 4ヱ (21 0)

残高  74
外反する日縁部。日端部は下方に

拡張する。

り 回 転 ナ デ
)カ キロ(7本 /cm)
)回転 ナ デ
)平行タタキ→カキロ

◎回転ナデ

⑪同心円タタキ

灰色

灰色

密石長(1～ 2)

石粒 (4)

◎
D14区

甕
口 径 (174)

力完下3 107

外反する短い口縁部。瑞部は丸い

外面に2本の線刻。日縁部は歪む。

①回転ナデ
⑪平行タタキ→

力1日 (9本 /fm)

O回転ナデ

⑪同心円タタキ

灰色

灰色

晉石 長(1～ 2)

石粒 (9)
◎

F46区

甕
口径 (214)

残 高  36
外反する日縁部。日端部は丸い。

①回転ナデ

①カキ目(6-7Wc耐
回転ナデ

灰色

乳褐灰色

密 石 (1)

◎
F9区

奏
ロイ垂(160)

残高  43
外反する口縁部の端部は丸い。 回転ナデ 回転ナデ

乳灰色

灰色

密 石 (1)

◎
D13区

甕
ロイ垂(150)

力篤市三  29

外反する口縁部の端部は丸 く凹む
線が巡る。 回転ナデ

回転ナデ

ハケ

灰色

茶灰色

笏
四
◎

cll区

646 甕 残 高   26
外反する口縁部片。端部は上下に
拡張する。 回転ナデ 回転ナデ

茶灰色

灰色

密 石 長(1)

◎

C12区

釉付着

甕 残 高   42 外反する口縁部片。日端部は丸い 回転ナデ 回転ナデ
灰色

茶灰色

密 石 長(1)

◎
F9区

鍋
口径 (250)

器 高 226

月同音卜中 央 イこ沈 線 カミ巡 り把 手 が イ寸 く。
1巴 手 ′ま貰 通 ●テる t7」 込 み っ月同_ヒ 部 ′ま

内 ftHし 口 縁 部 は 短 く外 反 し瑞 部 に
沈 線 が 巡 る。

⑤回転ナデ
Φ 格子タタキ→カキ目
《F再》格子タタキ→ナデ

⑩ 回転ナデ

延)ナデ

褐灰色

灰色

密

◎
E8区

649 甑
口伯&(260)

残高 101

短く外反する日縁部の端部に沈線
が巡る。

O回転ナデ

⑪カキロG～9�c耐
回転ナデ

灰色

灰白色

密

◎

650 甑 力篤下三 108 胴 吉獨片 。月同部に渤謝泉が 1条巡る。
カキロ(8～ 9本/伽 )

格子タタキ

回転ナデ
同心円タタキ→

ナデ

灰白色

灰色

密 白色粒

◎
G17区

651 讀 残 高   59 月同吉Б片 。
格子タタキ→
カキロ
(8フト/cm)

回転ナデ
灰色

青灰色

密 白色粒

◎
E5区

652 壼

口径 (216)

残 高 393
短い頸部に外反する口縁部は歪ん
でいる。日端部は丸い。

〇 回転ナデ

雅願鍛劉
D回転ナデ
Dナデ
の同心円タタキ

青灰色

灰色

密

◎
F67区

士壁

ロイ発 164

器高 312

短く外湾する日縁 部 ◇端部は |コ 」
の字状でナデにより凹む。胴中位に
ナデによる沈線5条。

⑪回転ナデ

廻D格子タタキ

⑩回転ナデ

廻⇒ナデ

灰色

灰色

石 長 (1)

◎
Fll区

壼 ア埓浮き 531
肩の張る胴 部。日縁 部は外反し削
出し凸帯2条と波状文2条施す。

◎ 回転ナデ

⑪平舜す鶏鯉
カキロ(9木 /cm)

D回転ナデ

⑩同心円タタキ

灰色

青灰色

密 長 (1)

◎

F5区
釉付着

壼 力党拝三  5_0
丸味をもつ底部近くの小片。外面に

沈線が3条残る。

平行タタキ

回転ナデ
回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎
E13区

656 壼
日径 (181)

残高  63

外傾 する日縁 剖
`の

中位 に断面 三 角
状 の段 をもつ 。頸 部 に低 い凸 帯 が
巡る。

③回転ナデ
⑩格子タタキ→

カキロ(9本/cm)

回転ナデ
紫灰色

灰色

密・白色粒

◎
F7区

士霊
口径 (200)

器高 346

球形の胴部。口縁部 は外傾 し口縁
中位に凸帯が巡る。

0回 転 ナ デ
延廼D格子タタキ‐カキロ

緑甥解ヂダ

Q少 回転ナデ
垣の同心円タタキ

→ナデケシ

灰色

灰色

石 長(1～ 2)

◎
H13区

658 士霊 残 高   40
外反する日縁部 。端 部は凹む。凸
帯が1条巡る。 回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰白色

密

◎
E10区

659 壷 残 高   35 外反する口縁部。凸帯が1条巡る。 回転ナデ マメツ
灰白色

灰白色

密

◎
G16区

660 笠 残 高   43 外反する口縁部◇凸帯が1条巡る。 回転ナデ 回転ナデ
灰白色

黒緑色

密・白色粒

◎
E12区

SRl②層出土遺物観察表  土製品
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

壼 残高 26
外反する口縁部。凸帯1条と波状文

が巡る。
回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰色

密

◎ 316区

662 士霊

口径 (212)

号ξに憲 271

丸 ヽヽ月同吉爵の底言トイよ凹む。Eヨ 縁部は
外反し端部は丸い口端下と中位に
凸帯と波状文を施す。

〇回転ナデ

⑪ タタキ→ナデ

①回転ナデ

Φ ナデ

灰色

灰色

密.石・長(1～ 2)

石 粒 (6)
∩

F7区

663 望

口径 (138)

残高 21_1

球形の胴部。口縁部は中位に凸帯
を巡らせ二重日縁とする。端部は「コ」
の字状で凹む。

叫ノヽヶ囀ガ

∪
冦

デ
　
徘

ナ
　
は

噸
ガ
鵬

Ｏ
⑩

青灰色

灰色 密

◎

じ14■ 6胚

H14区
釉付着

664 壷
口径  9_8

器高 152

外反する口縁部の中位に凸帯を巡
らし凸帯下に波状文、肩部に波状文
と沈線を巡らす。ほぼ完形。

迅昇軍盲
テ

⑮ ケズリ

⑭ 回転ナデ
〇 ナデ

1旨百百】南

色

色

灰

灰

密

◎

F4区
釉付着

665 壺

胴部径(158)

努篤
=三

 125

肩の張る丸い胴部。頸部に波状文、
肩部に4条の沈線と2条の波状文を
縮十 _

回転ナデ ヨ粋
青灰色

青灰色

密 長(1～ 2)

◎
D5区

霊 残高 165
頸部 1こ わずかに段 をもち肩部に沈
線 2条 と波状文 2条 を、日縁部に波
岸寸歩柿十 _

畦り 格子タタキ→

ナデ
旺D格子タタキ→

⑭回転ナデ

⑭ナデ

色

色

灰

灰

密

◎ H15区

667 士宝
胴部径(20_0)

坊鳥拝護 158

肩の張る胴部。外傾 する日縁部の

外面に2条の沈線と波状文を施す。

∪ 四 孫 ア ブ

⑩ タタキ(3ホ /cm)→

カキロ(6～ 7本んm)

◎ 釉付着の為不明
⑩ 回転ナデ
⑩同心円タタキ

色

色

灰

灰

密'石 長(1～2)

◎

E7・ 8区

釉付着

668 壺 茂完拝慧  39
頸部にわずかに段 をもち肩部 に沈

線1条と波状文を施す。
回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎ G10区

669 壺
1同部径 142

残高 101

扁球形の胴部。胴 中位に2条 1組の
沈線を2ヶ所に施し沈線間にナデに
より上下に分かれた波状文。

回転ナデ
カキロ(5本 /cm)

回転ヘラケズリ 回転ナデ
暗灰色

暗灰色

石'長 (1～ 4)

◎

E～ G.8区

釉付着

670 士霊
‖同部径 138

努完存三  99

扁球形の月同部。月同中位に2条の沈線、
沈線間にハケ状工具 による刺突文
痺柿十 ^

留勢lL電の為不明
ヨコナデ

∩ ハケ→ナデ

罷許茸
デ

回転ナデ

色

色

灰

灰

密'石 '長 (1～ 2)

◎

E9区
釉付着

671 堕

胴部径 140

残高 101
肩の張る胴部。底部は丸い。

⑩ 回転ナデ
⑮ ヘラケズリ→タタキ

ナデ

⑩ ナデ

唸 回転ナデ

灰色

暗青灰色

密・石・長(1)

◎
15区

壺
底径  47
カ篤下三  89

肩の張る胴部に平坦な底部。頸部

は外反する。

⑩ 回転ナテ
〇 ケズリ

ナデ

回転ナデ

指頭痕

黒褐色

灰色

密'石 .長
(1～ 2)

◎
]9区

673 士電
ロイ垂 94
号
==≡

 103

短く直立する口縁部。日端部は凹む。

完形品。

① 回転ナテ
⑩ カキロ
oナデ

〇 回転ナ デ

c)釉付着の為不明

色

色

灰

灰

密.石 .長
(1～ 2)

◎

34区

的付着

674 笙

口径 (78)

努篤
～
慧  59

短く直立する口縁部の端部は内傾

する面をもち凹む。

⑭ 回転ナア

⑮ 回転ヘラケズリ
回転ナデ

灰色

青灰色

密

◎
14区

675 壷
口径 (67)

力篤市子  4.4

短く内傾する口縁部の端部は内傾

する面をもち凹む◇

◎ 回転ナデ

延》ll付者の為不明
回転ナデ

白

色

灰

灰

密

◎
F14区

壼
口径 (94)

=岳

拝尋  84

内傾する口縁部の端部は丸い。底

言躊は丸とヽ。

⑩ 回転ナデ

〇回転ヘラケズリ

υ  ttЪアブ
の カキロ
の あて具痕

灰色

青灰色

密'石・長(1～ 2)

◎
E5区

677 宝

口径 (82)

号
=浮

慧  86

短い口縁部の端部は丸ヽヽ。肩吉口こ2
条の沈線。頸部に輪状の痕跡、蓋と
一緒に焼成か。

〇 回転ナデ

①回転ヘラケズリ

∋ 回転ナデ

①ナデ

灰色

灰色

密,石 ,長
(1)

◎

E6区
F68区

壼
口 径 (93)

残高 42 内傾する口縁部の端部は丸い 回転ナデ 回転ナデ
灰色

灰色

密

◎
E4区

士霊
口径 (99)

器高 7.9

外上方に短く伸びる口縁部。端部は

「コ」の字状で凹む。

∪ 口名アゲ
廻)カキロは～m本れ耐
Q格子タタキ→ナデ

回転ナデ

釉付着の為不明

灰色

灰色

密

◎

G16区

釉付着

笠

ロイ量(100)

器高 94
短 く外反する口頸部 。端部は「コ」

の字状で凹む。

⑩ 回転ナデ

廻)平行タタキ→ナデ

回転ナデ

釉付着の為不明

灰色

灰色

密

◎

区

着

５

洵付

Ｆ

ｉ．梱

壷
ロイエ (85)

残高 44
直立する日縁部の端部は凹む。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎
F14区

682 一霊
口径 (91)

残高 47
外傾する日縁部の外面に2条の凸帯

端部は尖り気味に丸い。
回転ナデ 回転ナデ

黒灰色

黒灰色

密

◎

笠
口径 (54)

残高 45
外反する口縁部の端部は凹む。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密・白色粒

◎ =8区

壺
日て垂 (90)

残高 26
二重 口縁状 に段をもち外反する日

ルR吉躊。
回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰色

石・長(1～ 2)

◎

E12区

釉付着

685 士霊 残 高 14 口縁端部下に凸帯1条。 釉付着の為不明 釉付着の為不明
暗灰色

暗灰色

密

◎

H14区

釉付着

SRI②層出上遺物観察表 土製品

出土遺物観察表
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

生

成

胎

焼
備 考 図版

外 面 内 面

686 壷 残 高   22 胴部片。 回転ナデ ナデ
嗜紫色
培紫色

密・白色粒

◎
叫傍
闘

Ｅ

い

ｒ

〕

687 壷
底 径 (214)

残 高   45
脚部。凸帯2条と透かしを施す。 不 明 回転ナデ

黒緑色
黒色

密・白色粒

◎
H14区

688 士宝
底径 (104)

残高 35 屈曲する脚部片。 回転ナデ 回転ナデ
色
色

灰
灰

石。長(1～ 2)

◎

区

着

１

付

３９

附

689 壼 蓋
口径 (

器高

丸い天丼部。日端部は内傾する面
をもつ。

釉付着、ハク
リの為不明 回転ナデ

褐灰色
乎L灰色

密

◎

F5区
釉付着

壼 蓋
口径 (110)

力篤に憲  34
口縁端部は内傾する面をもつ。

〇 回転ヘラケズリ
◎ 回転ナデ 回転ナデ

色
色

灰
灰

密・長 (1)

◎
11区

壷 蓋
口径 (106)

残高 29 丸い天丼部。口端部は凹む。
○ 回転ヘラケズリ
◎ 回転ナデ 回転ナデ 色

色
灰

灰
乳

密

◎
F4区

壷 蓋
口径 (11_8)

残 高   27
平坦な天丼部。

〇 ナデ
Θ 回転ナデ 回転ナデ

青灰色
青灰色

密・自色粒

◎
F5区

693 lLI

底径 41
器高 51

平底の底部。扁平な胴部に広い頸
部。日縁部は外反する。

③ 回転ナデ
の 板状工具によるナ
① ナデ

回転ナデ
暗紫色
暗紫色

密・白色粒

◎
唖艤励

Ｈ

酸

に

鬼 雌
姉

104

113

怒形のIFl部 。JHl中 央部に波状文と径1 4cm

の穿孔。頸部は広く口縁部は外反し段をも
つ。外面に波状文31条 。ヘラ記号「+|

⑩ 回転ナデ
⑮ ヘラケズリ

ーナデ

回転ナデ

指頭痕
色
色

灰
灰

密

◎
E7区

L
1日 部径(25,8)

力篤下三 106
大型品。肩の張る月同部。肩部に凹線、
頸部と胴部に波状文を施す。

ナデ
カキロ(8本/cm)

oハケ徳本/m)
⑩ 回転ナデ

色
色

灰
灰

圭目
圭目

石・長 (1)

◎
G16区

696 地
口径 105

器高 115

扁球形な胴部。日縁部は外反し段を
もつ。月同言巨|こ径 1 4cmの 穿子と、月日上部
に沈線2条と波状文、頸部に波状文。

〇 回転ナデ
〇 ヘラケズリ

→ナデ
回転ナデ

色
色

灰
灰

密

◎
F15区

厖
口径 (92)
器高 112

球形の胴部。胴部に2本の凹線と波
】犬文、径1.2cmの 穿孔。日縁部は外
反し段をもつ外面に波状文を施す。

③ 回転ナデ
③ 平行タタキ

ーナデ

の 四 払 ケ ア

指頭痕
9あて具痕

灰色
灰色

石'長 (1～ 2)

◎
H16区

698 配 随
姉

115

77
扁平の月同吉旧。月同部 |こ凹線2条と束可突
列点文。径1 2cmの 穿孔を施す。

⑩ 回転ナデ
〇 ナデ

(一部ケズi))

⑩回転ナデ
指頭痕

青灰色
青灰色

密

◎
F8区

血
胴部径 131

残高 101
扁球形の月同吉巨。月同中上位に径 1.2cm
の穿孔。胴上位に波状文を施す。

⑫ 回転ナデ
延)カキロ(3～ 9本 /cm)

『
)格子ロタタキ→ナデ

υ ナデ
D回 転 ナデ
Dそ

暴痕
色
色

灰
灰

石'長 (1～ 2)

◎
F15区

砲
胴部径(100)

残高  6.0

扁平な胴部。胴中位に波状文と径
1.3cmの 穿孔を施す。

⑪ 回転ナデ
〇 ナデ 可転ナデ

色
色

灰
灰

密

◎
E12区

亀 雌
姉

9.9

9_2

胴部はやや長く中位に波状文と穿
孔を施す。

の ヨコナデ

の 回転ナデ
優)ヘラケズリ→ナデ

⑩ 回転ナデ
⑥工具によるナデ

色
色

灰
灰

長 (1)

◎

E15区
釉付着

亀
胴部径(102)

残高  84
胴部中位 に凹線 2条 と刺突列点文
径 1.5cmの 穿了しを施す。

⑩ 回転ナデ
⑮ ナデ

本ア
の

ナ
着
田

転
付
ス

回
釉
滝

∪
⑥

色
色

灰
灰

密

◎

E7μ
F6 7区
Th付差

703 血
口径 (136)

号
=拝
3 164

小さな球形の胴部。日縁部は大きく外
反し口端部手前で段をもつ。口縁部
に波状文、胴部に刺突列点文を施す。

つ 回転ナデ
Э 回転ヘラケズリ

→ナデ

回転ナデ

絞り痕
青灰色
青灰色

密・白色粒

◎

６
６
什

Ｆ
Ｇ
釉

醜
胴部径(91)

==拝
3 13.2

平坦気味に丸い底部。日縁部は大
きく外反し沈線を6条施す 。胴 部に
雀乙1 3cmつ 9多

=子

L。

⑭ 回転ナデ
C)回転ヘラケズリ畳讐曇

青灰色
青灰色

密・長(1～ 2)

◎
F456区

705 亀 雌
姉

100
138

半坦気味に丸い底部。口縁部は大
きく外反し段をもつ。胴部に径 2 0cln

の穿孔。

⑩ 回転ナデ
Θ 回転ヘラケズリ 回転ナデ

色
色

灰
灰

石・長 (1)

◎

706 血
,同 部径 100
残高  77

球形の胴部。頸部は細い。胴部 中
位に径 1.6cmの 穿子し。

⑩回転ナデ
Θヘラケズリ→ナデ 回転ナデ

色
色

灰
灰

密

◎
16区

阻 随
姉

103

75 扁平な胴部の中位に径2 0cmの穿孔。
0回転ナデ
0回転ヘラケズリ回転ナデ

色
色

灰
灰

密

◎

阻 雌
姉

108

85
球形の月同吉躊。月同中位に径1.5cmの穿
孔。頸部にわずかに段をもつ。

⑩ 回転ナデ
〇 回転ヘラケズリ 回転ナデ

色
色

一人

一人

密

◎

D14区
的付着

709 阻 雌
姉

94
78

球形の胴部。胴中位に径 15卿 の穿
子し。

⑩ 回転ナデ
〇 回転ヘラケズリ 回転ナデ

色
色

一人

一人

石。長 (1)

◎
110区

凪 Ⅲ
姉

99
60

Fm球形な月同言「。月同中位に径1 5cmの
穿 孔 。

謬笛叩 警
耐

熙嵩誤ラケズリ
回転ナデ

青灰色
青灰色

密

◎
12区

SRl②層出土遺物観察表 土製品

船ヶ谷遺跡4次調査
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

阻
胴部径99

残高 51
月同吉躊片。月同音Fに凹線 1条と穿子しを施
す。

〇 回転ナデ

〇 回転ヘラケズリ
絡ヌ夢

ナデ
指 頭 痕

続 回 転 ナ デ

青灰色

青灰色

石 長(1～ 3)

◎

E3区
F34区

712 阻

月同部径77

残高 79
小さな球形の胴部。外反する口縁部。
胴中上位に径 1 4cmの 穿孔。

り 回 転 ナ デ
Φ 回転ヘラケズリ

ー ナ デ
命 同境ヘラケズ句

回転ナデ

絞り痕

青灰色

青灰色

密

◎
F9区

甦 羨 高   28 月同部ナ十。径 1 3cnの 穿子L。 カキ目(10～ 11本/cn) 回転ナデ
灰自色

灰白色

密

◎
F9区

甦

lΠ部経(12.8)

残高 106
球形 の月同音躊。

啄ア ア

く明
と行タタキ

I豆11転ナ デ

青灰色

青灰色

密

◎
13区

715 血

胴部径(104)

残高 66
胴部片。胴中上位に波状文を施す。

他聾))キロ(8本 /cm)

◎ 回転ヘラケズリ
→十ギ

◎ナデ

⑩回転ナデ

灰色

灰色

石 長 (1)

◎

区

着

６

付

Ｆ

「和

716 甦

胴部径(114)

残高 5.0
扁平な胴部片。胴中位に2条の凹線
と刺突列点文を施す。

延こ)釉付着の為不明

の 回転ナデ
回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

F10区

釉付着

甦 力篤に3  27
肩の張る胴部片。胴部に櫛状工具
による束U突列点文を施す。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎
E3区

718 配 残 高   4.0

lj H部 の小片。外面に2条の凹線と8
～10条の波状文と束U突列点文を施
す。

回転ナデ 回転ナデ
灰白色

灰白色

密

◎
G12区

719 地

口径 (9.6)

残高 34
口縁部の小片。端部は尖り気味 で
ある。外面に2条の凸帯を施す。 回転ナデ 釉付着の為不明

灰色

灰色

密

◎

H14区

釉付着

配 力篤拝憲  2.3
細い頸部に外反する日縁部は段を
もつ。外面に■条の波状文を施す。 回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰色

密

◎
H15区

甦 残 高   46 外反する日縁部。外面に2条の凹線
を施す。

ハケロ

回転ナデ
回転ナデ

青灰色

灰色

密

◎
E15区

722 把手付塊

口径 (11.4)
底 径 ( 7.0)
器 高   98

平底の底部から内湾する口縁部 。
口端部は直立し尖る。外面に4条の
品帯>R峯のた妹寸新 十 キH手々

⊂D回転ナデ

①争ず
)

⊂)回転ナデ

①ナデ

青灰色

青灰色

密

◎
H13区

723 婉 残 高   37
胴部片。外面に凸帯 1条と4条の波
状文を施す。 回転ナデ 釉付着の為不明

青灰色

灰緑色

密 白色粒

◎

C4区
釉付着

筑

口径 (106)

残高 10,9

内傾する日縁部に長い胴底部。口
縁部は尖り気味で月同部には2条の凹
線ぉ脚が付き4方向の鴻かし存加すハ

O回転ナデ

⑩釉付着の為不明

③回転ナデ

0ナデ

灰色

灰色

石 長 (1)

◎

9区

釉付着

725 婉

口径 (104)

残高 88

内湾 す る日縁 部 。端 部 は尖 り気 味
1こ丸 ↓ヽ。月同部 に凹線 3条、凹線 間 に
刺 突列点文を2条施す ぃ

回転ナデ
⊂⊃回転ナデ

①ナデ

灰色

灰色

密 黒色粒

◎
F9区

726 器 台
口径 (24.9)

残高 72

外反する日縁部。外面に凸帯2条凹
線 1条 、6条 1組の波状文を2ヶ所 に
施す。

回転ナデ 釉付着の為不明
灰色

オリーブ色

密 長 (1)

◎

F4区
釉付着

727 器 台 残高 60 外反する口縁部。外面に2条の凸帯

と5条 1組の波状文を3ヶ所に施す。
施 文 釉付着の為不明

灰色

乳灰色

密

◎

F7区
釉付着

728 器 台
口径 (30.3)

残高 96
外反する日縁部の端部は上下に拡張
する。外面に2条 1組の凸帯を2ヶ所に
施し、凸帯間に4条の波状文を施すぃ

S籠録め
回転ナデ

青灰色

灰色

石 長 (1)

◎
F6区

器 台 努篤浮き  99
不部の小片。外面に凸帯 2条、凹線
1条、波状文を2ヶ所に施す。

恰 す ググ十

格子タタキ→ナデ
回転ナデ

タタキ

(釉付着 )

灰色

乳白色

密 石粒 (1)

◎

37区

随付着

器 台 残 高   64 郭部の小片。外面に波状文を施す。 回転ナデ ナ デ
黒色

暗灰茶色

密

◎
114区

731 器 台
底径 (20.0)

残高 9,9
脚部。外面に凸帯5条と2ヶ所に波状
文と長方形の透かしを施す。 回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰色

密

◎
]5区

器 台
底径 (306)

残高 313
脚部。凹線により6区画し波状文と4段
の三角形透かしと円形透かしを施す。 施 文

①同心円文

⑩回転ナデ

青灰色

青灰色

密石長(1～ 2)

◎

733 器 台
底径 (260)

残高 285
脚部。凹線により4区画し波状文と3
段の三角形透かしを施す。

カキロ

回転ナデ
回転ナデ

暗緑灰色

暗緑灰色

密

◎
釉付着

器 台 残高 71 脚部。2条の凸帯と三角形透かしを
施す。

回転 ナデ

ナデ
マメツ

灰茶色

灰茶色

石 長(1～ 3)

◎
H13区

735 器 台 発篤浮き  6.9
脚部片 。凹線 2条と7条 1組の波状
文を2ヶ所に施す。

カキロ(7本/cm) 回転ナデ
青灰色

青灰色

石 長(1～ 2)

◎
C12区

SRl②層出土遺物観察表  土製品

出土遺物観察表
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

器 台 残高 4.6
脚部片。長方形の透 かし2段と、凹
線2条と波状文を施す。

力十日(7本/cn)
→ナデ
カキロ

回転ナデ
青灰色

青灰色

石 長(1～ 3)

◎
Dll区

737 器 台 残高 62
邦部片。外面に甘い段をもち、竹管
文を2段と斜格子文を施す。

マメツ 回転ナデ
灰白色

灰白色

長(5)白 色粒

△
F6区

器 台 残高 37
不部片。外面に段をもち、竹管文を
施す。 回転ナデ 回転ナデ

灰白色

灰白色

長 (3)白 色粒

△
C12区

器 台 残高 46
lTN部 片。竹管文を3段と斜格子文を

施す。
マメツ 回転ナデ

灰白色

灰白色

白 色 粒

△
F5区

器 台 残高 24
郭部の小片。沈線2条と4条の線刻
を施す。 回転ナデ 不 明

暗紫色

乳紫色

密

◎
C5区

器 台 残高 40 月去,吉躊の/Jヽ 片。透かしあり。 回転ナデ マメツ
灰自色

灰白色

石 長(1～ 2)

◎
H15区

甕
口 径 (218)

残 高   96
外反する口縁部の端部は「コ」の字
状に丸い。軟質土器。

Oヨコナデ

⑪格子タタキ

Dヨコナデ

Dヨコナデ

乳黄橙色

乳黄橙色

石 長(1～ 3)

◎
F7区

743 甕
口径 (218)

残高  65
外反する日縁部の端部は「コJの字
状。軟質土器。

O回転ナデ

⑪格子タタキ

D回転ナデ

⑩ヨコナデ

乳橙色

乳橙色

石 長(1～ 3)

◎
G9区

744 甕 残 高 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ上げ
黄茶色

乳灰黄茶色

石 長(1～ 3)

◎

F4区
G9区

745 甕 残高 86 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
乳橙色

乳橙色

石 長(1～ 3)

◎
G9区

746 甕 残高 6.8 軟質土器の月同部片。 格子タタキ マメツ
乳黄茶色

乳黄茶色

石 長(1～ 2)

◎
F9区

747 斐 残高 56 軟質土器の月同部片。 格子タタキ ナデ上げ
乳黄橙色

乳灰黄色

石 長(1～ 2)

◎
F9区

甕 残高 48 軟質土器の胴部片。 格子タタキ
ナデ上げ

板状工具痕

乳灰黄茶色

乳灰茶色

石 長 (1)

◎
F10区

寮 残高 48 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
乳茶色

乳茶色

石 長(1～ 2)

◎
6区

750 甕 残高 34 軟質土器の胴部片。 格子タタキ マメツ
乳橙色

乳灰茶色

石 長(1～ 3)

◎
F9区

751 寮 残高 38 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
乳橙茶色

乳橙茶色

石 長(1～ 2)

◎
F9区

752 甕 残高 44 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
乳黄茶色

灰黄色

石 長(1～ 3)

◎
F9区

753 斐 残高 37 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
乳黄茶色

乳黄茶色

石 長(1～ 4)

◎
F9区

甕 残高 36 軟質土器の月同部片。 格子タタキ
板状工具によそ

ナデ上げ

乳黄灰色

灰色

石 長(1～ 3)

◎
F9区

755 甕 残高 37 軟質土器の月同部片。 格子タタキ ナデ
乳橙色

乳橙色

石 長(1～ 2)

◎
F9区

菱 残高 40 軟質土器の月同部片。 格子タタキ ナデ
乳茶橙色

乳灰黄色

石 長 (1)

◎
39区

757 甕 残 高 軟質土器の月同部片。 格子タタキ
板状工具によそ

ナデ上げ

乳灰黄色

乳灰黄色

石 長(1～ 2)

◎
F9区

758 甕 残高 3.0 軟質土器の月同部片。 格子タタキ ナデ上げ
灰茶色

乳茶色

石 長(1～ 2)

◎
F9区

759 甕 残 高 軟質上器の月同部片。 格子タタキ ナデ上げ
乳橙色

乳灰黄色

石 長(1～ 2)

◎
F9区

760 甕 残高 32 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
乳灰茶色

乳灰茶色

石 長(1～ 2)

◎
F9区

SRl②層出土遺物観察表  上製品

船ヶ谷遺跡4次調査
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

奏 残高 34 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
乳橙色

灰黄色

百長(1～ 3)

◎
F9区

奏 残 高 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
乳黄茶色

乳灰黄色

日長(1～ 2)

◎
トレンチ

寮 残高 32 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
乳橙茶色

乳黄茶色

石長(1～ 2)

◎
F9区

奏 残 高 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
乎L茶橙色

乳灰黄色

石 長 (1)

◎
F8区

寮 残 高 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナ デ
乳黄茶色

子し黄茶色

石 長(1～ 2)

◎
F9区

甕 残高 28 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナ デ
乳橙色

乳灰茶色

石 長(1～ 2)

◎
F9区

767 甕 残高 2.8 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナ デ
乳灰黄色

乳灰黄色

石 長(1～ 2)

◎
F9区

768 寮 残高 24 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ヨヨナデ
橙茶色

乳黄茶色

石 長(1～ 2)

◎
F9区

安 残高 29 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ上げ
乳橙色

灰茶色

石 長(1～ 3)

◎
F10区

770 甕 残高 2.8 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
乳黄茶色

乳黄茶色

石 長 (1)

◎
F8区

甕 残高 2.7 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
乳橙色

乳橙色

石 長 (1)

◎
F9区

772 甕 残高 23 軟質土器の胴部片。 格子タタキ マメツ
乳灰茶色

乳灰茶色

石 長(1～ 2)

◎
F9区

773 奏 残高 22 軟質土器の胴部片。 格子タタキ マメツ
乳橙茶色

予L灰茶色

石 長(1～ 2)

◎
F9区

774 甕 残高 25 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナ デ
乳橙茶色

乳灰黄色

石 長(1～ 2)

◎
F9区

775 斐 残高 25 軟質土器の胴部片。 格子タタキ マメツ
乳橙色

乳灰茶色

石 長 (1)

◎
F9区

776 甕 残 高 軟質上器の胴部片。 格子タタキ ナデ
橙茶色

灰茶色

石 長(1～ 3)

◎
19区

777 奏 残高 17 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
乳橙色

乳灰黄色

石 長 (1)

◎
19区

778 甕 残高 22 軟質土器の胴部片◇ 格子タタキ ナデ
乳黄茶色

灰黄色

石 長(1～ 4)

◎
「 9区

779 甕 残高 20 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
乳茶色

乳茶色

石 長 (1)

◎
113区

甕 残高 94 軟質土器の胴部片。訊の可能性。
W⊃ケズリ→ナデ

の 格子タタキ

の ヨコナデ
の ナデ

1艘痛が残る)

灰茶橙色

黒色

石 長(1～ 3)

◎

G8区
黒 斑

781 甕 残高 5.4
軟質土器の把手部。瑞部下に貫通
しない穿孔あり。甑の可能性

ナデ
灰茶橙色

黒色

石 長(1～ 3)

◎
G8区

782 賢 残高 38 軟質土器の頸部近くの小片。
⑦ヨコナデ

⑩格子タタキ
ヨコナデ

乳灰茶色

乳灰茶色

石 長(1～ 4)

◎
F9区

甕 残高 31 軟質土器の胴部片。壺 ?

∪ヨコナデ
⑩ナデ

格子タタキ
ナデ

灰茶色

灰茶色

石 長(1～ 2)

◎
F8区

甕 残高 50 軟質土器の胴部片。 格子タタキ
ナデ上げ

工具痕

乳茶色

乳茶色

石 長(1～ 3)

◎
F8区

785 甕 残高 3.2 軟質土器の胴部片。壷 ?

ナデ

格子タタキ

ヨコすテ
ナデ
指頭痕

予し,ヒ (宝生

子し〃ヒ(笠

石 長(1～ 2)

◎
D14区
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

786 甕 残高 52 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
暗灰茶色

乳灰茶色

写長(1～ 3)多

◎

E6区
煤付着

甕 残高 49 軟質土器の月同部片。 格子タタキ ヨヨナデ→ナデ
黄桃色

暗灰色

百長(1～ 4)

◎
15区

甕 残高 4.0 軟質土器の胴部片。 格子タタキ
ナデ

指頭痕

▼L灰茶色

灰白色

畜 白色粒

◎
35区

789 甕 残高 2.5
軟質土器。口縁部の小片。外傾す
る日縁部の端部は「コ」の字状。 格子タタキ 不 明

白〃【色

自科ヒ色

石 長 (1)

◎
H15区

甕 残高 3.2 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
乳茶色

乳茶色

百長(1～ 2)

◎
F8区

甕 残高 35 軟質土器の胴部片。器壁が厚帝 格子タタキ→ナデ
ハクリ

ナデ

灰茶色

灰茶色

石長(1～3)多

◎
315区

792 甕 残高 25 軟質土器の月同部片。
ナデ

格子タタキ

回転ナデ

ナデ

乳灰茶色

乳灰茶色

石 長(1～ 3)

◎
E3区

甕 残高 2,7 軟質土器の月同部片。
ナデ

格子タタキ
ナデ

乳橙色

乳橙色

石 長(1～ 3)

◎

甕 残高 27 軟質土器の月同部片。 格子タタキ マメツ
赤茶色

乳茶色

巨長(1～3)多

◎

甕 残高 2.8 軟質土器の胴部片。 格子タタキ マメツ
灰色

白色

密

◎
E7区

796 甕 残高 2.0 軟質土器の胴部片。
ヨコナデ

格子タタキ
ナデ

乳橙色

乳橙色

百長(1～ 2)

◎
F9区

797 甕 残高 53 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
暗灰茶色

灰茶色

百長(1～ 4)

◎
37区

甕 残高 48 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
灰色

乳茶色

日長(1～4)多

◎
36区

甕 残高 47 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
乳茶色

乳茶色

百長(1～ 3)

◎
36区

800 甕 残高 48 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
暗灰茶色

辛し茶色

巨長(1～4)多

◎
F6区

甕 残高 35 軟質土器の胴部片。
格子タタキ

格子タタキ→ナデ
ナデ

黒灰色

乳茶色

百長(1～ 2)

◎

802 深 鉢 残高 4.6 口縁部の小片。端部は丸セ 条痕 マメツ
灰色

淡黄灰色

石 長(1～ 3)

金
◎

10区

深 鉢 残高 53
口縁部の小片。外面に幅広の沈線
文を施す。 施 文 ナデ

灰黄褐色

灰色

石 長(1～ 2)

◎
Э6区

寮 残 高
折り曲げ口縁。口縁下部に6条と2条

以上の沈線文を施す。

ハケ→ミガキ

ミガキ
ミガキ

淡灰褐色

乳褐色

石 長(1～ 2)

金
◎

E4区

甕
ロイ垂(206)

残高  5.3

貼付日縁。日端部にキザミロ、口縁
下部に沈線文と山形文を施す。

ヨコナデ

ハケ(6本/cm)
ミガキ

乳褐色

乳褐色

石 長(1～ 2)

◎

F5区
黒 斑

甕
ロイ垂(202)

残高  49

貼付 口縁 。口端 部 にキザ ミロ、日縁
上面 に2条の山形 文 、日縁 下 部 に沈
線支を施す ぃ

ナデ

ナデ
ハケ
ミガキ

淡茶灰色

淡茶灰色

石 長(1～ 2)

◎
34区

甕
口径 (248)

残高  34
断面三角形の凸帯を貼付 ける。日

縁下に竹管文と沈線文を施す。
ヨコナデ

ヨコナデ

ミガキ

淡黄褐色

淡黄褐色

石 長(1～ 2)

◎
H13区

808 甕
口 4墨 (226)

残高  38
口縁端部に断面三角形の凸帯を貼
付ける。

ヨコナデ

ハケ(7～ 8本 /cm)

ヨコナデ

ミガキ

淡灰黄色

淡灰黄色

石 長(1～ 2)

◎
E6区

甕
ロイ塁(162)

残高  2.9

口縁端部に断面三角形の凸帯を貼
付ける。

ヨコナデ マメツ
乳白色

乳白色

石 長(1～ 4)

◎
10区

810 甕
口径 (188)

残高 4.0

口稼端部やや下に断面三角形の凸
帯を貝占Tttけ る。凸帯端部 にキザミロ
を施す。

ハケ

ヨコナデ

ヨコナデ

ミガキ

子し自色

乳白色

百長(1～ 2)

◎
F17区

SRl②層出土遺物観察表  土製品
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番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外画)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図 版

外  面 内 面

甕
口径 (26.4)

残 高   3.9

口縁端部やや下に断面三角形の凸
帯を貼付ける。凸帯端部と口縁端部
にキザミロを施す。

ヨコナデ
ナデ

ヨヨナデ
ミガキ

淡茶褐色
淡褐色

石・長(1～ 2)

◎
G16区

壺 残 高   7_0
外反する厚い口縁部の端部は丸く
沈線1条と縦方向の沈線を施し内面
イこ凸帯を貝占十寸(する。

ヨコナデ
ミガキ

ヨコナデ
ミガキ 色

色
褐

自
白

黄
黄

淡
淡

石・長(1～ 3)

◎
F5区

壺 残高 92 頸部片。外面に4条の沈線文と1条
の刺突文を施す。

ハケ
ミガキ ミガキ

淡灰褐色
淡褐色

石。長(1～ 5)

◎
E4区

壷
口径 (219)

残高 72

外反する日縁部の下端部にキザミロ、
口縁 内面に押圧された凸帯を貼付
ける。頸部に3条の沈線文。

⑩ナデ
③ハケ3～ 5本 /cm)

ミガキ

ハケーナデ
ハケ
ミガキ

淡黄灰色
淡黄灰色

石・長(1～ 4)

◎
F4区

壷
口径 (15.6)

残 高   5.0

短く外反する口縁部は「コ」の字状
に丸く端面に斜格子文、頸部に押圧
された凸帯を貼付 1)る 。

ハケ(5本 /cm)
ヨコナデ

ヨコナデ
ミガキ

色
色

褐
褐

自
白

乳
乳

石・長 (1～ 4)

◎
H14区

壺 残高  16
口縁部の小片。日端面に2条 の沈
線文と上下にキザミロ、日縁 内面 に
キザミロ凸帯文を3条施すぅ

ハケ(7本 /cm) ナデ
色
色

灰
灰

黄
黄

淡
淡

石・長(1～ 3)

◎
)6区

壺
ロイ垂(33.6)

残高 1,8

外反する日縁部の端面に2条 の沈
線文と上下にキザミロ、日縁 内面 に
キザミロ凸帯文を3条施す。

ナデ
ハケ→ナデ ナデ

色
色

灰
黄

黄
灰

淡
白

石・長 (1～ 2)

◎
F13区

電 残高   45
頸部片。外面 に幅広 の刺突され た
凸帯を貼付る。

ハケ(6～7本/cm) ミガキ
乳灰褐色
乳灰褐色

石。長(1～ 2)

◎
Ell区

壷 残高 41 耳か?径0 4cmの 円孔を3ヶ所に施す。 ナデ 淡橙褐色
石'長 (1～ 2)

◎
F9区

壺

径

高

底

残

77
73 平底 。

⑩ ミガキ
① ナデ マメツ

色
色

褐
褐

淡
淡

石・長(1～3)多

◎
F5区

鉢
口径 (31.4)

残高 7.1
貼付口縁。日縁部は短く丸い。

◎ ヨコナデ

⑩ ナデ ミガキ
白灰色
白灰色

石・長(1～ 2)

◎

区

斑
Ｅ
里
【

822 鉢

径

高

底

残

6.2

48 明瞭な段をもちくびれ 、上 げ底である。
⑪ ミガキ

oナデ ミガキ
色
色

褐
褐

黄
黄

淡
淡

石・長(1～ 2)

◎

区

斑
Ｇ
里
ヽ

鉢
ロイ玉(17.4)

力篤モ憲  52
直 口口縁。端部は丸 く、外 面に7条
の沈線文を施す。 ナ デ ナデ

色
色

褐
褐

淡
淡

石。長(1～ 2)

◎
313区

鉢
ロイ垂(120)

残高  48

直口口稼。日端面は内傾する。口縁
部外面の手前に稜をもち、稜下に径
0 4cmの 円孔を2ヶ所に施す。

マメツ
ヨコナデ
ナデ

色
色

褐
褐

乳
乳

石'長 (1～ 2)

◎
P17区

825 蓋

長
幅
さ

残
残
厚

外面に線刻を施す。
ナデ

指頭痕 ナデ
灰黄色
灰黄色

石。長 (1)

◎
38区

826 土製品
長
幅
さ

残
残
厚

径 1 4cmの 押圧された凹みをもつ。 マメツ マメツ
色
色

褐
褐

淡
淡

石・長(1～ 2)

◎
D4区

827 甕
口径 (29,8)

力篤モ憲  6.8

口豚端部に断面三角形の凸帯を貼
付ける。口縁下部にオ節描きによる20
条の沈線文と8条の波状文を施す。

ナ デ ガキ
色
色

褐
褐

淡
淡

石・長(1～ 2)

◎
E6区

甕
口径 (298)

残高 25
口縁端部に凸帯を貼付ける。日縁下
部にキザミロを施す。 ナ デ ミガキ

色
色

灰
灰

黄
黄

淡
淡

石・長(1～ 4)

◎
F17区

甕 残高 43
貼付 口縁。日縁下部に2条以上 の
沈線文を施す。 ナ デ ミガキ

色
色

褐
褐

淡
淡

石・長 (1～ 2)

金
ω

38区

甕 残 高

口縁端部に板状の凸帯を貼付け折
り曲げる。凸帯外面に波状文と下部
に6条の沈線文を施す。

ナ デ
ナデ
ヨヨナデ

灰茶褐色
淡黄灰褐色

石・長(1～ 2)

◎
F9区

甕 残 高   3.7
口縁部は折 り曲げ、日縁下部に凸
帯を貼付け、端部にキザミロを施す。

ヨコナデ
ハケ(8本/cm)

ガキ
淡橙灰茶色
淡橙灰茶色

砂

◎
G15区

832 壷
ロイ垂(86)
ア埓に憲  37

短く外反する日縁部。端部は水平
気味の面をもつ。

ハケ(5本/cm)
″ヽケーミガキ

ヨコナデ
ミガキ

茶褐色
淡茶褐色

石・長(1～ 2)

◎
G13区

833 壺
口径 (16_0)

残高  1.7
外反する日縁部。端部は下方に拡
張する。 ヨコナデ ヨコナデ

乳褐色
乳褐色

石'長 (1～ 2)

◎
314区

士空 残高   28
「ハ」の字状の頸部。12条 の沈線文
と6条の波状文を施す。 施 文 ナデ

淡褐色
淡褐色

一勲
金
◎

石
E7区

835 壺 残 高  90
外反する口縁部。頸部に波状文と
斜格子文の凸帯文を貼付ける。

◎ハケ→ヨヨナデ
⑩ハケ→ミガキ

◎ハケ
(10～ 12本/cm)

⑪ナデ上げ

黒褐色
黒褐色

石・長(1～ 3)

◎

げ
い
世
ム

Ｆ

安
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 画

壷 残 高  28
頸部の小片か。外面に竹管文が5条

残る。 施 文 ヨコナデ
色
色

褐
褐

茶
茶

淡
淡

百,長
(1～ 2)

◎
H14区

837 高 邪 残 高   78 中実の柱部に凸帯文を施す。
ヨコナデ
ミガキ ナデ

色
色

灰
灰

茶
茶

黄
黄

淡
淡

石・長(1～ 2)

◎
F7区

838
形
器

台
土 残高 47 厚みをもち、突出する。 マメツ マメツ

淡褐色
淡茶褐色

石。長 (1～ 2)

金・砂 多
ω

E12区

形
器

台
土

口径 (180)

残高 4_8
厚みをもち、突出する。

ナデ
ヨコナデ ナデ

淡黄褐色
淡橙褐色

石・長(1～ 3)

◎

区
斑

Ｆ‐

里
ヽ

840 高 邪
口径 (203)

残高 49
不部の口縁端部は内外方に拡張さ

れ上面が垂平である。
マメツ ナデ

淡黄灰色
淡黄茶灰色

石,長
(1～ 2)

◎
F16区

甕
口径 (80)
残高  64

くびれの上げ底。径0 7cmの 円子しを
施す。

ミガキ
ナデ ナデ

淡橙褐色
淡黄灰色

石・長(1～ 3)

◎
F12区

842
分銅型
土製品

長
幅
厚

丸 い形 林 。左 右 対 祢 に上 罰
`lヶ

所 、
下 吉躊3ヶ FD‐ の穿 孔 。tt蕪Fttにより眉
毛を表 現 してれ るヽ。

ナデ 乳灰茶色
石・長(1～ 5)

◎

区

刻
Ｅ‐
黒

分銅型
土製品

長
幅
厚

2ヶ 所の穿子しと櫛〉犬工具による文様
を施す。 ミガキ 乳橙色

石 長(1～ 3)

◎
12区

844 甕
口径 (16.6)

テ鳥F三  232
外反する日縁部。瑞部は「コJの 字
状である。大型品。

Oヨコナデ

⑩ハケ俗本/em)

① ヨコナデ
① ハケ

Bttτア奏F
色
色

褐
褐

暗
淡

石。長(1～ 3)

◎

区
着

量

５

付
Ｆ
煤
多

甕
口径 147

テ完千三 157
外反する口縁都 。端部は尖り気味
である。大型品。

⑭ ヨコナデ

砂 ケヽ(6本 /cm)

の ハケ (6本 /cni

談詠売n 色
色
褐

褐
茶

茶
淡

石・長 (1～ 2)

金
◎

F6区

甕
□径 (214)

残高  89
外反する口縁部。端部は尖り気味
である。

⑪ ヨコナデ
pヽケ(4本/cm)

□漕コナデ
○′サは本/cm
⑩ハケ(8本 /伽

色
色

褐
褐

淡
淡

石・長 (1～ 4

金
◎

F6区

847 甕
口径 (194)

テ鷺拝3  85
外反する長い日縁部。端部は「コJ

の字状である。
⑩ ヨコナデ

砂 ケヽ(7本/伽 )

⑪ ナ デ

8↑徐/耐 ,デ

乳黄褐色
乳茶褐色

百`長 (1～ 2)

金
◎

F5区

甕
口径 (216)

残高 61 外反する日縁部。端部は丸い。

り)コ コナデ
〇 ナデ

Bヌえ孫ラcm)

①ハケ(4本 /cm)

⑪ナデ
色
色

褐
褐

橙
橙

石・長 (1～ 3)

金
・

赤

∩
F5区

849 甕
ロイ垂(186)

残高 133 外反する日縁部。端部は丸い。
Oヨコナデ
⑩ハケ(7～ 8本 /cm)

①ハケ(6本 /cm)→

ヨコナデ
⑩工具によるナデ

淡黄灰褐色
淡黄灰褐色

石・長(1～ 2)

◎
F5区

甕
底 径  37
残 高  284

長い胴 部 に丸 味 のある平底 。

血D工具によるナデ
唖)ヽす(7～ 8本 /cm)

⑮ナデ 鞠 a
淡茶褐色
褐色

石・長(1～ 3)

◎

区
着

５

付

Ｆ

煤

851 甕
底径  32
残高 251

月同言トイよ中イ立がやや張り、底部は丸けヽ
のあるガヽさな平底。

延)ハケ(■
～18本 /cm)

〇ナデ
許攀

れm

ハ↑室

色
色

灰
灰

黄
黄

淡
淡

石・長(1～ 4)

◎

区
斑

Ｆ

里
小

852 甕
底径 ( 36)

残高 116
/Jヽ さな丸味をもつ底部と月FHl吉膵。 ハケ(6本/cm)

延)ハケ(4～ 5本 /cm)

⑮ナデ 色
色
褐

褐
灰

灰
黄

淡
淡

石。長(1～ 4)

◎

区
斑

Ｆ

里
ヽ

甕
底径 41
残高 139

わずかに上げ底の底部と外傾する胴部。
⑩ハケ●本/cm)

oナデ
⑪ 板ナデ
〇ナデ

淡褐灰色
淡黄灰色

石。長(1～ 5)

◎

区
斑

Ｆ

里
小

甕

ロイ垂(140)
底径 (3.4)
器 喜 241

外反 す る日稼 ヨ
`の

端 罰6は |コJの宰
状 。月同部 はやや張 り底 部 は丸味 をも
つ月ヽ さな平底 。中型 品。

ブ
ヶヽ”タタキ↓″ガ

Ｏ
Ｄ
∩

ヨコ ラトテ
ヨコナデ ナデ
ケフごiジ

ケズリナデ

茶褐色
淡茶褐色

石 長(1～ 4)

◎

F5区
喋付着
多 量

855 斐

口径 (141)
底径  31
器 言

外反する口豚ヨ
`の

端剖6は |コ」の7
状。底部はわずかに凹む。胴部に2

次焼成時の剥離が一部見られる。

撃
鮭
延́
盃

ナデ
ハケ(3～ 9本 /cm)
ナデ

①ハケ(8不 /cm
⑩ ナデ
J)サ 0本/cm

淡黄灰褐色
淡黄灰色

石・長(1～ 4)

◎

F5区
煤付着
多 握

甕

口径 (144)
底イ蚤 26
哭コ雲 19R

外反する日縁 部の端部は丸い。底
部イよ/」 さヽな平底。

謎ヌ民稼ラcm)

〇↑姿
ハケ(4～ 5本 /cm)

茶褐色
淡茶褐色

石。長(1～ 5)

金
ω

区
斑

Ｆ
里
い

甕
口て堅(148)

力篤浮三 144
外反する日縁部の端部はナデにより
わずかに凹む。

螂 ♪ヨ コ ナ テ

◎ ハケーヨコナデ
⑩
ぞ傑ア酪

⑩ ハケ→ヨコナデ
Oヽケ(5本 /cm)

→カキ取状

黒褐色
暗褐色

石。長(1～ 5)

金
ω

着

斑

付保

里
ヽ

858 甕
口径 (158)

残高 121
外反する口縁部の端部は「コ」の字
】犬に丸い。胴部径は口径より張る。

Θ タタキ

思多鉦辛請
Oハケ(5～ 6本 /cm)

①ケズリ
にぶい黄橙色
にぶい責橙色

石。長(1～ 3)

金
ω

区

着

４

付

Ｆ

煤

859 甕
口径 (160)

残 高  95
外反する日縁部の瑞部はナデにより
わずかに凹む。

サ
”
『

ｍ
Ｏ
⑪

ハケ(5本 /cm)
灰褐色
灰褐色

石 長(1～ 3)

◎

匹
着
斑

ｂ
洋
円

μ
保
里
ヽ

甕
口径 (144)

玩完モ三 183
外反する口縁部の端部は「コ」の字
引犬である。

⑩ ナデ
Oハケ→ナデ
延)ハケ(5～ 8本 /cm)

デ
デ″″韓デ

ハ
ハ
指
ナ

①
の
の

淡黄灰褐色
橙褐色

石・長(1～ 5)

◎

区
着
算

５

付

Ｔ

一果
翌

SRl②層出土遺物観察表 土製品

船ヶ谷遺跡4次調査

(24)

- 62 -



番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

甕
口径 (12.8)

残高 128
短く外反する日縁部の端部は「コJ

の字状に丸い。
①ヨコナデ
⑩ハケ(7本 /cm)

Oヨ コナ テ
唸 ナ デ
Φ 板状 工具 に

茶褐色
茶褐色

百'長 (1～ 2

金
お

4区

862 甕

口径 (146)

残高   57
直立気味に外反する口縁部の端部
イよ丸ヽヽ。

Θヨコナデ
⑩ハケ(7本 /cm)

Oヨコナデ
⑪ナデ

色
色

掲
褐

茶
茶

淡
淡

石・長 (1)

◎
16区

甕
ロイ塁(146)

残高 41
外反する口縁部の端部は「コ」の字
状に丸い。

○ヨコナデ
⑩ナデ

Oヨヨナデ
⑩ナデ

淡黄褐色
淡黄褐色

百。長 (1～ 3

金
ω

「 5区

甕
ロイ垂(168)

残高 40
外反する口縁部の外面はナデにより
わずかに稜をもつ。端部は丸い。

Oヨコナデ
⑪ハケ(10本 /cm)

Oヨヨナデ
⑪ナデ

暗褐色
暗褐色

伯 。長 (1
金
∩

16区

甕
日 4垂 (167)

残高  56
頸部 内外面に稜をもち外傾する口
縁部。日縁吉印ま1条の沈線文を施す。

Θ ヨコナデ

⑩タタキ→ハケ
タタキ

デ
呼↓”ガノ、ヶ

〇
〇
⑪

暗褐色
暗褐色

石・長 (1～ 3

金
ω

F5区

甕
底 径  23
残 高  21,9

砲弾状の胴部にわずかにくびれる
/Jヽ さな平底。

タタキ→ハケ

(10本/cm)
⑪′サ住0本/耐
①ナデ

色
色

褐
掲

黒
淡

石'長 (1～ 5)

金
∩

区
着
斑

６
付

Ｆ
煤
里
（

斐
底径  3.5

現完梓三 157
砲弾状の胴部に肥厚された丸味の
ある/Jヽ さな底言F。

⑩タタキ→ハケ
(12～14本 /cm)

①ハケ

の ケズリ

⊂ サ デ
黒褐色
褐色

石,長
(1～ 5)

金
ω

F5区
煤付着
黒 斑

甕
口径 (151)

残高  122
外反する日縁部の端部は丸い ″ヽ イオ マメツ

暗褐色
黒褐色

石・長(1～ 2)

○

区

着

７

付

Ｆ

煤

甕

口径
底 径
残 高

内面に強い稜をもち外反する口縁
部の端部は「コ」の字状である。底
部は丸味をもつ/」 さヽな平底。小型品。

ｃｍ
帥

／
／

木
本″靭

ガ

ＷＯ
⑪
Ｑ

壁

^'穆

‖
ω ナデ

色
色

褐
褐

淡
淡

石・長(1～ 4)

◎

区
斑

Ｆ
里
〔

870 甕

ロイ垂 10.6
底径  25
3子下憲 142

直立気味にわずかに外反する短ヽ
日縁吉Fの端吉隅は尖り気味 に丸 モヽ
底部はわずかに上げ底で小さい。

こ)ヽケ(10本 /cm)

①ナデ

ハケ(10本 /cm
)ナ デ
ツ ケヽ→工具痕
1工具 痕

乳褐色
暗灰褐色

石'長 (1～ 7)

◎

区
斑

Ｆ
里
【

871 甕 残 高 13.5 月同吉卜片。月同音Fは張らなし
⑭ヨコナデ
⑪タタキ→ハケ

(7メドノ/CmⅢ

ンヽケーケズリ
〉ケズリ
)ケズリーナデ

黒褐色
褐色

石 長 (1～ 6)

金
◎

F5区
煤付着
黒 刻

872 甕
底 径  3.0

残 高   7_4
丸味のある平底。

⑪ タタキ→ハケ

(7本 /cm)
Qハ ケ

⑪ケズリ
ナデ

∩ナデ

暗茶褐色
褐色

石・長 (1～ 3)

金
◎

区

着

５

付

Ｆ

煤

873 甕 残 高   8,7 月同音躊片 。 ナ デ ナ デ
色
色

褐
褐

茶
淡

石 。長 (1)

◎

盛
着

斑

ｂ
付

Ｉ
煤
里
ト

甕
ロイヱ(154)

残高  48

短 く外反する口縁部の端部はナデ
によりわずかに凹む。讃岐 (下川津
B類 )搬入品。

Θヨコナデ
⑪ハケ住3本/c耐

①ヨコナデ
⑪ナデ

ヘラケズリ

茶褐色
暗茶褐色

百'長 (1～ 2

角 金
イ6

区

着

４

付

Ｆ

煤

875 甕
底 径  60
残 高  40

「ハ」の字状に短く開く脚部。 ナ デ
ナデ
ヨコナデ

暗褐色
暗褐色

石`長 (1)角

◎

区

攻

Ｇ

里
ヽ

壷
ロイ垂(302)

残高 71

複合 回縁 。擬 口縁端部に羽状文、
上面に半裁竹管文、拡張部に6条の
波状文を施す。

① ナデ
ハケ(7～ 8本 /cm)

DT姿
⑪ ナデ
② ハケ俯本/cm)

の ナデ

淡黄橙色
灰色

石・長(1～ 4)

◎

区

区

Ｆ

Ｇ

877 士壁 残 高   78
複合口縁。短く頸部に大きく外反す
る擬日縁。頸部下に刺突文を施す。

逐)ヽケ(10本 /cm)
ヨコナデ

⑩ハケーミガキ

⑦ 工具によるナデ
〇 ナデ

白褐色
白褐色

石,長
(1～ 3)

◎

区

斑
Ｆ‐
黒

878 壷 ″篤拝≡  4.2

複合口稼。擬口稼端部は |コJの字状
で4条の波状文、拡張部に沈線文と汲
状文を施す。

ハケ(14本 /cm)
ハケ(14本 /cm)
ハケによるナデ上げ

色
色

褐
灰

石。長(1～ 3

金
ω

区

斑
Ｆ
黒

879 壷 残 高  47
複合 口縁。擬 口縁端部から拡張部
にかけて6条以上の波状文を施す。

ヨコナデ
ハケ(7本/cm)

ハケ(7本 /cm)
淡橙褐色
淡橙褐色

長 (1～ 2)

◎

区

斑
Ｆ
里
小

壷
ロイ垂(228)

テ篤芹尋  52
複合 口縁。拡張部は内傾し8条と6

条の波状文を施す。
②ヨコナデ
廼)ハケ→ヨコナテ

ヨコナデ
ハケ

淡橙褐色
淡褐色

石 長(1～ 2)

◎
F5区

笠

ロイ垂(167)

残高  60
複合 口縁。拡張部は内傾し波状文
を16条施す。

②ヨコナデ
⊆)ヽケ(16本 /cm)

リナデ
②アヽケ(16本 /cm)

◎ナデ

色
色

茶
茶

灰
灰

黄
黄

淡
淡

石。長(1～ 4)

◎
F4区

壷
口て玉 138

ア埓拝憲 275
複合口縁。短い頸部、内傾する拡張
吉卜。

①ハケ住2本/c0
豆)ハケ(5本 /cm) け『一̈

色
色

褐
褐

茶
茶

石。長 (1～ 4)

金
◎

区
斑

Ｆ
里
ヽ

壷
口径 (162)

残 高   63
復合口縁。拡張部は内傾し端部は
わずかに月巴厚する。

とリヨコナデ
② ハケ→ヨコナデ

廼Dハ堤脹為)

②ヨコナデ

◎ ナデ
ハケ(12本 /cm)

茶褐色
茶褐色

日'長 (1～ 4)

金
◎

F10区

〓笠
口径 (176)

残高 47
複合 口縁 。わずかに内傾する拡張
言Fυ9舅考吉膵は)屯 ヽヽ。

②ハケ
⑩ナデ

リ ナ デ
② ハケ(4～ 6本 /cm)め堂■ず/耐

淡灰黄色
淡灰責色

石。長(1～ 3)

◎
F6区

一霊
日径 (16.2)

残高 75

複合口縁。わずかに内傾する拡張部
の端部は「コ」の字状に丸い。頸部に
斜格子文の幅広の凸帯を貼付ける。

⑭ハケ(5～ 10本/cm)

C)ハケ

廼瀬コナデ
⑭ハケ

“

本/cm)
π)ヽケ(6木 /em)

淡乳褐色
淡褐色

石・長 (1～ 3)

金
◎

F5区

SRl②層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内画)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

壺
口径 8.8

残高 5.2
複合 口縁。内傾する拡張部に刺突
文と波状文を施す。

D ナデ

⑩ マメツ
ナデ

淡灰茶黄色

淡灰茶黄色

石。長(1～ 5)

◎
F4区

887 壷 残高   26
複合口縁の拡張部の小片。斜線充
壊の山形文を施す。

ナ デ

ヨコナデ

ナデ

乳白色

乳白色

石・長(1～ 2)

◎
H16区

888 壷 残高   28
複合口縁の拡張部の小片。斜線充
壊の山形文を施す。

ナデ
ヨコナデ

ナデ

淡褐色

淡褐色

長

金

◎

石

34区

霊

口径 (140)

残高 107
複合口縁。直立気味の拡張部。5条
1組の波状文を2組施す。

Dハ生無饗
本/帥 )

Dハ ケーミガキ

Dハケ(5～ 6本 /cm)

めナデ、ハケ

淡橙褐灰色

淡黄褐灰色

石,長
(1～ 5)

◎
F6区

壷

口径 (192)

残高 45
複合 口縁。短 く内傾 する拡張部の

端部は丸い。頸部は短い。無文。

ヨコナデ

ナデ

鰤)ヨコナデ

Dハケ(7本/cm)

淡橙褐色

淡黄褐色

石・長(1～ 2)

◎
F7区

891 〓宝

口径 (196)

残高 11.2

複合口縁。拡張部に波状文 5条、沈
線文 6条 、波状文 6条 。頸部 に幅広
の斜格子文の凸帯を買占付ける。

獣キ角擬命浄鮒
ナ デ
ハケ(7水んm)

⑩ ヨコナデ

鞘 本 /

渋黄褐色

淡橙褐色

石 '長 (1～ 2)

赤 多
◎

F5区

892 壷

口径 (136)

残高 92
複合 日縁。直立気味の拡張部。端
吉卜は丸く頸部は短キヽ。

0ハケ→ヨヨナデ

の字姿
llミ ガキ

l‐
tDヨコナデ

⑩ ナデー
ハケ(16本 /m)

淡茶褐色

淡茶褐色

石。長 (1～ 2)

金
◎

893 壷 残 高 複合口縁。接合部に2条の沈線文。 ナデ ヨコナデ
淡黄褐色

淡茶灰色

石・長(1～ 5)

◎
E15区

894 霊

口径 (102)

残高 60
複合口縁。袋状口縁。須玖式土器。

諜ゾ学
ヨコナデ

ミガキ→ヨコナデ
め ミガキ

Dヨ コナデ
Dミガキ

ナデ
の ミガキ

淡褐色

淡褐色

石。長(1～ 4)

◎

F 4区
1/1黒

壷
口径 (117)

残高 140

複合 口縁 。直 立 気 味 に短 く外 反 す
る日縁 部 。端 部 は尖 り気 味 に丸 い 。
外面 に波状文 ぅ

Dヨコナデ

緞
'あ

本加
⑩ ヨコナテ

ナデ
攪ナデ

淡褐色

淡褐色

石・長(1～ 3)

◎
E4区

士霊
口径 (19,0)

残高 29
複合口縁。直立気味の短い拡張部。
外面に竹管文を施す。

ナデ

ハケ
ナデ

淡灰褐色

淡灰褐色

石・長(1～ 4)

◎
E4区

897 壺
口径 (324)

残高 45
複合口縁。短く外傾する拡張部。外
面に6条の波状文と竹管文を施す。

ヨコナデ

ハケ→ヨヨナデ
ナデ

乳灰色

乳茶白色

石'長 (1～ 2)

◎
F12区

壷
口 径 (137)

残高 32
複合口縁。短く外傾する拡張部。外
面に14条 の波状文と竹管文を施す。

ナデ ハケ(12本 /cm)

淡白灰橙色

淡白灰橙色

石・長(1～ 6)

◎
H14区

笠

口径 (12.9)

残高 104
複合 口縁 。短 く外反する拡張部の

端部は丸い。頸部は短い。

ヨコナ デ
)ハケー ナデ
)ハケ(10本 /cm)
)ハケー ミガ■

ヨコナ デ
)ハケ
)ナ デ
)ハケ(5本 /cI)→ ナデ

淡褐色

淡褐色

石。長(1～ 3)

◎

117区

棄 斑

壷

口径 (12.8)

残高 62
複合口縁。直立気味に外反する拡
張部の端部は丸い。

Dハケ→ヨコナデ

廼⊃ハケ(7本/cm)

硼 ヨコナデ
⊆のハケ(7本 /cm)

→ヨコナデ
翁 ヨコ ナ デ

乳灰褐色

乳灰褐色

石・長 (1～ 2)

金
6

16区

901 壷 残 高   4.8
複合 口縁。外反する擬 口縁 。頸部
イこ束U突文の凸帯を貝占イ寸ける。

Dヨヨナデ

〇 ハケ→ナデ

Dヨコナデ
⑩ ハケ(9～■本/cm)

のナデ

茶褐色

茶褐色

石・長(1～ 2)

◎
F9区

902 董

口径 (19.2)

残高 7.6

複合口縁。接合部はタガ状、拡張部は
内傾し外面に上から波状文7条、沈線
文7条 、波状文7条 、波状文6条を施す。

ヨコナデ

ハケ(8本 /cm)

リ ヨコ ナ デ

Dハケ→ナデ
ナデ

蔑正め ハ ちr

淡橙褐色

淡橙褐色

石・長(1～ 2)

◎
D13区

一霊

口径 (210)

残高 4.5

複合 口縁 。内傾 する拡張 部。外面
に上から5条 、2条、5条の波状文と竹
管文を施す。

施 文

∪ ヨコナテ
Dナデ
ヨコナデ

淡灰褐色

淡灰褐色

石。長 (1～ 2)

金
ω

G6区

904 壷 残高 16 複合口縁。接合部上面に波状文と
竹管文を施す。 ナデ ヨコナデ

淡茶褐色

淡茶褐色

百・長(1～ 2)

◎

F7区
G7.13区

壷 残高 95 頸部に斜格子文の凸帯を貼付ける。
複合口縁と思われる。

ミガキ
型ジハケ(lZ不 /Cmサ

Dナデ
のハケ(12本 /cm)

淡茶褐色

淡茶褐色

百・長(1～ 4)

◎
F5区

霊 残高 68 頸部に斜格子文の凸帯を貼付ける。
複合口縁と思われる。

ハケ(8～ 12本 /cm)

ナデ
ハケ(8～■本/帥 )

ヨコナデ

淡黄橙色

暗灰褐色

百・長(1～ 3)

◎
F5区

壷
口径 (246)

残高 30
外反する日縁部の端部は拡張し端
面に5条の波状文を施す。

国)ヨコナデ

Dハケ(7本/cm)

⑩ ヨコナデ

Dハケ

淡黄白色

淡黄白色

石・長(1～ 2)

◎
F8区

壷
口 径 (208)

残高 28
日縁端部は垂下し端面に波状文を
施す。

ナデ ナデ
淡黄褐色

淡黄褐色

石・長(1～ 3)

◎
F5区

士霊

口径 (17.8)

残高 2.3
外反する口縁部の端部 は垂下し端
面に波状文を施す。

ヨヨナデ→ハケ ハケ→ミガキ
淡茶褐色

淡茶褐色

石 長 (1～ 3)

金
◎

F4区

壷 残高  17 垂下する日縁部片。端面に波状文
を施す。

ヨコナデ ヨコナデ
淡褐色

淡褐色

石・長(1～ 2)

◎
F6区

SRl②層出土遺物観察表  上製品

船ヶ谷遺跡4次調査
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

壷
口て垂(24.1)

残高 2.1

外反する日縁部の端部は上下に拡
張し端面に斜線充壊 による山形 文
を加すハ

ヨコナデ ナ デ
灰茶黄色

灰茶黄色

石。長(1～ 2)

金
ω

G15区

壷
口径 (20,7)

力民幸三  37

外反する日縁部の端部は上下に拡

張し端面に5条の波状文を施す。

⑩ ナデ
Θハケ(6本 /cm)

→ナデ

⑩ ナ ア

◎ハケ(5～ 7本/cm)

淡黄褐灰色

淡黄褐灰色

石。長(1～ 3)

◎

壼
口径 (171)

力鳥拝三  4.8

外反する日縁部の端面は「コ」の字
状に丸い。頸部に斜格子文の凸帯
を買古イ寸ける。

③ ヨコナデ
◎ハケ→ヨヨナデ

ハケ(11～ 11衣イrmⅢ
ハケ→ナデ

責茶褐色

黄茶褐色

一熱
金
◎

石 F6区
黒 斑

士董
口4垂 (9_8)

ア鳥下慧  7.8
直立する短い口縁部の端部は丸い。

Θ ナデ
⑩タタキ→板状

工具によるナデ

◎板ナデ→ナデ

⑩ナデ

淡茶褐色

淡茶褐色

石.長
(1～ 4

金
◎

F5区
黒 T/1

壺 冴篤干き 60
頸部から肩部の小片 。外面 に円形

の束」突文と波状の線刻を施す。

ハケ(8本/cln)

ナデ

指頭痕

ナデ

茶橙色

灰色

石。長(1～4)

◎
F6区

壼

口て垂(145)
症ミぞき  74
器高 31.9

完形品。日縁部は短く外反する。底

部はわずかに丸味をもつ。
g:ζ

:そガキ
ヨコナデ
ナデ
ハケ6～ 6本/cll)

淡褐色

淡褐色

百.長
(1～ 5)

赤・金
お

黒 斑

壷
径

高

口

残

短く外反する日縁部の端部は「コ」

の字状である。

こリヨコナデ
③ ハケ

(一部ナデ)

ヨコナデ
ハケ
ヨヨナデ

淡黄褐色

淡黄褐色

石'長 (1～4)

◎
黒 斑

宝

径

高

口

残

外反する短い口縁部 。頸部 は締 り

月同部は長ヽヽ。底吉躊|ま欠く。
のす;摯紺

) ⑩埋4僻
色

色

褐

褐

茶

茶

百・長 (1～ 5)

金
∩

F6区
黒 斑

壼

径

径

盲

口

底

果

長顕壺。日縁部は直立気味にわずか
に外反し端部は尖り気味に丸い。胴部
は長く、底部は丸味をもつ小さな平底。

〇 ハケ位陳/enll

廷)ハケ

“

～体/c耐

♪ヨコナデ

g如 i,与写F!ナ 淡黄灰色

淡橙褐色

石・長(1～ 5)

◎
F5区

壷
口て垂(10.8)

坊篤下三  74

長頸壷。わずかに外傾する国縁部

端部は「コ」の字状。

⑩ ヨヨナデ

◎ハケP本/cm)
ハケ(7本/cm)

茶褐色

茶褐色

石・長(1～ 3)

◎
F3区

壷
口4垂 (106)

残高 81 長頸壷。長い頸首口こ外反する日縁部。

⑨ ヨコナデ
C)ハケ(14本 /cm)
⑮ハケ

◎
'サ

t4本 /cln)

◎ナデ

乳白褐色

乳白褐色

石・長 (1～ 4)

◎
F6区

922 壺
口径 11,7

カ完雇慧 15,3

長頸壷 。外傾 する長 い口縁 部 。端

部は尖り気味である。

〇 ヨコナデ

C)ハケ(7本/cm)

建)ヨヨナデ
Θハケ0本/cm)
⑤ナデ

淡茶褐色

淡茶褐色

石・長(1～ 3)

◎
F3区

壷
70

172

径

高

底

残

丸味のある平底より内湾しながら立

ち上カミる月同部。

タタキーツ ケヽ

(板ナデ状 )

⑩ハケ(5本/cm)

◎ナデ

色

色

褐

褐

橙

橙

石・長 (1～ 5)

◎

F5区
黒 斑

壷
61

10.2

径

高

底

残

丸味のある平底はナデによりわずか

に段をもつ。

⑩ タタキ→ハケ
12～ 13本 /cm)

① ナデ
ナデ

淡褐色

褐色

石,長
(1～ 2)

◎

F5区
黒 斑

925 士霊
径

一局

底

残

6.7

30
丸味のある平底。外面に線刻あり。

ハケ→ミガキ

ハケ
ナデ

淡灰黄褐色

淡橙褐色

百・長(1～ 2)

◎

F15匠こ

課 斑

壷
径

高

底

器

17

118

ボタン状の小さな底部に扁球形な胴

菩印こ締った頸部。日縁部は外反する。

〇 ミガキ

oナデ

理
こ
一旺
伝つ”””

淡茶褐色

淡茶褐色

百。長(1～ 7)

◎
F5区

927 壼 坊完下三  8.6 丸い胴部に外反する日縁部。
◎ヨコナデ

⑩ナデ
綴昇茸デ

ヨコナデ
(aチデナデト1ギ

淡黄褐色

淡黄褐色

石・長(1～ 2)

◎
E10区

928 鉢
口径 (36.5)

栃完拝三 19,2

大型品。肩の張る胴部、日縁部は外

反し端部は「コ」の字状に丸い。

動ヨコナデ

⊃ハケ(8本/cm)
′サ|～ lllA/cm)

橙褐色

橙褐色

石・長(1～ 4)

◎
E4区

鉢
口て垂(394)

力鳥に考  86

大型品。外反する日縁部の端部は

「コ」の字状に丸い。

⑭ ヨコナデ
Θ ′サ缶本/cml→ ナ
⑩ ハケ(5本/cm)

◎ ハケ(6本/cm)
◎ ナデ
廼)ハケ住2～お本/cm)

淡黄褐色

淡黄褐色

石・長(1～ 3)

◎
E4区

鉢
口径 (31,4)

残高 7.5

大型品。短く外反する日縁部の端

部は「コ」の字状である。

pヨコナデ
)ハヶ
)ヨコナデ
)ハヶ

ハケ→ヨコナテ
ハケ(7本/cm)
ヨコナデ

赤茶褐色

赤茶褐色

石・長(1～ 3)

◎
F6区

鉢
ロイ垂(422)

残高 143

大型品。外反する口縁部の端部は「コ」
の字状である。頸部に斜格子文の
凸帯を買占イ寸イする。

デ
ケ
ケ

ナ
ハ
ハ

Θ

⑪

Θナデ

⑩ブサ0■ 2本/m)

淡黄茶灰色

淡黄茶灰色

石.長
(1～ 4)

◎
4'7区

932 鉢
口径 (211)
底 径 (33)
号予下三 17.2

外反する日縁部の端部は「コJの 字

状に丸い。底部は小さい平底。

∋ヨコナデ

∋′サ

“

本/cm)

〇′サ

“

～5本/cn

oナデ

淡褐色

淡褐色

石・長(1～ 4)

◎

F5区
黒 斑

933 鉢
口て垂(19.6)
底径 (1,4)

そξモ千 103

ボタン状の底部。頸部 は広 く、日縁

部は大きく外反する。

Φ犬ガキ

〇ナデ

包噴ガキ→ナテ

⑬ボガキ

淡黄茶灰色

淡黄灰色

石.長
(1～ 4)

◎
F5区

鉢
日4垂 13.4

器高 6.9

丸底の底部。口縁部はナデによりわ

ずかに外反する。端部は丸い。

「Hpゲア
⑪働′サ

“

本/cm)
Qハケ

◎ ナデ
⑩ ブサ6～ 1休/cm)

① ナデ

淡黄褐色

淡橙褐色

石・長(1～ 4)

◎
F5区

935 鉢
口径 (16.1)
底径 100
残 高  98

外反する短い口縁部 。端部 は尖 り

気味 |こ丸帝ヽ。脚部とよ次豆く帰嗣く。

3彩絶朱/cln_
ミガキ

蝕↑4聟本/cm)

ヨコナデ
ミガキ

〉ハケ→ミガキ
ハィrin大 /rm)

淡褐色

淡茶褐色

石・長(1～ 2)

◎
F6区

SRl②層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

鉢
口径 (199)

力篤モこ  7.5

直口口縁。瑞部は「コ」の字状に丸
モ` 。

○ヨコナデ
⑩板ナデ
⑮ナデ

⑩ヨコナデ
⑩ベガキ

淡黄褐色

淡橙褐色

石。長(1～ 2)

◎
16区

鉢
口径 (245)

残 高   49 直口口縁。端部は丸い
○ヨコナデ
⑩ハケ(10本 /cm)

ハケ(10本 /cm)
→ミガキ

淡褐色

灰色

旬・長 (1～ Z,

金

◎

区

斑

【く
翌
ヽ

938 鉢
口径 (174)

残高  49
内湾する日縁部の端部は「コJの字
状に丸い。

①ヨコナデ
延)ハケ(5～ 6本/cm)

Oハケ→ヨヨナデ
⑪ハケ(5～ 6木 /cm)

淡黄灰色

淡黄灰色

石・長(1～ 3)

◎
]6区

鉢
口径 (170)

残高  53
直 口口縁 。日縁部外面に2条の沈

線を施す。
ナ デ

Oヨコナデ
⑪ミガキ

淡灰褐色

淡灰褐色

石。長(1～ 3)

◎

区

斑
Ｆ
黒

940 鉢
日径 (212)

残高 52
短くわずかに外反する口縁部。端部
にキザミロを施す。

タタキ ハケ(6本 /cm)
淡灰褐色

淡茶褐色

石・長(1～ 2)

◎
F6区

鉢
口径 (192)

残高 30

段をもち直立気味に短く外反する口
縁部。端部は尖り気味である。讃岐
だと。

ヨコナデ ヨコナデ
暗茶褐色

暗茶褐色

・長く
金．角
ω

石 F16区
下川津�

鉢
底 径  53
残 高  85

丸味のある平底。 タタキ ハケ(6～ 7木 /cm)
淡茶褐色

淡茶褐色

石。長 (1～ 3)

金
◎

区

斑
Ｆ
里
〔

鉢

口径 (112)
底径  1.7
器高  89

丸味のある小さな底部に直口口縁。
端吉躊イよ丸彰ヽ。/1ヽ型品。

①ナデ
⑪ハケ●本/伽 )

①ナデ

ｃｍ，
デ

中噌吟
橙 褐色

橙褐色

石'長 (1～ 4

金
◎

区

斑
Ｆ
里
〔

鉢

径

径

恵

口

底

器

丸味のある小さな底部に直口口縁。

端部は丸い。小型品。

〔⊃ハケ(4本 /cm)

①ナデ
⊂⊃ハケ(4本 /cm)

①ナデ

淡褐色

淡茶褐色

石・長 (1～ 2)

金
◎

区

斑
Ｅ
里
ヽ

鉢
ロイ塁(107)

残高 41 直口口縁。端部は丸ヽ ナ デ ナ デ
淡黄橙色

淡黄橙色

石・長(1～ 2)

◎
F6区

946 鉢
底 径  42
残 高  34

丸味をもち突出する底部 c ハケ(10本/cm) ハケ→ナデ
淡灰黄色

淡灰褐色

石'長 (1～ 4)

◎

区
斑

Ｆ
里
〔

鉢
底径  30
カ篤千慧  62

月巴厚する打ヽさな底部。
⑪タタキ→ナデ
①ナデ

⑩ハケ俗本/cm)

oナデ

乳白色

乳白色

石,長
(1～ 3)

◎
D10区

高 不
圧ミ荏至(153)

力篤澪3 128

段をもつ不部 。短 い柱部に ハ」の

字状に開く裾部。裾部に径 0 7cmの
円子しを3ヶ所。 撥 )

ナデ
廻》ハケ(6～ 8本/cn)
瞼 ナ デ

淡灰褐色

淡灰褐色

石・長(1～ 4)

◎
F6区

高 lTN

ロイ量 266
残高  76

段をもち大きく外反する郭口縁吉F。

端部は「コJの字状に丸い。充鐵 支法c

Oヨコナデ
④ミガキ

① ヨコナデ
〇

藩
布 央 ガ キ

褐色

褐色

石・長(1～ 3)

◎

区

斑
Ｄ
里
〔

高 不 残高 39 段をもちタド反する邪部。
藝瀬コナデ
0)ハケ

①ハケ→ヨヨナデ
⑮犬ガキ

淡茶褐色

茶色

石・長(1～ 2)

◎
F7区

高 jTN
,氏 4玉 (167)

死篤拝憲 126
「ハ」の字ガ犬に開く勝,吉躊。径0 8cm
の円孔。組合せ技法。

①ナデ
⑩ハケ(8本 /cm)

①ミガキ
の ナデ、ハケ
出Eハケ(4～ 6水 /cm)

乳白色

乳白色

石。長(1～ 5)

◎
F6区

高 邪 残 高 7.8 直立する柱部に径 1 7cmの円孔。
唖Dハケ→ヨヨナデ

⑮ ハケ→ミガキ 絞り痕
淡黄褐色

淡黄褐色

石`長 (1～ 2)

◎

区

斑
Ｆ
黒

953 高 lTh
底 径 ( 90)

残 高  66
中空の短い柱部。裾部は短く開く。

⑩ ミガキ
廻泊コナデ

⑭ナデ
⑩ ナデ
爾漕コナデ

淡茶褐色

淡茶褐色

石。長 (1)

◎
F5区

高 雰
症ミイ垂(190)

テ完拝三 108
勝「吉F。 裾部はラッパ】犬に開く。径
1 6cmの 円孔が雰費に残る。

⑩ ハケ(5本 /cm)
→ ミガキ

の ナデ

⑩ナデ
唖灌コナデ

淡黄灰色

淡黄灰色

石`長 (1～ 4)

◎
F8区

955 器 台 残 高  230
エンタシス剪犬の柱部。径2_2cmの 円

了しが4段残る。

リ マメツ

の ハケ(6本 /cm)
→ミガキ

⑭ ナデ

⑮ ハケーナデ
ハケ(6本 /clll)

橙褐色

茶褐色

日'長 (1～ 4

金
◎

区

区

Ｄ

Ｆ

器 台 残 高 119 柱部。径 1 6cmの 円孔を3段に施す。 ミガキ ナ デ

淡茶灰色

淡褐色

日,長 (1～ 6)

◎

区

斑
Ｅ
黒

957 甑
底径  39
カ篤梓き  27

底部中央に焼成前の穿孔。径0.8clal。

舞
ガ

ナ デ

淡褐色

淡褐色

百・長(1～ 2)

◎
F5区

958 甑
底径  20
残高 113

尖底 の底 部 に焼成 前 の穿孔 。径
1 3cm。

唖Dハケ(6本 /cm)
② ハケ→ミガキ

⑪ハケ6本/m)
①ナデ

乳褐色

乳褐色

百・長(1～ 3)

◎

区

斑

Ｄ

黒

959 蓋
天上部径  8.0

残高   24
わずかに凹む天丼部。端部に穿孔
が2ヶ所残る。

ナデ
ハケ(8～9本/cm)

乳茶色

乳灰色

石'長 (1～ 3)

◎
38区

960 不 明 残高 50 接合面が残る。
タタキーナデ

板ナデ
板ナデ→ナデ
ケズリ

茶褐色

茶褐色

石・長 (1～ 2

金
∩

区

班

Ｈ‐
里
〔

SRl②層出土遺物観察表 土製品

船ヶ谷遺跡4次調査

(23)
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番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

夕1  面 内 面

961 ミユチュア
口径 (43)
器高 40

丸い底部。□縁部は尖り気味である。
ナデ

エ具によるナデ

ヨコナテ
ミガキ
ナデ

淡茶褐色

暗茶褐色

石・長(1～ 2)

◎
F6区

962 注目土器

口径 長 4_0
口径 短 29
器 高   45

上部に楕円形の口縁が付き、胴部を
左右に突出させ片方に穿孔。

タタキ→指おさえナデ
子百お ёえ

ナデ
率◆n】鳶

乳茶色

乳茶色

石。長(1～ 3)

◎

F8区
黒 斑

さ じ 残 高   29 平坦な底部に短く内湾する口縁部。 ナデ ナ デ 乳白色
石.長

(1～ 3)

◎
D6区

さ じ

長
幅
厚

121
22
23

断面円形の長い把手部。 ハケ(5～6本 /cm) ナデ 乳白色
石。長(1～ 2)

◎
E3区

分銅型
土製品

長
幅
厚

厚みのある方形。側面に3ヶ所の穿孔。 ナ デ 乳茶色
石・長(1～ 4)

◎
F10区

支 脚
底径 (115)

器高 14.8
2本の角状突起をもつ。裾部は中空。

ナデ
タタキ→ナデ
タタキ

ナデ

指頭痕

淡黄灰褐色

淡黄灰褐色

石・長(1～ 2)

◎
F6区

支 脚
底径 (103)

器高 118
2本の角状突起をもつ。裾部は中空。

ナデ
ハケ(6本/cm)
→ナデ

ナデ
淡黄灰褐色

淡黄灰褐色

石・長(1～ 5)

◎

F17区

黒 斑

支 脚
底径 99
器高 126

2本の角状突起をもつ受部。裾郡は

中空。 ナ デ ナデ
淡褐色

淡褐色

石・長(1～ 5)

◎

E8区
黒 斑

支 脚
底径 (11,9)

器高 158
2本の角状突起をもつ受部。裾部は
中空。 ナ デ ナデ

淡茶褐色

褐色

石・長(1～ 2)

◎

G12区

黒 斑

970 支 脚 テ完
=慧

 14.5 2本の角状突起をもつ受部。 ナ デ ナデ
茶褐色

黒灰色

石 長(1～ 2)

◎

F5区
黒 斑

支 脚 残 高
2本の角状突起をもつ受部。背部に
/」 突ヽ起をもつ。 ナデ 絞り痕

嗜褐色

嗜褐色

石 .長 (1～ 3)

金
◎

F5区

支 脚
底径 10.5

残高 14.2
受部は「UJ字状に傾斜する。

ナデ→板ナデ

エ具によるナデ

ヨコナデ

板ナデ

淡褐色

淡灰色

石 長(1～ 2)

金
◎

E3区
黒 斑

支 脚
底径 (12.6)

残高 123
受部は「U」 字状。裾部は中空。

ナデ

ハケ→ナデ

ナデ

板ナデ

淡茶褐色

嗜茶褐色

石,長
(1～ 2)

◎

F16区

黒 斑

支 脚
底径 109

残高 12.0
中空。裾部はわずかに開く。

ナデ

タタキ

ナデ

ヨコナデ

淡茶褐色

淡茶褐色

石・長(1～ 2)

◎

F5区
黒 斑

975 支 脚
口径 59
残高 57

中空。受吉躊を夕豆くタト反させ端吉卜に亥可
目を施す。 ナデ

ナデ

エ具によるナデ

者茶褐色

茶褐色

石・長 (1)

◎
F13区

976 支 脚
底径 (78)
器高 76

中実。受部は傾斜し凹み背部に小
突起をもつ。

ナデ

押圧痕
淡茶褐色

石 長(1～ 2)

◎
Fll区

977 支 脚
底径 60
残高 75

中実。受部は傾斜し凹み背部に小
突起。 ナデ 淡橙褐色

石・長(1～ 2)

◎

E12区

黒 斑

支 脚
底径 8.2

器高 68
中実 。受 部は凹む。 ナ デ 淡茶褐色

百 長 (1～ 3)

金
rOn

E10区

黒 斑

支 脚
底径 5.5

器高 60
中実 。背 部 に」ヽ 突起 をもつ 。ほぼ完

刃彦 。
ナデ 淡黄灰色

石,長
(1～ 4)

◎
G16区

支 脚
底径 73
器高 77

中実。受部は傾斜し背部に小突起
をもつ。 ナ デ 淡黄灰色

百・長(1～ 4)

◎
G8区

支 勝Π

日径 (71)
底 径 ( 70)
器 高  57

受 部 、底 部 ともに凹 み 中央 に径
1 0cmの穿了し。 ナ デ

ナデ

板ナデ

嗜茶褐色

嗜茶褐色

石・長(1～ 2)

◎
F6区

982 支 脚

径

径

首

口

底

哭

中空。底部は「ハ」の字状に短く開
きイ氏い。

ナデ ナデ
淡茶褐色

淡茶褐色

百。長(1～ 2)

◎

E7区
黒 斑

983 支 脚

口径
底径
哭菖

台形状で中央に径2 0cmの 円孔。 ナデ ナ デ
淡黄灰褐色

淡黄灰褐色

百,長
(1～ 3)

◎
C7区

984 支 脚

口径
底径
喪菖

中実。受部は「UJ字状に傾斜する。 ナ デ 淡乳褐色
石・長(1～ 4)

◎
F5区

支 脚

口径
底径
哭菖

中実。受部は凹む。 ナ デ 黄灰褐色
石・長(1～ 2)

◎

SRl②層出土遺物観察表  上製品

出土遺物観察表

(29)
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SRl②層出土遺物観察表 土製品

表8 SRl②層出土遺物観察表 石製品

船ヶ谷遺跡4次調査

(30)

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

986 支 脚
底径 6.9

残高 4.7
中実。受部はわずかに凹む。 ナデ 淡黄褐色

石・長(1～ 2)

◎

G13区

黒 斑

支 脚

口径
底径
器高

台形状。中央に径1 2cmの穿孔。 ナデ 茶褐色
石。長(1～ 2)

◎

E13区

黒 斑

988 支 脚

径

径

高

口

底

器
中実。底部が凹む。 ナ デ 淡黄褐色

石・長 (1)

◎
37区

支 脚

径
径
高

口
底
器

中実。受部がわずかに傾斜する。 ナデ 茶褐色
石。長(1～ 2)

◎
B4区

990 支 脚

径

径

菖

口

底

哭

51
6.2 中実。底部がわずかに凹む。 ナデ 淡乳橙色

石。長(1～ 6)

◎
E9区

番 号 器 種 残  存 材 質
法   量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 最大厚(cm) 重さ(g)

スク レイパ ー 7E 形 安 山 岩 8323
ア ズ 十 色

粗製剥片刃器 安 山 岩 173,27 E12区
粗製剥片刃器 7E 形 安 山 岩 82.73 D4区
粗製剥片刃器 邦 形 安 山 岩 99.63 F5区

粗製剥片刃器 緑 色 片 岩 5468 G13区
996 粗製剥片刃器 形 33,75 F8区

石 鍬 形 安 山 岩 12120
色
匡

キ

全
ズ
・

ア

ｎ

998 石 鍬 安 山 岩 10828 アズキ色

999 石 鍬 サ ヌ カ イ ト 2576 E7区
碇 石 緑 色 片 岩 1,39500 G16区
石 錘 売 形 安 山 岩 66000

1002 石 錘 7E 形 安 山 岩 580.00 H15区
1003 石 鍾 弗 形 安 山 岩 1,100,00 C5区
1004 石 錘 7El 形 安 山 岩 950.00 F6区

石 錘 7El 形 安 山 岩 247.12

石 錘 緑 色 片 岩 234.36 G6区

石 錘 万 形 安 山 岩 87000 F5区

石 錘 形 安 山 岩 590.00 E8区
1009 石 錘 形 安 山 岩 D13区

石 錘 安 山 岩 690.00 G12区
石 錘 7E 形 緑 色 片 岩 200.26 G13区
石 錘

"

形 安 山 岩 14331 F13区
石 錘 安 山 岩 660.00 F6区
石 錘 九 形 安 山 岩 213,79 G16区

1015 石 錘 万 形 安  山  岩 310.00 E4区
石 錘 7C 形 安  山  岩 143.90 E3区
石 錘 万 形 安  山  岩

石 錘 万 形 安 山 岩 15287

石 錘 7El 形 緑 色 片 岩 46.70

石 錘 緑 色 片 岩 15267 H5区

石 錘 安  山  岩 F6区
石 錘 7El 形 緑 色 片 岩 32.36 E15区
石 錘 緑 色 片 岩 6760 Cll区
石 錘 万 形 1981 E12区
石 棒 安 岩山 1,625,00 G12区
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出土遺物観察表

SRl ②層出土遺物観祭表 石製品 (2)

番号 器  種 残 存 材  質
法   量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 最大厚(cm) 重さ(g)

石 棒 万 形 緑 色 片 岩 F8区
男 根 状 石 製 品 形 硬 質 砂 岩 525,00 F8区

1028 男 根 状 石 製 品 形 結 晶 片 岩 274.28

1029 敲 石 形 安 山 岩 510.00 H14区
敲 石 形 安 山 岩 209.72 F6区
敲 石 万 形 安 山 岩 775.00 F8区

1032 敲 石 76 形 520.00 E15区
敲 石 万 形 安 山 岩 240.08 Ell区
敲 石 緑 色 片 岩 102 420.00 G7区
敲 石 7B 形 1,065,00 H14区
敲 石 万 形 安 山 岩 805.00 F17区
敲 石 万 形 安 山 岩 51500 D14区

敲 石 安 山 岩 610.00 D10区
敲 石

"
形 安 山 岩 11.2 1,38000 F13区

敲 石 万 形 花 南 岩 500.00 F13区

磨 石 万 形 G13区
1042 敲 ・ 磨 石 形 15828 Fll区
1043 磨 石 形 1718 G14区
1044 砥 石 石 英 粗 面 岩 13.9 G12区

砥 石 石 英 粗 面 岩 262.12 G7区
1046 砥 石 万 形 167.26 F12区

石 安 山 岩 2,150.00 G6区
1048 石 安 山 岩 14.2 910.00 H9区

石 庖 丁 2///3 緑 色 片 岩 35.23 C10区
石 庖 丁 緑 色 片 岩 3264 Dll区
石 庖 丁 緑 色 片 岩 41.41 E15区

1052 石 厄 丁 緑 色 片 岩 Cll区
1053 石 庖 丁 緑 色 片 岩 Cll区

石 庖 丁 形 緑 色 片 岩 48.01 G15区
石 庖 丁 形 緑 色 片 岩 H10区

1056 石 庖 丁 形 緑 色 片 岩 38.73 G14区
石 鎌 緑 色 片 岩 181.439 D14区

1058 石 鎌 緑 色 片 岩 50.16 G13区
石 鎌 緑 色 片 岩 242.999 F9区
石 貪町 緑 色 片 岩 167.453 F5区
石 父U 万 形 緑 色 片 岩 112 73.189 F15区
石 会J 緑 色 片 岩 49.744 F8区

両 刃 石 斧 7E 形 安  山  岩 460.00 F13区

両 刃 石 斧 /C 形 63000 G16区

両 刃 石 斧 安  山  岩 200.46 C12区
1066 両 刃 石 斧 みかぶ緑色岩類 86.72 F6区

両 刃 石 斧 緑 色 片 岩

両 刃 石 斧 みかぶ緑色岩類 278.15 F7区
柱状 片 刃石 斧 緑 色 片 岩 17 88.68 F13区
柱 状 片 刃 石 斧 2813 H14区
扁 平 片 刃 石 斧 緑 色 片 岩 7222 D12区
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番号 器 種 残 存 材  質
法   量

備 考 図版
長さ(cm) 呵ヨ(cm) 邑大厚(cm) 重さ(g)

扇 平 片 刃 石 斧 形 緑 色 片 岩 15,96 E 3 区

扁 平 片 刃石 斧 緑 色 片 岩 33.72 F  6  区

紡 錘 車 7L 形 滑 石
(径 )3.9 孔径)09 27.59 H15区

1075 紡  錘  車 7E 形 緑 色 片 岩
(径)52 子L径)09 48.08 F  4  区

1076 紡 錘 車 7E 形
(径)44 孔径)0,6 11 29,58 E12区

1077 紡 錘 車 7Ej 形 滑 石
(径)35 孔径)0.6 19,09 D13区

紡 錘 車 形 滑 石
(径)49 子L径)08 26.34 E  4  区

紡 錘 車 7E 形 滑 石
(径)58 H14区

有 孔 円 板 1/2 滑 石
円 士し■ 5 mm

勾 玉 428

残 核 7E 形 ,脅 石 11638 G12区
板 状 剥 片素 材 緑 色 片 岩 135 F  6  区

原 石 7El 形 紅 廉 片 岩 3670 F14区

原 石 形 緑 色 片 岩 F  9  区

1086 原 石 形 紅 廉 片 岩 175,96 G 7 区

原 石 サ ヌ カ イ ト 12.2 1,720.00 F  6  区

表9 SRl②層出土遺物観察表 装身具

SRl②層出土遺物観察表 石製品

表12 SRl①層出土遺物観察表 土製品

船ヶ谷遺跡4次調査

(3)

番号 器  種 残  存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 邑大厚(cm) 重さ(g)

垂  飾  品 骨 G6区
乗10 SRl②層 出土這:笏観祭表 木裂品

番号 器 種 遺存状態 樹 種
法   量

木 取 り 備  考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 直径 (cm)

1089 板 材 コウヤマキ

1090 板 材 ヒ ノ キ

杭 ヒ ノ キ

杭 ヒ ノ キ 357

表1l SRl②層出土遺物観察表 金属製品

番号 器  種 残  存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cn) 中冒(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

刀 鉄 17533

不 明 鉄 12308

鏃 鉄 25976

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外画)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

邪 蓋
口径 (124)

残高 40

天丼部と口縁部を分 ける稜 は断面
三角形状である。口縁端部は、内傾
する面をもち凹む。

⊃回転ヘラケズリ

D回転ナデ
回転ナデ

青灰色

青灰色

密・長(1～ 4)

◎
F6区

1097 邦 蓋
口径 (11.8)

残高 3,7
口縁部は直立し、端部は凹む。

⊃回転ヘラケズリ

D回転ナデ
回転ナデ

黒灰色

青灰色

密 。長 (5)

◎
E13区

邪 蓋
口径 (120)

残高 44
天丼部は丸く、口縁端部は内傾する
面をもち凹む。

D回転ヘラケズリ

D回転ナデ

∋回転ナデ→ナデ

D回転ナデ

灰色

青灰色

長 (1～ 4)

◎
F4区

不 蓋
口径 (112)

残高 40
口縁部は直立し、日端部は内傾す
る面をもち沈線状の凹みあり。

∋回転ヘラケズリ

D回転ナデ
回転ナデ

灰色

灰白色

密

◎

邪 蓋
口径 (13.8)

残高 27

口端手前の外面に段をもち端部は丸い。
日端外面にキザミロ、内面に細い沈線、
ヘラ記号あり。

回転ナデ 回転 ナデ
黒灰色

黒灰色

密

◎
F4区

邪 蓋
口径 (13.2)

残高 29
天丼部に凹線状の凹み。日縁端部
外面にキザミロ、内面に細い沈線。

司転ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

密

◎
F6区
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番号 器 種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

不 蓋
口径 (152)

残 高  37
なだらかに内湾する天丼部から口縁
部。口端部は丸い。

〇回転ヘラケズリ
Θ回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密'長 (1～ 2)

◎

不 蓋
ロイ垂(167)

残高 34
天丼部と日縁部を分ける稜は不明瞭。
口縁端部の外面にキザミロ。

〇回転ナデ→ナテ
①回転ナデ 回転ナデ

黄灰色

黄灰色

密・長 (1)

◎
4区

邪 蓋
日径 (136)

死篤市憲  22
丸い口縁部の外面にキザミロ。 回転ナデ 回転ナデ

天色

天色

密

◎

不 蓋
口径 (139)

器 高  44
丸い天丼部から口縁部。日端部は

先細りである。

①回転ヘラケズリ
O回転ナデ

〇回転ナデ→ナデ
○回転ナデ

灰色

黄灰色

長 (1～ 2)

◎

不 身
口径 (118)

坊篤護憲  32

受部は短く水平気味に伸び沈線状
の凹みあり。立ち上がり1ま 内傾し端
吉Бは丸ヽヽ。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

密・長 (1)

◎
E4区

邦 身
ロイ垂(135)

残高  40
受部は短 く水平気味に伸び立ち上
がリイよ内傾し端部は丸い。

O回転ナデ
〇回転ヘラケズリ回転ナデ

青灰色

青灰色

密。長 (1)

◎
F12区

邪 身
口径 (126)

残高  35
短く水平に伸びる受部。立ち上がり
は短く外反気味に内傾する。

◎回転ナデ
①回転ヘラケズリ回転ナデ

暗灰色

青灰色

密

◎

区

着

４

付

Ｆ

釉

不 身
口径 (120)

器高 40
短く水平イこ伸びる受吉い。立ち上がり
1ま 内傾

=「

る。
①回転ナデ
⑮回転ヘラケズリ回転ナデ

青灰色

青灰色

密,長
(1～ 2)

◎
F4区

郵 身
口径 (124)

残高 34
短く水平に伸びる受部。立ち上がり
イよ内傾し端音膵イま尖り気味に糸田帝ゝ。

①回転ナデ
⑮回転ヘラケズリ回転ナデ

青灰色

青灰色

密・長(1～ 4)

◎
F6区

邪 身
口径 (113)

残高 3.9
短く水平に伸びる受音躊。立ち上がり
は短く内傾する。

Θ回転ナデ
⑮回転ヘラケズリ回転ナデ

青灰色

青灰色

長 (1～ 3)

◎
F5区

lTN身
口径 (115)

残高  23
短く水平にイ申びる受吉F。 立ち上がり
は内イ頃し端部は尖る。

O回転ナデ
⑮回転ヘラケズリ回転ナデ

黒灰色

黒灰色

密

◎
E4区

不

径
径
高

口
底
器

底部 はヤヘヽラ切 り。口稼 部 1ま外傾 し端
部 は丸 い 。内 面 の 口縁 部 と底 部 と
の境 界 に明瞭 な稜 をもつ 。

8膠品
→ナデ

回転ナデ
灰色

灰色

密・長(1～ 3)

◎

イ
底径 (120)

残高 25
細く短い高台。端部はわずかに内
イ頃し凹む。

∪ 口 称 ゲ ア

①回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ
茶灰色

茶灰色

密

○

訪
蓋

つまみ径 29
残高  24

丸い天丼部に中央吉膵がわずかに突

出するつまみが付く。

○回転ナデ
〇回転ヘラケズ|

回転ナデ
回転ナデ

青灰色

灰色

密

◎

謗蓋
つま狭径 30
残高 15 中央部がわず力Wこ突出するつまみ部。

〇回転ナデ
〇ハクリ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

F5区
釉付着

諦
蓋

つまみ径 36
残高 16 中央部が凹むつまみ部。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

蕗・長 (2)

◎
F4区

高 不
ロイ垂(180)

残高 48

強いナデにより凸帯を作り出し、日
縁部は外上方 に伸び端部は丸い。
波状文8条を施す。無蓋。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色

黄灰色

密

◎ 『 6区

高 邪
口径 (170)

残高 53
無蓋。把手の痕跡あり。波状文8条を

施す。 回転ナデ 回転ナデ
黒灰色

灰色

密

◎
F5区

高 lTN

口径 (149)

残 高  49
無蓋。強いナデにより凸帯を作り出す。

波状文8条を施す。 回転ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

密。長 (5)

◎
F4区

高 邦
口径 (14.7)

力埓澪き  28

無蓋。段をもちわずかに外反する口
縁部の端部は尖り気味。波状文6条
を施す。

回転ナデ 回転ナデ
灰色

黒灰色

密

◎
F4区

1122 高 邪
口径 (144)

力篤澪慧  32
無蓋。ナデにより段をもち、日縁部は、
先細りする。波状文あり。 回転ナデ 回転ナデ

灰色

青灰色

密

◎
F4区

高 邪 残高  28 段をもつ郵部。波状文5条を施す。 回転ナデ 回転ナデ
赤茶色

黄灰色

畜・長 (1)

○
E3区

高 不
口径 (153)

残高   48
不部。日縁部 はわずかに外反し端
部は先糸田りする。

◎回転ナデ
①回転ヘラケズリ回転ナデ

黒灰色

灰黄色

密。長(1～ 7)

◎
F5区

高 lTh

涯ミぞζ(104)

残高  66
脚部。端部は屈 曲して接地する。4

方向に透かしを施す。
⑪カキロ
の回転ナデ コ転ナデ

青灰色

青灰色

密・長 (1)

◎
F5区

1126 高 郷
涯ミ在≧(102)

力篤稽3  30
脚部の小片 。端部は屈曲して接地

する。
⑩カキロ
の回転ナデ コ転ナデ

灰色

灰色

長 (2)
◎

F5区

SRl①層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(2)
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番号 器 種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内画)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

高 邪
庭ミ4垂 ( 93)

残 高   47
脚部。端部は内湾して接地し尖り気
味である。透かしを施す。 回転ナデ 回転ナデ

灰黄色

灰黄色

密

◎
F13区

高 不
底径 (8.4)

残高  50
低い脚部。端部は先細りし尖る。台
形状の透かしを3方向に施す。

⑩カキロ
⑩回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

雪,長
(1～ 2)

◎
F13区

高 邪
底径 ( 9,7)

残高 40
脚部。端部は内湾し先細りする。4
方向に透かしを施す。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密・長 (2)

◎

高 邪 残 高   46 低い脚部。4方向に透かしを施す。
⑩カキロ
⑩ 回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎ F4区

高 邪
底径 (81)
力鳥|き   63

邪底部に1条の沈線、脚部は端部が
屈曲して接地し尖り気味である。径
05～ 0 6cmの 円孔を3方向に施す。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色

黒灰色

密・長 (4)

◎
12区

高 邪
底イ垂(150)

力烏澪3  52

脚部。大きく開く脚部の端部は外反
する。2条の沈線と3方向の透かしを
施す。

∪ 四 私 ゲ ア

⑩回転ナデ
→ナデ

回転ナデ→ナデ
灰黄色

灰黄色

密

◎
F6区

高 邦
座ミ4壬 ( 88)

残高  30
小さく開く脚部。4方向の透かしを施す。回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎
E14区

高 邪
底 径 ( 95)

残 高   28
段をもちわずかに屈曲する脚部 。透
かし1ま4方向か。 回転ナデ 回転ナデ

灰黒色

青灰色

密・長 (2)

◎
F4区

高 不
底径 ( 98)

残高 17
脚部の小片。端部付近まで透 かしを
施し面取をする。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

Ｎ
蜂

望
を

Ｆ‐２
腑

高 邪
底径 (14.8)

残高  1,9
脚裾部。端部は丸い。透かしを施す。 回転ナデ 回転ナデ

赤褐色

赤褐色

密・石。長(1)

○
D13区

高 邪
底径 (103)

残高  17

態‖部の小片。ナデによる由帯を作り
出す。端部はわずかに凹む。
透かしあり。

回転ナデ 回転ナデ
灰白色

青灰色

密

◎
F6区

高 不 残 高   43 基部。jlk,部 に2ヶ所田子しが残る。
①回転ヘラケズリ
⑩回転ナデ

④回転ナデ→ナデ
⑩回転ナデ

青灰色

青灰色

密・長 (1)

◎
F4区

高 邪 残 高   20
脚部の小片。ナデにより凸帯を作り
出す。 回転ナデ 回転ナデ

暗紫灰色

暗灰茶色

密

◎
]13区

高 邪 残高   56 脚部 、柱部 は細 い 回転ナデ
回転ナデ
絞り痕

灰色

灰色

密

◎

甕
口径 (28.0)

残 高  476
外反する口縁部。端部はナデにより
凹む。波状文と凹線。

∪ 回 転 ケ テ

⑩カキロ→平行
タタキ

◎回転ナデ
の円弧タタキ

灰黄色

灰色

密・長 (2)

◎

甕
口 径 (210)

冴亀拝き  4.4

外反する日縁部。端部は上下に拡
張する。 カキロ lHI付着の為不明

灰褐色

釉

長 (3)
◎

F13区
釉付着

1143 甕
口径 (150)

残高  1,7

外反する日縁部。端部は上下方 に
拡張し端面に2条の凹線、日端下部
に8条以上の波状文。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

密

◎
F4区

甕
口径 (226)

残 高   97
外反する口縁部の端部は上方につ
まみ出す。

げ 口 名 ア ア

⑤カキロ
6う 平行タタキ‐力十日

⑩ 回転ナデ
⑪円弧タタキ

青灰色

青灰色

石,長
(2～ 4)

◎
F12区

甕
口径 (260)

残高  53
外反する日縁部の端部は上方につ
まみ出す。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

長 (2)
◎

E14区

甕
口径 (18.2)

ア篤拝慧  62
外反する日縁部の端部は上下方に

拡張する。
○マメツ
延)平行タタキ→カキ目

◎マメツ
⑪タタキ

天自色

天白色

長 (2)
◎

F6区

1147 甕
口 径 (190)

力鳥拝慧  6.4
外反する口縁部。端部は肥厚する。

∪ 口 名 ア ア

Θカキロ
6)平行タタキ→カキロ

回転ナデ
灰 色

青灰色

石,長
(1～ 4)

◎
E13区

1148 甕
口径 (132)

力完拝3  62
外反する日縁部。端部は上下方 に
拡張する。

O回転ナデ
〇カキロ
⑪マメツ

回転ナデ
青灰色

青灰色

長 (2)
◎

F7区

1149 甕
口径 (18.2)

力篤に3  45
外反する口縁部。端部は肥厚し丸
味をもつ。 回転ナデ 回転ナデ

天色

需青灰色

密

◎

Dll'12区

E13区

1150 甕
ロイ垂(200)

残高 47 外反する口縁部。端部は肥厚し丸い。 回転ナデ 回転ナデ
灰 色

灰色

石.長
(1～ 7)

◎
D12区

甕
口径 (178)

残高  5,1
外反する口縁部。端部はナデにより
凹む。

①回転ナデ
⑪カキロ

平行タタキ→カキロ

◎回転ナデ
⑩円弧タタキ

乳白橙色

乳白橙色

石・長(1～ 5)

○
F4区

SRl①層出土遺物観察表 土製品

船ヶ谷遺跡4次調査

(3)
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番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内 面

1152 甕 残 高   3,4 頸部片。
回転ナデ
カキロ 回転ナデ

子し白橙色

7と 白橙色

石 (1)
◎

F4区

壺
口径 234
器高 515

やや肩の張る胴部。日縁部は外傾
し端部は内傾する面をもつ。頸部下
部に3方向の耳を付ける。

継暑移ケ尋
LI D堪離 囃

◎ 回転ナデ

⑭ 同心円タタキ

天色

天色

ζ̀石 '長 (1～2)

◎
F5区
釉付着

壷
口径 (19.8)

残 高   26
日縁部小片。外面に凸線1条と波状
文を施す。 回転ナデ 回転ナデ

黒褐色

黒褐色

密

◎
H7区

1155 壼 残 高 球形の胴部。日縁部欠。

)カ キロ
)平行タタキ→カキロ

"平
行タタキ

③回転ナデ

⑭ 同心円タタキ

青灰色

青灰色

密

◎
F13区

1156 壼
口径 (120)

力篤下三 14.7

外反する口縁部。端部は丸 い。胴
部は肩が張る。縦沈線 1条 、ヘラ記
号か。

)回転 ナデ
)回転カキロ
)回転ヘラケズリ

回転ナデ→ナデ
青灰色

灰色

長 (1～ 3)

◎

壼
ロイ垂 9,4

詈辞下慧 101

短く直立する日縁部。端部は内傾
する面をもつ。底部内面に粘土紐巻
き上げ痕が頭著に残る。

)カ キ ロ
)回 転 ナ デ
1回転ヘラケズリ

回転ナデ
灰色

灰色

長 (1～ 4)
金
0

F13区

壷
口径 (6.2)

器 高   9.4

短く直立する口縁部の端部は丸い。
肩の張る胴部、底部に「十」字のヘ
ラ記号あり。

謬[]音 :,ミ子;,7号Iリ

C)同 心円タタキ→
ヘラケズリ

回転ナデ
青灰色

青灰色

密

◎
D12区

壷 残 高   45 Д同吉躊片 。

⑪ 回転ナデ
の カキロ
ω 回転ナデ

回転ナデ
青灰色

青灰色

密

◎
F13区

壷 努見下三  55 扁平な月同部の月ヽ片。 コ転ナデ 回転ナデ
灰色

灰色

密

◎

区

着Ｃ‐２
腑

壺 残高 44 丸味のある底部の月ヽ片。
⑪回転ナデ

⑬回転ヘラケズ七回転ナデ
灰黄色

黄灰色

密・長 (1)

◎

区
着

４
付

Ｅ
釉

望 残 高   42 丸い底部。
回転ナデ
ハケ 回転ナデ

灰色

灰白色

長 (2)
◎

F4区

壷
底径

残高
平底の厚い底部。 釉付着の為不明

回転ナデ
ナデ

釉 (深緑色 )

青灰色

密 。長 (1)

◎

D13区
釉付着

壷 残 高   26 肩の張る胴部の小片。
回転ナデ
カキロ 回転ナデ

灰色

灰色

石 (2)
◎

1165 一宝 売鳥下3  21 頸部片。沈線と波状文を施す。 回転ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

密

◎
F13区

1166 壷 坊鳥にこ  75 肩の張る胴部。外面にヘラ記号か。
四 私 ケ ア
ヘラミガキ
回転ヘラケズリ

コ転ナデ
灰色

灰色

密

◎
E4区

1167 壷
底 径 (10.3)

残 高   4.8
長頸壺の脚部。 回転ナデ コ転ナデ

灰色

灰色

石長(1～ 4)

◎
F6区

1168 配
胴部径 167

冴鳥て憲 123
肩の張る扁平な胴部。2条の凹線 、
幅広の刺突文、径 1 5cmの 円孔。

の舌号閉^デ

『
うハケ(6本 /cm)

の 回転ナデ

Dナデ

灰色

青灰色

密

◎

1169 血
口径 (144)

力鳥拝≡  43
段をもち開く口縁部。端部は丸い。
1条の凹線。径 1 4cmの 円孔。 回転ナデ

⑩ 回転ナデ
◎マメツ

黒灰色

灰帽色

石・長(1～ 3)

◎
E4区

1170 配
胴部径 96
カ篤F慧  127

扇球形の小さな月日部。頸部は細く口
縁部は外反する。 曇緻 リ

◎回転ナデ
①回転ナデ

→工具

『

痕

青灰色

青灰色

密'長 (1～ 5)

◎

血
胴部径 90
残高  7.6

肩の張る小さな胴部。径 1 5cmの 円
子し。

⑩ 回転ナデ

o回転ヘラケズI

回転ナデ
青灰色

青灰色

密

◎

]12区
lH付 着

1172 亀
lΠ 部径 103
残高 116 扁球形の胴部に外反する口縁部。

③ 回転ナデ

o回転ヘラケズリ回転ナデ
灰黒色

灰黒色

長 (1～ 3)

◎
「 6区

配
1同部径 84
カ篤拝三  65

細い顕部に小さな胴部の中位 に凹
線3条と幅広の刺突文を施す。 回転ナデ

⑩回転ナデ
oナデ

暗青灰色

青灰色

密

◎
F4区

1174 阻 残高  4.1 外傾する日縁部は段をもつ e 回転ナデ 回転ナデ
黒灰色

灰白色

長 (1～ 4)

◎
F13区

横 瓶 唯雌
12_0
331
240

外反して屈曲する短い口頸部。
日縁外面にナデによる凹線。

③ 回転ナデ
f・l rDヵ キロ
め 平行タタキ

◎回転ナデ
⑩円弧タタキ

青灰色

黒青灰色

密.長
(1～ 3)

◎

F4区
G13'15区

H15区

提 瓶
扁羞ち&:′

100
残 高 15_1

外反して屈曲する短い口顕部。
端部はナデにより凹み丸い。

Θ 回転ナデ
⑪カキロ

◎回転ナデ
⑪円弧タタキ

灰褐色

灰色

長 (2)
◎

SRl①層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(4)
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

堤 瓶 残 高 カギ状の短い把手。 カキロ 回転ナデ
灰色

青灰色

密

◎
F4区

瓶

口径 (94)
残高 50

外傾する口縁部の端部は細く丸い

外面に凸線1条。 回転ナデ 回転ナデ
黒灰色

黒灰色

長 (2)
◎

F13区

器 台
口径 (390)

残高 3.5
外反する日縁部。凸線 2条と波状文
を施す。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎
F7区

器 台
底径 (260)

残高 125

脚 言巨。2条 1組し9凸線 を3ケ Pll。 10条
の波 状 文 を4ケ所 。三 角 形 の透 かし
が6方向3段残 る。

カキロ 回転ナデ
青灰色

青灰色

長 (1～ 4)

◎
G14区

器 台
底径 (232)

残高 38
脚部の小片。2条の凸線と波状文を
施す。 回転ナデ 回転ナデ

灰白色

灰褐色

長 (1～ 2)

◎
F6区

壷 残 高
丸い底部。胴部は粘土巻上げ痕が

顕著で凸凹している。口縁部欠。

Dヨコナデ

の ナデ

ナデ

指頭痕

赤橙色

浅赤橙色

・２ナ

。金勲
範
◎

卜
褐 D13区

壺
底径 30
残高 66

手捏風で外面に凸凹がある。

ヨコナデ
ナデ
指おさえ

ヨコナテ
ナデ
指おさえ

乳褐色

乳灰褐色

石`長 (1～ 2)

赤
・

金

◎

F5区
赤色顔料

鉢
口径 (124)

残高 4,1
「く」の字状の日縁。端部は丸い
器壁が薄い。

∋ヨコナデ
Dヨヨナデ→
工具痕

⊂Dナデ
⑩ ヨコナデ
ミガキ

橙灰褐色

橙灰褐色

密

◎
E13区

高 郵
底径 92
残高 83

中実の柱部は面取をし8角柱状であ
る。

マメノ` マメツ
乳橙色

乳白橙色

く

金

◎

石 F5区
赤色顔料

1186 高 邦 残高 99 中実の柱部は面取をしている。
ミガキ

面取り痕
ケズリ

橙黄褐色

橙黄褐色

石 長 (1～ 2)

金
◎

F6区

高 lTh 残高 中実の柱部は面取をしている。
マメツ

面取り痕
マメツ

橙黄色

橙黄色

長(1～ 2)砂

◎
F5区

1188 高 イ 残 高 中実の柱部。 不 明 ナデ
乳黄色

乳橙色

石・長 (1)
赤
〇

1189 甑 残 高 55 内湾する把手の上部に溝あり。
ケア
指おさえ
ナデ→ハケ(6～7本/cm)

ナ デ
培灰褐色

培褐色

石 長 (1～ 2)

金
◎

F13区

1190
製 塩

土 器
残 高 直立する胴部。 タタキ

ナデ

指おさえ

乳貢灰褐色

褐色

石・長(1～ 2)

◎
F13区

甕 残高 39 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
乳赤自色

予L黄色

石 ・ 長  (1)

赤
・ 金

∩
F6区

1192 甕 残高 34 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
黄灰褐色

黄橙褐色

長 (1～ 2)

◎
F5区

1193 甕 残高 30 軟質土器の胴部片。 斜格子タタキ 平行タタキ→ナデ
乳黄橙色

乳黄橙色

長

赤

∩

石

F6区

甕 残高 2.3 軟質土器の胴部片。 斜格子タタキ ナデ
灰黄褐色

黄橙褐色

長 (1～ 2)

◎
F6区

1195 甕 残高 28 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
灰橙褐色

橙灰色

密

◎
E4区

1196
フイゴ

羽 口

丁弓早由
欠豆革由
了し荏≧

小片。器面に鉄 ,宰が付着している。 不 明 不 明
黒褐色

乳橙色

長 (1～ 2)

◎

E3区
F4区

1197
フイゴ

羽 口

長軸
欠豆車由
了しぞ至

小片。内面に線状痕が有る。 不 明 不 明
灰白色

乳黄色

石・長 (1)

◎
F4区

1198 土 錘

√≧車由  92
匁E草由  37
子L径 18～ 19

外面 に粘 土 をにぎりしめて成 形 した

指形 が見られる。
中申の大即 品かハ

ナデ

手旨おさえ
ナデ

乳赤白色

乳赤白色

石 `長 (1～ 2)

赤
・

金

◎

1199 土 錘

√≧車山  46
匁豆車由  32
子L4垂 10～ 12

中空の大型品か。
ナデ

ハクリ

乳灰褐色

灰褐色

石.長
(1～ 2).角

◎

F6区
黒 斑

1200 土 錘
f≧車由  55

央E車山  29 紐をかイする扶り有り。
ナデ

指おさえ
褐色

石・長 (1～ 2)

金
◎

E13区

分銅型

土製品

軸
軸
厚

長
短
器

完形品。小型の長方形を指おさえに
よりくびれ部を作り出す。

ナデ

指おさえ
乳灰白色

石
・

長  (1)

赤
◎

F6区

SRl①層出土遺物観察表 土製品

船ヶ谷遺跡4次調査

(5)
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調   整 (外画)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備 考 図版

外 面 内 面

壷
口径 (84)
残高 91

長頸壷の口縁部片。端部は先細り
する。8～10条の沈線文を4ケ所に施
す。

◎ ナデ

C)ハケ→ミガキ

Dマメツ

Эナデ

淡貢褐色

淡黄白色

石・長(1～ 2)

◎

甕
口径 (150)

残高 40
屈曲して外反する口縁部。山陰系。 ヨヨナデ

Эヨコナデ

⑦ケズリ

淡茶色

淡灰黄色

石'長 (1～ 2)

◎

表13 SRl①層出土遺物観察表 石製品

SRl①層出土遺物観察表 土製品

表17 SRl―SD3出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(6)

番 号 器 種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 最大厚(cm) 重さ(g)

ス ク レ イ パ ー サ ヌ カ イ ト 11720 F13区
石 錘 7E 形 緑 色 片 岩 144.00 F12区
石 棒 緑 色 片 岩 E15区
敲 石 万 形 12,4 F5区
敲 石 F7区

1209 磨 石 形 347.00 F5区
砥 石 220.00 F5区

石 安 山 岩 518.00 F5区
1212 残 核 形 緑 色 片 岩 27100 F7区
1213 石 核 7E 形 サ ヌ カ イ ト 39.661 F6区

素 材 チ ャ ー ト 14653 F4区
石   庖  丁 緑 色 片 岩 14

両 刃 石 斧 316.00
C13区

両 刃 石 斧 緑 色 片 岩 12.2 F6区
扁平 片 刃石 斧 結 晶 片 岩 11608 F7区
扁平片刃石斧 ? 緑 色 片 岩 23442 F4区
柱 状 片 刃石 斧 緑 色 片 岩 246.36 F6区

221 紡  錘  車 万 形 滑 石 (径 ) 穴径)07 31.064 F3区
222 勾 玉 形 滑 石 17.421 D13区

表14 SKl出 土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

〓笠
胴部径 48.4

残高 210

胴部と口縁部を分ける頸吉印こ段をもち、
日縁部は内傾する。底部は打ち欠
モヽている^

ミガキ マメツ
辛L白黄色

乳白黄色

色 '長 1～ 3

黒斑

表15 SK10出 土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

1224 蓋
底径 (39,2)

残高 24,7

鉢の転用品。口縁部はゆるやかに
外上方に折曲げ、端部は「コ」の字
状に丸味をもつ。

ミガキ ミガキ
影L橙色

乳橙色

百・長(1～ 3)

金・赤
◎

1225 壷
底径 (13.6)

残高 67.3

内傾する頸部に1条の沈線文。胴部
に3条の沈線文を施す。

ミガキ ガキ
乳橙色

乳橙色

占・長 (1～ 5)

金
の

表16 SRl―SDl出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

1226 甕
底径 (39)
残高 26

上げ底の小さな底部。 マメツ マメツ
乳白色

乳白色

石・長(1～ 4)

◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外画)

色調
(内 面〕

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

1227 寮
口径 (24.6)

残高 38
口縁 部 ははがれ ている。日縁 下 部
に沈線 文が10条残 る。

ナ デ ナデ
乳橙色

予L橙色

石・長(1～ 4)

◎
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船ヶ谷遺跡4次調査

SRl― SD3出土遺物観察表 上製品 (2)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

1228 甕
径

高

底

残

5.0

7.3
上げ底。

⑪ミガキ

○ナデ
マメツ

色

色

橙

褐

乳

乳

石・長(1～ 5)

◎

壺 残高 6.8
なで肩の胴部。外面に刺突文を1条

施す。 不 明
絞り痕

ナデ

乳白色

乳灰白色

々即赤
ω

壷 残高 71 外反
‐
チるE]労尿吉卜。頸部 1こ貝占付 1)凸

帯が1条城る。
ナデ ナ デ

乳自色

乳白色

石。長(1～ 2)

角・赤
◎

1231 一宝 残高 3.8
頸部片。外面に沈線文と刺突文を
施す。

ハケ→ナデ ナデ
乳白黄色

乳白黄色

石 長(1～2)

◎

表18 SKll出 土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

1232 〓笠
底径 (6.0)

残高 5.2
平底。

⑪ミガキ

〇ナデ
ミガキ

掲色

乳赤橙色

石・長(1～ 3)

◎

1233 鉢 残高 1,9 水平に短く折り曲げる口縁部。 マメツ マメツ
乳黄橙色

乳白色

石 。長 (1
赤
◎

表19 SRl― SD2出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面Ⅲ

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

1234 壷
口径 (17.6)

残高 2.8
外傾する口縁部の小片。日端面に
キザミロを施す。

ナデ ナデ
乳白色

乳白色

世・勺
.長

(1～ Zザ

赤
◎

1235 重
口径 (16.4)

残高 39
外反する口縁部。日端面に沈線文 1

条を施す。

⑩ ヨコナデ

◎マメツ

⑪ ヨヨナデ

Θマメツ

乳白色

乳白色

FH・ 長 (1～ 4

金
の

壺 残高 25
口縁部の小片。外面に沈線文を施
す。

マメツ マメツ
乳黄色

乳黄色

長 (3)
◎

表20 SK9出 土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調   整

色調

(外面)

(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

1237 甕 残高 2.5 頸部外面に櫛描きによる波状文を1

条施す。
ハケ(6本/cm)

ナデ

指頭痕

乳灰黄色

暗灰黒色

石・長(1～ 5)

◎

甕
底径 (

残高
平底。

⑩タタキ→ハケ
(■本/cln)

Qiタタキ

ハケ

ナデ

茶褐色

茶褐色

石。長(1～3)

◎

壺
径

高

底

残

55
21.9

平底の底部より内湾しながら立ち上
がる月同部。

⑪ハケ→ヘラミ舛

⑥指おさえ

延Dヘラケズリ
⑮ ナデ

指雨痛

乎L黄橙色

乳責色

石。長(1～ 5)

◎
黒 斑

壷 残 高
肩部小片 。外面 に櫛描 き沈線文と

竹管状の工具による刺突文を施す。
施文 ナデ

子L灰白色

灰白色

百。長 (1～2

赤
◎

高 邪 残高
直立する柱部。円孔を4方向、2段に
施す。

Q⊃ ヨヨナデ
マメツ

⑮ ハケ→ミガキ蠍
乳黄赤色

乳黄灰色

石・長(1～ 3)

◎
黒 斑

表21 SK4出 土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面Ⅲ

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

1242 甕 残高 26 外反する日縁部。端部は丸味をもつ。 ヨコナデ ナデ
乳自色

乳白色

石・長(1～ 3)

◎

董
口径 (16.2)

残高 3.6
大きく外反する日縁部。端部は肥厚
され端面は凹む。

ハケ→ヨコナデ

ハケ(10本 /cm)

砂 ヨコナデ

9ナデ

乳黄色

乳白色

石。長(1～ 3)

◎

壷
径

高

底

残

35
8.0

丸味をもつ/Jヽ さな平底。 ′サ但～5本/cm) ナデ
乳黄色

灰褐色

有
.長・角 (1～5)

赤
Fon

黒 斑

董 残 高
複合口縁壷の拡張部。外面に沈線
文と波状文を施す。

陀文
指頭痕

ナデ

色

色

自

白

乳

乳

匂・兵(1～ Zリ

赤
◎

高 邦 残高 15 邪底部。 ナデ ナデ
色

色

黄

白

乳

乳

角・長・角 (1

金 。赤
◎

高 邪 残高 73 脚部。円形 (径 1 5cm)透 かしを4方
向に施す。

ナデ

ミガキーナデ

Dマメツ
の 絞り痕
め ナデ

色

色

橙

橙

乳

乳

石・長(1～ 3)

◎
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表22 SK4出 土遺物観察表 石製品

表23 SK18出 土遺物観察表 土製品

表24 SK7出土遺物観察表 土製品

表25 SK7出土遺物観察表 石製品

表26 SK7出土遺物観察表 木製品

表27 SK15出 土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

番 号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 邑大厚(cm) 重さ(g)

磨 石 7E 形 30,719

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(肉面Ⅲ

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

壷
径

高

底

残

73
129

平底 。

延Dブ サ硝本/cm
⑮ ミガキ
∩ナデ

ケズリ
乳黄灰色

乳黄色

匈 '長 1～ 5)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
r肉面〕

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

1250 壺
口径 (11.4)

残高 49
直線的に伸びる日縁部は端部手前
でタト反する。日端部は先細りする。

ψ ヨコナデ
Эノサ(6本 /cm)→
ミガキ

③ ヨコナデ

Dハケ(6本 cm)

乳自色

乳貢色

石'長 (1)・ 赤

◎

壼
口径 (120)

残高 48

直繰的に1申 びる口豚部は端部手前
で外傾する。口端部は指おさえによ
り外方イ朝巴厚さす。

ψ 指おさえ
Э指おさえ、ナデ
ノサ9～ 9本 /cm)

|デ→ハケ(`～ 9本/cm)

階頭痕

乳黄色

乳黄色

晉・右'長 (1～ 3)

赤
の

壷
口径 (17.1)

残高 4,9
「く」の字状の複合口縁。日端部は
平坦な面をもつ。

⑭ ヨコナデ
②ハケ→ナデ
霊D′サ6本 /cm)

CDハケ→ナデ

電王)ハケ(6本/cm)

乳黄色

乎L黄色

石。長(1～ 3)

◎
黒 斑

1253 甕

口径 (18.0)

残高 3.9
外傾する口縁部。 ヨヨナデ マメツ

乎L赤色

乳灰白色

角 長 (1～ 2

赤
◎

番 号 器 種 践 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 最大厚(cm) 重さ(g)

1254 磨 石
"

形 結 晶 片 岩 32021

ム
ロ 石 ほ イゴ完 形 結 晶 片 岩 16.2 15.5 2,350.00

番 号 器 種 遺存状態 樹 種
法  量

木 取 り 備  考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 直径 (cm)

ツE   よ   け ほぼ完形
コ ナ ラ 属
アカガシRF属 25,1

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

甕
口径 (17.2)

残高 15,0
外傾する日縁部に肩の張らない胴部。
日端部は先細りでシャープな作り。

馘 ナデ

弓岬
① ナデ
〇 ′サ(6～ 8本/c耐

指頭痕

乳白色

乳黄色

石・長(1～ 4)

◎
雲 斑

1258 甕
口径 (15,7)

残高 80
外反する日縁部の端部はわずかに
凹む。

фDヨコナデ
⊃堂娑攀

/m) 誤員蕊 デミ
◎
亀轟

予L褐色

乳褐色

伯・長 (1～ 2)

金
◎

1259 甕
底径 (27)
残高 4.9

丸味をもつ平底。

リハケ中～心不/Cm)

D指おさえ
ナデ

υハケ

“

本/cm)
③指おさえ
ナデ

灰褐色

暗黒帽色

石・長 (1～ 2)

金
◎

煤付着

1260 甕
底径 49
残高 3.8

平底。
リ ア`ケ(6～ b小/cm)

Эハケ→ナデ
ハケ(7本 /cm)

⑦ケズリ

Dナデ

乳黄茶色

乳黄茶色

百・長 (1～ 2)

金
◎

黒 斑

甕
底径 3.3

残高 28
/」 さヽお「≦子漉霊。

Dタタキ

Dナデ
ハケ(7本/cm)

乳黄色

乳黄色

石 長(1～ 6)

◎

1262 壷
口径 (144)

残高 39
外反する日縁部の端部は丸い。

ひ ヨコナデ
9ハケ他～5本/cm)
→ヨコナデ

Φ ハケ→ナデ

Э
'サ

は～5本 /cln)

色

色

黄

黄

乳

乳

長 (1～ 2)
赤
◎

壷 残高 2.8
頸部に斜格子文を施した凸帯を1条
貝占イ寸1)る 。

ハケ(5本/cm)
ハケ(5～ 7本/cm)

ハケー指頭痕

乳黄色

子L黄色

石・長 (1～ 2

金
t/OD

壼
径

高

底

残

5,1

5,9
丸味をもつ平底。

Dタタキ→ハケ
(7～9本/cm)

◎ナデ

υハケψ～1林 /cm)

Эハケ→指頭痕ナデ
指頭度・ナデ

黒灰色

乳黄色

百'長 (1～ 3)

金・赤
◎

黒 斑

1265 壷
底径 (4.6)

残高 25
平底。

Dミガキ

Dナデ
ナデ

乳黄色

乳白色

石・長 (1～ 3)

赤
◎

鉢
口径 (176)

残高 22
外反する口縁部の端部は「コ」の字
状である。

⑩ ナデ
③ハケ→ナデ

,サ 0～ lo本/cln)

9ノサ住0本/m)
Эナデ

乳橙褐色

乳橙褐色 旺金．赤◎

伯

鉢
径

高

口

器

131

6.2
直口口縁。日端部はわずかに凹む。

ガ
持

タタキ↓ ヘラ状

”

Ｏ
⑦

Э ハケ(6～ 7本/cm)
乳自色

乳黄色

匿'右・長 (1

赤
の

黒 斑
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SK15出 土遺物観察表 土製品

表23 SK13出 土遺物観察表 土製品

船ヶ谷遺跡4次調査

(2)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

鉢
口 径 (192)

残 高   44
直 口口縁 。日端部は外方向に面を
もつ。

Oナデ
⑪ ハケ→ヨヨナデ

ハケ(5本/cm)

① ナデ
延)ハケ(4～ 6本/cm)

―ミガキ

乳責色

乳白橙色

石,長
(1～ 3)

◎

鉢
口径 (109)

残高  26
直口口縁。日端部はやや内傾しわ
ずかに凹む。

○ヨコナデ
⑩ハケ→ヨコナデ

ハイr父～11大 /企淵Ⅲ

〇 ヨコナデ
⑩ ハケ→ヨヨナデ

ハケ(10六 /cm)

褐色

褐色

石・長(1～ 2)

◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

1270 甕
日径 187

残高  77
外反する口縁部の端部は外方向に

面をもつ。
⊃ ヨコナデ

F)ハケ

“

～5ホ/cm)

め ヨコナ デ

こ)ハケ(4本/cm)
ナデ→ハケ

黒色

乳黄色

石.長
(1～ 4)

◎
煤付着

1271 甕

口径 (166)

残高  79
口縁部は外傾し月同部は張り出さない。
口端部は外方向に肥厚される。 思予動

C)かケ(3～ 4本/cm)

延)ハケ(3～ 4本/cm)
→ナデ

褐色

乳黄色

石・長(1～ 5)

◎

1272 斐
口 4垂 (138)

残高 78
外イ頃する日縁部の端部は丸味をお
びる。

U漕ヨナデ
Θ ハケ→ナデ
⑪ マメツ

⑩ ヨコナデ
C)ハケ(11本 /cm)
① ケズリ

橙褐色

乳橙褐色

石,長
(1～ 4)

金
ω

1273 甕
口径 (170)

力鳥幸悪  52
外傾する口縁部の端部は丸くおさめ
る。

め ヨコナデ
C)ハケ(4～ 5木/cm)

一 ヨコナデ
⊂)ハケ(4～ 5本/cm)

Θハケ→ヨコナデ

⑪′ウは～5本/m)

乳白色

乳白色

石・長(1～ 3)

と金ま・ 振若代

の

甕
ロイ垂(214)

残高  42
外傾する口縁部の端部は月巴厚する。

け ヨコナ デ
① 子旨お さえ

ハケ(5～ 6本/cm)
コ コ ナ デ

_Iヨコナデ

Oハケ(5～ 6本/cm)

乳黄色

乳黄色

石。長 (1～ 4)

金
◎

黒 斑

1275 甕
口径 (152)

残高  4,7

頸言躊内面 に明瞭な稜をもち外傾 す
る口縁部。端部は外方向に平坦面
をもつ。

の ココナデ

忍棚靭やハケ(6～ ■本/m)
黒灰色

乳白色

百。長 (1～ 5)

金
◎

煤付着

1276 甕
口径 (176)

残 高  43
外反する日縁部。

⑩ ヨコナデ
日:)ハケ(5～ 6本/cm)

ハケ(5～ 7本 /cm)
淡茶褐色

赤褐色

一則
金
◎

日

1277 甕
口径 (198)

残高   43
口縁端部は外方向に面をもつ。

⑩ ナデ

奄)ハケ(6～ 8本/cm)

ハケ(7本/cm)
ナデ

乳灰黄色

予し黄色

百・長 (1～ 2)

金
イ∩

1278 甕
口径 (153)

残高 24
外反する日縁部。端部は面をもちや
や凹む。

廼泊コナデ
O指頭痕

ハケ(11～ 15本 /cm)

⑭ ヨコナデ

Oハケ(10本 /cm)
→ ヨコナデ

乳褐色

乳褐色

百,長
(1～ 2)

◎
煤付着

1279 甕
底径 31
残高 180

小 さな平底 からゆるやかに立 ち上 が

る月同音F。

延)ハケ(5～ 7本/cm)

①ナデ

σ ハケーナデ
⑮ ナデ

指頭痕

乳黄色

乳黄灰色

百。長 (1～ 2

金
∩

物

差

探
化聖灰

什

甕
底径 31
カ篤帯子 196

わずかに段をもつ小さな平底からゆ
るやかに立ち上がる月日部。

の
経あ形涌

の ハケ(8～ 12本/en)
⑪ハケ0■3水/cm)

〇ナデ

乳貢灰色

乳黄色

缶'長 (1～ 5

赤
命

煤付着

1281 甕
底径 ( 30)

残高 71
/Jヽ さ軒 症乱 の ハケ(6本/cm) ナデ

指頭痕

乳黄色

乳黄色

石.長
(1～ 3)

◎
黒 斑

1282 甕
症言ぞ≧( 24)

残 高  53
丸味をもつガヽさな底部。 タタキ

Q♪ ハケ(3本 /cna)

→ナデ
∩ ナデ

乳灰黄色

黒灰褐色

tl・ 長 (1～ 6)

金
の

1283 壼

口径 (115)
底径 (44)
じ雪菖 食,o

丸 味 をもつ 半 医 のほ ヨ
`に

やや長 め
の胴 部 に内湾 気 味 に直 線 的 に立 ち
上 がる短 い口縁部 。

UDヨ コナ テ

議笠母/Cn

(一部 アヽケ)

Ш♪ハケ0～1鉢 /cnl)

ヨコナデ
Qナデ

培褐色

1音褐色

百・長 (1～ 3)

金
ω

黒 斑

1284 壼
口径 (164)

残高 281
肩の張る胴部に直線的に立ち上が

り端部手前で外反する国縁部をもつ。

∪ ハケ(8不/Cm)
一 ヨコナ デ

⑪ タタキ→ハケ
(■～15本 /cm)

⇒ガ抑

づ

⊃

Ｄ

乳白色

乳白色

石・長 (1～ 3)

I`ii::・ ァラ
'Iく

(

a
黒 斑

1285 壷
口径 (170)

残高   29
外 反す る日縁 部 。 ハケ→ヨヨナデ ハケ→ヨコすテ

乳白色

乳白色

石・長 (1)

◎

1286 壷
日径 (174)

残高   59
わずかに外反する日縁部。

U)ヨ ヨナデ
〇 ナデ

ハケ6～ 15本/m)

⊃ヨコナデ~lハ
ケ(6～ 9ホ/cm)

灰褐色

灰褐色

石,長
(1～ 2)

金
◎

1287 士霊
ロイ玉(12.0)

残高 42
直立する口縁部の端部は水平な面
をもつ。

ハケは～10本 /c14)

→ヨヨナデ

Oハケ(7～ 8ホ/cm)

一 ヨコナデ
④ ハケ

乳橙褐色

乎L褐色

百・長 (1～ 3)

金
/― j

壷
日径 (122)

残高 84 直線的に伸びる長い日縁部。
⑩泊コナデ

oハケ→ミガキ

pハケ→ヨコナデ
③ハケ→ヨヨナデ

ハケ(9～ 10木 /em)

辛L黄色

乳黄灰白色

石・長 (1～ 5

赤
◎

1289 壺 残 高 133
頸部から肩部はなだらかな曲線を描
く。

ミガキ

Θナデ
⑩指頭痕

ナデ上げ

¥L黄色

乳黄色

石・長(1～ 3)

◎
黒 斑

1290 笙 残高 57
頸部 に1条の貼付凸帯を施し櫛状
工具による斜格子文を施す。

ハケ(4～ 5本 /cm) ケヽ(5～ 7本 /cm)
乳黄褐色

暗褐灰色

石・長 (1～ 3

金
◎

霊 残高 20
口瑞部を上下に拡張し端面に波状
文を施す。

ヨコナデ ヨコナデ
乳橙色

▼L黄色

石・長 (1～ 2

赤
イ∩
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

燒
備考 図版

外  面 内 面

士笠
口径 (135)

力鳥稽憲  5_9
「くJの字状に短く伸びる複合口縁壷。

麺瀬コナデ
匡)ハケ(8本/cm)

→ナデ

① ハケーナデ
Dズず弓本/c耐
① ナデ

乳黄色

乳黄色

石・長 (1～ 3)

金
∩

1293 壷
口径 (100)

残高 114 球形の月同部に短く内湾する口縁部。
◎ ヨコナデ
延)ハケ(5～ 6ホ/cm)

→ナデ

Oヨコナデ
短)ハケ(5～ 6本/cm)

板ll工員によるナブ

赤橙色

子L灰白色

石・長 (1～ 5)

玉金ま
す

煽茜R

O
煤付着

笠 死篤信吾  24
口縁部小片。日端面上下に貝殻に
よるキザミロ文を施す。

ヨコナデ
ナデ
ハケ

ヨコナデ
乳黄色

乳黄茶色

石・長(1～ 2)

◎

壺 残 高  21
複合 口縁壷 。日縁部小片。外面に

波可犬文を施す。 比文 ハ ケ

乳白色

乎し自色

石 長 (1～ 3)

金
◎

1296 笠 力埓
=子

  22 肩部小片。貝殻による弧文を施す。 ハケ(6本/cm) 不 明
子L黄色

予L黄色

石。長(1～ 2)

◎

1297 士霊
鷹邑4塁 ( 46)

ア篤拝三 229
わずかに突出する平底。胴部はゆる
やかに立ち上がる。

ハケ(4～5本 /clal)

→ミガキ
ハケ(4～ 5本/cm)

乳褐 色

黒灰褐色

石・長(1～ 4)

◎
黒 斑

壷
底径  72
坊篤拝毒  92

丸味のある底 部 。

QDタタキーノヽケ

⑮箔雲髯
Cm)

延)ハケ(5～ 7本/cm)

⑮堀雰
痕 褐色

褐色

石,長
(1～ 4)

◎
黒 斑

霊

底 径 ( 82)

残 高  80
やや上げ底気味の底部。大きく開ヽ
て立ち上がる胴部。

ハケ(15本 /cm)
→ミガキ

砲υハケ(10～ 11本 /cm)

⑮ ハДЮ」跡/c耐

→ナデ

乳白色

乳黄色

石。長(1～ 5)

◎

1300 壺
底 径  83
残 高  80

丸味のある底部。大きく開いて立ち
上がる月同吉F。

延)ハケ(6ホ /cm)
〇ナデ

延♪′ヽケ(9～ 10本 /cm)

① ハケーナデ
1旨 II百】ギ急

乳茶色

予L灰色

石,長
(1～ 4)

◎
黒 斑

鉢
口径 (356)

冴篤信3  56
頸部内面に明瞭な稜をもち、強く外
反する日縁部。

⊃ ナデ
R llハ ケ(5～ 7本/cm)

ハケ(3～ 5本/cm)
予L黄色

乳黄橙色

石 '長 (1～ 2)

赤
(5

鉢
ロイ垂(266)

力烏に三  86

外反する日縁部 。顕 部に貼付け凸
帯を施しハケエ具による斜格子目文
を施す。

Oハ ケ(6本 /cm)
→ ヨコナ デ

ω ハケ(6本 /cm)

鮭♪ハケ(5～ 6本/cm)

ヨコナデ
⑪ ハケは～6本/cm)

乳黄褐色

了L黄褐色

伯。長 (1～ 2)

金・赤
ω

鉢 残 高 外反する日縁部をもつ。 ハケ(6～8本/cm)

① ハクリ
〇 ハケーミガキ
⑩ ハケ怖～7本/m)

了し黄色

辛L黄色

石・長 (1～ 2)

金
ω

鉢 残 高   68
頸部に斜格子文を施した凸帯を1条

貝占イ寸イする。
◎ヨコナデ
⑩ハケ(6～ 8本/cm)

④ナデ
延)ハケ(7～ 8本/cm)

乳黄色

乳貢色

石.長
(1～ 3)

◎

鉢
口径 (201)

残高 51
外反する口縁部の端部は丸味をお
びる。

⑨滑コナデ
Oハケ→ナデ
⑩ミガキ

○ ヨコナデ
⑩ ミガキ

乳茶色

乳褐色

石,長
(1～ 3)

◎

鉢
口径 (198)

力埓干き  34
短く外反する口縁部。

①′サ(6本/cm)
→ヨコナデ

⑩ハケ→ミガキ
ミガキ

乳褐色

子L黄灰色

石 。長 (1
赤
ω

鉢
顕部径(11_0)

力埓澪慧  6.2
外反する日縁部は長帝

◎ハケ(6本 /cm)
→ミガキ

⑩′サ

“

～7本/cm)

①ハケ→ヨヨナデ
⑪ハケ

乳黄色

乳灰白色

石.長
(1～ 3)

◎
赤色塗彩

1308 鉢
頸部径(120)

力篤千き  5.5
外反する日縁部。

①ミガキ
⑩ミガキ→ナデ ミガキ

乳黄色

乳色

石。長 (1～ 5)

金
◎

1309 鉢 残高 4.7 頸部の屈曲が弱い外反口縁。 ケヽ(8～9本 /cm)

①ハケ(8本 /cm)
延)ハケ(8～ 9本/cm)

→ナデ

乳灰白色

乳灰白色

日。長(1～ 2)

◎

1310 鉢
ロイ垂(234)

残高  64
直口口縁。端吉口まわず力Wこ内傾するc

Θ ヨコナデ
⑩ ミガキ

ハケーミガキ

◎ヨコナデ
⑩ハケ→ミガキ

乳黄色

乳黄色

石・長(1～ 2)

◎
黒 斑

鉢
口径 (210)

残高 7.4
直口口縁。

ハケ(4～ 5本/cm)
→ナデ

ハケ(4～ 6本/cm)
→ミガキ

乳褐色

乳褐色

百・長 (1～ 2)

金
◎

1312 鉢
ロイ垂(240)

力篤干3  3_2
直口口縁。口端面は内傾する。

◎ヨコナデ
延)ハケ(10本 /cm)

◎ヨコナデ
⑩ハケ→ミガキ

乳灰帽色

灰褐色

石.長 ,角
(1～ 2)

◎

1313 鉢
口径 (183)

器高  93
丸味のある底部。口縁部は短くわず
かに外反する。

Θ ナデ
⑪ タタキ→ハケ

イハ～9大 /βmⅢ

ハケ(5～ 8本/cm)
乳褐色

乳褐色

百・長 (1～ 5)

金 ・
赤

∩
黒 斑

鉢
口径 (144)

残高  43 直口口縁。日端部は月巴厚さす。
⑤ヨコナデ
⑪タタキ

◎ヨコナデ
延)ハケ(5～ 6本/cm)

乳黄色

乳黄橙色

石。長(1～ 2)

◎

1315 鉢

口径
底 径
器 高

直口口縁。底部は丸味をもちわずか
に突出する。

口⊃ハケ(4～ 8本/cm)

①落轟
0)ハケ0～7ホ/m)
⑮ナデ

乎L白色

了L黄色

長 (1～ 4)

◎

1316 鉢
底 径  3_5

残 高   8,7
底音巨は子旨おさえイこより上 t劫罰犬である。

吐,マ メツ
唖⊃ハケ(4本 /t‐lll)

①僧窪謡筆
キ

σ ヘラ状工具に
よるケズリ

⑮ ナデ

赤褐色

乳黄褐色

石・長(1～ 3)

◎
黒 斑

SK13出 土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(2)
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調   整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内 面

鉢
底イ垂 42
残高  40 丸味をもち突出する底部。

⑪ナデ
①タタキーナデ

ナデ
ナ デ

乳黄色

黒茶色

石'長 (1～ 3)

○
煤付着

1318 鉢
涯ミぞ≧( 20)

テ篤拝三  3.5
小さく突出する底部。

⑪ハケ(7本/cm)

〇ナデ
ハケ(6本 /cal)

暗茶色

黒色

一即
金
ω

百

黒 斑

1319 鉢
底 径  13
残 高   35

尖底状に丸い底部。 ハケ(6～ 7本/cm)
延)ハケ(5～ 8本/cm)

〇毛孔痛
乳黄色

乳灰黄色

石・長 (1～4)

金
ω

煤付着

1320 鉢
底径 12
カ篤に三  29

小さく突出する底部。
⑩ハケ(8本/cm)

〇指頭痕
⑪′サ1本/clll)

①指頭痕

乳色

乳色

石・長 (1～2)

金
ω

鉢
底 径 ( 28)

残 高   34
丸底 。

延)ハケ(13本 /cm)

①ナデ

⑩ハケ
o指頭痕

ナデ

乳白色

乳灰白色

石。長 (1～ 2)

赤
の

1322 鉢 残 高   70
櫛描沈線文 (6条 1組 )2段 と竹管文
を3段に施す。

ミガキ
アヽケ ミガキ

暗褐色

黒褐色

石,長
(1～ 2)

◎

1323 高 lTN

底 径 (254)

残 高  16 大きく開く麟

'端

部片。
⑩ミガキ
園)ヨ コナデ

ハケ→ヨヨナデ
乳灰白色

乳白色

石・長 (1～3)

赤
ω

高 郭 刀賭儒憲 128 柱部。円孔を3段以上4方向に施す。 ミガキ
ナデ
絞り痕

乳白橙色

乳白橙色

石・長 (1～2)

赤
◎

1325 高 不 力篤下三 143 柱吉躊。円了しを3段に施す。
も ,ヽケ

ハケ→ナデ
の ハケ→ミガキ

極ベガキ
①絞り痕

ナデ

乳茶色

乳色

石・長 (1～3)

金
お

黒 斑

1326 甑 力篤拝三 148 頸部は弱い屈曲。 ハケ(5～ 7本 /cn4)

⑭ ハケ0～ 4本/m)
→ミガキ

の ケズi)

乳黄色

乳黄色

石・長 (1～ 3)

と金ゴ・ 蒻商ミ

イ6
煤付着

1327 支 脚
底径 (128)

残高  68
「ハJの字状に開く麟l部。

匝Dタタキ

°亀邑痕

α ケズリ

①奄亀痛
乳茶灰色

暗茶灰色

石'長 (1～ 2)

◎

1328 支 脚 残 高  46 角音E。

指 おさえ
ナデ
ハケ(6～ 9本 /clm)

乳灰白色
百。長(1～ 4)

◎

1329 甕
口径 (176)

力埓F憲   2.5

内湾気味に立ち上がる日縁部。日

端面は内傾する。
ヨコナデ ヨコナデ

乳橙色

乳橙色

石・長 (1)

◎
煤付着

1330 奏
口径 128

器高 272
球形の月同言躊から底部に直立気味に

内湾する日縁部の端音印よ丸味をもつ。

◎ ヨコナデ

籍タイタ予晏
◎ ヨコナデ
の ケズリ

黄褐色

黄褐色

石,長
(1～ 2)

◎
黒 斑

壷
I同 部径(98)
力篤拝三  8.2

球形の胴部。日縁部は直線 的に立
ち上がる。

⑪ マメツ

の ケズリ

③ ヨコナデ
⑭指頭痕→ナデ
めケズリ

乳灰白色

黒灰色

石・長(1～ 3)

◎

1332 高 邪
口径 (199)

残高  75
段をもち外上方に伸びる郵部。日端
部は先細りし丸い。

Oヨコナデ

0マメツ
Θ ヨコナデ
⑦ マメツ

乳白色

乳白色

石'長 (1～ 3)

◎

1333 高 邪
口径 (198)

残 高   54
不明瞭な稜をもち外上方に伸びる郭
言「。端部はナデにより面をもつ。

◎ ヨコナデ

① マメツ
○ヨコナデ
①ミガキ→ナデ

乳白色

乳白色

石。長 (1～ 3)

金
ω

高 郭
口径 (202)

残高 41
ITN部 。口端部は丸味をもつ。

◎ヨコナデ
①ハケ→ナデ

③ヨコナデ
①′サ

“

～休/cm)

乳黄色

乳黄色

石・長 (1～ 3)

金
ω

1335 高 邪
底径  98
カ篤拝三  6.8

脚吉F。 離「IE部で稜をもち短く開く。

デ
　
　
　
デ

⇒ノ、ヶガョコナ

め
の
〇

⑭絞り痕
〇ケズリ
Θヨコナデ

乳自色

乳自色

一則
金
ω

石

1336 壷
胴部径 8.7

残高  83
球形の月同部。ミニチュアか?

8手を争本/cln)

DDハケ(3本/cm)

◎ナデ
⑬指頭痕
⑪ ナデ・指頭痕

乳黄色

乳黄灰色

石・長 (1～ 3!

金
◎

黒 斑

ニヽチュア
口径 (78)
残 高   29

外傾する口縁部。日端部は丸味をも
つ 。

ヨコナデ ヨコナデ
乳灰褐色

乳灰褐色

石・長(1～ 2)

◎

ミニチュア
ロイ垂 5,9

号ξ拝子  78

頸部から口縁部 は指おさえで成形
する。日端部は尖り気味である。
手担土器ぅ

指おさえ
ナデ

旨おさえ→ヨコナデ
片デ上げ→ヨヨナデ

灰褐色

灰褐色

石・長 (1～ 4

金
◎

炭化骸

ミニチュア
ロイ壬 46
器高  54

口縁端部は尖り気味である。
手捏土器。

指おさえ
ナデ

指おさえ

ナデ

乳白色

乳白色

石。長 (1～ 3)

金
◎

炭化杉

ミニチュア
ロイ垂 5.2

器高  46 手捏土器。鉢形。
指おさえ
ナデ

指おさえ

ナデ

乳黄橙色

乳黄色

石・長 (1～2

金
◎

黒 斑

ミニチュア
ロイヱ 6.2

器高  37 平底。手握土器。鉢形。
指おさえ
ナデ

指おさえ
ナデ

乳白色

乳白色

石・長 (1～ 2

赤
∩

黒 lll

SK13出土遺物観察表 上製品

船ヶ谷遺跡4次調査
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
r内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

1342 ミニチェア
口径 (5,8)

器高 22
手担土器。鉢形。

指おさえ

ナデ

指おさえ

ナデ

乳白色

乳白色

石・長(1～2)

◎

表29 SK13出 土遺物観察表 石製品

出土遺物観察表

SK13出土遺物観察表 土製品

表30 SK13出土遺物観察表 木製品

表31 SK19出 土遺物観察表 土製品

表32 SK20出 土遺物観察表 土製品

(4)

番 号 器  種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 暉ヨ(cm) 融大厚(cm) 重さ(g)

敲 石 万 形 86500

石 鎌 結 晶 片 岩 41,211

砥 石 九 形 結 晶 片 岩 16.8 1,605,00

残 核 サ ヌ カ イ ト 54.259

残 核 サ ヌ カ イ ト 3560

番号 器 種 遺存状態 樹 種
法  量

木 取 り 備  考 図版
長さ(cm) 幅  (cm) 厚さ(cm) 直径 (cm)

鍬
コ ナ ラ 属
アカガシ亜属 11

鍬
コ ナ ラ 属
アカガシ市属 5,75

不  明 ラ瀾ナガコア

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

1351 壼
口径 (139)

残高 20
外反する日縁部の端部は「コ」の字
状に丸い。

⑩ ヨコナデ
Dナデ

謝雪口百屏慧

⑩ ヨコナデ

◎ハケ→ナデ

乳茶色

乳色

石・長 (1～2)

金
◎

1352 壼
口径 (15。 1)

残高 1.2

口縁部片。日端部強いナデにより凹
をす 。

ヨヨナデ ヨコナデ
色

色

褐

褐

乳

乳

石'長 (1～2)

◎

鉢
口径 (21.8)

残高 3,7
直口口縁。日端面は外傾する。 マメツ ナデ

乳黄色

乳黄色

石・長(1～ 2)

◎

鉢
口径 (14.0)

残高 4.0
短 く外反する日縁部 。口端部は丸
味をもつ。

9ヨコナデ
③ハケ→ナデ
0ハケ(4～5本 /cm)

9ヨコナデ
④ハケ→ナデ
0ハケ0～休/cm)

色

色

褐

褐

乳

乳

百・長 (1～ 2)

金
◎

1355 鉢
底径 (2.2)

残高 25
ボタン状に突出する底部。

⑦板状工具によるナデ

④ハケ→ナデ
ハケーミガキ

乳橙色

乳橙色

缶。長 (1～ 2)

金・赤
◎

1356 高 邪 残高 8,9 柱部。円孔を施す。
Эハケーナデ

Dハケ→ミガキ

つ ミガキ

紹兵子:ξ三オデ
乳橙褐色

乳褐色

44・ 長 1～ 3)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
r内面Ⅲ

土

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内 面

甕
口径 (20.0)

残高 10.5

外反する日縁部。日端部は強いナ
デにより下方に月巴,享さす。 Ⅷ

Dヨコナデ
⊃雪ζ与学章蓮鎗
の ハケ(5～ 6水 /cm

乳黄褐色

乳灰白色

44・ 長 (1～ 3)

金・赤
◎

1358 甕
口径 (137)

残高 26
外反する口縁部。日端部は「コ」の
字状である。

ハケ(7本 /cm)
便Dハケ絶本/cm)

◎ナデ

黄灰色

黄灰色

石,長
(1～ 2)

◎

甕
底径 37
残高 5.3

丸味をもつ平底。 ハケ(11本 /cm) ハケ→ケズリ
黄黒色

黒色

少・長(1～2)

◎

煤付着

黒 斑

甕
底径 3.9

残高 5.5
丸味をもつ平底。

υ ヨコナ デ

D婢]y尋
イこよる

ナデ
黒色

黒茶褐色

百・長(1～ 2)

◎
県付着

壷 残高 複合日縁壷。拡張部は剥離している。
ヨコナデ

ハケ(5本/cm)
ハケ(5本/cm)

色

色

褐

褐

黄

黄

石・長(1～ 2)

◎

1362 壷 残高 2.3 外反する日縁部の小片。 ナデ マメツ
淡黄褐色

淡黄褐色

石・長(1～ 2)

◎

1363 壷 残高 7.3 内傾する頸部に凸帯を1条貝占付ける。
ハケ(4本/cm)
ハケ→ミガキ

ハケ→ナデ

ハケ(4～ 5本/cm)

乳白色

乳黄色

缶'長 (1～2)

金
◎

高 邦

口径 (18.0)

残高 1.1
大きく開く口縁部。端部は拡張され
波状文を施す。

ハケ(10本/cm)→

ミガキ

⑪ ナデ

◎ハケ→ミガキ

黄茶褐色

黄茶褐色

長 (1～ 3)

◎
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番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

高 邪
鷹邑て玉(13.7)

,篤 拝3  22
「ハJの字状に開く脚裾部。

⑩ ハケ

“

本/cnl)
→ミガキ

編泊コナデ

廻)ハケ(7～ 8本/cm)

⑭ ヨコナデ
十 ギ

黄褐色土

黒黄褐色土

密

◎
黒 斑

高 邦 残 高   63 柱部。円形透かしが2段に残る。 ハケ→ ミガキ
ハケ(■本/cm)
ミガキ(マメツ)

予L黄色

乳白色

石・長 (1～ 3)

金
・

ウお代

◎

SK20出 土遺物観察表 上製品

船ヶ谷遺跡4次調査

(2)

表33 SK21出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調   整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

1367 甕
口径 (180)

残高  34
折り曲げ口縁。日縁下部にヘラ描沈

線が9条残る。
ナ デ

ナデ

指頭痕

黄灰褐色

黄茶褐色

砂・長(1～ 2)

◎

表34 SK6出土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調   整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

1368 甕
口径 (27.2)

力篤拝尋 120

肩の張らない胴部 。日縁 部 はわず
かに外反して立ち上がり端 部 は丸
味をもつ。

◎ハケ→ナデ
⑩タタキー

ハケ6本/cln)

◎ハクリ

⑪ナデ

乳黄橙色

乳黄橙色

酢 長 (1～ 2)

金
ω

1369 甕 残高 31 短く外反する口縁部。
ハケーナデ
ハケ(8本/cm)

ヨコナデ
暗褐色

暗褐色

石'長 (1～ 3)

◎

甕 残高 4.7
短く外反する口縁部。端部は「コ」
の字状に丸い。

マメツ マメツ
子L赤色

乳赤色

百・長(1～ 3)

◎

壷
口径 (18.2)

万鳥下尋  29
外反する日縁部の端部は拡張され

端面に斜格子文を施す。

ヨコナデ
ハケ(4本 /cln)

ヨコナデ
乳白色

乳白橙色

石・長(1～ 3)

◎

1372 壷 残高 1_9 複合口縁壷。 不 明 ナ デ
乳橙色

乳灰白色

長 (1～ 4)
と金

=。

赤

ω

1373 壺
底イ垂 68
カ篤下三 135

丸味をもつ底部から胴部。

⑩ ′サ 4-体 /cnl)

→ミガキ
∩ マメツ・ハクリ

ハケ(7本/cm)
→ナデ

乳黄橙色

乎L黄橙色

一勲
赤
ω

石

壷 残 高   38 底部。
タタキ→ナデ
ナデ

ハケ(7本/m)
乳黄色

灰褐色

石.長・角(1～4)

◎

1375 鉢
口径 (312)

残高 45
短く外反する日縁部。頸部内面に
稜をもつ。

① ヨコナデ
⑪ ハケ6本/cm)

→ナデ

∪ ヨコ ラ
「

テ

堂与笙
C。

⑩ ハケ(3本 /cm)

暗褐色

黄灰色

石'長 (1～ 3)

◎
墨 斑

鉢
径

高

底

残
底部がやや突出する。

ハケ(10本 /cm)
→ナデ
ナデ

ハケ(7本/cm)
→ナデ

乳橙色

黒灰色

石・長(1～ 3)

◎

1377 鉢
底 径 123
残 高   8.2

短く「ハ」の状に開く台部。端部は「コ」
の字状に丸い。

唖Dハケ(5本/cm)

8暑彗撃
デ

マ メツ
褐色

乳赤色

石,長 (1～ 4)

◎
黒 斑

支 脚

径

径

言

口

底

器

中実。やや凹みがある底部。受部は

中央部が凹んでいる。
指おさえ
→指ナデ

乳橙色
石・長(1～ 2)

◎

支 脚
底イ垂 107
号滸拝慧 142

角部をもつ。上部の穿孔は上部から

下部に向かって貫通さす。
指頭痕
タタキ

指頭痕
ナデ

子し黄色

子し黄色

石・長 (1～ 5

赤
◎

鉢
口径 (132)

残高 35

わずかに内湾気味に立ち上がる日
縁部。端部は面をもち「コ」の字状に
丸モ`。

ヨコナデ
ハケ→ヨコナデ

ヨコナデ
子L橙色

子L橙色

石,長
(1～ 2)

◎

不 身
口径 (117)

残高 2.9
受吉躊は短く水平に伸び、立ち」二がり
は外反気味に内傾する。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

表35 SK8出土遺 口
則

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

1382 甕

ロイ垂(16_2)

力烏市霊  54
外反する日縁部の端部は面をもつ。
器壁は薄い (2mm)。

◎ヨコナデ
⑩′サ|～膵/crl)

―ヨコナデ

◎ヨコナデ
⑪ケズリ

7し自色

乳白色

石・長・角 (1

金
◎

1383 賢

口径 (134)

残 高  49
外傾する日縁部の端部は肥厚され
面をもちナデによりやや凹む。

マメツ
⑮
"コ

ナデ
⑪ケズリ

予L白色

乳白色

石・長.角
(1～ 2)

<金ゴ
。

赤

ω
黒 斑

甕
口径 (176)

残高 28
わずかに外反する口縁部の端部は
丸味をもつ。

⑩漕コナデ
○ハケ

“

～7本/cm)
→ナデ

ハケーナデ
幸し褐色

乳橙褐色

石・長(1～ 3)

◎

甕 努篤拝≡  56
胴部片。外面に沈線文、波状文と刺
突文を施す。

ハケ→ミガキ ナ デ

乳白色

乳白色

石'長 (1～ 2)

◎
黒 斑
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SK8出土遺物観察表 土製品

表36 SK8出土遺物観察表 石製品

表37 SK14出 上遺物観察表 土製品

出土遺物飢察表

(2)

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

壼
口径 (152)

残 高   26
外上方に開く口縁部。端部は肥厚さ
れ面をもちやや凹む。

む)ヨ コナデ
Oハケ(4本 /cm)

→ヨコナデ
ココナデ

ホ橙色

乳白色

石・長 角(1)

金
の

壷 残 高  39
頸部から月同吉卜の/1ヽ ナ十。外面に櫛オ苗き
沈線文と斜方向の櫛描文を施す。 施 文 ナ デ

乳橙色

乳白橙色

石.長
(1～ 3)

◎

1388 士霊 残 高   2.5
肩部の小片。外面に断面「M」 字状
の凸帯を1条貝占り付ける。

ミガキ

ナデ
アヽクリ

乳灰白色

乳灰白色

石・長 (1)

◎

壷
底径 3_1

残高  45
丸味をもつ底部。

延)ハケ(7～ 9本/cm)

短)ハケ(7～ 8ホ/cm)

ハケ(7本 /cm)
ナデ
指おさえ

乳白色

乳黄色

石・長 (1～ 3)

赤
◎

黒 斑

壷
底径  15
残高  60

丸味をもつ底部。
⑪ タタキ→ハケ

(7本/cm)
〇 ナデ

ハケ(5本/cm)
→ナデ

乳白色

乳白色

石・長 (1～ 5)

赤
◎

鉢 残 高  50
直立する口縁部 。端部外面に刻 目
を施す。

ミガキ
ナデ ナ デ

乳白色

乳黄色

石・長 (1～ 2)

玉金ま
・

煽商
く

∩

1392 鉢
漉霊イ垂( 36)

秀烏澪尋  25
症ミ吉躊。

⑩ タタキ→ハケ
(4本/cm)

① ハケ(4本 /clll)

不 明

褐色

黒灰色

石・長 (1)

◎
煤付着

1393 鉢 残 高   3.8 脚付き。
ハケ(7本 /cm)
ナデ

41k状 工 具 によ
るミガキ

④ヂ姿

▼L褐色

乳橙褐色

石,長
(1～ 4)

◎

支 脚
症ミぞ≧(14,2)

残高  86
「ハ」の字状の脚部。

⑩ ハケ→タタキ

⑩ ナデ
ナデ

指頭痕

乳灰白色

乳橙色

石・長(1～ 2)

赤
∩

黒 斑

支 脚
底径 (116)

残高 31
「ハJの字状に開き瑞部は外反する
脚部片。

ナデ

指頭痕
ナデ

指頭痕

乳黄橙色

乳黄橙色

石'長 (1～ 2)

◎

支 脚
底 径 (142)

残 高  19
「ハ」の字状に開き端部は外反する
脚部片。

ナデ

指頭痕
ナデ

指頭痕

乳自色

乳橙色

石・長 (1)
赤
◎

黒 斑

番 号 器 種 残 存 材  質
法   量

備 考 図版
長さ(cm) 中高(cm) 衰大厚 (cm) 重さ(g)

1397 磨 石 5562を

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内 面

甕
ロイ垂 162

器高 282
球形の胴部◇口縁部と胴部の境に
シャープな稜をもつ。

― ヨコ ナ デ
⑩ ハケ(5～ 7本/cm)
〇 ハケ(5～ 7本/cm)

◎ ハケ(6本/cm)
→ヨコナデ

の ケズリ

乳白色

乳灰白色

百・長 (1～ 2

金
∩

着
斑

付煤
黒

1399 甕
口 4垂 138

器高 160
球形の胴部に外傾する口縁部。日
端部は丸くおさめる。

Oヨコナデ
岬めハケ|～ 9本/cm)

Oハケ

“

本/cm)
→ナデ

の ケズリ

乳灰褐色

▽L灰白色

白・長 (1～ 3)

金
ω

煤付着

1400 甕
口径 131

器高 114

肩の張らない胴部。口縁部は直立
気味に立ち上がり、日端部は面をも
ちナデにより凹む。

ξ)ハケ

“

～5本/m)
Oア ウ6～休/clT)

①ナデ
⑩ケズリ

乳白色

乳白色

衛・長 (1～ 3)

金
ω

県付着

甕
ロイ垂(138)

残高 66
外反する日縁部 。端 部内面はナデ
により凹む。

⊃堂望γ堺
⑩ ハケ(5～ 6本/on)

嗣瀬コナデ
① ハケ→ヨヨナデ
⑩ ケズリ

乳白色

乳白色

石,長
(1～ 3)

`金

き
・

壕右
く

0

甕
口径 (170)

残高 54 わずかに内湾気味の回縁部。
◎ ヨコナデ

⑩ ハケ(7本 /cm)

①瀬コナデ
〇ハケ→ナデ

乳黄橙色

乳黄色

石・長 (1～ 2)

金
∩

甕
口径 (148)

残高 29 外イ頃する口縁部の端部は丸い

Ψ ヨコナデ
① ナデ

ハケ(5本/clll)

①瀬コナデ
Oハケ→ナデ

黒色

乳黄色

石・長 (1～ 2)

金
ω

果付着

甕 残高 71 丸底。器壁は薄セ ⑩ハケ

“

～7ホ/ell)

①ハケーナデ ケズリ
黒褐色

乳黄褐色

石・長(1～ 4)

`金

ま・ 蛎右く

合
煤付着

甕 残高 131 丸底 。

の タタキ→ハケ

(6本/cm)
の ハケ→ナデ

ケズリ
乳褐色

褐色

石 ,長
(1～ 5)

金
ω

黒 斑

甕 残高 75 丸底 。
⑪ハケ
〇ナデ

1旨辱百】竜

⑪ケズリ
①指頭痕

乳赤黄色

乳黄色

石 長 (1～ 3)

金
ω

喋付着

1407 士霊

口径 (96)
日ま信三  90

球形の胴部。わずかに外反する口
縁部の端部は尖り気味である。

⊃ ヨコナデ
⊃ ハケ→ナデ

〇 ハ ケー ナデ

冦亀全を
子L黄色

乳黄色

石,長
(1～ 2)

◎
黒 斑

1408 壷
ロイ垂 85
器高  9.o

球形の胴部。口縁部は外傾し端部
は丸くおさめる。

Oハケ→ヨコナデ
の ハケ(7～ 8ホ/cm)

→ヨコナデ
⑩ ケズリ
① ナデ

乳白色

黒灰色

石'長 (1～ 3)

`金

ょ
。

煽おミ

◎
黒 斑

- 83 -



SK14出土遺物観察表 上製品

表39 SK22出土遺物観察表 土製品

表40 SK22出土遺物観察表 木製品

表42 SK23出土遺物観察表 土製品

船ヶ谷遺跡4次調査

(2)

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備 考 図版

外 面 内 面

壷
口 径 (98)

器 高   85
丸底の底部。口縁部は外傾 し端部
は丸くおさめる。

ヨコナデ
ハケ

`～

6本/cm)

ナデ

)ヨ ヨナデ
|ハ ケ→ナデ
)ヘラケズリ

乳黄灰色

子L黄灰色

石・長 (1～ 5)

金
∩

黒 斑

壷
口径  73
器高 91

扇球形な胴部に直立する日縁部の

端部は先糸田りし丸くおさめる。
⊃ ハケ→ヨヨナデ

⑭ ナデ
◎ヨコナデ

ODケズリ→ヨヨナデ

乎L赤橙色

乳橙色

石・長 (1～ 3)

赤
◎

h色塗形

壷
口径 (108)

羨拝き  69
外傾する日縁部の端部は丸い。

艶 )ヨ コナデ
◎ ハケ(7本/cm)

延)ハケ9～ 1膵 /cml

延カコナデ

恩 鋳 斧

/Cm) 色

色

褐

黄

乳

乳

石。長 (1～4)

金
ω

壷
口径 (9.0)

残 高   54
直線的に伸びる口縁部の端部は内
傾する面をもつ。

◎ ヨコナデ
指頭痕

◎ ハケ

習スデごラm)

⊂)ハクリ、マメツ

乳橙色

乳黄橙色

Z三 ・
f髯 (1)

金
◎

壷
口径 (16.8)

残 高   38
外反する口縁部の端部は先細 りし

丸ヽヽ。
ヨコナデ ヨコナデ

乳黄色

乳黄色

長 (1～ 2)
赤
◎

高 邪
口径 (17.0)

残 高   56
段をもち外上方に伸びる杯部。
口端部は丸味をもつ。

ｍサ”ヨコナデノ、ヶ
∪
④
め

◎ヨコナデ
①ハケ

乳黄色

乳責色

石'長 (1～ 4)

◎

鉢
口径 (128)

力篤に予  3.5
短く外反する日縁部。

紹茅 m
手旨お さえ

◎ヨコナデ
⑪ナデ

予L橙色

乳橙灰色

石'長 (1～ 2)

金
∩

製 塩
土 器

口径 (

残高
直立する日縁部。

ナデ

指頭痕

ナデ

指頭痕

淡灰赤色

淡灰赤色

石・長 (1～ 3)

金
∩

不 明 力篤下三  5.5 胴部片。朝鮮系軟質上器。 タタキ オデ
黒色

にぶい橙色

百・長 (1～ 2)

金
∩

黒 斑

不 明 ″篤浮慧  5.8 胴部片。朝鮮系軟質土器。 タタキ ナデ
黒色

淡黒茶色

長 (1～ 2)

◎

壼
底 径 ( 38)

残 高   26
丸味をもつ底部。底部外面 に記号
有り。

⑪タタキ
◎ハケ→ナデ

ハケ(6～ 7本/cm)
乳灰橙色

乳灰白色

色・長 (1～ 3)

赤
ω

SK

番 号 器 種 遺存状態 樹 種
法  量

木 取 り 備  考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 直径 (cm)

1420 柱 カ ヤ 62.7

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内画)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

1421 壼
口 径 (71)

残高 26
短く直立する口縁部。端部は尖り気
味に丸い。

ヨコナ デ ヨヨナデ
黄茶褐色

黄茶褐色

密

◎

甕 吸 高 外傾する口縁部の小片。 ヨコナデ ヨコナデ
橙茶褐色

橙茶褐色

卜
砂
ω

長

番 号 器  種 遺存状態 樹 種
法  量

木 取 り 備  考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 直径 (cm)

1423 柱 カ ヤ

表41 SK16出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

1424 高 邪
口径 (194)

残高  49
段をもちわずかに外反気味に伸びる
郭口縁部。

ハ クリ

マメツ

◎ヨコナデ
藝ベガキ

予L白色

乳白色

石。長 (1)

◎

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

1425 高 邪
口径 (15.5)

吸高 21
脚裾部。端部はナデによりわずかに

凹む。
ヨコナデ

⑩ ケズリ

瞼 ヨコナデ

色

色

白

橙

乳

乳

石・長(1～ 4)

◎
黒 斑

1426 婉
口径 (12.3)

器 高   60
内湾する日縁部の端部は尖り気味
にメ七とヽ。

◎ヨコナデ
睡パガキ

◎ヨコナデ
唾)ミガキ

予L白褐色

予L白褐色

百・長 (1～ 3!

`金
=・

履商く

rS
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表43 掘立3出土遺物観察表 上製品

表44 掘立5出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内画)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

奏 残 高  42
口縁端部手前で段をもち、端部は丸
い 。

ヨコナデ
Q》ヨコナデ
Θハケ→ヨヨナデ

ハケ(5本/c14)

茶灰色

茶灰色

石・長 (1～ 2)

金
◎

1428 高 邪 グ篤F慧   3.4 必口縁部小片。端部は先細りする。 ヨコナデ ヨヨナデ
茶橙色

乳茶色

石・長 (1)

◎

婉
口 径 (12.7)

残高  2.8
内湾する口縁部の端部は「コJの字
状に丸い。

ヨコナデ ヨヨナデ
乳茶色

乳茶褐色

石・長 (1)

◎

不 蓋
口径 (12.1)

残 高   32
天丼部と口縁部を分ける稜 は明瞭
である。日縁部は内傾する面をもつ。 回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰色

密・石 (2)

◎

不 蓋 残高 31
口縁部の小片。口縁端部は内傾す
る面をもつ。 回転 ナデ 回転ナデ

灰色

乳灰色

密

◎

1432 邪 身
口径 (10.9)

残 高   5,4

丸味をもつ底部。受部は水平 に伸
び端部は尖る。口縁部は内傾し凹む。

◎回転ナデ
⑬ 回転ヘラケズリ回転ナデ

青灰色

青灰色

密・石.長
(1～ 5)

◎

lTN身
口径 (10.4)

残 高   3.5

短く水平に伸びる受部。口縁部の
端部は内傾する面をもち凹む。 回転 ナデ 回転ナデ

灰色

灰色

密・長 (2)

◎

邪 身
口径 (102)

残高   3.9

立ち上がりは内傾 し、口端部 は丸 い。
受部 は水平 気 味 に伸 び端 部 は尖 り
気味である。

Θ 回転ナデ
⑮回転ヘラケズリ回転ナデ

灰褐色

青灰色

密

◎

邪 身
口径 (98)
残高 31

外上方イこ短く伸びる受部。立ち上が
りは内傾し口端部は凹む。 回転 ナデ 回転ナデ

灰色

灰色

密

◎

高 不
底径 (

残高

短脚。裾部は段をもち内湾する。
長方形の透かしを施す。

⑩ カキ目(9本 /cm)

瞼 回転ヨヨナデ 回転ナデ
灰色

青灰色

密

◎

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

高 邦 残 高   7.0 柱 部 。 マメツ マメツ
茶白色

茶白色

石'長 (1～ 2)

◎

鉢 残 高  34
口縁部の小片。日端部は短く外反
する。

9漕コナデ
Θミガキ

③ ヨコナデ

◎ヨヨナデ→ミガキ

茶橙色

茶橙色

石・長 (1)

◎

5 SK24出土遺物観察表

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調   整 (外面)

色調
r内面Ⅲ

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

甕
口径 (156)

力鳥下慧  7.3

頸部内面に不明瞭な稜をもち外傾
する口縁部。口端部は内傾する面
をもつ。

◎ ヨコナデ
⑩ ヨコナデー

ハケ(8本/cm)

③ ヨコナデ
の ヘラケズリ
ω ナデ

子し黄褐色

予し黄色

密・砂・金

◎

甕
口径 (150)

残高   52 短く外傾する口縁部。
Θ ヨヨナデ
⑩ ヨコナデー

ハケ(8本/cm)
ナ デ

子と黄色

乳黄色

働・長 (1～ 2)

金
ω

甕
口 径 (184)

残 高   2.9

外傾する口縁部の小片。日端面は
わずかに内傾する。

ヨコナデ ヨコナデ
灰茶色

灰茶色

石・長(1～ 3)

◎

1442 甕
口径 (198)

残 高   26
外傾する日縁部の小片。日端部は
水平な面をもつ。

ヨコナデ

@瀬コナデ
→ナデ

⑤ ヨコナデ

乳黄褐色

黄灰色

石。長(1～ 2)

◎

1443 高 不

口て蚤 20.2
底径 137
暑ξモ素 152

段をもつイ部は日縁部手前で外反
する。「ハ」の字状の脚部。裾部は
屈曲して、短く伸びるぃ

デ
一ア
一っ
　
拳ア

⇒妙ガヨコナ

①
⑭
⑩
⑭

ヨコナガカヨコナ

◎
①
⑩
⑩

乳橙色

乳橙色

石。長(1～ 4)多

◎
黒 斑

高 琢

口て垂 13.3
底 径  10.7
】こ茫ヨ lo氏

丸味のある不底部。日端部はわずかに
外反する。脚部の裾部内面にシャープな
稜をもち屈曲する。径1 0cmの円孔を施す。

雷蓑野写
⑮漕 コナデ

Θヨコナデ
①ナデ
⑪ヨコナデ

橙黄色

橙黄色

石・長(1～ 3)

◎

1445 高 邪
底径 (137)

残高 14.1

段をもつ杯部。脚部は ハJの字状
に開き裾部は内面にシャープな稜を
もち屈曲する。

①ヨコナデ
⑭ナデ

⑭ ヨコナデ
→ミガキ

⑩ ヘラケズリ
⑩ ヨコナデ

橙黄色

橙黄色

巨。長(1～ 3)

◎

1446 高 必
鹿ミイ垂 12.2

残高  83
段をもつ邪部。「ハ」の字状に開く
脚部。裾部は屈曲して短く伸びる。

⑭ ヨコナデ
⑩ ナデ
臨瀬コナデ

⑭ ヨコナデ
ナデ

⑩ ケズリ
⑮瀬 コナデ

茶橙色

茶橙色

石,長
(1～ 2)

金
ω

1447 高 郵
口 径 (19,1)

残 高   4.3
不口縁部。端部は丸ヽ マメツ マメツ

橙黄色

橙黄色

長 (1～ 2)

◎

高 邪
口径 (146)

残高   4.8
ゆるやかに屈曲する邪部の小片。 雪コナデ

①
"ヨ

ナデ
Θナデ

橙黄色

橙黄色

密・長(1～ 2)

◎

1449 高 郭
口径 (162)

残 高   4.3
不部の小片。日端部は丸味をもつ。 ヨコナデーナデ ヨコナデ→ナデ

黄茶色

橙黄色

密・長(1～ 2)

◎
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番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調

(内 画)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

高 lTN

口 4■
k(155)

残高  56
段をもつ不部。日端部はわずかに外
反し丸い。

Oナデ
① ヨヨナデ→ナデ

エ具痕
ヨコナデ

茶色

黄茶色

密 。長 (2)

◎

高 lTN 残高   5,9 段をもつ不都。 ヨコナデ→ナデ ヨコナデ→ナデ
茶黄色

茶橙色

密

◎

高 不
底径  87
残高 60

ランパ状に開く脚部。端部は「コ」の
字状に丸い。

① ナデ
⑩ ナデ→ミガキ
疏 ヨコナデ

① ハクリ
⑪ ヘラケズリ
の ナデ

茶黄褐色

茶褐色

石・長 (1～2

金
お

高 邪
底径 (109)

残高 15 屈曲して伸びる脚裾部。 マ メ ツ`
⑩ ヘラケズリ
1のマメツ

茶黄色

茶黄色

長 (1～ 2)
金
イ6

黒 斑

高 不
底イ垂(12.2)

残高  1.0 屈曲して水平気味に伸びる脚裾部。
⑩ ヨコナデ
咆 ヨコナデ→ナデ

⑩ケズリ
i□)ヨ ヨナデ

黄茶色

茶黄色

密 ・ 金

◎

高 邪 ア篤下三  65 充壊技法。柱部。 ナ デ
①ナデ
⑪ヘラケズリ

淡茶色

淡茶色

長 (1～ 3)

◎

1456 寮 残高 30
月同部 /」 片ヽ。外面にヘラによる沈線文
と2テ可の刺突文を施す。 施 文 ナ デ

乳黄褐色

乳黄褐色

石・長(1～ 3)

◎

1457 壷 残高 24
下垂口縁の小片。日端部外面にヘ

ラとクシによる波】犬文6条を施す。

ヨコナデ
ナデ

ヨコナデ
乳黄色

乳茶黄色

長 (1～ 4)

◎

1458 笠

底径 ( 4.0)

残高 26 平底の底部片。
⑩ハケ(8本 /cm)

○ナデ
ナデ

(工具痕 )

乳黄褐色

乳茶色

密・長 (1)

◎

1459 高 不

径
径
高

日
底
器

152
10_2
117

段をもつ郭音Ыま口縁手前で外反する。
「ハ」の字状に開く脚部は裾部で屈
曲する。

ヨコナデ

①ヨコナデ
⑪ケズリ
[めヨコナデ

乳橙白色

乳橙色

石・長 (1～3)

赤
ω

1460 高 lTh
底径 104

残高  72

脚裾部は明瞭な稜をもち水 平に伸
びる。2方向に円孔を施す。組合せ
技法。

④ ナデ
⑪ ハケーミガキ
1のミガキ

①ナデ
⑩ヨコナデ
1のナデ

アし橙色

乳橙色

石。長 (1～ 3)

金
・

赤

◎

高 不
底径 (112)

残高  62
脚裾部は屈 曲し水平 に伸びる。組
合せ技法。

⑩マメツ
la)ヨ コナデ

1のナデ

の ケズリ
恥 マメツ

乳黄色

子し黄褐色

石。長 (1～ 3)

金
◎

1462 甕
E]ぞζ 150

残高  78
わずかに外反する国縁部 。口端部
は水平な面をもつ。 サガ↓”

り
①
①
⑩

工具によるナデ

指頭痕

黄色

黄色

石。長 (1～ 2)

金
◎

1463 高 邪

径
径
高

日
底
器

段をもち外反するITN部 。脚部は「ハ」
の字状に開き裾部で屈曲する。

マメツ

サ
ガ
弾
↓

り
⑩
　
鯰

乳橙色

乳橙色

密・長 (1)

◎

高 邪
口径 (212)

残高  59
段をもつ丸味のあるlTN部。日縁部は
端部手前で外反する。

ヨヨナデ

指頭痕
○ ミガキ→ヨヨナデ

⊆Dヨヨナデ→ナデ

瞳茶褐色

竪茶色

長 (1～ 3)

◎
黒 J/1

1465 高 邦 残 高 邪万表吉膵からオ主吉躊。 ナ デ ナ デ

こぶい橙色

こぶい橙色

長 (1～ 3)
金
◎

1466 高 邪
底 径 (102)

残 高  74
脚部。裾部は明瞭な稜をもち屈曲し
て水平に短く伸びる。充壊技法。

一デ
　
　
ムデ

ヨコナ謝⇒

①
⑪
喩

子し褐色

乳褐色

石・長 (1～7

金
お

1467 高 邪 残高 71 直線的に伸びる柱部。 マメツ

)マメツ

)指おさえ
)マメツ

乳白橙色

乳白橙色

百,長
(1～ 2)

◎

1468 婉
口径 11,4

残 高  63
内湾する日縁部。端部は尖 り気味
である。内面底吉口こ赤色塗彩の痕跡。

①ヨコナデ
Φナデ ナ デ

黄灰色

橙黄褐色

長 (1～ 3)

◎
黒 斑

1469 筑
ロイ垂(123)

残高 31
口縁部の小片。端部 は短 く外反 し

丸 帝 。ゝ
ヨコナデ ヨコナ デ

橙責褐色

橙茶色

長 (1)。 金

◎

1470 筑
口径 (116)

器高  44
口縁端部は先細り。 ヨコナデ ヨコナデ

乳橙色

乳橙色

tl・ 長 (1～ 3)

赤
ω

ニチュア

長
　
一島

最
幅
器

冑。l捏 により成 形 。裾 吉卜1こ粘 Lを
貝占り付 け庇吉卜を作る。

ナデ

指頭痕 ナ デ
乳灰白色

黒灰色

tH・ 長 (1～ 2)

金
ω

1472 不 身
ロイ垂 104

器高 51
短く水平|こ イ中びる受吉卜。立ち上がり
は内傾し端部は尖り気味である。

O回転ナデ
① 回転ヘラケズリ

O回転ナデ
〇回転ナデ→ナデ

黒灰色

灰色

密 。長 (2)

◎

1473 不 身
ロイ垂 99
器高 47

短く外上方に伸びる受部。立ち上が

りは内傾し端部は丸味をもつ。
O回転ナデ
⑮回転ヘラケズリ回転 ナデ

灰黒色

灰黒色

長 (1～ 4)

◎

表46 SK24出 土遺物観察表 装身具

SK24出 土遺物観察表 土製品

船ヶ谷遺跡4次調査

(2)

番 号 器  種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 中目(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

/」ヽ 玉 と
売 形 0.45 045 0,30 0093
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表47 SK24出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

筑
口径 (144)

器 高  60

内湾する日縁部。端部は内傾する
不 明瞭な面をもつ 。外面 に二次焼
成の痕跡か。

ナ デ ナ デ

乳褐色

辛L褐色

・
長 く

金． 赤

ω

石

甕
口径 (204)

残高 7.0

わずかに内湾する日縁部。日端部
は内傾する面をもつ。頸部下部にヘ
ラ記号。

ヨコナデ
いア

デ
サ噌中吟

乳灰黄色

乳灰黄色

石・長 (1)・ 角
金
◎

甕
口径 (18.4)

力篤芹三  57
内湾気味の口縁部。日端部は肥厚
され水平な面をもつ。

◎ナデ

⑩ハケ(7本/cm)

○ナデ

延)ハケ(12本 /cm)

茶灰色

黒茶色

石・長 (1～ 2)

砂
◎

甕
口径 (186)

残高 36
内湾する日縁部。日端部は内側 に

肥厚させ丸い。
ヨコナデ

○ヨコナデ

⑩マメツ

乳灰黄色

乳灰黄色

石。長 (1～ 3)

金
◎

1479 甕

口径 (160)

テ篤拝3  32
外傾する日縁部。日端部は「コJの
字】犬に丸い。

マ メツ マメツ
橙黄褐色

橙黄色

石,長
(1～ 3)

◎

1480 甕
口径 (172)

残 高  29
わずかに内湾する口縁部。口端部
は内傾する面をもつ。

ヨコナデ ヨコナデ
乳灰黄色

乳灰黄色

石。長 (1～ 3)

金
F―
‐

甕
ロイ垂(245)

残高  35
直立気味に内湾する日縁部の口端
部は内傾する面をもつ。

α)ヨコナデ
Θヨコナデ

Ithヨ コナデ

① ヨコナデ

灰褐色

灰褐色

石・長 (1～ 3)

金
∩

甕
ロイ垂(223)

努見拝三  38
段をもち内湾する口縁部。日端部は
内イ頃する面をもつ。

ヨコナ デ ヨコナ デ
乳黄灰色

乳黄灰色

百・長 (1～ 4)

金
∩

士霊 力篤幸憲  52
肩の張る胴部に直線的に伸びる日

縁部。
ヨコナ デ ナ デ

色

色

自

白

》
す
　
）
す

Ｈ金．赤∩

百

高 不

径

径

高

口

底

器

149
105
121

段をもつ丸味のあるlTN部 。日縁部は
短 く外反する。脚裾部は、明瞭な稜
をもち屈曲する。

サ
ガ

ヨコナ

①
⑩
の

〇 ヨヨナデーナデ

路雪塾デ
乳橙色

乳橙色

百・長 (1～ 4)

金
ω

1485 高 邪
口径 (157)

残高 5.1
段をもつ邪部。口縁部はわずかに外
反する。

マ メツ マ メツ
橙黄色

橙黄色

長 (1～ 2)

◎

1486 高 lTN

口径 (160)

残高  33
口縁部の小片。端部は尖り気味 で

ある。
ヨコナデ ヨコナデ

黄褐色

黄褐色

長 (1～ 3)

◎
翠 斑

高 不
ロイ垂(20,0)

残高  48
邪口縁部の小片。端音口ま丸味をもつ。 マ メツ マメツ

橙黄色

橙黄色

密 ・ 砂

◎

1488 高 lTN

口径 (14.5)

残 高  60
段をもつ tTN部 。日縁端部は丸味をも
つ 。

Oヨコナデ
①ナデ

ヨコナデ
乳橙色

乳橙色

石・長 (1～ 3)

金
の

1489 高 不
底径  96
カ鳥澪憲  74

脚部。据部は明日寮な不菱をもち
'司

曲し
て水平に伸びる。

ガ
卿

ヨコナ

①
⑪
⑭ 本ア

つガ抑ヨコナ

④
め
⑮
⑭

乳橙色

乳灰色

石・長 (1～ 4)

金
◎

高 邪
底径 (113)

力篤荏三  23
脚裾部。端部は「コJの字】犬。

C)ハケ(lo本 /cm)

短)ヨ コナデ→ナデ
⑩ケズリ
⑩ヨヨナデ→ナデ

茶灰色

茶灰色

蕗,長
(1～ 2)

◎

婉
ロイ垂 126

君ξl≡  53
内湾する口縁部の端部は内傾する。

Θ ヨコナデ

の マメツ
ナデ
ミガキ

乳橙色

乳橙色

石・長 (1～ 3)

金
◎

婉
口径 (137)

残高  49
内湾する口縁部の端部は尖り気味
に丸い。内面に放射状の暗文か。

ヨコナデ ヨコナデ
橙黄褐色

橙黄褐色

4・ 長 (1～2

赤
◎

1493 婉
口径 (100)

兌篤梓き  35
内湾する口縁部の端部は丸い

◎ヨコナデ
⑩ヨコナデ

回転ヘラケズリ

ヨコナデ
橙黄色

橙黄褐色

蕗・長 (1)

◎

甑 努篤F慧  35 1巴 手 。
マメツ
タヽ クリ 橙黄褐色

少・長(1～ 2)

◎

1495 ニヽチュア
口径 (59)
力篤拝≡  20

口縁 首卜の」ヽ片 。 ハケ→ヨコナデ
ヨコナデ

指頭痕

黄褐色

黄褐色

密

◎

1496 エチュア
長
　
一畠

最
幅
哭

冑。手握により成形◇裾部に粘土を
貝占りr寸 け庇部を作る。 痕

デ
頭

ナ
指 ナデ

灰自色

黒灰色

石。長 (1)

◎

不 明 残 高
軟質土器。外面に斜格子タタキを施
す。 糾格子タタキ

黒褐色

黒褐色

密

◎

1498 不 蓋
ロイ垂 122

器高  48

丸味をもつ天丼部から稜をもち、口
縁部は直立する。端部は内傾する
面をもつぃ

〇回転ヘラケズリ
Θ回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

石,長
(1～ 7)

◎

1499 不 身
口径 (96)
残高  49

短く水平 1こ 伸びる受音隅。立ち上がり
は内傾し端部は尖る。

Θ回転ナデ
〇回転ヘラケズリ回転ナデ

青灰色

灰色

蕗。長 (1)

◎
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SK24出土遺物観察表 土製品

表48 SK24出 土遺物観察表 装身具

船ヶ谷遺跡4次調査

(2)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

高 邪
口径 (200)

残高 54

外 反 す る邪 口縁 部 の端 部 は尖 り気
味 に丸 い。外 面 に凸帯 を2条と波 状
支 存2条加す ハ

回転ナデ 回転ナデ
灰黒色

灰黒色

長 (1)
◎

高 郵
口 径 (160)

残高 6.3

不 部 。口縁 端 部 は外 反 し尖 り気 味
である。外 面 に凸 帯 1条と波 状 文 を
施 す 。

Э回転ナデ

麺の回転ヘラケズリ
回転ナデ

青灰色

灰黒色

石・長 (1)

◎

高 邪 残高 39 郵音躊。タト面に段をもち、波状文を施す。
回転ナデ

ヨヨナデ 回転ナデ
色

色

灰

灰

石・長(1～ 2)

◎

高 郭
底径 (9.1)

残高 29
脚部の小片。裾部は屈曲して接地
する。透かしを施す。 回転ヘラケズリ回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

壺

口径 (12.7)

残高 45
外反する口縁部。端部は下方に拡
張さす。

Φ ヨコナデ

Эハケ住2本/cm)
ミガキ

黒茶褐色

黒茶色

長(1～ 3)砂

◎

1505 支 脚
径

高

底

器

57

67 中空。受部は斜状である。
ナデ

指おさえ

ナデ

指おさえ

灰褐色

灰褐色

石。長 (1)

◎

1506 把 手 残高 3.2 把手部。 ナデ 乳白色
石,長

(1～ 2)

◎

1507 高 邪 残高 2.6 裾部。外面に線刻。 ナデ 鱒
ガ

灰黄褐色

灰黄褐色

石・長(1～ 5)

◎

不 明 残高 1.8 口縁部か。外面に線刻。 ナデ ヨコナデ
褐灰色

褐灰色

石。長(1～ 2)

○

番号 器  種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 車ヨ(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

勾 玉 1/2 土

/1ヽ 玉 万 形

/Jヽ 玉 7E 形

1512 /Jヽ 玉 万 形

/1ヽ 玉 7E 形 0116

/Jヽ 玉 7C 形 0.080

/Jヽ 玉 邦 形

1516 /Jヽ 玉 7El 形

/Jヽ 玉 形

/Jヽ 玉 ほ イゴ完 形

/Jヽ 玉 万 形 0.048

1520 /Jヽ 玉 ほ ぼ 完 形 0.35 0.146

/」ヽ 玉 7B 形

1522 /」 ヽ 玉 売 形 0.40 025 0.083

1523 /1ヽ 玉 4///5 0.297

1524 /」ヽ 玉 7E 形 0.40 0.35

1525 /Jヽ 玉 7El 形 040 0068

/1ヽ 玉 形

/Jヽ 玉 卵 形

/Jヽ 玉 7E 形 0.30

1529 /Jヽ 玉 71a 形

1530 /Jヽ 玉 形 0.063

/Jヽ 玉 形 0.083

1532 /1ヽ 玉 形 0.23 0.20 0.022

/」ヽ 玉 ほ イゴ完 形 0.25 0100

/」ヽ 玉 万 形 035 0.35 0.25 0055

玉/」ヽ 形7B 0.40 0.076
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SK24出土遺物観察表 装身具

表51 SK2出 土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

番号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 叫ヨ(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

J 玉 7C 形 0163

1537 /J 玉 九 形 0,45

月 玉 邦 形 055 0103

SK24出 上遺物観察表 石

番号 器 種 残  存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 叫ヨ(cm) 最大厚(cm) 重さ(g)

敲 石

敲 石 安 山 岩 系 38707

1541 ム
ロ 石 結 晶 片 岩

1542 石 190

1543 石 11.2 1,300.00

石  庖  丁 結 晶 片 岩

表50 SK24出 土遺物観察表 木製品

番 号 器 種 遺存状態 樹 種
法  量

木 取 り 備  考 図版
長さ(cm) 呵夏(cm) 厚さ(cm) 直径 (cm)

井 戸 枠 ギ

板 材 ク ス ノ キ

板 材
コ ナ ラ 属
アカガシ亜属 17.2 210

1548 板 材 シ  イ  ,高

1549 不 明
コ ナ ラ 属
ア カ ガ シ 節 属

19.7

1550 杭 材 ヒ   ノ  キ 92.3

杭 材 ヒ   ノ  キ

1552 杭 ア ワブ キ 属 12.8

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
r内面Ⅲ

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

1553 甕

口径 (170)

残高 5.3

口縁部は外傾し端部は平坦面をもち、
わずかに外方向に肥厚する。

〇 ハ ケ (4本 /cm)一
ヨコナデ

乳褐色

乳褐色

♂・伯・�・月(1,

金
ω

焼土内

奏

口径 (17.2)

残高 35
外傾する口縁部の端部は丸味をもつ。 ヨコナデ ヨヨナデ

乳黄色

乳黄色

石・長(1～ 2)

◎
1 層

1555 甕
口径 (18.1)

残高 44
外傾 する口縁部の端部 は面をもち
ナデにより凹む。

ヨコナデ
↓

甥
ヨコナデ「

９
　
　
６

茶褐色

茶褐色

長 (1～ 2)
金
の

1 層

1556 甕
口径 13.3

器高 24.4

球 形 状 の H Hl部 、底 部 は丸 底 である。
日縁 部 は直線 的に立ち上 がり、端 部
は面 をもち凹む。

Dヨコケテ
Эハケ→ヨヨナデ
輌め

'サ
(5～ 6本 /cm)

Oハ ケ (4本 /cm)一

の ヘ ラケズワ

乳黄色

乳黄色

41・ 長 (1
金
◎

1 層

1557 甕
口径 (17,9)

残高 20.5

わずかに肩の張る胴部に内湾気味
に立ち上がる口縁部。端部は面をも
ち「 Rす o^

Эヨコナデ

D′サ6～休/c紛

③ヨコナデ

Эヘラケズリ

乳黄色

乳黄色

石・長(1～ 3)

◎
1 層

1558 甕
口径 (152)

残高 49
直線 的に立ち上がる日縁部。端部
は肥厚される。

③ヨコナデ
Эハケ→ナデ
のブサ

“

～林/c耐

Эヨコナデ

⑦ケズリ

予L黄色

予L黄色

石・長(1～ 3)

◎
1 層

1559 甕
口径 (162)

残高 4.7
内湾 する口縁部 。端部 は肥厚され
内面に稜をもつ。

Dハケ→ヨヨナデ

認勤 勢)→

⊂)ヨヨナデ

⑪ナデ

乳黄褐色

乳黄褐色

石 。長 (1)
金
◎

1 層

壷

頸郡径 (5.6)
隔部最大径(107)
残高 85

扁球形の胴部に直立気味な口縁部。
Эヨコナデ
⑭ ハケ→ヨヨナデ
ξ「 Dハケ(7～ 8本 /側 )

笠少ヨコナデ
C)板状工具に

よるケズリ

乳黄色

予し黄橙色

石・長(1～ 2)

◎
1 層

壷
口径 7.8

器高 8.3
球形 な胴部に直線的に立ち上がる
口縁部。端部は丸い。

Dハケ→ヨヨナデ
⑦ハケ檜～跡/皿 )

③ヘラケズリ

Dヨコナデ
⑪ナデ
Θヘラケズリ

7し橙色

乳橙色

酵・石・長 (1

金・赤
◎

1 層

1562 壷
口径 (8.0)

残高 5。 1

口縁吉口よ直線的に立ち上がり、端部は、
肥厚による稜をもち尖り気味に丸い。

Dヨコナデ
Dハケ(5本/銀 )

ナデ

Эヨコナデ

0ナデ

乳黄色

灰褐色

語'石・長(1

金・赤
◎

層

斑

１

里
ヽ

1563 壷
口径 (86)
残高 5.4

肩の張らない胴部。日縁部は直線
的に立ち上がり端部は丸味をもつ。

ハケ(5本 /cm)→

ヨコナデ

9ヨコナデ

0ヘラケズリ→ナデ

乳黄色

予し黄色

語・長 (1
金・赤
◎

1 層

1564 高 不
底径 (13.1)

残高 4.9
「ハ」の字状に開く脚部は屈曲して
水平に伸びる。端部は丸い。

廻⊃,サ t～鉢/c耐

延)ヨコナデ

⑩ヘラケズリ

廼Dかケ1本れ耐サ,

乳黄色

乳白色

密。長・角(1～2)

赤
∩

1 層
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調   整 (外面)

色調
r内雨Ⅲ

土

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内 面

高 郵 力烏下三  74
「ハ」の字状に開く脚部は屈曲する

裾言Fをもつ。
マメツ

⑪ ヘラケズリ

⑩ マメツ

赤橙色

赤橙色

百.長
(1～ 3

金
ω

1 層

高 郷
厄ミぞ≧(122)

残高  28
屈曲する脚裾部。端部は「コJの字

状に丸い。
⑩ ハケ(9～ 12本 /cm)

⑩ ヨコナデ
⑩ヘラケズリ
の ヨコナデ

乎L黄色

乳黄色

tH'長・角(1

`含

ま
・

ウ右R

ω
1 層

塩
器

製
土

口で垂 79
残高  95

わずかに内湾気味に直立する日縁
部。端部は尖り気味である。

タタキ
⑩ナデ
⑪′ウ0～ 4本/crl)

乳黄色

乳黄色

石'長 (1～ 5)

玉金き
。

壕古く

0
比土内

1568 ミユチュア
口径  54
器高  47

ひこり今鼠B木 とこ夕亀ヽ 圧ヽミ音躊。晏頂音巨はオ旨豆頁
子甲圧イこより作り出す。端部はつまみ
ながら成形する。

指頭痕
ナデ

指頭痕
ヨヨナデ

乳白色

乳黄色

長 (1～ 2)
〈金

=・

壕商く

0
1 層

甑 ア埓下慧  4.4
水平気味に伸びる把手部。端部は

平坦面をなす。
ナ デ

乳灰色 石・長 (1～ 2)

金
ω

1 層

1570 蓋
口径 (15_0)

房烏拝き  35

本平気味に丸い天升部。大升剖6と

口縁部を分ける凸帯を施す 。口縁
部は垂直に接地する。

○回転ヘラケズリ
◎ 回転ナデ 回転ナデ

橙褐色

黒灰褐色

密・石・長(1)

赤
ω

1 層

甕

口径 (180)

残高  3.1

わずかに内湾気味に外傾する日縁
部。端部は肥厚し丸くおさめ内面に
段をもつ。

ヨコナデ ヨコナデ
乳白色

乳白色

密・石.長 .角
(1)

`金

き
。

ヵ古く

◎

層
着付

２

喋

1572 支 脚 刀電下三  4.7 角部。
ナデ

指おさえ 灰黄橙色
石'長 (1～ 4

金
∩

層
土

２
焼

SK2出土遺物観察表 土製品

船ヶ谷遺跡4次調査

(2)

表52 SK2出土遺物観察表 石製品

番 号 器  種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 衰大厚 (cm) 重さ(g)

1573 敲 石 1/6 安 山 岩 系 2061{

1574 残 核 安 山 岩 系 7.7 23429t

番 号 器  種 遺存状態 樹 種
法   量

木 取 り 備  考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 直径 (cm)

1575 杭 マ ツ 属 杭列1分析No 13

1576 杭 ヒ ノ キ 杭列1分析No.20

1577 杭 コウヤマキ 杭列1分析No 14

1578 杭 ヒ ノ キ 82.3 杭列1分析No 19

杭 ヒ ノ キ 杭列1分析No.4

1580 杭 ヒ ノ キ 杭列1分析No 9

1581 杭 ヒ ノ キ 杭列1分析No 7

杭 コウヤマキ 32.2 杭列1分析No 6

杭 ヒ ノ キ 453 杭列2分析No 28

杭 ヒ ノ キ 杭列2分析No■

杭 ヒ ノ キ 杭列2分析No.10

1586 杭 ヒ ノ キ 17.6 杭テ12分析No 16

杭 カ ヤ 270 杭列2分析No 15

杭 ヒ ノ キ 杭列2分析No,17

1出土遺物観察表 上製品 1

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
r肉面Ⅲ

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

甕 残 高  43
外傾する日縁部の端面はナデにより

凹む。

⊃ヨコナデ
③ナデ
のヨコナデ

α)ヨコナデ
〇 ナデ

乳茶色

調.本色

石。長(1～ 2)

◎
SP16

1590 甕 力篤浮三  2,7
外傾する口縁部の端面は水平気味
でナデにより凹む。

ヨコナデ ヨコナデーナデ
灰茶色

灰茶色

石 。長 (1)

◎
SP19

甕 残高  34
外傾する日縁部の端面はわずかに

内傾しナデにより凹む◇
ヨコナデ

⑪漕コナデ

◎ ナデ

灰黄茶色

灰黄茶色

石,長
(1～ 3)

◎
SP17

高 邪
口径 (141)

残高  62
丸味をもつ不部。日縁端部は尖り気
味に丸い。

呂幕 諭◎ヨコナデ
①ナデ

乳茶橙色

乳茶橙色

S,長 (1～ 8)

◎
3P15
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

1593 高 不
口径 (170)

残 高   30
邪部。日縁部の端部は「コ」の字状
1こ丸 とヽ 。

マメツ
國瀬 コナデ

◎攣響1暫41

乳灰茶色

辛
「
刺k存

颯
粒

石 。 長

絶

（
SPl

1594 高 イ ア篤拝三  5.4 郷底部に段をもつ。

ヨコナデ
ナデ

ヨヨナデ
ナデ

茶橙色

本 椿 名

石,長
(1～ 5)

◎
SP15

1595 高 邪 残高  8.2 不底部は水平で段をもつ。
①指おさえ

ナデ
①ヨコナデ

ナデ
茶橙色

本 繕 名

石,長
(1～ 4)

◎
SP15

1596 高 邪 残 高   7_6 〃J吉い。 ナデ

①堂髪祭/C耐

⑩ ナデ
乳茶色

ンI本名

石・長(1～ 2)

◎
SPl

鉢
底 径 (

残 高

76)
平底で直線的に立ち上がる。

延)ハケ(7本 /cm)
→ナデ ナデ(板状工具 )

乳灰茶色

里

「

名

密

◎
3P14

1598 晩
日径 (108)

残 高   2,3

口縁端部はわずかに内傾し尖り気
味に丸い。

①ヨコナデ
⑩ノウ0～ 7ホ/cm)

ヨコナデ
乎し〃ヒ(宝生

▼I刹k名

密

◎
SP19

1599
塩
器

製
土

底径 ( 38)

残高  1,7
平底。 マメツ マメツ

黒色

本 搭 召

石,長
(1～ 2)

◎
】Pll

1600
塩
器

製
土

日径 (4.6)

努篤拝尋  3.3
直線的に立ち上がる口縁部。 平 行タタキ マメツ

乳茶色

平千本 有

石・長 (1)
褐色粒 SPll

霊 残 高   37 沈線と竹管文を施す。
ハケ(4本/cm)
ミガキ ナデ

乳茶色

潮 本 有

石。長(1～ 3)

◎
SP7

高 邪
口径 (132)

残 高  40

口縁部と体部を断面三角形状の凸
帯によって分ける。日縁部は直立気 ()釉 ll者 の為不明

①回転ナデ
◎回転ナデ
蛭)釉付着の為不明

青灰色

灰 有

石。長(1～ 3)

◎ ＳＰ‐６購
1603 JTk蓋 携鳥浮3  32 口縁音巨を分 ける稜 はシャープである。

①回転ヘラケズリ
◎回転ナデ 回転ナデ

青灰色

吉灰有

密

◎ SP8

蓋
口径 (119)

残高  19
口端部は外方向に肥厚され端部は

凹む。外面に波状文を施す。 回転 ナデ 回転ナデ
灰色

灰色

密

◎ ＳＰ・９艦表 55

掘立1出 上遺物観察表 土製品

表56 掘立2出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(2)

番 号 器  種 遺存状態 樹 種
法  量

木 取 り 備  考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 直径 (cm)

柱 カ ヤ SPl

柱 カ ヤ SP2

柱 カ ヤ SP4

1608 柱
コ ナ ラ 属
ヨ ナ ラ 節 SP6

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

甕 死篤拝慧  3,4
段をもち直立する口縁部の端面は
内傾する。

ヨコナデ ヨコナデ
乳茶色

引本 有

石・長(1～ 3)

◎

甕 残 高   26 外傾する日縁部の端面は内傾する。 マメツ マメツ
アL灰橙色

引昔 有

石.長
(1～ 2)

◎

甕 残高  2.4
外傾する口縁部の端部は「コJの字
状に丸い。

ヨコナデ ヨコナデ
子と灰茶色

珂辰 本 得

百'長 (1～ 5)

◎

塩
器

製
土 残 高   2.0 小 片 。 平 行タタキ ナ デ

乳茶色

匠 白 缶

密

◎

甕 残高  4.4
直立する日縁部の端部は剥がれて
とヽる。

⑩漕コナデ
◎ナデ ミガキ

茶橙色

辛Fl本橋 有 。長ｔ‐．脚（
甕 残 高   63

直立する日縁部。日縁端部と日縁
下部の凸帯が剥がれている。

ハケ(4本/cm)
ヨコナデ
ヽヂキ

ミガキ
茶橙色

茶糟t
日,長

(1～ 4)

◎
|ヒ九州

lTN蓋
口径 (124)

残高 31
内湾気味に接地する口縁部の端面
は内傾し凹む。

〇回転ヘラケズリ
◎ 回転ナデ 回転ナデ

青灰色

書 17/k・ 有

密

◎

邦蓋
口径 (130)

残 高  28
日端部は丸味をもち内面上部に浅
い凹線が巡る。 回転 ナデ 回転ナデ

灰色

灰色

密

◎
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

1617 邪 蓋
口 径 (140)

力篤拝3  26
口端部は丸味をもち内面に段をもつ。

回転ヘラケズリ
回転ナデ 回転 ナデ

青灰色

青灰色

石・長(1～ 2)

◎

1618 不 蓋 残高 34 甘い稜をもつ天丼部。
○回転ヘラケズリ
◎回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

百・長(1～ 2)

◎

不 身
ロイ垂(104)

残高 2.8
外反気味 に直立する口縁部。受部
は外上方に短く伸びる。 回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰色

密

◎

ITN身
ロイ垂(109)

残高 29
直立する口縁部の端面はわずかに
凹む。受部は外上方に伸びる。 回転ナデ 回転ナデ

灰白色

灰白色

密

◎

郭 身
ロイ垂(13.2)

残高  35
内傾する日縁部の端面は内傾し凹
む 。

◎ 回転ナデ
①釉付着の為不明回転ナデ

灰色

灰色

石 。長 (1)

◎
釉付着

1622 高 邪
底径 (84)
残高  46

短く「ハ」の字状に開く脚部。台形状
の透かしを施す。 回転ヨコナデ

④ナデ
⑩回転ナデ

黒灰色

黒灰色

密

◎

婉
口径 (10.1)

残高  38

段 をもち直立する口縁部の端部は
尖り気味である。体部に波状文を施
す。

回転ナデ 回転ナデ
灰茶色

灰色

密

◎

表57 掘立4出土遺物観察表 土製品

掘立2出上遺物観察表 土製品

表59 SK25出 上遺物観察表 土製品

表60 SK26出 上遺物観察表 土製品

表61 SD2出上遺物観察表 土製品

船ヶ谷遺跡4次調査

(2)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

高 不 残 高 110 糸田ヽ たヽ主営卜。 ミガキ
①ナデ
⑩工具によるケズリ

茶橙色

茶白色

石・長 (1)

◎

壷
日径 (17.6)

残高  49
外反する日縁部の端部は肥厚させ

丸 い 。

◎回転ナデ
⑪カキロ(7本/cm)

回転ナデ
灰茶色

灰黄色

至・石(1～ 3)

◎

表53 SBl

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内画)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

邦 蓋 残 高
口端部は尖り気味に丸く内面に段を
もつ。 回転 ヨコナデ 回転ヨコナデ

青灰色

青灰色

密

◎

邪 蓋 残高 13 天丼部と口縁吉躊を分ける稜をもつ。 回転ヨコナデ 回転ヨコナデ
灰色

灰色

密

◎

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

高 不
底径 (90)
残高  22 「ハ」の字状に開く脚裾部。 回 転 ナ デ 回転ナデ

灰茶色

灰茶色

砂

◎

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

邦身
口径 (12.2)

器高 41
短く外上方に伸びる受部。立ち上が
りは内傾し端部は先細りする。

◎ 回転ナデ
o回転ヘラケズリ

∪ 回転 ナデ

〇 回転ナデ
→ヘラケズリ

灰色

青灰色

長 (1～ 2)

◎

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

郷 蓋
日径 (14.8)

残高 21 尖り気味に丸い口縁部の」ヽ片。 回転ナデ 可転ナデ
青灰色

青灰色

密

◎

雰 身 残高 22 短く外上方に伸びる受部。 回転ナデ コ転ナデ
青灰色

青灰色

密

◎

1632 高 イ 残高 31 lTh部。外面に波状文を施す。 回転ナデ コ転ナデ
青灰色

青灰色

長 (1)。 砂

◎
lH付着

器 台 ″篤
=3  5.4

外面に波状文を施す。 回転ナデ 回転ナデ
灰色

黒灰色

密

◎
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表62 SD2出土遺物観察表 金属製品

番 号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 嘱ヨ(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

撃 鉄 4.90を

表63 SAl出 土遺物観察表 土製品

表65 第Ⅶ 層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

1635 不 蓋
口径 (11,7)

残高  29
天丼部と日縁吉躊を分ける稜をもち、
日縁部は内湾気味である。

〇回転ヘラケズリ
Θ 回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰色

密

◎

邪 蓋
回イヱ(14.2)

残高  20
口縁部の小片。日端部は内傾する
面をもち凹む。 回転ナデ 回転ナデ

灰色

天色

密

◎

訓蓋
つまみ径( 32)

残高 17
つまみ部。中央部が凹む。

② 回転ナデ
○回転ヘラケズリナ デ

灰 色

灰色

密

◎

邪 身
口径 (11.0)

残高 18

短 く水 平 に伸 びる受 部 。短 い立ち上
がりは内傾 し日端 部 は尖 り気 味であ
る。

回転ナデ 回転 ナ デ
灰色

灰色

密

◎

1639 高 郭
底径 (76)
力篤拝3  37

麟Π部小片。脚裾部は属由する。
Q)カキ日(8～ 9本/cm)

回転ナデ
め ナデ

回転 ナ デ
灰色

灰色

密

◎

高 邪
底径 (78)
残高  1_9

脚部小片。 回転ナデ コ転ナデ
青灰色

灰色

密

◎

高 郵
底径 (80)
坊鳥に尋  2,7

脚部小片。透かしをもつ。 回転ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

密

◎ 曲付着

高 邦 残高 39 透かしをもつ脚吉躊の/」 片ヽ。 ナ デ 回転ナデ
青灰色

青灰色

密

◎

亀 残 高
段をもち外反する日頸部。頸部上部
に波状文を施す。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

1644 壷
口径 (17.3)

残高  1.8
口縁部の小片。口端部は肥厚させ
丸 い 。

⑩ 回転ナデ

Θ カキロ(9本/cm)
不 明

暗青 灰色

灰色

密

◎

表64 SX2出 土 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

壷
胴部径 27.9

カ民梓き 234
球形の胴部 。日縁部と底部を欠失
する。

唖Dタタキ→回転ナデ
lll)回 転ナデ→タタキ

⑪同心円タタキ
〇 タタキ

灰色

灰色

長 (2～ 4)

◎

把手付
鍋

ロイ垂 282
君ξ拝慧 234

丸味をもつ底部か引同部。日縁部は短く、
外反する。舌状の把手が付く。把手の
上部に沈線が全体の半周巡る。

◎ ヨコナデ

霰甥ツ辞)

ヨコナデ

指頭痕

隆黄褐色

燈黄褐色

石`長 (1～ 6)

◎

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外画)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

1647 邪 身
ロイ垂(12.4)

器高  4,2

底部は丸味をもち、短く外上方に伸
びる受部。立ち上がりは内傾し端部
は丸い。ヘラ記号あり。

◎ 回転ナデ
①回転ヘラケズリ回転ナデ

天色

仄色

百'長 (1～ 5)

◎
316区

1648 高 邦
ロイ垂(150)

ア髯澪き  4_8

口縁部はわずかに外反し端部は丸
い。外面に2条の凸線と5条 1組の波
状支を加すハ

回転ナデ 回転ナデ
灰 色

灰褐色

石'長 (1～ 3)

◎
38区

1649 高 邪
口径 (146)

残高  4.5

わずかに外反する口縁部の端部は
丸い。外面に凸線と沈線を1条 、10
条 1組の波状支を加すハ

コ転ナデ 回転ナデ
灰白色

灰白色

石 (1～ 2)
赤 (4)
ω

37区

高 邪 残 高  28
外面に曲線 2条と凸線間に波状文を
施す。不底部に脚部接合のための
線刻 6

回転ナデ マ メツ
灰色

灰白色

長 (2～ 3)

◎
]6区

高 邪
底イ垂( 7.2)

残高  45
脚部。端部は内湾して接地する。外
面に2条の凸線。 回転ナデ 回転 ナデ

青灰色

青灰色

密

◎
]7区

1652 高 イ 残高   33 凸線と透かしを施す。 回転ナデ 回転ナデ
灰色

灰色

長 (1)
◎

18区

甕
口径 (199)

器高 313
球形の胴部に外反する日縁部。端
部はナデにより上下に拡張さす。

ざ 芳鶏
ア

∈)カキロー ナテ
⑩ 平行タタ■―カキ目
〇 平 行 タタキ

⊃ 回転ナデ

の 同心円タタキ

嗜灰色

培灰色

石,長
(1～ 5)

◎
H14区

甕
口 径 (172)

残高 68
外反する口縁部、端部手前にわず
かに段をもち端部は丸い。

① 回転 ナデ

⑩ タタキ→

カキロ

◎回転ナデ

⑩ 同心円文

灰 黒色

灰色

長 (1)
◎

H15区
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

1655 壷
口径 (202)

残高   36
外反する日縁部の端部は丸い。外
面にヘラ記号あり。

⑩ 回転ナデ

Θ カキロ 回転ナデ
灰色

灰色

長 (1～ 3)

◎
F9区

1656 士笠

口径 (178)

残高 54
口縁部は段をもち直立する。端部は
内イ頃する面をもつ。

Θ 回転ナデ

⑩カキロ 回 転 ナ デ
灰色黄色

天色黄色

長 (8)
◎

H17区

1657 壷 残高 67
外傾する口縁部。 内面に段、外面
に沈線1条を施す。

o回転ナデ
⑩ タタキ→カキロ

回転ナデ

同心円文

青灰色

青灰色

石・長(1～ 8)

◎
F8区

宝

口径 (102)

残高 3.5
肩の張る胴部に口縁部はわずかに
内傾する。端部は尖り気味に丸い。 回転ナデ 回 転 ナ デ

灰色

灰色

石・長(1～ 2)

◎
G17区

壺
口径 (110)

残高  45
外傾する口縁部の端部は尖り気味
である。

③ 回転ナデ

咆 カキロ 回転ナデ
灰褐色

灰褐色

長 (1～ 3)

◎
F7区

J・2~

口径 (126)

残高  87
直立する日縁部。凸帯 3条と6条の

波状文を施す。
回転ナデ
ナデ 回転 ナデ

灰色

灰色

密

◎
G8区

筑 残高 31
耳状の把手が付く。外面に2条の沈
線と波状文を施す。 施 文 回転ナデ

灰色

灰褐色

密

◎
E8区

1662 器 台 残高 52 外面に波状文を施す。
回転ナデ

格子タタキ 回転ナデ
灰褐色

灰色

密

◎

区

着

６

付

Ｇ

釉

器 台 残 高   58 口縁部の小片。端部外方t朝凹享さす。 回転ナデ コ転ナデ
青灰色

青灰自色

長 (1～ 3)

◎
G6区

器 台 残 高  27 頸 吉卜の /」 ナヽ十。 回転ナデ 回転ナデ
仄白色

灰白色

白 色 粒

△
F5区

1665 器 台 残 高   37 斜格子文を施す。小片。 ナ デ
回転ナデ
ナデ

灰桃白色

灰白色

白 色 粒

△ G14区

1666 器 台 残高 3.1 竹 管文 を施す 。小片 。 マメツ マメツ
灰白色

灰白色

白 色 粒

△
F7区

血 雌
姉

94
79

胴部は丸味をもち、底部は平底気味
でヘラ記号あり。円了しは径 1 5cm。

⑩回転ナデ

Θ回転ヘラケズリコ転ナデ
青灰色

青灰色

長 (1～ 6)

◎

1668 醜 雌
姉

90
92

糸田い頸旨躊に扁球形な月同吉躊をもち肩
音卜に沈競鬱条を施す。円子しは径1 7cnl。

③ 回転ナデ

① 回転ヘラケズリコ転 ナデ
灰 白色

灰臼色

長 (1)
◎

G13区

阻 雌
姉

球形 の月同部に広い頸部は段をもち
口縁部につづく。外面 には10条 の
波状文を施す。円孔は径 1 4cm。

回転ナデ コ転 ナデ
嗜紫灰色

嗜紫灰色

長 (1～ 3)
金
ω

G13区

1670 醜
胴部径 106
残高 81

肩の張る胴部に尖り気味に丸い底部。
頸部外面に波状文を施す。円孔は
て垂1.5cm。

の 回転ナデ
1の回転ヘラケズ|

Q回転ナデ→ナテ

⑪ 回転ナデ

① タタキ

黒灰色

青灰色

密・長 (1)

◎

区
着Ｄ‐３

腑
不

店邑4塁 ( 60)

残高  24
薄い底部の裾部に沈線が巡る。 回転 ナデ マメツ

乳白色

乳白色

密 ・ 赤

◎

1672 不
底 径  68
残 高   22

丸味のある厚い底部。
回転ナデ
ナデ 回転ナデ

灰黄色

黒茶色

密

○
F6区

1673 不 明 残 高   55 軟質土器。縄蒲文。 タタキ ナ デ
乳黄色

乳黄色

蕗・石。長(1)

◎
313区

1674 不 明 残高 32 軟質土器。胴部の小片。 タタキ マメツ
褐色

褐色

一即
金
◎

一缶

H16区

1675 不 明 残高 33 軟質土器。胴部の小片。 タタキ
乳茶色

乳茶色

長 (1～ 3)
金
◎

H13区

1676 不 明 残高 41 軟質土器。胴部片。 格 子タタキ ナデ

茶橙色

黄白色

百・長(1～ 4)

◎
36区

不 明 残高 41 月同吉躊の/Jヽテ十。器壁は薄ヽ 格子タタキ ナデ

灰白色

灰白色

密

◎
37区

不 明 残 高   37 月同音躊の/Jヽナキc 格子タタキ ナデ

赤茶色

灰色

密

◎

士霊
口径 (171)

器高  402

屈 曲して外反する日縁部。端部は
「コ」の字状である。肩部に「×」字
剪犬のヘラこR号あリハ

Θヨコナデ
廼B)ヽ ケ(8～ ■本/cm)

Oヨ コナ テ

冠年稲試ξ
淡黄灰色

淡黄灰褐色

固。長(1～ 5)

◎

E15区
黒 斑

第Ⅶ 層出土遺物観察表 上製品

船ヶ谷遺跡4次調査

(2)
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外画)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

1680 台付婉
径
径
高

口
底
器

内湾する日縁部の端部は短く外反
する。脚部は外湾し端部は尖り気味
に丸い。

① ヨコナデ

⑩ マメツ
鯰 ヨコナデ

⑨ ヨコナデ
⑩ マメツ

絡曾督薯
Cm

橙 褐色

橙褐色

石。長(1～ 4)

◎
E5区

高 邦 残高 110
柱部。面を意識した成形を行ってヽ
る。13面 か。

マメツ ヨコナデ
乳橙色

乳白橙色

石
・

長  (1

赤
◎

F7区

高 邪 力建拝三  60 柱部。外面は7面の面をもつ。
マメツ
ハ クリ ナ デ

乳黄色

乳白色

密・石・長(1)

◎
F5区

lTh

底径 (73)
残高  30

円盤高台をもつ。(緑釉陶器 ?) マメツ マメツ
橙黄褐色

黄橙褐色

長 (1～ 3)

◎
F5区

不
底径 (70)
残高 15 削り出し高台をもつ。 ヨコナデ マ メツ

乳白橙色

乳白橙色

密(石
,長 ,金

)

◎
釉付着

1685 甑 残 高   40
把手。断面は長方形状で上面にⅣ」
字状の溝。 ナ デ 乳灰茶色

石,長
(1～3)多

◎
D7区

1686 瓢 残 高   72 把手部。外上方に細長く伸びる。
ナデ
指おさえ ナ デ

乳黄橙色

乳責橙色

百・長 (1
赤
ω

H14区

カマド 残高 28 全体的に火を受けている。 ナデ 灰褐色
石,長

(1～ 3)

◎
39区

カマド 残 高 すすけている。
ナデ

指おさえ 乳白色
石・長(1～ 3)

赤
ω

39区

1689 鉢

'篤

拝き  53 丸底 。 ナ デ
ナデ

指頭痕

橙黄色

黄灰褐色

長 (1-3)
金
ω

1690 士宝
胴部径 79
ア埓F尋  60

扁平な胴部。胴中央部で最大径を
測る。

器昇喜コ
デ

① マメツ
ナデ

淡黄灰色

淡黄灰色

長 (1～ 3)
金
◎

D14区

ミニチュア
日径 (60)
器高  45

手捏ね土器。日縁部は強い指押さ
えで作り出す。

ナデ
指おさえ

ナデ

指おさえ

乳灰白色

乳白色

石。長 (1～ 2)

赤
〇

37区

口 径 (48)

残 高   33

手子星ね三上器。日縁部は指オ甲さえによ
り外反する。

ナデ
指おさえ

ナデ

指おさえ

乳貢色

乳黄色

石・長 (1)
赤

・
金

◎
37区

ミニチュア
口 径 (32)

器 高   24
手捏 ね。

ナデ

指おさえ
ナデ

指 おさえ

灰白色

灰白色

密・白色粒

◎ =6区

ミニチュア
口径 (44)
力篤拝3  25

口縁部の小片。外面に竹管文が2ヶ

所残る。 ナ デ ナ デ

灰色

灰色

石`長 (1～ 3)

◎
38区

塩
器

製
土

口径 (80)
″篤拝尋  55

直立気味に内湾する口縁部の端部
イよ尖る。

ナデ

指おさえ
ナデ

指おさえ

乳黄色

乳黄色

石。長 (1～ 2

金
◎

113区

塩
器

製
土

底 径 ( 68)

残 高   42
直立する日縁部の端部は尖り気味
にメt帝 。ヽ

マメツ
ハクリ

ナデ

指おさえ

乳黄色

灰白色

長
赤
〔

石
18区

塩
器

製
土

口径 (44)
残高  24 直立する日縁部は尖る。

ナデ

指おさえ ナ デ

乳黄色

乳黄色

石・長 (1)

◎
113区

1698
塩
器

製
土

口径 (36)
冴鳥干3  37

直立する日縁部は丸い。 タタキ マ メツ
予L橙色

7し褐灰色

密

◎
G17区

1699
塩
器

製
土 ″篤拝子  37 内湾気味の胴部片。

タタキ→ナデ
タタキ

ナデ
指おさえ

乳灰褐色

褐色

tl・ 長 (1～ 2

金
ω

F14区

1700 ミニチュア
長
幅
高

冑。指おさえで成形。両側面に竹管
文を巡らす。

↓旨おさえ
ナデ

指おさえ
ナデ 乳灰茶色

石・長(1～ 2)

◎
F9区

ミニチュア
長
幅
厚

盾。背面に把手状の凸基部をもつ。
指おさえ
ナデ

指おさえ
ナデ 茶白色

石・長(1～ 3)

◎
F8区

ミニチュア 径  (9,0)
鏡の模造品か。紐と思われる凸基
吉躊をもつ。 ナ デ

子し灰黄色

天黄色

長
金
ω

石

'8区

紡錘車
上
下
果

(58)
(63)
31

台形状の中心部に径 1_2cmの 孔。
ナデ

指頭痕 ナ デ

乳白色

乳灰色

石・長(1～ 2)

◎
14区

紡錘車
中
巾
ス

上
下
厘

丸味をもつ台形状の器形 。中心部
イこ径 1 0cmの 子と。

ナデ

指おさえ 乳褐色
石・長 (1)

◎
F7区

第Ml層 出土遺物観察表 上製品

出土遺物観察表

(3)
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第Ⅶ 層出土遺物観察表 土製品

表67 第Ⅶ 層出土遺物観察表 石製品

船ヶ谷遺跡4次調査

(4)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

土 錘
残高  89

了しぞ≧  1.6
円柱状の大きな上錘。 マメツ ナ デ

責茶色

黄茶色

長 (1～ 5)

◎
F9区

1706 土 錘
力篤拝慧  4.3

子しぞ登 0.5
丸味をもつ円柱状である。

ナデ

指おさえ 乳褐色
石 。長 (1)

赤
ω

甕
口径 (190)

残高  43
貼付口縁。端部は丸い

◎ナデ
①ヨコナデ
⑪ミガキ

ミガキ
乳灰茶色

灰色

石・長(1～ 5)

褐色粒
命

F6区

1708 壺 残 高   43
月同部の /」サ十。タト面 に貝殻 による直
線文と弧文を施す。 ナデ→施 文 ナ デ

乳白色

乳灰白色

石・長(1～ 2)

赤
ω

Dll区

1709 壷
ロイ垂(176)

残高  67
外反する口縁部。端部に羽状文、頸
部 |こ連鎖状亥町目文の凸帯を買占十寸ける。

ハケ(5本/cm)
ナデ

⑩ベガキ
◎ハケ(5本/c14)

◎ナデ

灰褐色

淡褐色

石・長(1～ 2)

◎

区

斑

Ｈ

黒

1710 重 残高 43 口縁部の小片。端部に羽状文を施す。 ミガキ ヨコナデ
淡褐色

暗灰色

石'長 (1～ 3)

◎

区

斑

Ｇ

黒

甕
径

高

底

残
くびれの上げ底。

ナデ上げ
ヨコナデ

ナデ

板ナデ

淡茶褐色

淡茶帽色

石'長 (1～ 2)

◎

1712 壷 力篤拝慧  4.9

jj IIl部 片 。5条以 上 の沈 線 文 、7条 の

波状 文 、7条の沈 線 文 、束U突列 点 文
を施す 。

ミガキ 不 明

茶橙色

乳白色

石・長(1～ 3)

◎
B8区

1713
分銅型
土製品

長
幅
厚

くびれ 罰
`が

測い 。夭 向から側 向に頁
通 する穿 孔 2ヶ所 。表 面 と上 面 に沈
線 イこよる表 現 。

ナ デ

乳白色 石'長 (1～ 2)

◎

H13区
黒 斑

壷 残 高   30
口縁部の小片。端部は「コ」の字状。
外面に竹管文を施す。 施 支 ナ デ

暗灰色

暗灰色

石・長 (1)

◎
37区

1715 鉢 残高 78 胴上部に「十」字状の線刻あり。
◎ヨコナデ
⑩ハケ他本/cm)

◎ヨコナデ
⑪ミガキ

乳茶橙色

乳灰黄色

石.長
(1～ 5)

◎
F5区

1716 器 台 ″亀拝三 105 脚音БIこ 径1.Ocmの 円子Lが 5段に残 る。 ハケ(6本 /cm)
ナデ
″ヽケ

淡茶褐色

淡渇色

石'長 (1～ 2)

◎
F5区

甑
底 径  32
残 高   52

小さな底部に径0,9cmの 焼成前の穿
孔を施す。

ハケ→ミガキ ナ デ

淡茶褐色

橙褐色

石・長(1～ 3)

◎

区

斑

Ｇ

黒

第Ml層出土遺物観察表 金属製品

番 号 器 種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 引目(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

鏃 ほ tゴ 完 形 鉄

番 号 器  種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 最大厚 (cm) 重さ(g)

石 鏃 7El 形 サ ヌ カ イ ト 16区

石 鏃 ほ イゴ 完 形 サ ヌ カ イ ト 23 D14区

粗製剥片刃器 万 形 安 山 岩 F10区

石 錘 7El 形 緑 色 片 岩 17 19973 G9区
723 石 錘 7Ej 形 緑 色 片 岩 1.3 D14区

724 石 錘 万 形 緑 色 片 岩 17 129,62

725 石 錘 形 花  同 岩 F13区

726 敲 石 71t 形 安  山 岩 F8区

727 敲 石 7E 形 安 山 岩 F5区

敲 ・ 磨 石 万 形 安  山 岩 16804

729 砥 石 7E 形 安  山 岩 1,7 14735 F7区

石 庖 丁 緑 色 片 岩 35907

石 庖 丁 緑 色 片 岩 31847 E5区

石 庖 丁 一九 形 サ ヌ カ イ ト 1,5 78703 F8区

柱状片刃石斧 緑 色 片 岩 F8区

両 刃 石 斧 33564 F14区
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第Ⅶ 層出上遺物観察表 石製品

表68 出土地点不明出土遺物観察表 土製品

表70 出土地点不明出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(2)

番 号 器 種 残  存 材  質
法  量

備  考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 最大厚(cm) 重さ(g)

扇平片刃石斧 緑 色 片 岩 22.16( G10区

扁平片刃石斧 緑 色 片 岩 10 8201 」7区
1737 扁平片刃石斧 自色凝灰岩 14 5535 F5区

扁平片刃石斧 緑 色 片 岩 7238 G6区
管 玉 万 形 碧 玉 (4量 )0,6 (径 )0.3 G8区
管 玉 形 碧 玉 (4蚤 )0.4 (径 )02 0635 G17区

勾 玉 7E 形 635 G8区
石 核 /El 形 サ ヌ カ イ ト F5区
原 石 7El 形 緑 色 片 岩 102.41 G14区

鋳 型 石英粗面岩 F7区

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

1745 重
口径 (288)

残高  7.0
外反する口縁部。頸部と口縁内面
に押圧された凸帯を張付る。

ぎ曇牽み デ
ヨコ ナ デ

⑦ ハケ→ミガキ

① ミガキ
指頭痕

⑪ ナデ

淡灰黄色

淡灰黄色

一帥
金
◎

百

壺 残 高
胴部の小片。4条 の沈線 と貝殻 (タ
マキ貝)施文を施す。 施 文 ナ デ

乳白色

乳白色

石・長(1～ 2)

◎

1747 壷 力篤拝護  3.9 凸帯と貝殻弧文を施す。 施 文 ハクリ
乳白色

予し黄色

や一即金
ら

石

董 力篤拝3  3.8 胴部の小片。沈線文を施す。 タタキーナデ ナ デ
茶褐色

淡茶褐色

一即
金

∩

石

1749 壷
口径 (132)

残高  47
段をもつ口縁部。端部はわずかに外
反し丸い。 ヨヨナデ ヨコナデ

乳黄褐色

乳黄褐色

百・長 (1～ 2

金
ω

壷
口径 (70)
残高 19 口縁部の小片。端部は丸い

ヨコナデ

指頭痕
ヨコナ デ

橙灰色

橙色

固・長 (1～ 4

金
∩

壼 力完下憲  32 頸部は広く月同部イよ扇平。
ヨコナデ
ナデ

ヨコナデ
浅黄橙色

褐黄橙色

石。長(1～ 2)

◎

1752 壺 残 高
粘土紐が顕著 に残る。底部に「X」

字状のヘラ記号あり。

⑩ナデ
ハケ0本/clII)

①ケズリ

ナデ
指頭痕

黄褐色

明黄褐色

石 (1～ 3)
金
ω

1753 甑
口径 (268)

残高 83
直立する口縁部。端部は「コ」の字
状に丸い。

ハケ(7本/cm)
⊃ヨコナデ
⊃ナデ

橙色

にぶい橙色

石,長
(1～ 2)

◎

甑 残高   34 断面楕円形状の短い把手。 ナ デ
'ヽ

ケ

浅黄橙色

灰帽色

石,長
(1～ 3)

◎

1755
塩

器

製

土 残 高 小片。 マメツ ナデ
色

色

黄

灰

階
」
翌
ヽ

長 (1)
◎

表69 出土地点不明出土遺物観察表 装身具

番 号 器 種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 叫ヨ(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

勾 玉 形 土 12 8.63〔

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

1757 土 玉 瑚長確
そろばん玉状の形状の中心に径3mm
の穿孔。 ナ デ 乳白色

石・長 (1)

◎
重さ
5503g

不 明
`   44ξ  38
1    31
径 04～ 12

片面に貫通しない穿孔。 ナ デ 黒灰色
日・長 (1～ 4)

角・金
◎

1759 不 蓋
口径 (120)

力完信3  4.4

丸みのある天丼部は明確な稜をもち
口縁部につづく。

○回転ヘラケズリ
Θ回転ナデ 回転ナデ

青灰色

灰色

密 ・ 長

◎

不 蓋 残高 28 丸みのある浅い天丼部。
〇回転ヘラケ利
〇マメツ 回転ナデ

乳橙色

乳橙色

石 (1)
◎
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出土地点不明出土遺物観察表 土製品

表71 出土地点不明出土遺物観察表 石製品

船ヶ谷遺跡4次調査

(2)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

1761 蓋
口径 (20.8)

器高 9,8

水 平 な天 丼 部 に大 きく屈 曲 す る日

縁部 。日端 部 は凹む。天丼 部 につま
みが付 くハ

つ四私アア
D回転ヘラケズリ
の回転ナデ

回転ナデ
灰黄色

灰黄色

石 (1)
◎

1762 不 身
口径 12.4

器高 49
短く水平に伸びる受部。立ち上がり
は内傾し端部は尖り気味に丸い。

D回転ナデ

③回転ヘラケズリ

回転ナデ

ナデ

青灰色

青灰色

蕗(石 長 )

◎

1763 器 台 残高 4.7 外面に斜格子支と竹菅文を施す。 マメツ マメツ
天白色

子し黄橙色

白 色 粒

△

1764 不 明 残高 37 軟質土器。 タタキ マメツ
子し橙白色

子L白色

石 (1～ 3)

◎

1765 不 明 残高 2.8 軟質土器の月同部片。 格子タタキ ナデ
天茶色

灰茶色

石 長 (1)

◎

1766 不 明 残高 22 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
灰色

灰色

石 長(1～ 2)

◎

1767 不 明 残高 39 軟質土器の胴部片。 格子タタキ ナデ
茶橙色

茶橙色

石 長 (1)

◎

番 号 器 種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅  (cm) 邑大厚(cm) 重さ(g)

1768 石 鏃 万 形 サ ヌ カ イ ト 0905

1769 石 鏃 4///5 サ ヌ カ イ ト

1770 ス ク レイパ ー ほ ぼ 完 形 サ ヌ カ イ ト 18,834

1771 ス ク レ イ パ ー /E 形 11.3 117 242416

1772 ス ク レ イ パ ー 形 緑 色 片 岩 12 1 137900

1773 石 錘 形 緑 色 片 岩 113

1774 石 錘 形 安  山 石 11.0

1775 石 錘 万 形 緑 色 片 岩 7.5 19686

1776 石 棒 結 晶 片 岩 107 28 204227

1777 石 棒 結 晶 片 岩 213.803

1778 石 棒 結 晶 片 岩 8.2 250318

1779 男根状石製品 石英粗面岩 8.9 151089

1780 敲 石 /E 形 安  山 岩 14.5 7.7 58 1155,00

1781 敲 石 売 形 安  山 岩 15,3

1782 敲 石 7E 形 安 山 岩 161

1783 敲 石 緑 色 片 岩

1784 敲 石 7E 形 安  山 岩 139

1785 砥 石 形 石 英粗面岩 100 6.2 42000

1786 砥 石 石 英粗面岩 8.6

1787 砥 石 形 石 英粗面岩 6.8 195629

1788 鋳 型 石英 粗面岩 8343

1789 石  庖  丁 緑 色 片 岩

1790 石 鎌 万 形 緑 色 片 岩 16.1 31600

1791 両 刃 石 斧 緑 色 片 岩 25 13.077

1792 柱状片刃石斧 緑 色 片 岩 48095

柱状片刃石斧 緑 色 片 岩 27553

1794 攀状片刃石斧 万 形 緑 色 片 岩

1795 紡  錘  車 形万 緑 色 片 岩 6986

1796 紡 錘 車 緑 色 片 岩

1797 原 石 緑 色 片 岩 18,7

1798 原 石 緑 色 片 岩 101 132276
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出土遺物観察表

出土地点不明出土遺物観察表 石製品

表72 SRI②層出土遺物観察表 石製品 (ス クレイパー・刃器・最U片 )

(2)

番 号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 噌ヨ(cm) 最大厚(cm) 重さ(g)

1799 原 石 緑 色 片 岩 55906

1800 原 石 緑 色 片 岩 64177

1801 原 石 13986

1802 原 石 緑 色 片 岩

原 石 緑 色 片 岩 14 15109

原 石 7El 形 安  山 岩 100 140.28

原 石 安  山 岩 7.1 53 144340

番 号 器  種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 暉ヨ(cm) 邑大厚(cm) 重さ(g)

1806 スクレイパ ー サ ヌ カ イ ト 2145 F5区
ス ク レイパ ー サ ヌ カ イ ト G14区

1808 ス ク レイパ ー サ ヌ カ イ ト F14区

1809 ス ク レイパ ー サ ヌ カ イ ト 29 G10区
1810 粗製剥片刃器 1395 G15区
1811 打 製 刃 器 緑 色 片 岩 10.8 H15区

剥 片 サ ヌ カ イ ト F7区
1813 剥 片 サ ヌ カ イ ト 4.69 F8区
1814 ヨ

ホ 片 結 晶 片 岩 F9区
1815 ユ

氷 片 サ ヌ カ イ ト 11.36 G6区
1816 ユ

ホ 片 サ ヌ カ イ ト G6区
1817 承」 片 結 晶 片 岩 8041 F9区
1818 談げ 片 34.32 F6区
1819 ユ

氷 片 サ ヌ カ イ ト Cll区
1820 ユ

ホ 片 サ ヌ カ イ ト D15区
1821 剥 片 安 山 岩 2.45 E13区

剥 片 結 晶 片 岩 E15区
尿U 片 片 岩 F4区
尿J 片 緑 色 片 岩 F5区

1825 一承
片 片 岩 1374 F7区

ヨ
ホ 片 緑 色 片 岩 22 F10区

1827 ユ
ホ 片 緑 色 片 岩 1594 F10区

1828 承U 片 1489 F12区
1829 剥 片 緑 色 片 岩 2,77 G3区

票」 片 G7区
1831 剥 片 サ ヌ カ イ ト G10区

剥 片 10.14 G14区
1833 諸J 片 緑 色 片 岩 G14区

談J 片 緑 色 片 岩 1458 G15区
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船ヶ谷遺跡4次調査

SRI②層出土遺物観察表 石製品 (ス クレイパー・刀器・剥片)

表73 SRI②層出上遺物観察表 石製品 (敲石・磨石)

※敲石・磨石は敲いている面をA面と上としている。
敲・磨石は敲面を○、磨り面を△で表示している。
印の度合0強

(2)

番号 器  種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 最大厚 (cm) 重さ(g)

1835 談」 片 サ ヌ カ イ ト 2.5 H14区

1836 ユ
ホ 片 H14区

承J 片 緑 色 片 岩 H15区
ユ
ホ 片 サ ヌ カ イ ト H16区
ユ
ホ 片 緑 色 片 岩 29 Ell区
ユ
ホ 片 結 晶 片 岩 E13区
ユ
ホ 片 緑 色 片 岩 E15区
ユ
氷 片 緑 色 片 岩 11.5 7,7 G15区

1843 ヨ
ホ 片 緑 色 片 岩 G16区

番 号 器 種 残 存 材 質
法  量 磨り面

備 考 図版
霊さ(cm) 幅 (cm) 最大厚(cm) 重さ(g)

A語 3置 上 下 右 左

1844 敲 石 完  形 花 同 岩 10.4 5,7 ○ 円形 F7区

1845 敲 石 完  形 安 山 岩 9.2 ○ ○ ○ 円形

1846 敲 石 完  形 安 山 岩 ○ ○ ○ ○ 円形

1847 敲 石 完  形 安 山 岩 10.2 ○ ○ ○ 椿円形 G6区

1848 敲 石 欠  損 安 山 岩 11.4 ○ ○ 楕円形 F13区

1849 敲 石 欠  損 安 山 岩 10.3 ○ ○ ○ ○ ○ 楕円形 F16区

1850 敲 石 完  形 安 山 岩 18.8 ○ ○ ○ ○ ○ 楕円形 G12区

敲 石 欠  損 安 山 岩 13.8 ○ ○ 楕円形 F8区

1852 敲 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ ○ ○ 楕円形 F12区

1853 敲 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ ○ 楕円形 G16区

敲 石 ほぼ完形 安 山 岩 16.7 ○ ○ ● ○ ○ 楕円形 C13区

1855 敲 石 一部欠損 安 山 岩 ○ ○ 0 ○ ○ 楕円形 E6区

1856 敲 石 欠  損 安 山 岩 208.11 ○ ○ ○ 楕円形 F6区

1857 敲 石 完  形 安 山 岩 11.6 ○ ○ ○ ○ 楕円形 G6区

1858 敲 石 欠  損 安 山 岩 12.5 ○ ○ ○ 楕円形 G9区

1859 敲 石 完  形 安 山 岩 ○ 楕円形 E14区

1860 敲 石 欠  損 安 山 岩 ● ○ ○ ○ 楕円形 F7区

敲 石 完  形 安 山 岩 15,7 ○ 楕円形 F12区

1862 敲 石 完  形 安 山 岩 ○ ○ ○ ○ 楕円形 G7区

1863 敲 石 完  形 安 山 岩 117 ○ ○ 楕円形 F5区

1864 敲 石 完  形 安 山 岩 12.6 ○ ○ ○ 楕円形 E6区

1865 敲 石 完  形 安 山 岩 10,7 ○ ○ ○ ○ 楕円形 F6区

1866 敲 石 完  形 安 山 岩 10,7 ○ ○ ○ ○ 楕円形 F14区

1867 敲 石 完  形 安 山 岩 11.0 ○ ○ ○ ○ 楕円形 F15区

1868 敲 石 完  形 安 山 岩 ○ ○ ○ 楕円形 G6区

1869 敲 石 完  形 安 山 岩 2457( ○ ○ ○ 楕円形 G6区

1870 敲 石 完  形 安 山 岩 13.0 ○ ○ 惰円形 G16区

- 100-



出土遺物観察表

SRI②層出上遺物観察表 石製品 (敲石・磨石 ) (2)

番 号 器 種 残 存 材 質
法  量 敲き面

備 考 図版
轟さ(cm) 幅 (cm) 言大厚(cm) 重さ(g) 顧ヽ 3置 上 下 右 左

敲 石 完  形 安 山 岩 14.0 ○ ○ ○ ○ ○ 楕円形 G16区

敲 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ 楕円形 C12区

敲 石 完  形 安 山 岩 26863 ○ ○ 楕円形 C12区

敲 石 完  形 安 山 岩 157.74 ○ ○ 楕円形 F3区

敲 石 完  形 安 山 岩 246.22 ○ ○ ○ ○ 楕円形 F5区

敲 石 完  形 安 山 岩 25358 ○ ○ 楕円形 F5区

1877 敲 石 一部欠損 安 山 岩 123 25956 ○ ○ ○ ○ ○ 楕円形 G10区

敲 石 7Ej 形 安 山 岩 10,9 ○ 楕円形 G15区

敲 石 完  形 安 山 岩 ○ ○ ○ ○ 楕円形 H13区

敲 石 完  形 安 山 岩 160 8.2 ○ ○ ○ ○ 楕円形 C12区

敲 石 完  形 安 山 岩 13.6 ○ ○ ○ ○ 楕円形 C12区

1882 敲 石 完  形 安 山 岩 ○ ○ ○ 楕円形 F4区

1883 敲 石 完  形 安 山 岩 13.8 7.7 47 ○ ○ ○ ○ ○ 橋円形 G14区

敲 石 完  形 安 山 岩 ○ ○ ○ 楕円形 H12区

1885 敲 石 完  形 安 山 岩 117 ○ ○ ○ ○ 楕円形 E15区

1886 敲 石 欠  損 安 山 岩 57 26005 ○ ○ 楕円形 G12区

敲 石 欠  損 花 南 岩 ○ 楕円形 D13区

敲 石 欠  損 花 筒 岩 12.3 ○ 楕円形 F5区

1889 敲 石 完  形 安 山 岩 ○ ○ ○ ○ ○ 楕円形 F 2区

敲 石 完  形 安 山 岩 10431 ○ ○ ○ 楕円形 F 3区

敲 石 完  形 安 山 岩 193.2を ○ 楕円形 D 4区

敲 石 欠  損 安 山 岩 115 ○ ○ ○ ○ ○ 楕円形 D 4区

敲 石 完  形 花 南 岩 11.3 ○ 楕円形 F 4区

敲 石 欠  損 安 山 岩 11.0 ○ ○ ○ 楕円形 C9区

1895 敲 石 完  形 安 山 岩 5,0 ○ 指円形 Cll区

敲 石 完  形 安 山 岩 5271 ○ 楕円形 C12区

1897 敲 石 欠  損 安 山 岩 2047( ○ ○ ○ 楕円形 E14区

1898 敲 石 完  形 安 山 岩 13.7 7.5 7.5 ○ 楕円形 F9区

敲 石 一部欠損 砂  岩 13.0 ○ ○ 楕円形 G13区

敲 石 欠  損 安 山 岩 ○ 楕円形 F4区

敲 石 欠  損 花 筒 岩 ○ 楕円形 F7区

1902 敲 石 完  形 安 山 岩 2297( ○ 楕円形 D14区

敲 石 完  形 安 山 岩 52 154,4( ○ ○ 楕円形 F7区

1904 敲 石 万 形 安 山 岩 ○ ○ ○ 惰円形 F6区

1905 敲 石 欠  損 花 南 岩 98 ○ 楕円形 G7区

1906 敲 石 欠  損 安 山 岩 76 ○ 楕円形 G7区

敲 石 欠  損 安 山 岩 96 ○ ○ ○ 惰円形 H14区

敲 石 一部欠損 安 山 岩 488〔 ○ ○ O ○ 楕円形 F6区

1909 敲 石 欠  損 安 山 岩 109.0( ○ 楕円形 F4区
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船ヶ谷遺跡4次調査

SRI②層出土遺物観察表 石製品 (敲石・磨石) (3)

番 号 器 種 残 存 材  質
法 皇

皇 敲き面
備 考 図版

轟さ(cm) 中冨(cm) 最大厚(cm) 重さ(g) A西 上 下 右 左

敲 石 欠  損 石  英 17427 ○ 楕円形 F12区

1911 敲 石 欠  損 花 闘 岩 ○ ○ ○ 楕円形

1912 敲 石 欠  損 安 山 岩 71 13263 ○ ○ ○ ○ 棒状

1913 敲 石 完  形 安 山 岩 2.2 9881 ○ ○ 棒状

1914 敲 石 完  形 安 山 岩 17737 ○ ○ 棒状

1915 敲 石 一部欠損 安 山 岩 2.2 ○ 棒状 F15区

1916 敲 石 完  形 安 山 岩 3231 ○ 棒状 H14区

1917 敲 石 完  形 安 山 岩 100 ○ ○ 方形 F5区

1918 敲 石 完  形 安 山 岩 ○ ○ ○ ○ ○ 方形 F4区

1919 敲 石 完  形 安 山 岩 ○ 方形 G12区

1920 敲 石 完  形 163 ○ ○ ○ ○ 長方形 G12区

1921 敲 石 欠  損 安 山 岩 12 9 ○ ○ 長方形 G9区

1922 敲 石 完  形 安 山 岩 143 37 ○ ○ 長方形 H17区

1923 敲 石 ほぼ完形 安 山 岩 13 0 ○ ○ ○ 長方形

1924 敲 石 欠  損 安 山 岩 105 ○ 長方形 G7区

1925 敲 石 一部欠損 安 山 岩 16.2 ○ ○ ○ ○ ○ 長方形 G7区

1926 敲 石 欠  損 花 闘 岩 1947を ○ ○ 長方形 F4区

1927 敲 石 欠  損 安 山 岩 2083( ○ ○ ○ ● 長方形 F8区

1928 敲 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ ○ ○ ○ 長方形

1929 吉
同 石 完  形 安 山 岩 169 1,20( ○ ● ○ 長方形 F15区

1930 敲 石 完  形 安 山 岩 159 ○ 棒状

1931 敲  磨 石 一部欠損 安 山 岩 12.5 ○ △ ○ ○ 楕円形 F7区

1932 敲  磨 石 完  形 安 山 岩 10.9 87 1,05( ○ ○ △ ○ ○ ○ 楕円形 F12区

1933 敲  磨 石 ほぼ完形 安 山 岩 13.3 100 ○ △ ○ ○ 椿円形 H14区

敲  磨 石 完  形 安 山 岩 11.4 ○ △ ○ 柏円形 F5区

敲 磨 石 完  形 安 山 岩 139 5,7 ○ △ ○ ○ ○ ○ 脩円形 F7区

1936 敲  磨 石 欠  損 安 山 岩 100 △
〇 △ △

〇
△
〇

△
〇 楕円形 F12区

1937 敲 磨 石 一部欠損 安 山 岩 14,8 △ ○ ○ 情円形 G7区

1938 敲 磨 石 欠  損 安 山 岩 19634 △ △ △ 惰円形 H14区

1939 敲  磨 石 完  形 花 南 岩 △ ○ ○ 楕円形 C12区

1940 敲 磨 石 欠  損 安 山 岩 10 0 △ 楕円形 E12区

1941 敲 磨 石 完  形 安 山 岩 2.6 948〔 △ ○ ○ ○ 惰円形 D9区

1942 敲  磨 石 一部欠損 安 山 岩 55 2046[ ○ △ ○ ○ ○ ○ 楕円形 H14区

1943 敲 磨 石 完  形 安 山 岩 ○ ○ △ ○ ○ ○ 糖円形 D12区

1944 敲 磨 石 完  形 安 山 岩 75 ○ △ ○ ○ 脩円形 D9区

1945 敲  磨 石 欠  損 安 山 岩 112 1,26[ △ ○ ○ △ 楕円形 H14区

敲  磨 石 完  形 安 山 岩 205,9[ △ ○ ○ 楕円形 F4区

1947 敲  磨 石 完  形 安 山 岩 △ ○ ○ ○ ○ 惰円形 H14区

1948 敲  磨 石 完  形 安 山 岩 △ ○ ○ ○ 橋円形
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出土遺物観察表

SRI②層出上遺物観察表 石製品 (敲石・磨石) (4)

番号 器 種 残 存 材 質
法  量 磨り面

備 考 図版
晟さ(cm) 幅  (cm) 最大厚(cm) 重さ(9) へ洒 3置 皆面 上 下 右 左

敲 磨 石 完  形 安 山 岩 100 7,7 △ ○ ○ ○ 楕円形 E7区

敲 磨 石 欠  損 安 山 岩 136 △
〇

△ △
〇

△ 糖円形 G14区

敲 磨 石 完  形 安 山 岩 45.27 ○ △ ○ ○ 楕円形 G13区

952 敲  磨 石 完  形 安 山 岩 254.86 ○ △ ○ ○ 楕円形 C12区

敲  磨 石 欠  損 安 山 岩 20529 △ 楕円形 F4区

敲 磨 石 欠  損 安 山 岩 10 4 20813 △ △ 楕円形 G6区

955 敲 磨 石 欠  損 安 山 岩 11,7 650 △ △ 楕円形 G7区

956 敲 磨 石 完  形 安 山 岩 32 101.90 △ ○ ○ 棒状 F13区

957 敲  磨 石 完  形 安 山 岩 25222 △ ○ ○ 長方形 E5区

958 敲 磨 石 欠  損 安 山 岩 55 △ △ ○ 長方形 H15区

959 敲  磨 石 欠  損 安 山 岩 12.2 △ △ ○
△
〇

△ 長方形 G16区

960 磨 石 欠  損 安 山 岩 10,4 7.1 28684 ○ ○ ○ 円形

磨 石 完  形 安 山 岩 10733 ○ 円形 E12区

962 磨 石 完  形 安 山 岩 2.3 32.51 ○ 円形 F12区

磨 石 完  形 10 7 ○ 円形

磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 円形 C7区

磨 石 7E 形 安 山 岩 22722 ○ 円形 C10区

1966 磨 石 形 安 山 岩 5344 ○ 円形 G8区

1967 磨 石 一部欠損 7229 ○ 楕円形

1968 磨 石 完  形 安 山 岩 12 3 105 ○ 楕円形 D9区

1969 磨 石 完  形 花 南 岩 3.2 206.79 ○ 楕円形 G7区

1970 磨 石 完  形 安 山 岩 131 ○ 楕円形

1971 磨 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ ○ ○ 楕円形 F7区

1972 磨 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ ○ ○ ○ 楕円形 F7区

1973 磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 楕円形 F7区

1974 磨 石 完  形 安 山 岩 114 ○ 楕円形

1975 磨 石 完  形 安 山 岩 12.5 ○ 楕円形 C12区

1976 磨 石 一部欠損 7654 ○ ○ ○ ○ 楕円形 E10区

1977 磨 石 欠  損 3258 ○ ○ ○ ○ 楕円形 F5区

1978 磨 石 7C 形 安 山 岩 6473 ○ 楕円形 F5区

1979 磨 石 完  形 安 山 岩 24952 ○ 楕円形 F7区

1980 磨 石 欠  損 花 南 岩 12.2 24503 ○ ○ ○ ○ 楕円形 G7区

1981 磨 石 欠  損 砂  岩 9992 ○ ○ ○ ○ 楕円形 G13区

1982 磨 石 完  形 安 山 岩 10 6 ○ 楕円形

1983 磨 石 完  形 安 山 岩 172 77 1,270 ○ 楕円形 F7区

1984 磨 石 欠  損 安 山 岩 13829 ○ 楕円形 C9区

1985 磨 石 完  形 安 山 岩 13 6 楕円形 Cll区

1986 磨 石 ほぼ完形 砂  岩 19673 ○ ○ ○ ○ 楕円形 E14区

1987 磨 石 完  形 安 山 岩 42.45 ○ 楕円形 G12区
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船ヶ谷遺跡4次調査

SRI②層出土遺物観察表 石製品 (敲石・磨石) (5)

番 号 器  種 残 存 材 質
法  量 磨り面

備 考 図版
轟さ(cm) 幅 (cm) 最大厚(cm) 重さ(9) よ語 〕西 上 下 右 左

磨 石 完  形 安 山 岩 11.2 ○ 楕円形 F9区

磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 楕円形 E15区

1990 磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 楕円形 Fll区

1991 磨 石 欠  損 安 山 岩 254.34 ○ ○ 楕円形 G14区

1992 磨 石 完  形 安 山 岩 13389 ○ 楕円形 G16区

1993 磨 石 完  形 安 山 岩 2.2 6139 ○ 楕円形 H17区

磨 石 完  形 安 山 岩 20 41.05 ○ 楕円形 C10区

磨 石 完  形 安 山 岩 77.57 ○ 楕円形 C10区

1996 磨 石 完  形 安 山 岩 1603( ○ 楕円形 C12区

1997 磨 石 完  形 安 山 岩 3.2 873〔 ○ 楕円形 F12区

1998 磨 石 完  形 安 山 岩 12 4 5,7 ○ 惰円形 G17区

1999 磨 石 完  形 花 南 岩 157 8.6 1,56[ ○ 楕円形 F7区

磨 石 完  形 安 山 岩 1.5 268( ○ 惰円形 C5区

磨 石 完  形 安 山 岩 95,7〔 ○ 楕円形 F5区

磨 石 完  形 安 山 岩 55.5[ ○ 楕円形 F5区

2003 磨 石 完  形 2.8 630( ○ 楕円形 F7区

磨 石 完  形 安 山 岩 562コ ○ 楕円形 F8区

磨 石 欠  損 安 山 岩 82.92 ○ 惰円形 F9区

2006 磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 楕円形 F14区

磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 楕円形 F15区

2008 磨 石 完  形 安 山 岩 17 1457 ○ 楕円形 G10区

磨 石 完  形 安 山 岩 261,94 ○ ○ ○ ○ 惰円形 Dll区

2010 磨 石 欠  損 安 山 岩 6.7 24290 ○ ○ ○ 楕円形 E 区

2011 磨 石 完  形 安 山 岩 66.07 ○ 楕円形 F 区

2012 磨 石 完  形 安 山 岩 75.59 ○ 椿円形 F 区

2013 磨 石 完  形 安 山 岩 180.97 ○ 楕円形 G15区

2014 磨 石 完  形 安 山 岩 57 ○ ○ ○ ○ ○ 楕円形

2015 磨 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ ○ 楕円形 G14区

2016 磨 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ 楕円形 G17区

2017 磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 楕円形

2018 磨 石 完  形 安 山 岩 58,7ィ ○ 楕円形 E13区

2019 磨 石 完  形 安 山 岩 822( ○ 楕円形 E13区

2020 磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 惰円形 E15区

2021 磨 石 完  形 安 山 岩 52.3〔 ○ 楕円形 F5区

2022 磨 石 完  形 安 山 岩 5661 ○ 楕円形 F5区

2023 磨 石 完  形 安 山 岩 65,0( ○ 楕円形 F5区

2024 磨 石 完  形 安 山 岩 142.64 ○ 惰円形 F6区

2025 磨 石 完  形 安 山 岩 7971 ○ 楕円形 F7区

2026 磨 石 完  形 安 山 岩 32 ○ 楕円形 F9区
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出土遺物観察表

SRI②層出土遺物観察表 石製品 (敲石・磨石) (6)

番 号 器 種 残 存 材 質
法  量 磨り面

備 考 図版
轟さ(cm) 幅 (cm) 最大厚(cm) 重さ(g) A語 3西 上 下 右 左

磨 石 完  形 安 山 岩 3.7 27 23.lC ○ 楕円形 F12区

磨 石 完  形 安 山 岩 6202 ○ 楕円形 F15区

2029 磨 石 完  形 安 山 岩 6253 ○ 指円形 G10区

2030 磨 石 完  形 安 山 岩 52,99 ○ 楕円形 G13区

2031 磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 楕円形 G13区

2032 磨 石 完  形 安 山 岩 1445( ○ 惰円形 G13区

2033 磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 糖円形 G16区

磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 楕円形 G 区

磨 石 欠  損 花 南 岩 57 91.6こ ○ 楕円形 H 区

磨 石 完  形 安 山 岩 32 ○ 惰円形 H 区

磨 石 完  形 安 山 岩 226( ○ 惰円形 H 5区

2038 磨 石 完  形 安 山 岩 2.6 ○ 楕円形

2039 磨 石 欠  損 安 山 岩 5.5 94.6こ ○ 楕円形 F7区

磨 石 欠  損 安 山 岩 8662 ○ ○ 楕円形 G7区

磨 石 完  形 安 山 岩 10.3 133.41 ○ 惰円形 G14区

磨 石 一部欠損 砂  岩 96.8写 ○ ○ ○ ○ 棒状 G17区

磨 石 欠  損 安 山 岩 7.2 9711 ○ ○ ○ ○ ○ 棒翠

2044 磨 石 完  形 安 山 岩 13.4 2,7 21421 ○ 棒状 D10区

2045 磨 石 欠  損 安 山 岩 2.2 83,44 ○ ○ ○ ○ ○ 棒状 Ell区

2046 磨 石 完  形 安 山 岩 565〔 ○ 棒状 C12区

2047 磨 石 完  形 安 山 岩 27 491を ○ 棒状 F6区

2048 磨 石 完  形 安 山 岩 56.6を ○ 棒状 C15区

2049 磨 石 完  形 安 山 岩 29 56.7' ○ 棒状 G10区

2050 磨 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ ○ ○ ○ 格状 G16区

2051 磨 石 完  形 安 山 岩 6.5 ○ 方形 F7区

2052 磨 石 完  形 安 山 岩 3.5 4881 ○ 方形 G15区

2053 磨 石 完  形 安 山 岩 2058( ○ 方形 F6区

磨 石 欠  損 安 山 岩 9.6 ○ ○ ○ ○ ○ 方形 G13区

磨 石 完  形 安 山 岩 200 8.3 55 ○ 長方形 G7区

2056 磨 石 7Ej 形 安 山 岩 15,0 ○ 長方形 G5区

2057 磨 石 欠  損 安 山 岩 249,7を ○ ○ ○ 長方形 E4区

2058 磨 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ ○ 長方形 G9区

2059 磨 石 完  形 安 山 岩 10.5 2393: ○ 長方形 G14区

2060 磨 石 欠  損 安 山 岩 10,7 ○ ○ ○ ○ ○ 長方形 F6区

2061 磨 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ ○ ○ 長方形 F14区

2062 磨 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ 長方形 G7区

磨 石 完  形 安 山 岩 257.0( ○ 長方形 H15区

2064 磨 石 欠  損 安 山 岩 609` ○ ○ ○ ○ ○ 長方形 C12区

磨 石 欠  損 安 山 岩 1.5 1073C ○ ○ ○ ○ 長方形 F5区
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船ヶ谷遺跡4次調査

SRI②層出土遺物観察表 石製品 (敲石・磨石)

表74 SR!②層出土遺物観察表 石製品 (砥石・台石・残刻・石刻・未成品・原石・不明品)

(7)

番 号 器 種 残 存 材  質
法  量 磨り面

備 考 図版
霊さ(cm) 幅 (cm) 融大厚(cm) 重さ(g) 西ヽ 3置 冬藉 上 下 右 左

2066 磨 石 欠  損 安 山 岩 ○ 長方形 G16区

2067 磨 石 完  形 安 山 岩 10.3 ○ 三角形 H17区

2068 磨 石 欠  損 花 南 岩 13 4 85 5,7 ○ ○ ○ ○ ○ 三角形 F8区

磨 石 完  形 安 山 岩 22013 ○ 三角形 G16区

磨 石 完  形 安 山 岩 22732 ○ 三角形 G14区

2071 磨 石 欠  損 安 山 岩 7.7 ○ 扇形 E7区

番号 器 種 残 存 材 質
法   量

備 考 図版
長さ(cm) 叫ヨ(cm) 最大厚(cm) 重さ(g)

2072 砥 石 欠 損 104.01 F3区
2073 砥 石 欠 損 31.0 23.2 6,85( ひようたん形C  8  区

2074 砥 石 欠 損 安  山 岩 24.5 24.4 7,20( 長方形 D14区
砥 石 欠 損 安 山 岩 21.5 188 3,65( 長方形 G12区
砥 石 欠 損 安  山 岩 263 183 3,95( 長方形 F 8 区

2077 砥 石 一 部 欠 損 安  山 岩 1.5 11.6 方形 F 5 区

2078 砥 石 欠 損 安  山 岩 楕円形 F 6 区

2079 砥 石 欠 損 安 山 岩 101 長方形 F12区
2080 価 石 欠 損 砂 岩 長方形 F14区

砥 石 欠 損 安  山 岩 楕円形 F14区
砥 石 一 部 欠 損 長方形 G16区

2083 砥 石 欠 損 安  山 岩 231.29 長方形 G16区
砥 石 欠 損 安  山 岩 楕円形 D 7 区

2085 砥 石 欠 損 安 山 岩 長方形 F 9 区

2086 砥 石 イま tゴ 完 形 楕円形 F15区
砥 石 欠 損 砂 岩 13.5 長方形

砥 石 欠 損 253,1, 楕円形

2089 砥 石 欠 損 安  山 岩 長方形 D 6 区

砥 石 欠 損 安  山 岩 2.3 1344〔 長方形 E 8 区

2091 砥 石 欠 損 55 77 長方形 E 5 区

2092 砥 石 形 安  山 岩 105 149,94 楕円形 D14区
砥 石

"
形 安  山 岩 14,7 長方形 F13区

砥 石 欠 損 安 山 岩 138 113 E 3 区

2095 砥 石 欠 損 安  山 岩 16.3 134 2.7 E12区
砥 石 欠 損 安  山 岩 14.4 11.5 2.6 長方形 G14区

2097 砥 石 欠 損 安 山 岩 22 127.2ィ 長方形

2098 砥 石 欠 損 石英粗面岩 5.6 874〔 E12区
2099 砥 石 欠 損 安  山 岩 2498そ 長方形 H14区
2100 砥 石 欠 損 安 山 岩 129 長方形 F 4 区

2101 砥 石 欠 損 安  山 岩 15.9 11.8 5.3 G12区
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番 号 器 種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 景大厚(cm) 重さ(g)

2102 砥 石 欠 損 安  山 岩 14.5 G12区
2103 砥 石 欠 損 1.2 78,7( Cll区
2104 栖 石 欠 損 162 長方形 C 9 区

2105 砥 石 欠 損 砂 岩 1578( E12区
2106 砥 石 欠 損 11.1 楕円形 G12区
2107 砥 石 欠 損 安  山 岩 236.51 G12区
2108 砥 石 形 安  山 岩 232 13.0 楕円形 c 9 区

2109 砥 石 欠 損 砂 岩 10,9 77 長方形 EF3 区

2110 砥 石 欠 損 安  山 岩 184 楕円形 F12区
2111 低 石 欠 損 131 7.2 楕円形 G13区
2112 砥 石 欠 損 安  山 岩 1.1 273( G 8 区

2113 砥 石 欠 損 安  山 岩 57 32 494Z F  9  区

2114 砥 石 欠 損 安  山 岩 211.2( E  7  区

2115 低 石 一 部 欠 損 安 山 岩 183.1〔 長方形 F 1 3 区

2116 石 一 部 欠 損 安 山 岩 20,8 20.1 五角形 c 9 区

2117 台 石 欠 損 花  南 岩 17.6 16.4 楕円形 F 7 区

2118 台 石 欠 損 安 山 岩 22.8 14.5 長方形 F 6 区

2119 ム
ロ 石 欠 損 安 山 岩 193 17.9 4,20( H 7 区

2120 台 石 欠 損 安  山 岩 19,2 16.0 2,90(

2121 石 欠 損 安  山 岩 149 126 長方形 c l l 区

2122 石 欠 損 安  山 岩 236 10.4 長方形 F 4 区

2123 石 欠 損 安  山 岩 11,9 G10区
2124 台 石 一 部 欠 損 安  山 岩 155 13 6 1,725 方形 G 4 区

2125 ム
ロ 石 欠 損 安 山 岩 1,80( C  8  区

2126 ム
画 石 欠 損 安  山 岩 100 1,09( E  4  区

2127 台 石 一 部 欠 損 安  山 岩 27 124 1,635 F  5  区

2128 石 欠 損 安 山 岩 10.2 6.2 F  8  区

2129 台 石 欠 損 安  山 岩 10,7 H14区
2130 台 石 欠 損 安 山 岩 10.4 1,025 長方形 D 14区
2131 ム

ロ 石 欠 損 安 山 岩 17537 G13区
2132 ム

ロ 石 欠 損 安  山 岩 15.1 C12区
2133 ム

ロ 石 欠 損 安  山 岩 12.6 楕円形 E 4 区

2134 ム
ロ 石 欠 損 安 山 岩 14.2 12.0 F  5  区

2135 石 欠 損 安  山 岩 12.4 6.7 1,190 F  8  区

2136 台 石 欠 損 安  山 岩 長方形 F 9 区

2137 台 石 欠 損 安 山 岩 137 1,040 E  5  区

2138 ム
画 石 欠 損 安  山 岩 57 E  8  区

2139 台 石 欠 損 安  山 岩 135 130 F15区
2140 石 欠 損 安 山 岩 10.7 11144 長方形 c 9 区

出土遺物観察表

SRI②層出土遺物観察表 石製品 (砥石・台石・残刻・石刻・未成品・原石・不明品) (2)
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番 号 器 種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 中冨(cm) 衰大厚(cm) 重さ(g)

2141 石 欠 損 安  山 岩 10.6 77 23 長方形 D 7 区

2142 台 石 欠 損 安  山 岩 119 11.2 方形 D 1 2 区

2143 ム
ロ 石 欠 損 安  山 岩 177 147 D12区

2144 ム
ロ 石 欠 損 安 山 岩 62 方形 E 5 区

2145 ム
ロ 石 欠 損 安  山 岩 944[ E  7  区

2146 台 石 欠 損 安  山 岩 F  6  区

2147 石 欠 損 安  山 岩 2,7 275,8て F  6  区

2148 石 欠 損 安  山 岩 97 長方形 F 7 区

2149 台 石 欠 損 安  山 岩 7.3 F  9  区

2150 石 欠 損 安  山 岩 126 123 1,01( F10区
2151 ム

ロ 石 欠 損 安  山 岩 231.4乏 長方形 F 6 区

2152 ム
田 石 欠 損 安  山 岩 長方形 F 1 2 区

2153 台 石 欠 損 安  山 岩 長方形 G 7 区

2154 石 欠 損 安  山 岩 75 52 2,7 153,9[ H14区
2155 石 欠 損 安 山 岩 123 35 長方形

2156 石 欠 損 安  山 岩 11.6 5,8 11604 F 6 区

2157 台 石 欠 損 安  山 岩 16124 F  7  区

2158 ム
ロ 石 欠 損 安  山 岩 11 8 13.3 1.11[ 惰円形 F14区

2159 ム
ロ 石 欠 損 安  山 岩 長方形 H 1 4 区

2160 台 石 欠 損 安  山 岩 12.5 長方形 E 1 3 区

2161 石 欠 損 結 晶 片 岩 F  8  区

2162 残 亥u サ ヌ カ イト 57 F10区

2163 残 亥U サ ヌ カ イ ト Dll区
2164 残 亥」 緑 色 片 岩

区

磨

Ｅ

一

形

状

一扇
弧

2165 残 亥∬ 緑 色 片 岩 F15区
2166 残 亥可 安  山 岩 8.2 3.2 E12区

2167 残 蕨J 結 晶 片 岩 181 F 6 区

2168 石 亥町 サ ヌ カ イ ト D12区
2169 石 亥∬ サ ヌ カ イ ト 2121 F 8 区

2170 石 亥J 安  山 岩 92.8E G15区
2171 未 成 口

帥 緑 色 片 岩 26.62 D12区
2172 未 成 口

ｍ 緑 色 片 岩 2221 F  7  区

2173 未 成 口
ｍ 緑 色 片 岩 7.5 16,lC F14区

2174 未 成 口
田 緑 色 片 岩 6.7 2429 H15区

2175 未 成 口
ｍ 緑 色 片 岩 E12区

2176 未 成 緑 色 片 岩 5657 F  4  区

2177 未  成  品 緑 色 片 岩 144 F15区
2178 未  成  品 緑 色 片 岩 6742 G12区
2179 未  成  品 緑 色 片 岩 60.28 G14区

船ヶ谷遺跡4次調査

SR!②層出土遺物観察表 石製品 (砥石・台石・残刻・石刻・未成品・原石・不明品) (3)
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番号 器 種 残  存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 最大厚(cm) 重さ(g)

2180 未成品(万争包丁) 欠 損 緑 色 片 岩 C5区
2181 原 石 片 岩 17 510C F5区
2182 原 石 緑 色 片 岩 770[ H9区
2 原 石 7E 形 緑 色 片 岩 11.0 15753 棒状 D13区
2 原 石 緑 色 片 岩 153 58 1661こ F12区
2185 原 石 結 晶 片 岩 11.7 1077G G7区
2 原 石 形 緑 色 片 岩 19 楕円形 G16区
2187 不  明  品 欠 損 緑 色 片 岩 50.22 棒状 E14区
2188 不  明  品 緑 色 片 岩 5.2 34,94 G16区

2189 不  明  品 緑 色 片 岩 5598 F 6 区

2190 不  明  品 緑 色 片 岩 F 7 区

2191 不  明  品 67,43 G 5 区

2192 不  明  品 緑 色 片 岩 G 7 区

2193 不  明  品 緑 色 片 岩 1.7 H14区

2194 不  明  品 結 晶 片 岩 122 E12区

2195 不  明  品 緑 色 片 岩 13 縮温朧品H14区
2196 不  明  品 7E 形 安  山 岩 1239[ 客懇形G16区
2197 不  明  品 安 山 岩 9.2 5.2 25 G6区

表75 SRI①層出土遺物観察表 石製品 (ス クレイパー・剥片)

出土遺物観察表

SRI②層出土遺物観察表 石製品 (砥石・台石・残刻・石刻・未成品・原石・不明品)

表76 SRI①層出上遺物観察表 石製品 (敲石・磨石)

(4)

番 号 器  種 残 存 材 質
法   量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 最大厚(cm) 重さ(g)

2198 スクレイパ ー サ ヌ カ イ ト 3.9 2,7 607モ E 4 区

2199 ユ
ぷ 片 緑 色 片 岩

2200 承U 片 緑 色 片 岩

2201 承U 片 緑 色 片 岩 23,72

番 号 器 種 残  存 材  質
法  量 磨り面

備 考 図版
屍さ(cm) 幅  (cm) 髯大厚(cm) 重さ(g) 画ヽ 3西 上 下 右 左

敲 石 ほぼ完形 安 山 岩 12,7 10.4 ○ ○ ○ 楕円形

敲 石 ほぼ完形 安 山 岩 150 ○ ○ ○ 楕円形

敲 石 ほぼ完形 安 山 岩 100 ○ 楕円形 F6区

2205 敲 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ 楕円形 F6区

2206 敲 石 完  形 安 山 岩 565[ ○ ○ 惰円形 E14区

2207 敲 石 欠  損 安 山 岩 10.5 142,6( ○ ○ 脩円形 F13区

2208 敲 石 欠  損 安 山 岩 1801C ○ ○ 棒状 C13区

2209 敲 石 欠  損 安 山 岩 1037( ○ ○ ○ ○ ○ 棒状 E13区

2210 敲 石 欠  損 安 山 岩 22.8 ○ ○ 長方形 E3区

2211 敲 石 欠  損 安 山 岩 14.6 ○ ○ 長方形

2212 敲 石 完  形 安 山 岩 129 ○ ○ ○ 長方形 F13区

2213 敲 石 ほぼ完形 安 山 岩 118,54 ○ 長方形 F6区
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船ヶ谷遺跡4次調査

SRI①層出土遺物観察表 石製品 (敲石・磨石)

表78 第Ⅶ層出土遺物観察表 石製品 (ス クレイパー・剥片 )

(2)

番 号 器  種 残 存 材 質
法  量 磨り面

備 考 図版
ミさ(cm) 幅 (cm) 最大厚(cm) 重さ(g) 置ヽ 上 下 右 左

敲 磨 石 ほぼ完形 安 山 岩 82 円形 F4区
2215 敲  磨 石 ほぼ完形 安 山 岩 239,3〔 △ △ △ 楕円形 E3区

2216 磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 球形 D12区

2217 磨 石 完  形 安 山 岩 898( ○ 円形 F13区

2218 磨 石 完  形 安 山 岩 17 32.8〔 ○ 円形 F13区

磨 石 欠  損 花 筒 岩 47 ○ ○ ○ ○ ○ 楕円形 F13区

2220 磨 石 欠  損 花 南 岩 2.6 2380〔 ○ ○ 楕円形

2221 磨 石 完  形 安 山 岩 2.4 ○ 楕円形 D12区

2222 磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 楕円形 D13区

2223 磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 楕円形 E4区

2224 磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 楕円形 E12区

2225 磨 石 完  形 安 山 岩 67.23 ○ 惰円形 F13区

2226 磨 石 完  形 安 山 岩 17 114.2C ○ 楕円形 F13区

2227 磨 石 欠  損 安 山 岩 5,7 6.6 ○ ○ 棒状

2228 磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 棒状 D12区

2229 磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 棒状 D13区

磨 石 完  形 安 山 岩 6.5 24329 ○ 方形 D13区

2231 磨 石 完  形 安 山 岩 9198 ○ 方形 E4区
2232 磨 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ ○ 方形 F6区

表77 SR!①層出土遺物観察表 石製品 (砥石・台石・残刻・礫・原石)

番 号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 最大厚(cm) 重さ(g)

2233 砥 石 欠 損 安  山 岩 210 緯 聴 D13区
砥 石 欠 損 安 山 岩 85,31 棒状 D13区

2235 ム
ロ 石 欠 損 安  山 岩 17.5 方形 D13区

2236 台 石 欠 損 花 同 岩 16.0 2,25(

2237 石 一 部 欠 損 安  山 岩 13.9 1,04〔 長方形 F13区
2238 残 亥∬ 緑 色 片 岩 1.2 473〔

2239 礫 欠 損 安  山 岩 14.0 長方形 F13区
2240 原 石 欠 損 緑 色 片 岩 39,3を 棒状 D14区

原 石 一 部 欠 損 緑 色 片 岩 120 棒状 E14区
2242 原 石 欠 損 緑 色 片 岩 楕円形F13区

番号 器 種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅  (cm) 最大厚(cm) 重さ(g)

2243 ス ク レ イパ ー サ ヌ カ イ ト 3.2 F 6 区

ス ク レ イパ ー サ ヌカ イ ト 3,57 F 7 区

板 状 剥 片 緑 色 片 岩 2294E F 7 区

2246 ユ
氷 片 緑 色 片 岩 2.3 F  7  区

2247 剥 片 緑 色 片 岩 71 5,7 G 7 区
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出土遺物観察表

第Ⅶ層出土遺物観察表 石製品 (ス クレイパー・剥片)

表79 第Ⅶ層出土遺物観察表 石製品 (敲石・磨石 )

(2)

番 号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 最大厚(cm) 重さ(g)

2248 ユ
ホ 片 安  山 岩 12,7写 G7区
ユ
ホ 片 緑 色 片 岩 47 H8区

2250 剥 片 サ ヌ カ イ ト H13区

2251 承」 片 サ ヌ カ イ ト H15区
2252 最」 片 安  山 岩 8,7を K L区

2253 設J 片 緑 色 片 岩 F 6  区

2254 談J 片 緑 色 片 岩 75 G 7 区

2255 承J 片 緑 色 片 岩 G8区

2256 最」 片 緑 色 片 岩 G8区
2257 ユ

ホ 片 緑 色 片 岩 16461 E10区
2258 ユ

ホ 片 緑 色 片 岩 79,6〔 G8区
2259 剥 片 緑 色 片 岩 5.2

2260 剥 片 緑 色 片 岩 5.6 2■ 2〔 D14区

2261 談」 片 サ ヌ カ イ ト F 8 区

2262 談」 片 サ ヌ カ イ ト 07 G 9 区

2263 ユ
ホ 片 緑 色 片 岩 2.6 G 9 区

ユ
ホ 片 緑 色 片 岩 36 G12区

剥 片 サ ヌ カ イ ト H13区

2266 剥 片 緑 色 片 岩 2.2 H14区

2267 最」 片 結 晶 片 岩 28.52 H14区

番 号 器 種 残 存 材 質
法  量 磨り面

備 考 図版
婁さ(cm) 中目(cm) 景大厚(cm) 重さ(g) Δ循 上 下 右 左

2268 敲 石 完  形 安 山 岩 138 83 ○ 楕円形

2269 敲 石 完  形 安 山 岩 10.7 6.5 5,7 ○ ○ ○ 楕円形 Cll区

敲 石 完  形 安 山 岩 12.7 73 5.3 ○ ○ ○ ○ 楕円形 C14区

2271 敲 石 完  形 安 山 岩 14.2 3.5 ○ ○ 楕円形 E8区

2272 敲 石 ほぼ完形 安 山 岩 ○ ○ ○ ○ 楕円形 F9区

2273 敲 石 完  形 安 山 岩 0 ○ ○ ○ 楕円形 C13区

2274 敲 石 ほぼ完形 安 山 岩 11 1 ○ ○ ○ 楕円形 E10区

敲 石 完  形 安 山 岩 ○ ○ ○ 楕円形 G6区

2276 敲 石 完  形 安 山 岩 ○ 楕円形 G15区

2277 敲 石 邦 形 安 山 岩 1,685 ○ ○ ○ ○ 惰円形 G16区

2278 敲 石 完  形 安 山 岩 ○ ○ 楕円形

2279 敲 石 完  形 安 山 岩 ○ ○ ○ 糖円形

2280 敲 石 完  形 安 山 岩 9.9 ○ ○ ○ ○ 楕円形 F7区

2281 敲 石 欠  損 安 山 岩 6.3 ○ ○ ○ ○ 楕円形 G6区

2282 敲 石 ほぼ完形 安 山 岩 82 ○ ○ 楕円形

2283 敲 石 ほぼ完形 安 山 岩 12.4 62 ○ ○ ○ ○ 楕円形 Dll区
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船ヶ谷遺跡4次調査

第Ⅶ層出土遺物観察表 石製品 (敲石・磨石 ) (2)

番 号 器  種 残 存 材  質
法  量 磨り面

備 考 図版
異さ(cm) 中目(cm) 最大厚(cm) 重さ(g) 置ヽ 3西 上 下 右 左

2284 敲 石 欠  損 安 山 岩 55 ○ ○ 楕円形 E15区 4

2285 敲 石 欠  損 安 山 岩 670〔 ○ 脩円形 H14区 4

2286 敲 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ ○ 棒状 E6区 4

2287 敲 石 欠  損 結晶片岩 3957 ○ 棒状 G7区 4

2288 敲 石 欠  損 安 山 岩 110 22741 ○ ○ 棒】犬 G7区 4

2289 敲 石 ほぼ完形 安 山 岩 9874 ○ ○ ○ 棒状 F9区 4

2290 敲 石 完  形 安 山 岩 16.0 ○ ○ 棒状 G9区 4

2291 敲 石 完  形 安 山 岩 13.8 2598C ○ ○ 棒状 4

2292 敲 石 欠  損 安 山 岩 10.6 ○ ○ 方形 G8区 4

敲 石 7E 形 安 山 岩 66 ○ 方形 4

2294 敲 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ ○ 方形 F5区

敲 石 欠  損 ○ 方形 F5区 4

2296 敲 石 欠  損 安 山 岩 120 29 ○ ○ ○ 方形 F5区 4

2297 敲 石 欠  損 安 山 岩 110 ○ ○ 方形 F7区 4

2298 敲 石 欠  損 安 山 岩 2.6 ○ ○ 方形 F5区 4

2299 敲 石 欠  損 安 山 岩 117 ○ ○ ○ 長方形 F6区 4

2300 敲 石 一部欠損 安 山 岩 ○ ○ 長方形 4

2301 敲  磨 石 完  形 安 山 岩 ○ △ ○ ○ ○ 円形 4

敲  磨 石 欠  損 安 山 岩 14.6 △ ○ ○ 楕円形 G7区 4

敲  磨 石 一部欠損 安 山 岩 37 2533C ○ ○ △ ○ ○ ○ 楕円形 F6区

2304 敲  磨 石 欠  損 安 山 岩 ○ △ ○ 楕円形 F15区

2305 敲  磨 石 完  形 安 山 岩 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ 楕円形 Cll区

2306 敲 磨 石 完  形 安 山 岩 110 5,6 ○ ○ △ ○ ○ ○ 楕円形 G8区

敲 磨 石 完  形 花 南 岩 112 ○ ○ △ ○ 惰円形

2308 敲 磨 石 完  形 安 山 岩 △ ○ ○ 楕円形 E5区

2309 敲 磨 石 完  形 安 山 岩 △ ○ ○ ○ 楕円形 G8区

2310 敲  磨 石 完  形 安 山 岩 5,7 2688〔 ○ △ ○ ○ 楕円形 H13区

2311 敲 磨 石 完  形 安 山 岩 10.6 1699[ ○ ○ △ ○ ○ 棒状 F9区 4

2312 敲 磨 石 完  形 安 山 岩 11.5 ○ ○ △ ○ ○ 長方形 Ell区 4

2313 敲 磨 石 一部欠損 安 山 岩 140 ○ ○ △ ○ ○ ○ 三角形 E15区 4

2314 磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 球形 H13区 4

2315 磨 石 完  形 安 山 岩 4.1 20523 ○ 円形 D14区 4

2316 磨 石 完  形 安 山 岩 41 ○ 円形 G9区 4

2317 磨 石 欠  損 安 山 岩 ○ 円形 H14区

2318 磨 石 完  形 安 山 岩 14074 ○ 惰円形 F7区

2319 磨 石 欠  t_E 安 山 岩 18385 ○ ○ ○ ○ ○ 惰円形 F8区 4

磨 石 欠  損 安 山 岩 5.1 1841 ○ ○ ○ ○ ○ 惰円形 4

磨 石 完  形 安 山 岩 7155 ○ 脩円形 E6区 4

2322 磨 石 完  形 安 山 岩 5,1 16562 ○ 楕円形 F6区 4
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出土遺物観察表

第Ⅶ層出土遺物観察表 石製品 (敲石・磨石 ) (3)

番 号 器  種 残 存 材 質
法  量 磨り面

備 考 図版
霊さ(cm) 中目(cm) 最大厚(cm) 重さ(g) a雷 3面 上 下 右 左

2323 磨 石 欠  損 安 山 岩 115 ○ ○ ○ ○ ○ 脩円形 G7区

磨 石 完  形 花 筒 岩 12.6 ○ 脩円形 C14区

2325 磨 石 完  形 安 山 岩 14.8 10.4 ○ 脩円形 G13区

2326 磨 石 一部欠損 安 山 岩 102 2.9 ○ ○ ○ ○ ○ 楕円形 F7区

2327 磨 石 万 形 安 山 岩 7241 ○ 楕円形 C10区

2328 磨 石 万 形 安 山 岩 609て ○ 糖円形 Cll区

2329 磨 石 完  形 安 山 岩 1058( ○ 惰円形 Ell区

磨 石 完  形 安 山 岩 58.1〔 ○ 楕円形 F9区

2331 磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 楕円形 C8区

2332 磨 石 完  形 安 山 岩 216乏 ○ 惰円形 G12区

2333 磨 石 完  形 安 山 岩 127 ○ 棒状 F14区

磨 石 完  形 10,4 ○ ○ ○ 方形 E9区
2335 磨 石 欠  損 安 山 岩 14.3 113 ○ ○ 方形 F12区

2336 磨 石 完  形 安 山 岩 6241 ○ 方形 G6区
磨 石 欠  損 安 山 岩 21,11 ○ 方形 H14区

2338 磨 石 完  形 安 山 岩 1515( ○ 三角形 E10区

表80 第Ⅶ層出土遺物観察表 石製品 (砥石・台石・残核・石核・礫・未成品 。原石・不明品)   (1)

番 号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 最大厚(cm) 重さ(g)

2339 砥 石 欠 損 安  山 岩 193 5,9 長方形 F 7 区

砥 石 一 部 欠 損 安 山 岩 26 2.0 5815 棒状 G 8 区

2341 砥 石 欠 損 2.0 C7区
2342 砥 石 欠 損 安  山 岩 9.3 方形 G 7 区

2343 砥 石 一 部 欠 損 安 山 岩 15 56.31 棒状 G 7 区

2344 砥 石 欠 損 安  山 岩 長方形

2345 砥 石 欠 損 石英粗面岩 2214C 方形 F 7 区

2346 砥 石 欠 損 石英粗面岩 148.41 憂皇髯 F 7 区

2347 砥 石 形 12.7 楕円形

2348 砥 石 万 形 ? 安  山 岩 14.4 15,9 110 方形 Cll区
2349 砥 石 欠 損 安 山 岩 10.6 102 方形 E 8 区

2350 砥 石 欠 損 安 山 岩 162 方形 F16区
2351 砥 石 欠 損 安  山 岩 12 5 長方形 E14区
2352 砥 石 欠 損 27 棒状 H14区

ム
ロ 石 欠 損 安 山 岩 2304〔 長方形 F 7 区

2354 ム
ロ 石 欠 損 安  山 岩 長方形 K・ L区

2355 台 石 欠 損 安  山 岩 19,3 127 三角形 F 6 区

2356 石 欠 損 安  山 岩 115 F6区
2357 石 欠 損 安  山 岩 5,7 1843t 金床石?F 7 区

2358 石 欠 損 安  山 岩 13.4 長方形 G 8 区
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第Ⅶ層出土遺物観察表 石製品 (砥石・台石・残核・石核・礫・未成品 。原石・不明品)   (2)

番 号 器 種 践 存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cn) 幅 (cm) 最大厚(cm) 重さ(g)

2359 台 石 邦 形 安 山 岩 171 2,55( 長方形 Cll区
2360 石 7El 形 安  山 岩 210 118 2,00( 黙 イ F16区
2361 石 欠 損 安  山 岩 112 三角形

2362 台 石 欠 損 安  山 岩 15.5 13.1 Ell区

2363 台 石 欠 損 安  山 岩 8,7 E15区

台 石 欠 損 安  山 岩 82 長方形 H13区
ム
画 石 欠 損 安  山 岩 149 H13区
ム
画 石 欠 損 安 山 岩 長方形

2367 残 核 サ ヌ カ イ ト

残 核 サ ヌ カ イ ト 07 H13区
石 核 安  山 岩 99,2( F5区

礫 石 英 22 11 80〔

2371 未  成  品 緑 色 片 岩 67.8〔 K・ L区

原 石 欠 損 緑 色 片 岩 32.9を 棒状 F 7 区

2373 原 石 欠 損 結 晶 片 岩 10,4 l.4 99.21 K・ L区
2374 原 石 欠 損 安 山 岩 87.3( C 6 区

2375 原 石 欠 損 緑 色 片 岩 10,7 三角形 F12区 42

2376 原 石 欠 損 緑 色 片 岩 31.41 G14区
2377 不  明  品 安  山 岩 17441 G 7 区

2378 不  明  品 緑 色 片 岩 成品 F 9 区

2379 不  明  品 緑 色 片 岩 53.8〔 葉衿品F13区
2380 不  明  品 緑 色 片 岩 2211 未成品 G 9 区

2381 不  明  品 緑 色 片 岩 未成品H13区
2382 不  明  品 緑 色 片 岩 159,1( 未成品 H15区

不  明  品 緑 色 片 岩 10.2 1299乏 未成品KoL区
表81 第Ⅵ層出土遺物観察表 石製品 (剥片 )

船ヶ谷遺跡4次調査

番号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) Wヨ (cm) 最大厚(cm) 重さ(9)

承U 片 サ ヌ カ イ ト G13区

表82 第Ⅵ層出土遺物観察表 石製品 (敲石 )

番号 器 種 残 存 材 質
法  量 磨り面

備 考 図版
民さ(cm) 幅 (cm) 最大厚(cm) 重さ(9) A顧 苫面 上 下 右 左

2385 敲 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ ○ 楕円形 F12区

敲 石 一部欠損 安 山 岩 12 1 12.0 6.2 1,275 ○ ○ ○ 方形

表83 第Ⅵ層出土遺物観察表 石製品 (台石 。原石 )

番 号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 最大厚(cm) 重さ(g)

2387 台 石 欠 損 安 山 岩 110 G13区
2388 原 石 緑 色 片 岩 2.0 44,7[ 棒状  F12区
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表84 出土地点不明出土遺物観察表 石製品 (ス クレイパー・剥片 )

番 号 器 種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 1ヨ (cm) 最大厚(cm) 重さ(g)

2389 ス ク レ イパ ー サ ヌ カ イ ト

ス ク レ イ パ ー サ ヌ カ イ ト

ス ク レ イ パ ー サ ヌ カ イ ト

スクレイパ ー サ ヌ カ イ ト

2393 スクレイパ ー サ ヌ カ イ ト 5,7

2394 スクレイパ ー サ ヌ カ イ ト 3,7

2395 承」 片 緑 色 片 岩

2396 最」 片
挙
「

荘
チ

〕
色

亦
赤 22(

2397 承」 片 サ ヌ カ イ ト

承J 片 サ ヌ カ イ ト

承」 片 緑 色 片 岩 17

2400 談J 片 黒 色 片 岩

談J 片 緑 色 片 岩

諸」 片 サ ヌ カ イ ト

2403 諸J 片 サ ヌ カ イ ト

2404 諸! 片 サ ヌ カ イ ト

票J 片 サ ヌ カ イ ト

出土遺物観察表

表85 出土地点不明出土遺物観察表 石製品 (敲石・磨石 )

番 号 器 種 残 存 材 質
法   量 磨り面

備 考 図版
昆さ(cm) 幅  (cm) 最大厚(cm) 重さ(g) 置ヽ B目 上 下 右 左

敲 石 欠  損 花 南 岩 118 ○ ○ 円形

敲 石 欠  損 安 山 岩 2597行 ○ ○ ○ ○ ○ 楕円形

2408 敲 石 欠  損 安 山 岩 107 ○ ○ ○ 楕円形

2409 敲 石 完  形 安 山 岩 220.34 ○ ○ ○ ○ 惰円形 赤

2410 敲 石 完  形 安 山 岩 ○ ○ 楕円形

2411 敲 石 完  形 安 山 岩 ○ ○ ○ ○ ○ 楕円形

2412 敲 石 完  形 安 山 岩 103 ○ 楕円形

2413 敲 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ 楕円形

2414 敲 石 ほぼ完形 安 山 岩 42 ( ○ 楕円形

2415 敲 石 完  形 安 山 岩 12.7 ○ ○ 棒状

2416 敲 石 完  形 安 山 岩 10.5 2.9 15228 ○ ○ 棒状

2417 敲 石 欠  損 緑色片岩 1.3 49.52 ○ 棒状

2418 敲 石 ほぼ完形 安 山 岩 11,9 ○ ○ ○ ○ 長方形

2419 敲 ・磨 石 久  損 安 山 岩 14.7 〇 楕円形

2420 敲 ・磨 石 完  形 安 山 岩 楕円形

敲 ・磨 石 完  形 安 山 岩 惰円形

2422 敲 ・磨 石 完  形 安 山 岩 14.9 42 楕円形

2423 敲 ・磨 石 欠  損 安 山 岩 100 ○ △ △ 方形

磨 石 完  形 安 山 岩 100 ○ 球形
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船ヶ谷遺跡4次調査

出土地点不明出土遺物観察表 石製品 (敲石・磨石 ) (2)

番 号 器 種 残 存 材 質
法  量 磨り面

備 考 図版
民さ(cm) 幅 (cm) 最大厚(cm) 重さ(g) 百ヽ 3西 上 下 右 左

2425 磨 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ 円形

2426 磨 石 完  形 安 山 岩 144.84 ○ 円形

磨 石 一部欠損 安 山 岩 ○ ○ ○ ○ 楕円形

2428 磨 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ ○ 楕円形

2429 磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 楕円形

磨 石 欠  損 安 山 岩 6415 ○ 楕円形

磨 石 完  形 安 山 岩 15.25 ○ 楕円形

2432 磨 石 完  形 安 山 岩 3.2 ○ 糖円形

2433 磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 楕円形

2434 磨 石 完  形 安 山 岩 820〔 ○ 楕円形

2435 磨 石 完  形 安 山 岩 22 ○ 楕円形

2436 磨 石 完  形 安 山 岩 2349( ○ 楕円形

磨 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ ○ ○ ○ 楕円形

2438 磨 石 欠  損 安 山 岩 ○ 楕円形

磨 石 欠  t_R 安 山 岩 756[ ○ 楕円形

2440 磨 石 欠  損 安 山 岩 2008[ ○ ○ ○ ○ ○ 棒状

2441 磨 石 完  形 安 山 岩 ○ 棒状

2442 磨 石 欠  損 安 山 岩 ○ ○ ○ 方形

表86 出土地点不明出土遺物観察表 石製品 (砥石 。台石・残核・未成品 。原石・不明品)     (1)

番 号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 最大厚(cm) 重さ(g)

2443 砥 石 欠 損 安 山 岩 長 方 形
粗 砥

2444 砥 石 欠 損 安 山 岩

砥 石 欠 損 安  山 岩 102 8.2 楕円形

2446 砥 石 欠 損 安  山 岩

砥 石 欠 損 中砥?

2448 砥 石 欠 損 安  山 岩

2449 砥 石 欠 損 安 山 岩

2450 砥 石 欠 損 安  山 岩

砥 石 欠 損 砂 岩

2452 砥 石 7C 形 安  山 岩 楕円形

2453 砥 石 欠 損 安 山 岩 19747

2454 砥 石 イま IF完 形 石英粗面岩 方形

2455 砥 石 欠 損 安 山 岩 4,7 1300C

2456 砥 石 7E 形 楕円形

砥 石 欠 損 安 山 岩 128.5C

2458 砥 石 ほ IF完 形 石英粗面岩 5126 長方形

2459 砥 石 欠 損 安 山 岩 棒状

2460 砥 石 形 安  山 岩 128 楕円形
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番号 器 種 残  存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 叫ヨ(cm) 最大厚(cm) 重さ(g)

2461 砥 石 欠 損 安  山 岩 287

2462 石 欠 損 安  山 岩 190 12.4 1,965

2463 台 石 欠 J_l 安  山 岩 101 12 208.40

2464 石 欠 損 安  山 岩 130 1,225

2465 石 欠 損 安  山 岩 37 964

台 石 欠 損 安 山 岩 475 長方形

台 石 欠 損 安 山 岩 109 5.2 47

2468 ム
四 石 欠 損 安  山 岩 215,18

ム
ロ 石 欠 損 安 山 岩 5.6 14330

2470 台 石 欠 損 安 山 岩 104 21 152.43

2471 台 石 邦 形 安 山 岩 193 16.9 3,600 方形

残 核 サ ヌ カ イ ト 1.1 6.31

残 核 サ ヌ カ イ ト 3.16

2474 残 核 サ ヌ カ イ ト 29.37

2475 未  成  品 緑 色 片 岩 55 13.17

原 石 欠 損 緑 色 片 岩 4828 棒 状

2477 原 石 7E 形 緑 色 片 岩 1426

2478 原 石 欠 損 サ ヌ カ イ ト 19.15

不  明  品 欠 損 緑 色 片 岩 17 12726 未成品

不  明  品 欠 損 緑 色 片 岩 32 3063

不  明  品 欠 損 58 202.19

2482 不  明  品 緑 色 片 岩 8,05 成 品の破 片

不  明  品 1117

2484 不  明  品 緑 色 片 岩 39.27 破損品 43

出土遺物観察表

出土地点不明出土遺物観察表 石製品 (砥石・台石・残核・未成品 。原石・不明品) (2)
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写真 図版例 言

1.遺物は、 4× 5判または6× 9判で撮影した。すべて白黒フイルムで撮影して |ヽヽ るが、一部は

カラーリアドーサルフィルムでも撮影している。

使用機材 :

カ メ ラ  トヨビュー45G・ 69ロールフィルムーホ,レダー

レ ン ズ  ジンマーS240-F516 他

ス トロボ  コメット/C A32・ C B2400

スタンド他  トヨ無影撮影台・ウエイトネタツ ド101

フ ィル ム  白 黒 プラスX―ノヤン・ネオパンアクロス

カラー エクタクロームEPP。 フジ
ー
RDPⅢ

2.単色図版は、白黒プリントを等倍で使用できるように焼き付けている。

使用機材 :

引 伸 器  ラッキーMD'9 0MS
レ ン ズ  エル・ニッコール135mm r5.6A・ 5011ullF218N

印 画 紙  インフォールドマルチグレードⅣRCペーパー

3. 製版    写真図版175線

印刷    オフセット印刷

用紙    マットコート135監

製本    アジロ綴

【参考文献】 『埋文写真研究』Vol.1～4
『報告書制作ガイド』 〔大 西 朋 子〕
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1.SRl③層出土遺物 (2)



船ヶ谷遺跡 4次調査
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1.SRl③層出土遺物 (3)



船ヶ谷遺跡 4次調査
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1.SRl③層出土遺物 (4)



船ヶ谷遺跡 4次調査
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1.SRl②層G6。 7区出土遺物 (刊 )



船ヶ谷遺跡 4次調査

1.SR刊②層G6。 7区出土遺物 (2)



船ヶ谷遺跡 4次調査
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1.SR司 ②層出土遺物 (1)



船ヶ谷遺跡 4次調査

図
版
八

1.SR刊 ②層出土遺物 (2)



船ヶ谷遺跡 4次調査
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1.SRl②層出土遺物 (3)



船ヶ谷遺跡 4次調査

1.出土遺物甲冑 (SRl②層 :475～478、



船ヶ谷遺跡 4次調査

1.出土遺物盾・鏡 (SRl②層 :479、 第ⅥI層 :1701・ 1702)
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2.出土遺物 ミニチュア土器



船ヶ谷遺跡 4次調査
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1.SRl②層出土遺物 (4)
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1.SR刊 ②層出土遺物 (5)
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SR司 ②層出土遺物 (6)
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1,SR¬ ②層出土遺物 (7)



船ヶ谷遺跡 4次調査

SR司 ②層出土遺物 (8)
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刊i SRl②層出土遺物 (9)
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SRl②層出土遺物 (10)
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1.SRl②層出土遺物 (11)
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1.SRl②層出土遺物 (12)



船ヶ谷遺跡 4次調査
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1.SRl②層出土遺物 (刊 3)



船ヶ谷遺跡 4次調査

SRl②層出土遺物 (14)



船ヶ谷遺跡 4次調査
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1,SR刊 ①層出土遺物
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船ヶ谷遺跡 4次調査

1. SKl(1223)、 SK10(1224・ 1225)、  SK9(引 237・ 124珂 )出土遺4勿
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1.SK7出土遺物



船ヶ谷遺跡 4次調査
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1.SK13出土遺物



船ヶ谷遺跡 4次調査
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1.SK6出土遺物 (1377～ 1379)、 SK14出土遺物 (1)(1398。 1399・ 1407・ 1408)



船ヶ谷遺跡 4次調査
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1,SK14(2)、 SK22(1423)出土遺物
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1474・ 1509´ψ1538

SK24出土遺物
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1,SK2出土遺物



船ヶ谷遺跡 4次調査
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1.掘立1(1597。 1602)、 SD2(1634)、 SX2(1645・ 1646)、 第V‖ 層 (1)(1653・ 1656。 刊673～刊678)出土遺物



船ヶ谷遺跡 4次調査
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1.第ⅥI層 出土遺物 (2)
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船ヶ谷遺跡 4次調査

41

1.第Ⅵl層 (3)(1718・ 1739～ 1742)、 出土地点不明 (1756～ 1758・ 1764～ 1767・ 1773・ 1780・ 1795・ 1796)出土遺物



船ヶ谷遺跡 4次調査
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1823

1.SRl②層出土遺物 石製品 (1)(1806～ 1843)
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1.SRl②層出土遺物 石製品 (2)(1844～ 1942)



船ヶ谷遺跡 4次調査
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1.SRl②層出土遺物 石製品 (3)(1943～2071)
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1.SRl②層出土遺物 石製品 (4)(2072～2115)
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顧

1.S日 l②層出土遺物 石製品 (5)(2司 16～ 2197)
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SRl①層出土遺物 石製品  (2刊 98～2242)
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船ヶ谷遺跡 4次調査

第ⅥI層出土遺物 石製品 (1)(2243～2267・ 2339～2352)



船ヶ谷遺跡 4次調査
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1.第ⅥI層 出土遺物 石製品 (2)(2268～ 2336・ 2338・ 2353～2355。 2357～2366)



船ヶ谷遺跡 4次調査
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司̀第ⅥI層 (3)。 第Ⅵ層出土遺物 石製品 上 第ⅥI層 (2337・ 2356・ 2368～2383)

下 第 VI層  (2384-2388)

lHIIIl,,レ 2384



船ヶ谷遺跡 4次調査
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1.出土地点不明出土遺物 石製品 (1)(2389～ 2395・ 2397・ 2399～ 2405。 2443～ 2459・ 2469・ 2472～ 2480・ 2482～2484)



船ヶ谷遺跡 4次調査
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1.出土地点不明出土遺物 石製品 (2)(2406～ 2442・ 2460・ 2462～ 2464・ 2466～ 2468・ 2470'2471'2481)



福音小学校構内遺跡
写真図版



写 真 図版 例 言

1.遺構は、351111n判 で撮影された。

使用機材 :

カ メ ラ

フ ィル ム

ミノル タX-700

白黒ネオパ ンSS/カ ラー カラーネガフィルム

トヨビュー45G。 69ロ ールフィルムホルダー

ジンマーS240mmF5.6 他

コメット/C A32・ C B 2400

トヨ無影撮影台・ウエイ トスタンド101

白黒 プラスXパ ン・ネオパンアクロス

2.遺物は、 4× 5判または6× 9判で撮影した。すべて白黒フィルムで撮影しているが、一部は

カラーリバーサルフィルムでも撮影している。

使用機材 :

カ メ ラ

レ ン ズ

ス ト ロ ボ

スタン ド等

フ ィ ル ム

ラッキーMD。 90MS

エル・ニ ッコール135mm F5,6A・ 5011unF2.8N

インフォール ドマルチグレー ドⅣ RCペ ーパー

写真図版175線

オフセッ ト印刷

マ ッ トコー ト135kg

アジロ綴

3,単色図版は、離 写真を除いた白黒プリントを等倍で使用できるように焼き付けているが、遺構

写真の一部は、カラープリントを原稿とした。

使用機材 :

引 伸 器

レ ン ズ

印 画 紙

4.製版

F「用J

用紙

製本

【参考文献】 『埋文写真研究』Vol.1～ 13

『報告書作成ガイド』 〔大西 朋子〕
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1.SB125(南西より)

2.SB126(北 より)

3.SB163(東 より)



福音小学校構内遺跡
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=1垂多争 1. SB7 (南東より)

2.SB10(西より)

3. SB18(Jヒ より)



福音小学校構内遺跡

図
版
四
七

薄肇■

1.SB33(南 より)

2.SB39(北東より)

3.SB52(南東より)



図
版
四
人

福音小学校構内遺跡

器龍|ヽ 1.SB62(西 より)

2.SB81(南より)

舞
ガ:
キを1■ 3.SB82(南 より)



福音小学校構内遺跡

図
版
四
九

SB82竃内遺物出土状況
(南 より)

SB93竃内遺物出土状況

(北 より)

3i SB94(南東より)
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福音小学校構内遺跡

1.SB97宅内遺物出土状況
(東 より)

2.SB102(西 より)

3.SB103(北 西より)



福音小学校構内遺跡
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1. SB107 (西 より)

2,SB108(西 より)

3.SB137(南 東より)



福音小学校構内遺跡

1.SB131・ 132(北東より)

2.SB3(西 より)

3.SBl(北西より)



福音小学校構内遺跡
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1.SB5(南西より)

2.SB13(南東より)

3.SB14(南より)
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3.SB26(東より)



福音小学校構内遺跡
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1.SB46(西 より)

SB46寵内遺物出土状況
(東 より)鶴

3.SB49(南東より)



福音小学校構内遺跡
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1.SB57(北 東より)

2.SB70(東より)
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3. SB71 (南 より)



福音小学校構内遺跡
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1.SB85(西 より)

2.SB98(東より)

3.SB98竃 (南 より)



福音小学校構内遺跡
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SBl13竃内遺物出土状況

(北 より)

SB127竃内遺物出土状況
(南 より)

3i SB128(北 より)



福音小学校構内遺跡
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SB128竃内遺物出土状況
(南東より)

2. SB19(】しより)

3.SB19竃 (南 より)
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福音小学校構内遺跡

1. SB138(】ヒより)

2.SB4(西 より)

3.SBll(東より)



福音小学校構内遺跡
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1.SB80(南 東より)

2.SB101(南 西より)

3i SB129(北 より)



福音小学校構内遺跡
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1.SB164・ 165(南東より)

2.掘立5(西より)

3.掘立10(南 より)



福音小学校構内遺跡
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1`掘立13(東 より)

2.掘立20(北西より)

3.掘立43(南より)


